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床ずれの発生は、局所皮膚に加わる長時慌

の圧迫による盟庇性壊死に起因するとし、われ、

長期臥床者の床ずれ予防に当っては、べ、ッド

(マット等)上での皮痛に加わる体庄の分布と

それに伴う鹿流障害を把揚してから予防具を

選ぶことが大切です二

F91型発愚装謹

しずか
正カ計内蔵により常時

マット庄が表示されます二

旺〉

新発売のRBエアーマット江主Iillは、新素

材設計による「グ?…ンマットJと庄力計内蔵

による新型送思装量「しずか止の組み合わせ

て;マット庄も巾広〈設定・調整ができます。

さらに、武E体圧計の併用により、患者の烏所

庄チェックがて3れば、持靖子防は万全です二

※詳しくは、カタログをこ参熊綴います二

RB200ー殻用(クリ…ン)マット
感触・軽震・罷久性を満足させる強力

レーヨン塩ピ張りを素材とし、保守

のし易いセjレヰ本一体成型品

です二

襟準セット価格￥82，000

幽臨調~

館覇軍

計

発売元慰帯闇臓器製薬(掛特競部毘療兵諜二!L151iZF義足量;
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会期 平成 6年 7丹29日(金〉・ 30B(土)

会場 第 1B 府中の森芸街劇場

千 183 東京都時中市浅賠償r1 -2 

TEL 0423-35-6211 

第 2B 東京慈恵会医科大学医学部看護学科

千 182 東京都調布市国銭的 8-3 1 

TEL 03… 3480 1151 

事務局 東京慈恵、会医科大学医学部看護学軒

T 182 東京都調高市閣僚町 8-3 -1 

T E L 03 -3480 -1151 (内線2775，2705) 

FAX 03-3480-4739 
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」時 あ 大」 イコ

第20回日本看護研究学会総会

長 吉 武

季節はいま泰を過ぎて夏iこ向かいつつあります。第20回日本審議研究学会総会が梼催される 7月29日

(金)， 30臼(土)には，この夏の暑さは多分ピークに達していることでしょう。暑い譲りに全国から

お集り下さいます皆議を，可能な抱り快漉な環境の中にお迎えしたいと努力してまいりました。お集り

の皆様に心からの歓迎のごあいさつを中上げます。

今闘の学会は第 1日目と第 2日自の会場が別になります。ご参加の皆議方にお間違いがありませんこ

と会，まず第一に頼っております。

第 1日自の会場となります府中の森芸箭劇場は，東京とはいえ都心の喧騒から離れ，縁驚かな場所に

あります。会場爵辺の様々の木かげは，多分魅力的な憩いの場となることでしょう G 息ぬきをなさる方

が多くなるのではと，今から余計な心配などしております。会場は芸術離場の名の通り，コンサートや

バレエの公模などが行なわれる素教なところです。

今回の学会のメインテーマは f看護の役割拡大…看護の発展の方向をさぐるj としました。看護の役

割拡大ということばは，ことばとしては決して新しくはありませんが，どの方向に向かつて役割を拡大

するかの議論は，必ずしも充分になされてはいないように忠われます。さまざまな解釈の中での

の役割拡大への模索Jをシンポジウムのテーマにしました。看護実銭の経験豊かなシンボジストの先生

方と，ご一緒に考える機会にしていただければ幸です。

長い間，看護に深い理解を示され，あたたかく見守って下さった関部正和先生にご議漉いただけます

ことは，本さきによかったと患っています。心に深くしみ入るようなお話が聞けますことを期待しており

ます。

第28自のー綾演題発表は，会場を東京慈恵会医科大学医学部看護学科校舎に移して行います。学会

史上最高の262題の発表に 6会場ぞ慾犠しています。第 1臼自とは全く巽なる環境ですが，皆識にとっ

て気持ちょい発表と討論の場となりますことを顕っております。

今屈の学会は第20由という記念すべき節目の学会です。本学会の20年の歴史を重く受けとめながら，

更なる発展に向けての鶴気で軽やかな出発の学会でありたいと患っています。艮ての「回大学jの卒業

生も，今や看護教湾の担い手として，また臨床看護の指導者として立派に成長しています。懇親会はい

ろいろな世代の皆様方の!日交をあたためる場となり，また新たな出合いの場となりますよう，楽しくあ

たたかい雰顕気を作りたいと頼っております。多くの方々のおいでをお待ち取上げます。

この学会が実り多く，またご参加の皆様のご記樟に残る学会になりますよう鞍っております。



第 1日盟 会場へのご案内

第 1自毘会主題 府中の諜芸窃麟蟻

芸評逝培 草壁京懇耳寺中市議開需1-2
Tをし0423(35)6211

交通のご襲内

高鷹山口・京玄八ミ震予・資格不動方箆

緩本・望I(:E多摩をント方寵
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府中の森芸衛騨場第 1自毘会場
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第 1髄語会主義 府中の森芸衛麟主義 どザーむホール
2露霊平蕗盟

事?提示虫持主計指
平成の龍

どりーむホール
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第2日自 会場へのご案内
第2自島会場東京謹恵会医科大学盤学部署謹単科
所 在地東京都調帯市国領混r8":"3"': 1 

m 03(3480)1151 
交通のご案内

つつじケ丘

山の手線

成緩埼童図書事 小田急錦

蓮司
繍
頭

爵
識
拍

線
鶴
線

五
五
一
間

京
京
小

徒歩15分
パス 10分
パス 5分

6 



治江駅パス乗り場裏内
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学会運営につい てのお願い

第 1自国……… 7月29B(金)10時間場 10時30分間始 17詩45分轄了。

会 場 府中の森芸街劇場どりーむホール

1)受付は， 10時より行います。

2)当日参加受付をされる方は，当B参加受付で学会参加費8，000丹を納めて下さい。

参加費約入者には，参加証騒(ネームカード・領収書・参加券〉と，抄録集等の資料袋をおわた

しします。

3)既に参加費を納入された方は，第 1臼民参加券を事前納入者受付の参加券入れに会員・非会員艇

に入れて下さい。

4)ネームカードに所属・氏名をどりーむホー jレ舟にある記名会にて， ご記入下さい。

ネームケースは，言己名合にあります。

学会会場舟では，L己目留にネームカードを必ずおつけ下さい。

1)来場時に，必ず演者・司会者受付にお立ち寄りください。

2)スライドをお持ちの方は，議者・ 2司会者受付で試写を行い，受付係にお渡し下さい。

また，講議後スライドを返却致しますので，漬者・司会者受付にてお受け取り下さい。

3)スライドはライカ叡 (35羽田〉で枠がプラスチック製の淳みのあるものにしてください。(カロー

セル80枚吊)。プロジェクターは 2台2揺とします。

4)誤者は講演終了後に原議用紙にまとめた講演内容を，総合案内受付係に提出するか，または，学

会事冬了後2週間以内に学会事務局にご送付下さい。費疑への囲答発言については，陣壊後直ちに整

理して謹出して下さい。

1 )質疑発言をされた方は発言後，直ちに内容要旨を費問用紙に200字以内にまとめて，所属・氏名・

講師を明記のうえ，総合案内受付録に提出して下さい。

9 
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1)非常の場合は，保員の指訴に従って下さい。

2 )クロークは，第 1日司会場のみ設讃いたします。懇親会参加者の方は，なるべく 2階クロークを

ご捜用下さあ。

3)会場内の呼び出しは諜射としていたしませんが，緊急、時は総合案内受付係へお申し出下さい。

4)その他ご不明な点は，総合案内受付へお尋ね下さい。

5)会場では欽食できませんので，昼食場所として「平成の間Jを用意しましたので，こ不リ用下さい。

6)医療器機・看護用品・教脊器機等を 2階展示会場で麗示いたします。

学会 1司自経了後，懇親会を艶催いたしますので是非ご参加下さL、。

1.日時 平成6年7月29日(金) 18:15-20:00 

2.場所 府中の森芸術劇場 2階「平成の関J

3.会費 5，0 0 0河

会費は学会参加費と碍時にお支払い下さい。

当日参加も受付けます。



第 2自由....・ H ・.7月初日(土) 8持30分開場. 9時開始. 17時30分轄7

会 場 東京慈恵、会医科大学医学部看護学科

1 )第 2日目c7月初日)受付は，東京惑窓会医科大学法学部看護学科人口，総合案内受付で 8時

30分より行います。

2)当日参加受付をされる方は，総合案内受付で学会参加費8，000丹を納めて下さい。

3)すでに参加費を納入された方は，第2日自参加券を総合案内受付の参加券入れに会員・非会員到

に入れて下さい。

4)学会場内では，ネームカードを左鞠におつけ下さい。

1)口演時開

一綾接題の口議時閣は 7分です。時街を厳守して下さい。苦手j限時期 1分前に青ランプ，時間柊了

時に赤ランフ。をつけます。時間超過の場合には鹿長から発表中止を申し入れることがありますので，

あらかじめご了承下さい。

2)討論

① 各演題の討論待問は約 2分です。各群の討論時期の重己分は謹長にお任せ下さい。

② 費疑・.J;t答の場合は康長の指示を得て，発言の前にまず所露・長名をはっきり述べてから発言

をして下さい。討議用のマイクを必ずお接い下さい。

@ 追加発表，質疑発言をされた方は発言後，陸ちに内?g要旨を費関用紙に200字以内にまとめて，

所j議・氏名・発表i寅題番号を明記のうえ誌に提出して下さい。また演者は質疑への回答発言につ

いて降壊後直ちに整理して提出して下さい。

3)スライド

① スライド(ライカ版35怨盟〉の援用は一般演題では10枚以内とます。プロジェクターは，各会場

1会準錆します。

@ 向じスライドを 2度以上使用されるときは，別々にご用意下さい。

告 スライド映ヰは議者自身の合図によって行います。 rスライド次jあるいは「次のスライドJ

と指示して下さい。

窃 スライドは各群口漬開始30分前までに名発表会場のスライド試写にて準備し，スライド受付に

提出して下さい。朝早く発表される場合は，午前8時30分より受け付けます。

@ スライド提出の擦は，漬者自身で備え付けのフレームに入れ. 11損番，方舟を確認し，スライド

引換カードをお受け叡り下さい。
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⑥ スライドは，口議終了後 1時間以内に各発表会場のスライド受付で引換カードを提出し，お受

け取り下さい。

4)口演内容の掠稿

一般演題演者は，口演を1200字 (400字原稿用紙3枚)以内にまとめた要旨を発表30分前までに

各発表会場の受付に提出して下さい。(提出された発表・発言の要旨は学会記事として日看研雑誌

に集録します)

竺三竺ゴ
1)藤長氏名はプログラムに掲載しでありますので，各群開始の10分前までに「次康長席」にお着き

下さい。

2)各群の持ち時間を厳守して下さい。

日
1 )第2日毘 (7月初日)は，手荷物のクロークがありませんので，荷物・貴重品はお手元にお置き

下さい。

2)昼食時お弁当の引き換えは，総合案内受付横で行っております。畢食場所は，会場をお使い下さ

い。尚，お弁当の空き箱は，設置しである場所にお捨ていただくようお願い致します。

3)学会保はリボンを付けております。ご用の際はお申し出下さい。

4)非常口は会場に明示しでございます。尚，非常の際は係の指示に従って下さい。

5)会場内の呼び出しは原則としていたしません。総合案内受付横の連絡板をご利用下さい。

12 
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7月29日(金)一第 1日

10 : 30 開会の辞 会長吉武香代子

10: 35 会長講演 r看護の専門分化を求めてj 会長東京懇窓会援科大学吉武香代子

謹長熊本大学教育学部成田栄子

11 : 10 特別議議- の期待J 学校法人惑窓大学理事長 関部正和

藤長 前療

11 : 45 20潟年式典

12 : 15 昼食・休憩

13 :訪 日本看護研究学会総会

14: 35 奨学会研究報告

1.抗癌剤投与時の鋭毛予101こ対する試み

-4%食塩水と治議用エタノー jレを護用したアイスキャップの説毛予訪効果ー

神戸市立中央市民病筏 井上貴美子

E室長 千葉大学看護学部看護実践研究指導センター 土屋尚義

2. r看護学生に対する禁理教育プログラムの開発と効果の検討j

千葉大学教育学部 関部加奈子

産長 千葉大学看護学部看護実践醗究指導センタ一 家メIJ淳子

15: 45 シンポジウム

の投割拡大への模索J
主司会 木村看護教育振興財団伊藤暁子

東京懇意会監科大学寺縄開美

議 キし韓麻生脳神経病説 紙握 克子

北盟大学東病説 竹内美恵子

密林大学髭学部附属絹院 中村

聖路加看護大学小島操子

17: 45 奨学会研究報告表彰式

奨学金設与

18・ 15 懇親会

7月30B (土)一第 2B 
9 : 00 ー殻演題発表 CA，B， C， 0， E， F， 会場〉
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般演題 7月初日(土)

A 会場 お会場 c 会場

護学科大教室|底 科国領校620講義室 l慈恵第三看護専門学校大教室

9 : 00-9 : 50 

第 l群 1-5 

護教育 I

9 : 50-10: 40 

第 2群 6-10 

護教育五

10: 40-11: 30 

第 3群 11-15

看護教育直

11 : 30-12: 20 

第 4群 16-20

護教育 W

13 : 00-13 : 50 

第 5群 21-25

看護教育 V

3: 50-14 : 40 

第 6群 26-30

護教育 VI

14:40-15:30 

第 7 群 31~35

看護教育 W

15:30~16:30 

第 8 群 36~41

看護教育四

16: 30-17: 10 

第 9 群 42~45

者護教育 IX

14 

9 : 00-9 : 50 

第10群 46-50

護基 礎 I

9 : 50-10: 40 

第11群 51-55

看護基礎立

10: 40-11 : 30 

第12群 56-60

護基礎直

11 : 30-12: 20 

第13群 61-65

護基 礎 W

中盤

13 : 00~13 : 50 

第 14群 66~70

看護基礎 V

13 : 50~14 : 30 

第 15群 71~74

護基 礎 W

75~79 

礎 W

15 : 20~16: 10 

第 17群 80~84

看護基礎磁

16 : 1O~17 : 00 

第 18群 85~89

看護基礎 IX

9 : 00-9 : 50 

第19群 90-94

看護管理 I

9 :50-10:40 

第20群 95-99

看護管理豆

10: 40-11 : 30 

第21群 100-104

着護管理班

11 : 30-12 : 30 

第22群 105-110

護管理 W

13: 00~13: 40 

第23群 111-114

看護管理 V

13 : 40~14 : 30 

第 24群 115~ 1l9

護管理 VI

14 : 30~15 : 20 

第25群 120-124

看護管理 W

15 : 20~16 : 10 

第 26群 125~129

看護驚環澗

16 : 10~16 : 50 

第27群 130-133

看護管理 IX



D ぷ三三泳Z 場

科 箇領校220講義

9 : OO~ 9 : 50 

第28群 134~138 

臨 床 看

9 : 50~ 1O: 40 

第29群 139~143 

臨 床 看 II 

10 : 40~ 11 : 30 

第30群 144~148 

沫 I立

11 : 30~12 : 20 

第31群 149~153 

床 IV 

13: 00~13: 50 

第32群 154~158 

臨床審議 V

13 : 50~ 14 : 40 

第33群 159~163

鵠床看護 VI 

14:40~15:30 

第34群 164~168 

臨床看護 W

15:30~16:20 

第35群 169~173 

臨床看護羽

16 : 20~ 17 : 10 

第36群 174~178

寝床看護 K

‘ 

E ~ 又 場 F ~ 、 場

患学科国領校218 学科器韻校205 義

9 : OO~ 9 : 50 9 : OO~ 9 : 40 

第37群 179~183 第46群 225~228 

鵠 床 X 教 育 X 

，抽唱探唱内酔

事・‘‘ー---- 持骨

母晶物静 晶

9 : 50~10 : 40 9 : 40~10 : 30 

第38群 184~ 187 第47群 229~233 

臨 床 〉な 護 教 育 XI

10: 40~ 1l : 20 10: 30~11 : 20 

第39群 188~ 191 第48群 234~238 

韓 床 X立 教 xn 

11 : 20~ 12 : 10 11 : 20~12 : 10 

第40群 192~ 196 第49群 239~243 

臨 床 看 XllI 教 刃E

中昼

13 : OO~ 13 : 50 13 : OO~13: 50 

第41群 197~201 第 50群 244~248

臨床看護 XVI その他 I

13 : 50~14 : 50 13 : 50~ 14 : 40 

第42群 202~207 第 51群 249~253

鵠床審諮 XIV その他立

14 : 50~15: 40 14 : 40~15 : 30 

第43群 208~213 第 52群 254~258

臨床者護 XVI そ の{也琢

15 : 40~16: 40 15 : 30~ 16 : 10 

第44群 214~219 第 53群 259~262

臨床看護 XVlI その他 W

16 : 40~17 : 30 

第45群 220~224

議床看護 XVJH

15 
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<>A 会場 O

く第 1群〉 看護教育 I 1~5 9 : OO~ 9 : 50 

鹿長商問女学説大学保健福祉学部大原宏子

1 r排濯の援助jに関する指導方法一体験の段騎的学習を促す試み一

滋賀県立短期大学 O伊丹君和 太田節子

2 看護学生におけるオムツ排尿体験学習前後のイメージおよびエゴグラムの変化について

昭和女子高等学校衛生看護専攻科 O域後栄子

千葉大学看護学部看護実銭研究指導センター

金井和子土屋尚義

3 床上排濯の体験学習に対する看護教員養成過程受講生の意識

昭和大学医学部附属看護専門学校 O森 晶子

横浜市立港湾病院 山崎陽子

東京都立医療技術短期大学森千鶴

4 注射技術の患者体験学習について一実態とその開題点一

元高津看護専門学校 O南雲マリ子

神奈J11県立がんセンター 酒井恵子

横須賀共済病院看護専門学校鈴木良子

横浜市立大学歴学部間嵩高等看護学校渡部節子

5 学生の授業への反応をとらえる一方法の有効性の検討一採血潰習時の STAIと出席カード感想文

との比較を通してー

自治医科大学看護観期大学 O大久保祐子永井宏子小幡セイ

東京医科歯科大学医学部保健衛生学科 松田たみ子

く第2群〉 看護教育E 6~10 9 ・ 50~10 : 40 

16 

艦長聖隷クリストファー看護大学 田島桂子

6 看護学生の病室環境の受けとめに関する調査

11慎正高等看護専門学校藤田伶子

7 生活行動に対する者護学生の認識(その1)一生活構造・生活欲求の視点から一

神奈J11県立衛生鐘期大学 OLlJ口利子 相馬朝江 JII守田千秋

滝島紀子小林小百合器合浩子

山形賀津子

産業既科大学底療技術短期大学野口多恵子

8 生活行動に対する看護学生の認識(その 2)一健康の視点から一

神奈川県立衛生短期大学 O相馬朝江 山口利子川守田千秋

滝島紀子小林小百合落合浩子

山形鷲津子

産業監科大学底療技術鑑期大学野口多恵子
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9 基礎看護技術と日常生活行動との簡保一看護輿味度と生活の自立度から一

京都府立医科大学医療技術器類大学部 O西部藍子 上野範子

当自雅代中村幸栄

玄白公子

10 蕗接技法の教育の影響とその定義

J!I鯖援護短期大学 O太湯好子酒井笹美森上啓子亀田和恵

岡山大学底療技術短期大学部池田敏子

く第3群> 審議教育斑 11~15 10:40~11:30 

藤長京都府立医科大学医境技術短期大学部玄関公子

11 自己評髄からみた VitalSigns測定技術の分析

名古屋市立大学審護短期大学部 O荻野間子鈴村初予

森貴子中島千思

12 シーツ交換の鵠床実習ビデオを用いた評縞…第 l報 詳髄者によるずれ一

広島県立広島皆実高等学校 O吉村綾子

広島県立三次看護専門学校古援敷明美

広蕗県嶺祉保健部塚原浩子

13 シーツ交換の龍床実習ビデオを用いた評価一第2報 評価場面によるずれ…

広島県立三次看護専門学校 O古麗敷明美

広島県立福祉保鍵部塚顕治子

広島県広島皆実高等学校吉村俊子

14 基礎審議技術におけるどデオ利用について

妓毛主Eま嬢技鮪短期大学 O堀文子加藤コナミ 内山尚子

近藤準子

15 グループ学習の設業評価と学生の変容:基礎審議学授業を通して

く第4群〉 看護教育N 16~20 

東京女子寵科大学看護協期大学 O関部典子村本淳子

金沢トシ子鈴木玲子

罷浮尚子行広栄子

河合千恵子

11 : 30~ 12 : 20 

座長 )11椅子右衛生昂看護極期大学準備室 寄木様子

16 看護学生の罷繋能力の発達に関する研究(第3報)

東京女子医科大学看護短期大学 O患岸恵三子 間合千恵子

千葉大学看護学部看護実説研究指導センター

土盤掲義金井和子

17 
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17 コミュニケーションの成長を促すための教護方法を考える一教員の評価の視点と学生の成長度と

の関連一

大阪市立大学窓学部附属看護専門学校 O窓敏子小西千恵子

吉村弥須子葛西洋子

18 罵手術期・鑓性期患者の看護の講義に関する検討

広島大学底学部保健学科 O藤野文代

問 看護学生の Self-EsteemIこ関する研究

愛知県立看護趨期大学 O山口経子岡本淳子二営啓子

20 看護の達成感に結び、つく要因を探る一学生の実習評価項自を舟いてー

大板市立大学医学部附属看護専門学校 O弓場紀子 積田久仁子

前田勇子

く第5群> 看護教育V 21~25 13 : 00~13 : 50 

産長兵庫県立看護大学近出敬子

21 基礎看護実習における学生の不安に関する研究 STAI検査と内容の分析

和歌山県立高等看護学院 O鳴尾世子

22 看護短期大学 l年生の学習時における心倍数の検討

帝京平成短期大学 O鈴木一枝

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター

土屋尚義金井和子

23 鵠床実習における学生のストレスと対処行動

札幌援科大学保健医態学部看護さ戸科 O深沢長子 深沢華子

24 鵠床実習における看護学生の負拐について

北盟大学看護学部 O堀良子猪又克子

25 者護臨床実習におけるの行動計題発表のあり方についての検討 学生の不安傾向とストレッサー

との関連一

横浜赤十字看護専門学校 O鈴木敬子

神奈)111思立衛生観期大学松下由美子

く第6群> 看護教育VI 26~30 13 ・ 50~14 ・ 40

18 

撞長神奈川県立衛生短期大学森田チエコ

26 看護学生の看護に対するイメージの変容について一基礎看護学見学実習前・後の比較一

秋自大学医療技街短期大学部 O石井範子 戸井由ひとみ

佐々木場香

27 各論龍床実習前後の行動特性と性格特性の変化

金沢大学医療技術短期大学部 O河村一海 西村真実子

永)11宅和
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28 看護学生の実習振り返り

和歌山赤十字看護専門学校 O松尾文美東田裕子素}J

和歌山赤十字病説池本義子

29 臨床実習における問題とその要国分析

翠母女子組期大学 O土渥八千代小笠態みどり 江黒英美子

吉援明子磯野三穂

30 評穏からみた過去 3年間における総合実習の成果

く第7群〉 審護教育VI 31~35 

名吉患市立大学看護短期大学部 O鈴村初子 邸中道子

竹谷英子

14 ・ 40~15 : 30 

座長山形大学援学部看護学科高橋みや子

31 看護学生の自我間一性に関する研究一留子構造の学年足IJ比較一

妓阜大学堅議技術穏期大学部 O松田好美 森田敏子
土仁被ート砂望号線砂立f(望号線信性問中指摘みンター 内海 混

32 看護学生の自我向一性iこ関する研究一入学決定時期・入学動機・看護に対する構えなどが思子に

妓車大学医穣技鋳短期大学部 O森田敏子松田好美

ンター内海混

33 精神科実習における看護学生の自己の態度への気づきと不安額舟との関探

山口大学医療技街短娯大学部 O金山正予

山口大学涯学部附属病詫坂之上智子 山本妙子

山口大学大学説教育学研究科 部中マ

建業寵科大学長療技術短期大学 JII本利恵子

千葉大学審議学部看護実践研究指導センター 内海箆

34 助産嬬学生の臨床実習中のストレスについて-PFスタディ性格検査を用いて一

千葉大学罷学部附属務院 OJlI島広江

千葉大学審議学部審議実践研究指導センター 薮口被男

35 母性看護実習での学びと TEGの変化

佐裂髭科大学涯学部看護学科 O竹ノ上ケイ

千葉大学看護学部者議実践研究指導センター 内海提

く第8群〉 審護教育鴻 36~41 15 : 30~16 : 30 

座長久留米大学涯学部看護学科河合千恵子

36 臨床実習における看護過程の指導方法の検討一看護診新導入時の学生のアセスメントフ。ロセスの

実態から一

大駁市立大学匠学部時}議看護専門学校 O白田久美子 松本美知子

東ますみ

玉上勝美

19 
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37 臨床実習における評価に関する研究 (3報)一教員と龍床指導者の総括的評価の現状分析一

聖母女子姫期大学 O松村慈子

東京大学大学院西垣

38 終末期実警における学生の自己評価と教員評価の比較一形成的評価を用いてー

部JI慎天堂医療短期大学 O射場典子 主主口珠実

JI国天堂底療短期大学 青木きょ子

39 自復実腎期における実習効果-ADL評価表を用いての検討一

JI国夫堂医療短期大学 O桑子嘉美 弓 貞子

40 実習要項及び実習指導要領の活用の実態(第 1報)

東京都立医療技術短期大学 O脊木慶子

元最高裁判所人事局能率課新井妙子

41 実習要項及び実習指導要領の活用の実態(第2報)

く第 9群〉 看護教育IX 42~45 

42 医専廃止と看護の大学教育

ヨ己最高裁判所人事局能率諜 O新井妙子

東京都立援疲技術盟期大学青木康子

16 : 30~17 : 10 

陸長淳生省看護研修研究センター 吉田喜久代

千葉大学看護学部看護実器研究指導センター O花島具子

43 全臨高等学校衛生看護科専攻科協議大会の変遷からみた看護教育

加世田女子高等学校 O遠矢みどり

千葉大学看護学部看護実接研究指導センター 鵜沢陽子

44 看護系短期大学における一駿教育科目の位置づけ(第 1報)一物理学と春護学の接点からの提案一

愛知みずほ大学 O斎藤

東京女子医科大学看護短期大学河合千恵子村本淳子

金沢トシ子阿部典子

行広栄子鈴木玲子

国j零路子

45 看護系短期大学における一般教育科目の位置づけについて(第 2報)基礎看護学と物理学との統

合的学習

20 

東京女子医科大学看護短期大学 O河合千恵子村本淳子

金沢トシ子階部典子

符広栄子鈴木玲子

国津尚子

愛知みずほ大学斎藤
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O B 会場 O

く第10群〉 基礎看護 1 46~50 9 : OO~ 9 : 50 

座長千葉大学看護学部看護実践研究指導センター 金井和子

46 老人の転倒j予坊に関する基礎的研究(第3報)一重心動揺と歩行分析を遥して

金沢大学寵療技術媛期大学部 O泉キヨ子平松知子 山上和美

内灘、盗泉競読天津栄子

ウエルネスホロニックスタジアム金沢 鈴木泰子

47 脅盤底箭群の筋電留による検討

千葉県立衛生短期大学 O水戸美津子宮腰由紀子援本蘇理

48 老人の尿失禁と歩行能力に認する検討

愛知県立看護耀期大学 O松関広子伊藤孝治

49 おむつの疫用に関する基礎的検討一成人・老人のおむつに関する意識からの分析一

愛知提立看護短期大学 O伊藤孝治

50 意識抵下患者の頭髪の清潔に関する研究

北里大学審議学部 O関崎寿美子塚越フミエ 域戸滋盟

く第11群〉 基礎審議E 51~55 9 : 50~10 : 40 

座長熊本大学教育学部投々木光雄

51 i本位と体圧からみた祷議予防…タクタイルセンサーによる一

神戸市立審議器類大学 O問中靖子 平沼雅子

語E8恭仁子

52 ff勾腰椎擬後における祷蕗予防異の有用性の検討(第2報)一皮j替の湿j態度，皮横溢，体正の経時

的変化からの分析

山口大学窓療技能短期大学部 O松永禰生

千葉大学看護学部看護実銭研究指導センター 臨口議男

53 抑主人位保持による心身の告覚的苦痛の測定ーエアーマットとベットの比較

山口大学医学部鰐麗病院 O大久保佳枝 西山美智恵、 古用説子

山口大学佳療技指短期大学部 石弁智番子

54 近赤外線法およびインピーダンス法を用いた体脂肪計の有用性について

長騎大学医療技街観期大学部 O勝野久美子西山久美子

滞留秀子福山由美子

大塚鍵作

55 生体インピーダンス法による体脂訪計TBF-101と88-103の測定条件に関する検討

長鋳大学医諜技術穏期大学部 O福w由美子勝野久美子

諸国秀子商山久美子

大塚縫作
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く第12群〉 基礎看護m 56~60 10 : 40~ 11 : 30 

盛長埼玉県立衛生観期大学大持原千鶴子

56 McMillanとWilliamsの便秘評価尺度日本語版の作成と検討

)11崎医穣趨期大学 O杉田明子 田中美穂深井喜代子

57 健藤高齢者の CASによる捜部評価

JII崎医療器期大学 O塚原貴子人見裕江深井喜代子

58 寝たきり老人の CASによる便秘評価

JII時医療短期大学 O人見裕江塚原貴子深井喜代子

59 便産保温の有無とトイレイメージ一環境の瀧度差による比較一

岡山大学医療技術短期大学部 O池田敏子近藤益子

高田節子

60 便座の温度変化が生体に及ぼす影響…夏期の温度変化， 20哉と60議

関山大学藍療技術短期大学部 O近藤益子池田敏子高出節子

森繁紀子

く第13群〉 基礎看護IV 61~65 11 : 30~ 12 : 30 

22 

盗長千葉大学看護学部石)11稔生

61 皮膚宙流の研究…温水刺激による足浴の検討一

別府女子大学附露高等学校衛生看護科 O大賀淳子

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター 内海混

62 皮j議血流の研究…冷刺激による邸流変動のパターンー

新潟県立看護短期大学 O松永保子

東京都中央陸立明正小学校工藤ひとみ

千葉大学看護学部看護実接研究指導センター 内海混

63 痛み刺激の間隔による身体への影響一刺激感覚の操作が及ぼす皮腐血流の変動一

北海道大学医学部附麗病院 O大井睦英

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター 内海混

64 祷療好発部位における体圧と皮膚血流に関する研究

名古露大学援療技能観期大学部 O樋口千文 渡透JI国子

江犠美智子伴一郎

65 上・下肢関節運動の循環負荷について一臥位・坐位の比較一

杏林大学底学部鮒属病説 O愚問恵子

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター

土産尚義金井和子
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く第14群〉 基礎看護V 66~70 13 : 00~13 : 50 

産長関山大学怪諜技能短期大学部高田節子

66 私立大日本嬬人衛生会(以下，婦人衛生会〉について一明治44年より大正2年まで

{弗教大学大学説文学研究科 O亀山美知子

67 看護警からみた近代における務室潔境の変遷

佐賀読ま科大学法学部隙購読説 。吉諜久美子

千葉大学養護学部看護実銭研究指導センター 鵜沢鶴子

68 山形県における近代産婆制度成立諜程一法制史の観点より

出形大学涯学部看護学科 O高橋みや子

69 教本「とりあげばば心得率巻之上・下jに見る産婆の実接活動と教育

出形大学医学部看護学科 O高橋みや子

70 分娩体位に寵する文献学的醗究(第3報)…立栓・翻鼠位・その他の体伎について

京都市立病説 。新名加津子

伊藤さよ

松寂市民病読

社会保験羽津病院天野京子

三重県立看護短期大学氷見桂子北村キヨミ

く第15群> 基礎審護VI 71~74 13 : 50~14 : 30 

千葉大学審議学部須永清

71 色彩認知の研究一看護識の急彩認知に及ぼす嬰臨

日本医科大学的属第二病院 O上野照子

千葉大学看護学部看護実賎研究指導センター 内海援

72 色彩認知の研究一看護婦における空醸の影響…

)11崎援療短期大学 O関戸車幸子

千葉大学看護学部看護実銭研究指導センター 内海混

73 色彩認知の研究一看護職の重建白部判定能力に及ぼす影響一

千葉大学看護学部看護実賎研究指導センター O内海 混

群馬県立腹療短期大学諜口知子

奈良県立医科大学的麗看護専門学校

74 手術室における色彩環境一意識調査を通してみられた看護婦の感じ方一

日本箆科大学F討議第二病院 O石壕美代子

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター 内海混

23 
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く第16群> 基礎看護W 75~79 14 : 30~15 : 20 

75 音楽による街環変動について

76 音楽が脳波に及ぼす影響

塵長弘前大学教育学部大串靖子

秋田大学医療技箭短期大学部 O長谷部真木子

千葉大学看護学部看護実誤研究指導センター

土展尚義金井和子

信州大学窓療技指短期大学部 O揚箸臨哉 藤涼孝之柳沢節子

UJ崎章恵

77 脳由管障害後遺患者に対する音楽療法の有用性

三三重県立看護鎧期大学 O河原宜子橋m永子 中井三智子

永見桂子田中一美村嶋正幸

78 言語的コミュニケーションとそれを伴った看護技術の皮膚痛党関植への影響

JlI崎監療短期大学 O深井喜代子

神出病読植田洋子

重井関属病院小倉靖子

新見女子短期大学院宮美佐恵

JII崎医科大学附属病説千田美智子

健康保健鳴門病院 日野出裕美

河田病読藤井泉

79 接触の研究(第3報)一対人的接触における意識の構造一

北海道大学医療技術短期大学部 O宮島直子

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター 内海混

く第17群〉 基礎看護四 80~84 15 : 20~16 : 10 

24 

艦長千葉大学審議学部看護実誤研究指導センター 内海混

80 静脈うっ車が脂流および血液に及ぼす影響一冬季と夏季で変化するか

81 階段昇降時の循環負荷の検討

三重県立看護短期大学 O問中一美橋爪永子河原賀子

永見桂子中井三智子村鴎正幸

松陰宏

東北大学医学部的思病院 O鈴木由美

千葉大学看護学部看護実誤研究指導センター

土麗尚義金井和子
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82 湯の温喪からみた入浴時種環動態

中村女子高等学校 O山本美智子

千葉大学審議学部看護実誤研究指導センター

土援i肖義金井和子

83 血庄測定時の鰻球運動特性(第 2報)眼球運動と動作との関保

東京女子監科大学看護短期大学 O金沢トシ子村本淳子

阿部典子鈴木玲子

関浮尚子行広栄子

河合千恵子

愛知みずほ大学斎藤

84 fi脅帯血ビタミン K依存性凝間忠子活性の検討…早期新生児の出自額向への対応として一

。永見桂子村鵠正幸

出中一美橋爪永子坂口けさみ

箆伊久美子松陰宏北村キヨミ

く第18群〉 基礎審議IX 85~89 16 : 00~17 : 00 

盛長千葉大学看護学部審議実銭研究指導センター 坂o靖男

85 看護衣の縮題学的汚染状況について

日本監科大学際議病院 O伊藤考子

千葉大学看護学部看護実践研究指導ゼンター 坂口禎男

86 顕診車上の万能つぼの汚染度調査

日本医科大学際属第一病説 。春日日登美

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター 坂口被男

87 審議文献にみる人間一環境系研究の動向一

O}ll日孝泰壊井手IJ江

88 ストレスと尿中アミノ畿の関係について

東海大学大磯病説 。手島芳江

器立がんセンター東病院岩元節子

千葉大学看護学部沼捺裕子山内一史小池滋子須永清

石川稔生

89 高轄賓摂取マウスのカルシウム代謝について

留立がんセンター東競説 。器元節子

東海大学大磯病説手島芳江

千葉大学看護学部田原裕子山内一史小池滋子須永清

石)11稔生

25 
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く>c会場。

く第19群〉 審謹管理I 90~94 9 : OO~ 9 : 50 
座長富山医科薬科大学医学部看護学科堀井満恵

90 新人看護婦の不安度の年間変化に関する検討(第 1報)

千葉大学医学部附駕病院 O赤井ユキ子 内貴恵子斎藤洋子

加翼淳子橋之口文子内山)1由子

小潔美恵子

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター

土展尚義金井和子

91 新卒看護婦の l年間の成長過程に関する研究

筑波大学医療技術短期大学部 O高橋博美

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター 鵜沢陽子

92 看護婦の職業的成長発達過程の一考察一欝立大学病践に勤務するし 2年自看護婦の地みと喜び

の分析から一

三重大学底学部開属病院 O服部晃子

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター

草刈淳子長友みゆき

93 看護者の職務満足に影響を及ぼす要因ム患者一養護者関係について

横浜市立港湾痛院 O山時陽子

94 看護婦の情緒的共感傾向

神奈川県立看護教育大学校森晶子

東京都立医療技術錨期大学森千鶴

横浜市立大学霞学部Ilft属浦舟病院 O浅野智子

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター 内 海 混

く第20群> 着謹管理E 95~99 9 : 50~10 : 40 

鹿長千葉大学医学部附属病説赤井ユキ子

95 一大学病院に通勤する中竪看護婦のキャリアの発達一ライフイベントと看護識に関する実態調査

から

縄山大学罷学部附属病院 O古米照恵

千葉大学看護学部看護実誤研究指導センター

草刈淳子長友みゆき

96 既婚看護婦の職業継続に関する…考察一子育て中の看護婦の協みと夫の家事・育児協力の実態調

査から一

愛媛県立憲療技術短期大学 O乗松貞子

26 
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97 零護婦の退識に重るプロセスに関する考察一一種立大学病龍における退職者査から一

妓皐大学罷学部鰐属病説 。広議泰子

千葉大学看護学部審議案接研究指導センタ-

98 看護婦の専門的自律度と癌人の特性との関係

富山寵科薬科大学法学部看護学科 O高間静子津田愛子

立五大学大学院文学誹究科福村幸代

99 看護婦の専門的関律境と就業背景との関係

寝山医科薬科大学附属病説 。壕原節子

富山医科薬科大学医学部審議学科上野栄一高関静子

く第21群〉 審議管理滋 100~10499 10 : 40~ 11 : 30 

本し鏡経科大学保護医議学部看護学科 出回一期

100 看護職員の精神鑓療維持プログラムに関する基礎的研究

一三重大学窓学部開j議痛院 O肉親文子 奥)11直子 地続真寿美

101 医療技能短期大学卒業生の職場適応について…卒後2年間の精神鑓接調査 (GHQ) ・東大式エ

ゴグラム (TEG)の検討一

三三重大学復学部時麗病説 。奥)1 久世信子藤本美智代

102 看護婦のストレス認知・対処行動と鶴人的特性との嬰連-SCPACと東大式エゴグラムを患いてー

和歌山県総務部審議短期大学開設準備室 。上回稚代子

103 看護職とストレス…人間関認の実態からの考察一

藤田保縫衛生大学衛生学部衛生看護学科 O天野瑞枝 久納智子

大詰文子訟原まなみ

渡辺ト

104 審議議中期管理者のストレスの検討〈第 1報)…ストレス内容とヱゴグラムとの関連…

滋貿藍科大学底学部隙j議病説 O井下熊、代箆井裕子

く第22群〉 審議管理IV 105~110 11 : 30~ 12 : 30 

愛知義立看護短期大学江幡美智子

105 看護婦の職務満足と就業背景との鵠捺

国立擦養所富w病 説。林美紀 w田聖江

富山医科薬科大学涯学部看護学科 高関静子

106 看護嬬の職務満足と対人関保との関保

富山医科薬科大学医学部者護学科 O上野栄一 高関静子

富山医科薬科大学F付属病競塚原節子

27 
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107 看護婦の職務満足とストレスとの関係

国立療養所富出病院 O山部盟江林美紀

富山医科薬科大学医学部看護学科 高間静子

108 民間3梼院における看護管理・看護内容・看護婦職務満足度の特性(1)一看護管理の特性一

千葉県がんセンター O叶谷由佳

109 民間 3病院における看護管理・看護内容・看護婦職務満足度の特性(立)一看護管理の特性一

千葉県がんセンター 01}十谷由佳

110 民間 3病読における看護管理・看護内容・看護婦職務満足度の特性(麗)一看護婦職務満足度の

特性一

千葉祭がんセンター O叶谷由佳

く第23群〉 看護管漣V 111~114 13 : OO~13 : 40 

産長大阪大学医学部保健学科松木光子

111 看護者のエネルギー消費量に関する研究一生活時間調査及び自覚的疲労調査一

京都府立法科大学竪療技術短期大学部 O玄田公子

滋賀摂立鐙期大学寄本明

彦根市立病院端章恵

112 看護職員の自我詞一性地位に関する研究一語床実習指導者について

名古屋大学医境技術短期大学部 O安藤詳子渡遺憲子

名古屋大学援学部附属病院三浦昌子

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター 内海混

113 援学部学生からみた看護婦の印象と役割一審護体験実習後の意識調査

長鯖大学歴学部前属病院 O下田澄江金井悶文恵立)11良子

問中英智高橋真弓石構由紀子

小林初子松武潜子喜多泰子

114 医師・看護措関係に関わる要国の考察一満足度調査をふまえたT市立大学病説勤務看護婦と庶師

の意識調査から一

く第24群> 看護管理VI

東邦大学法学部F付属大森病院 O出崎恵子

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター

草刈淳子長友みゆき

115~119 13 : 40~14 : 30 

盛長内灘温泉持続天津栄子

115 看護場揺におけるリーダーシップ行動総定尺度作成の試みは)一患者に対する看護嬬のリーダー

シップー

熊本大学教腎学部 O内)11洋子成剖栄子

熊本大学教育学部開属教育実践研究指導センター 吉田道雄

28 
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116 研修の効果に関する研究(1)研修プログラムと研修生の学習との関連

日本看護協会審護研{彦センター O棒、本弘子柴田レイ

千葉大学看護学部看護実誤研究指導センター 鵜沢鶴子

117 リーダー研修の学びと課題一段階別研修終了者のレポート分析から一

山梨医科大学医学部開属病説 。手塚とみ江

千葉大学看護学部看護実誤研究指導センター 鵜沢鶴子

118 リーダーシップ特性の研究一中間管理コース受講生にみる PM機能の変容とェゴグラムとの欝達一

11境天堂大学寵学部的関i境天堂監韓 O武井テル

ご子護大学看護学部看護実践研究指導センター 内海混

119 副婦長の再検討…増員された副婦長の現状から

妓泉大学医学部附属病院 O関宮礼子

千葉大学看護学部審議実践研究指導センター 板口禎男

く第25群〉 看護智理VlI 120~124 14 : 30~15 : 20 

鍵和会臨床看護学研究所 JII島みどり

120 現場からみた看護の質の評掘

関西援科大学附属弟山病院 O大義サチ子

121 患者のニーズと看護婦の援助からみた看護の質評徳一婦人科議註疾患患者の事例調査から

東京涯科議科大学医学部隙属病院 O藤木佳代子

122 カーテンの役割について

千葉大学看護学部看護実銭研究指導センター 革派j淳子

東京涯科大学病院 uJ11本番盟大塚志韓大

長谷川伸子金部博美

千葉大学看護学部看護実銭研究指導センター 内海混

123 持続審護における化粧に関する研究(第3報)

埼玉県立衛生短期大学 O大河原千鶴子

千葉大学看護学部看護実誤研究指導センター 金井和子

124 眼科病棟における退説時看護サマリーの分析一看護担題の額向一

群馬県立援療短期大学 O嶺岸秀子

く第26群〉 審護管理濯

群馬大学医学部時属病院青柳尚子古JlI揚子

群馬県立援療短期大学正由美智子

125~129 15 : 20~16 : 10 

盛長弘前大学教育学部木村宏子

125 看護過誤防止のための一考察

富山医科薬科大学的援病説。辻D~喜代薩護祐美

五十議藤子木元久子

奥野和子呂田彰子

29 
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126 審護婦の安全態度に関する研究一医療事故原顕に関する意識構造一

自治産科大学看護趨期大学 O松下由美子

東邦大学医療飽期大学荒木美千子

127 ディスポザブル製品の効率的利用に向けた業務改善一審護婦の意識改革で，ここまで変わる一

市立小樽第二病焼 O赤坂揚子

札輯医科大学保健援療学部署護学科 山田一期

128 看護婦の針処理の現状と意識に関する調査

向山協立病説 O金谷純子

倉敷中央病院江田恵子

聖翠看護専門学校牧野尚子

岡山県立大学北地正

129 ストレッチャーによる患者擁送時のベッドの閉院についての検討

新潟大学医学部附属病競 O内出正子

札幌医科大学医学部F付属梼院長谷山雅美

千葉大学看護学部看護実接研究指導センター 阪口禎男

く第27群> 審議管理IX 130~133 16 : 1O~16 : 50 

座長東京慈恵会既科大学医学部看護学科深川iゆかり

130 臨床現場に看護研究が定着しないのはなぜか(I)一研究に対する看護者の意識一

市立小樽第ニ病院 O陀部洋子赤按陽子

札幌産科大学保健底療学部審議学科 山田ー鎖

国立札韓病続高橋慶子

131 臨床現場に看護研究が定着しないのはなぜかは)…看護研究はすする看護者のイメージ構島断一

札幌医科大学保健墜療学部看護学科 O山田一期

市立小樽第ニ病説阿部洋子赤坂鶴子

国立札韓請院高橋慶子

132 劫産婦外来創設に向けてのシステムづくり

/1関天堂浦安病院 O尾崎正子

千葉大学看護学部看護実接研究指導センター 販口誼男

133 訪問看護における看護婦の監療業務上の責任に関する考察…過去7年間の当慌の実態をふまえて

東京匿科大学病読 O宮崎歌代子

千葉大学看護学部看護実接研究指導センター 草刈淳子

30 
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く>0 会場。

く第28群> 臨床審議 I 134~138 9 : OO~ 9 : 50 

弘前大学教育学部福島松部

134 喉頚摘出荷を受けた患者の心理過程に関する研究 (V)一失声から再度の発声に至る患者の気持

ちの犠時的交化一

札続器科大学長三学部間議病説 。佐藤みはる 坂荘内敏慈

大平弘窓、 天神林景子

加藤由美子

キし競産科大学保鍵童三療学部看護学科 山関一部

135 喉頭播出街を受けた患者の心理過程に関する研究 (VI)一失声から再疫の発声に至る患者の心理

構造と，その議時的変化一

本し線援科大学保鍵援療学部看護学科 O山田一朗

札線医科大学匿学部問題持続坂谷内敏藍佐藤みはる

大王手弘恵 天神林景子

加藤由美子

136 喉頭摘出簡を受けた患者の心理過龍に関する研究(Vll)一発声教室の科用実態と関連婆顕一

札鰻底科大学涯学部際属鋳韓 O天禅林景子坂谷内敏窓

大平弘恵佐藤みはる

加藤EI3美子

札録法科大学保鍵監療学部審議学科 山田一朗

137 喉頭播出衡を受けた患者の心理過程に関する研究(VIll)一衛後年数と，発声の溝足感の関連一

札観医科大学医学部鮒露病説 。坂谷内敏謀、 大王手弘恵

天神林景子佐藤みはる

加藤由美子

札幌底科大学保健躍療学部看護学科 山田一朗

138 無犠頭者に対する社会資源と看護の投書日

く第四群〉 臨床審議H

東京慈恵会医科大学医学部看護学科 O関議出記 ミ手続明美

東京慈窓会医科大学閣議第三病龍高島泉

139~143 9 :明~10 : 40 

藤長東京慈恵会竪科大学援学部看護学科佐々木三男

139 r無効な鱈人コーピング無効な否認jについての検討

111椅援科大学的属競説。関野智子 中務京子 111井太加子

山尾咲智子

140 持続携帯式腹膜透析 (CAPD)患者におけるストレス・コーピング

JI霞天堂既療短期大学 O者木きょ子 村間宏子

31 
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141 大学病院入韓高齢者の主観的幸福惑の構造と要因の検討

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター O吉田伸子

千葉大学涯学部閉属病院高橋俊江飯詔君子赤井ユキ子

142 セクシュアリティの場面と患者看護婦関係

熊本大学教育学部 O池侶いずみ

熊本大学教育学部花田妙子

143 看護とセクシュアリティ(第3報)一事例からとらえるデータベースの開発の予測一

く第30群> 臨床看護盟

自治医科大学看護趨期大学 O松本鈴子高村寿子神山幸枝

鈴木ミツ子語元勝子

東京竪科歯科大学底学部保鍵衛生学科松田たみ子

自治涯科大学問属病説姫野憲子岸真知子工藤祝子

渡辺芳江野禄美江子富山礼子

144~148 10 : 40~ 11 : 30 

金沢大学医療技術短期大学部 泉キヨ子

144 看護靖報としての「痛み」の表現用語の捉え方に関する研究一関東及び関西の 2盟立大学病院看

護婦を対象として一(その1)年齢崩比較

東京大学医学部附属病院 O後田 穣

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター 草刈淳子

145 看護情報としての「痛みJの表現用語の捉え方に関する研究一関東及び関西の 2国立大学病院看

護婦を対象としてー(その 2)内科・外科別及び2施設問比較

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター O草刈淳子

京都大学医学部附属病読後間穣

146 医療場面における言語量の研究vn 第 2沈黙時閣の検討

私立秋田総合病院 O字佐美寛

秋田大学監療技締盟期大学部 山本勝則

千葉大学看護学部者護実誤研究指導センター 内海混

147 鼓膜検温の基礎検討ーその 2 4機種による測定手技の比較一

北海道大学底学部附罵病説登別分院 O小林洋子棚田郁子

坂本治子本間智恵

和島翠苗

148 光療法の臼常生活に及ぼす影響について…錘眠・会事・精神症状の崩から一

昭和大学痛践 O立)11京子

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター 金井和子
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く第31群〉 蕗床看護IV 149~153 11 : 30~ 12 : 20 

慶長千葉県立衛生短期大学宮錆和子

149 インフォームド・コンセントに関する研究一看護におけるインフォームド・コンセントについてー

神奈川県立がんセンターO諮問

北里大学痛院内野美雪

熊本大学教脊学部佐々木光雄

150 癌告知に関する看護婦の記録

j設翠法科大学医学部開属病説 O誠弁靖子

151 ターミナルケアに対する関心・学習と看護態度

弘前大学教腎学部 O米部朋子 詞部テル子

152 ターミナルケアに関する意識調査一K大学務誌の看護婦・医師から一

鹿児島大学医学部時麗病読 O小山由美子

千葉大学審議学部審議案接研究指導センター

土屋詞義金井和子

153 末期がん患者の離床症状の推移と拡がん剤治療による変化(第 1報〉…患者支援の基礎として

宮域票総合衛生学院 O吉良すえ子

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター

金井和子

く第32群〉 臨床審議V 154~158 13 : 00~13 : 50 

護長滋賀医科大学罷学部看護学科語井路子

154 血液透析患者の母OLについて

北盟大学看護学部 O竹下瞳子内)11洋子

鹿児島純心女子大学看護学部

155 PTCA後の QOLとコントロール感覚の爵連について

千葉市立海浜務競 O林葉子佐顕伸子

船議市立医療センター 揺津茂

千葉市立病院平井昭

東京医科弱科大学医学部保健衛生学科 斉藤やよい

156 経眼時無呼吸症侯群患者 (SAS)のQOL改善を試みて

名吉露大学底学部際属病説 。穏塩祐子 w口数江

愛知県立零護短期大学 山口稜子

33 
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157 乳癌患者の QOLの向上に関する研究…委の乳癌根治指を体験した夫の認識とその影響要国の検討一

金沢大学誌療技箭短期大学部 O山上和美真由弘美永井宅和

金沢大学医学部閉属病院西尾清子

158 高鵠オストメイトの Qualityof Lifeの検討

国立がんセンター東病院 O問中範子

弘前大学教育学部米内出千賀子木村紀美福島松郎

く第33群> 臨床看護VI 159~163 13 : 50~14 : 40 

盛長広島大学医学部保健学科藤野文代

159 C型罷性肝炎患者の抱える開題とその関連要国

福島県立援科大学F付属病院 O渡辺美憲子

千葉大学看護学部看ー護実銭研究指導センター 草刈淳子

160 インターフェロン撞法を受けている患者の看護一副作用を中心に

青森市民病院 O浅利佳子太田英子山口ゆきゑ子

161 インターフエロン療法を受けている患者の Qualityof Life 

虎の門病院 O本間ともみ

弘前大学教脊学部木村紀英米内山千賀子福島松郎

162 在宅駿素療法中の患者の家族状況とセルフケア行動の関係

東海大学震学部附属病院 O揖口ゆかり

自治寵科大学看護短期大学松下由美子

163 長期人工呼吸器装着患者の離床計踊…題性呼吸不全患者の離脱過程を通してー

秋田大学底学部附属病説。菊地郁子柴田郁子富谷美樹子

く第34群〉 臨床看護VlI 164~168 14 : 40~15 : 30 

座長高知女子大学家政学部看護学科大名門裕子

164 教育入院終了後の糖尿病患者の自己管理への知識の活用について 第 1報

元千葉大学看護学部 O水野智子

千葉大学者護学部野口美和子

165 糖尿病治績における自己管理に対する援助一自己血糖測定が動機づけになったと思われる老人糖

尿病患者の一例

34 
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166 糖尿病患者の食品詰安輩の理解状況に関する検討

東京医科大学八王子援護センタ- 0本多伸世

千葉大学看護学部看護実銭研究指導センター

167 t受性疾患患者の受けた退院指導と退読後の誠み・闘ったことの実態

翠隷三方原銭説 。関口君代

金井手口子

藤田保鍵衛生大学衛生学部衛生看護学科谷村秀子 中井英子

168 t，受性疾患患者のセルフケア行動実行要留の変化に関する鱗断的研究ーセルフケア行動アセスメン

トモデルに基づいて

北海道大学寵漆技箭器類大学部 O矢野理番

北海道脳神経外科記念病院 出本良子

柳谷幸技

く第35群> 繕掠審議溜 169~173 15 : 30~16 : 20 

169 人工内耳装用患者の退院指導そ考える… 2事併の経験から

和歌出禁立医科大学耳委主唱i験科学教室研究生 O上田雄代子

170 人工政関節誼換続患者の潤複過寝および生活の溝足度に関する研究 2年以上総品開を分析して…

金沢大学寵擦技能綬態大学部 O平松知子 泉キヨ

ウエルネスホロニックスタジアム金沢鈴木泰子

171 多発性観化症患者の在迫に対する末梢血管反応一鍵常者との比較一

172 t，量投開館 1)ウマチ患者のセルフケアに関する検討

弘前大学教腎学部 O倉品有希

議江祷部

173 セルフケアスコアによる競薬指導の検討

。荻浮さつえ

い子鈴木光子

富山医科薬科大学帰属病説。留中いずみ 土井良子

主主口出佳 高標登志子

く第36群> 臨掠審議IX 174~178 16 : 20~17 : 10 

藤長北海道援護大学看護福祉学部 中島紀窓子

174 老人保鑓施設入所者の ADLの推移

東京慈恵、会医科大学的属病院 O千部建美

弘前大学教育学部大感靖子

35 
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175 痴呆性老人をもっ家族の痴呆に対する受けとめ方

内灘温泉病院 O天津栄子

内灘識泉保養館 J 11島和代

金沢大学窓療技術短期大学部平松知子

176 高齢患者の退院後の健康と生活について

筑波大学医療技術短期大学部 uJII波公香

千葉大学看護学部看護実接研究指導センター

177 在宅要介護老人の実態と介護経験社会化意識について

土麗尚義金井和子

自治医科大学看護短期大学 O小暗セイ 大塚きく子神山幸枝

小泉美佐子土屋紀子

東京医科歯科大学医学部保鍵衛生学科松田たみ子

キL楳寵科大学保健底療学部看護学科横手芳恵

178 デイサービス利用者人介護者の蓄積的疲労

JlI崎市立川崎病院 O斉藤陽子

弘前大学教育学部大串靖子鈴木光子

36 
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O E 会場。

く第37群〉 臨床着護X 179~183 9 : OO~ 9 : 50 

藤長弘前大学教育学部阿部テル子

179 看護婦の観察能力についての一考察(第2報)

久留米大学医学部看護学科 O河合千恵子

東京女子医科大学者護短期大学

千葉大学看護学部看護実銭研究指導センター

土接指義金井和子

日本看護協会審議研修学校鈴木文江

180 精神科看護従事者の患者靖報の収集とその活用iこ関する態度分析一性格特性との関連について一

久留米大学大学院E語学研究科(健藤科学) OJII日貞親

琉球大学医科部保徒歩学科 金武盛美

181 入院患者のプライパシー保護についての一考察

182 入院患者面会家族に関する

弘前大学教青学部 O阿部真技工藤せい子鈴木光子

黒江j育郎

北海道大学藍学部附属諸説 O蓮池祷美

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター

土産尚義金井和子

183 達成動機に関する要霞分析一看護職に施行した;意識調査を通じて

旭JII援科大学医学部時属病院 O上期11槙子

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター 内海混

く第38群〉 寝床審議XI 184~187 9 : 50~10 : 40 

東京医科歯科大学医学部保健衛生学科 波多野梗子

184 入院による会事の変化に対する心理的対処

熊本県立保鍵学説 。椎野志保

熊本大学教青学部花開妙子

185 入競初期の韓轄に対する 1)ラクセーション効果の検討一リラクセーシ吉ンプログラムを開発してー

埼玉県立衛生短期大学 O小坂播喜久代大野夏代

186 入院患者の便通に対する指在の効果(1)

埼玉県立衛生器類大学 O大野夏代兼宗美幸

小叡議喜久代渡部晶子
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187 入院患者の痩通に対する指圧の効果 (2)一産科病棟の祷嬬を対象として一

く第39群> 諒床看護X立

埼玉泉立衛生短期大学 O兼宗美幸大野夏子小板橋喜久代

渡部尚子

188~191 10 : 40~ 11 : 20 

盛長弘前大学教育学部木村紀英

188 手術説明後の患者の不安の変化について

九州大学医学部附属病院 O松永裕子

長椅県立五島高等学校 柏田由紀子

熊本大学教育学部谷口まり

189 呼吸器外科手術を受ける患者の不安一YG性格検査による E類の検討一

京都大学鞠部疾患研究所附属病院 O今西美地乃 濃野ヒロ子

蒲田志寿恵前田鵠子

山本喜美中深ゆかり

兵庫県立看護大学若村智子

190 意識下手術における街中の不安・ストレスに関する研究 告内障患者を対象に一

東海市民病院 O水田洋子

愛知県立看護短期大学 山口桂子

191 胃内視鏡検査およびMRI検査を受ける患者の不安状態と循環動態への影響

く第40群> 臨床看護溜

藤田保健衛生大学衛生学部審議学科 O木下輝美 山田静子

長関智子中井英子

192~196 11 : 20~12 : 10 

康長藤田保健衛生大学衛生学部看護学科中井英子

192 最大吸気持続法による術前呼吸練習の効果

愛知県立看護短期大学 O鎌倉やよい 石原磨奈美一柳美稚子

愛知県がんセンター 内匠弘子

193 手術患者におけるヱアーマットレスの使用基準の検討一日本語版BradenScaleを用いて一

金沢大学医学部関属病院 O紺家千津子森田千技 間部美香

藤中朗子龍口さだ子

金沢大学医療技術短期大学部真由弘英須釜淳子

194 心議開絢術患者の手続に対するコーピングの検討

埼玉産科大学鮒属病院 O木内恵子

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター

土産尚義金井和子
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195 衝後患者の諾みの惑受性と看護措の関わりに関する研究

0田中一美中井美智子田中雅恵

吉井勢津子鰭美智子

三重大学底学部補属諸説江藤由美郎新郁子

196 手術後患者の呼吸機能変化一関鞠・開接患者の能後観察の指標として

三重大学慌学部時!議諸説 。出所考子

千翼大学看護学部看護実誤研究指導センター

土屋尚義金井和子

く第41群> 臨涼審議氾V 197~201 13 : 00~13 : 50 

E室長千葉大学看護学部接庭繁

197 精神科病擦における患者事故報告書の分析

関山大学医学部際農務説 。山崎典子

林道倫精神震学研究所安問溝手IJ子

三長野市誤読院 小松控子

関UJ察立大学北地正

198 看護問題に隠する看護婦の認知の現状と問題点、…摂食詩書患者の看護記録より一

北里大学大学読者護学研究科 O松木部

199 精神分裂痛者が受けるソーシャルサポートについて(中関施設における寛解患者の実状について)

長縄大学誌学部開属病説 。志水友加

玉名女子高等学校

熊本大学教育学部佐々木先議

200 精神障害者の入続期間を選延化させる要因(1)一当銭入院患者の実態を探る一

市立小樽第ニ病説。金子明赤坂鶴子

札続藍科大学保護医護学部看護学科 山由一瞬

201 精神欝害者の入説期間を遷延化させる要国 (ll1)一多変量解析による，要国分析…

本し鏡監科大学保鶴誌捺学部看護学科 O山田一艶

市立小樽第二病説金子明赤坂鶴子

く第42群〉 臨京審護xv 202~207 13 : 50~14 : 50 

広島大学医学部保鍵学科 石弁トク

202 妊婦の体重iこ対する関心度とそのウエイトコントロールlこ影響を及ぼす要国の検討

富山医科薬科大学涯学部看護学科 O堀井誠意

203 諜祷 1カ丹までの祷婦の精神状態に影響する要問の検討(第 1報〉

愛媛累立医療技街短期大学専攻科 O出口雅子宮内、清子
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204 産祷 1カ月までの祷婦の精神状態に影響する要因の検討(第2報)

205 産祷期における疾労

愛媛県立医療技街短期大学専攻科 O宮内清子 山口雅子

弘前大学教育学部 O藤本奈津子葛西敦子鈴木光子

木村宏子

206 産婦人科外来におせる看護的かかわりの一考察一中高年婦人を対象に一

東京慈恵会藍科大学的j議青戸病説 O北海和子 田中キミ

千葉大学看護学部看護実接研究指導センター

金井和子土屋尚義

207 r母性性」意識に関する検討一看護学科学生と助産学特別専攻科学生の比較一

金沢大学医学部閉属病院 O大林みゆき

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター 阪口損男

く第43群〉 臨床審議X羽 208~213 14 : 50~15 : 40 

座長富山匿科薬科大学監学部看護学科湯JII倫代

208 津軽における妊娠期の習部

青森県立中央務院 O今美佐希

弘前大学教育学部葛商敦子鈴木光子木村宏子

209 初産児に対する母親の感情一出産誼後から出産後4カ月一

本L鵠医科大学保健援療学部署護学科 O石塚百合子

210 乳幼児を持つ母親の育児態度に関する研究

211 心身障害見を持つ母親の心理

広島大学監学部保健学科 O野口恭子若井トク 桂敏樹

弘前大学教育学部 O辻田鶴子鈴木光子葛西敦子

木村宏子

212 長期入院特に母親が付き添うことによる同胞への影響一両親の精神状態の変化からの考察

信州大学医療技術短期大学部 O田口敦子 高橋千代美

三三谷おりえ 吉田智香子

増田敦子

信州大学涯学部鮒属病院下僚英芳

213 外科的治療を要した長期入院患克の看護の検討一看護記録の分析より一

久留米大学病院 O秋由良子

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター 鵜沢鶴子
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く第44群> 臨床審護XV] 214~219 15 : 40~14 : 40 

藤長愛知県立審議鎧謡大学山口桂子

214 胎児異常の告知を受けた母親の心理皮rr;課桂一Drotarらの復説モデルとの比較一

長鏑大学医学部F付属病説 。赤麗衣美 喜多泰子

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター 阪口禎男

215 子供の発動性が保証される育克環境に関する研究(第3報〉一障害児を持つ母親の脊克態震と

識…

事出黒立高志学園 O福島満出美八JlI晴美Ib谷幹代

富山県立中央諒院選決j路子

京都教育大学大脇万起子

兵庫県立者護大学近国敬子

216 育児不安一母親の背景因子と不安の関連

11¥鶴市立JII鏑病説 。相墨生恵

弘前大学教育学部鈴木光子葛西敦子木村宏子

217 神経症状を示す子供への EnglishApproachについて(第 2報) -Nursing Int記rvationとして

の試み一

京都教育大学発達欝害学科障害見援学研究室 O大脇万起子

友久久誰

218 脊柱観轡症患者の問題点とその親子関保

} 11靖子行立川崎病説 。大杉綾子

弘前大学教育学部藩主主敦子木村宏子花開久美子

米内山千費子福島松部

219 ことばのコミュニケーシ冨ンが臨難な子供の書いた描踊分析の内閣議察の試み

北海道旭川技体不自由児総合穣脊センター O持芥道子

く第45群〉 蕗掠審議X羽 220~224 16 : 40~17 : 30 

藤長東京慈恵、会髭科大学監学部看護学科斎藤議子

220 小児看護に於ける遊びの研究特牲とその考察-1970-1990年代の小毘看護文献をもとに一

日本大学法学部F付属看護専門学技 O関本意理

JII縄市衛生局審議短期大学準描室 中久喜町子

亀田総合諸説小克病棟竹村真理

膏渓会監療法人駒木野痛院加藤和子
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221 小児看護学実習におけるコミュニケーション能力が向上するための指導方法(第2報)ーコミュ

ニケーションアンケートの回答から一

東京女子医科大学看護短期大学 O岡村千鶴 自沼千尋

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター 内海援

222 小児看護学実習と自己評価についての研究 (2)

愛知県看護短期大学 O縄本淳子二宮啓子山口桂子

223 小児看護学教授法に関する研究一小児看護演習問題集を活用したグループ学習の有効性

北里大学看護学部 O高橋泉田原幸子塩田律子

本間照、子

224 小児看護学実習における看護のプロセスにカンファレンスが及ぼす影響

42 

名古屋市立大学者護短期大学部 O河合洋子湯川倫代

堀田法子



1111111111111111111- 殻濃題 111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 7月初日(土)11111111111111111 

OF 会場。

<第46群> 看護教育X 225 ~228 9 : OO~ 9 : 40 

蕗長 富山康科薬科大学長三学部看護学科

225 看護職の自己教資力に認する研究一意識調査を通してみた職場環境との関連一

金沢大学医学部附属窮説 。田中三千代毛利駒江

千葉大学者護学部看護実践研究指導センター 内海混

226 実習指導者の学生指導におけるストレスの研究ーストレス因子の分析(第2報)

大阪府立看護大学援護技術鑑謡大学部 O鈴木幸子 森

227 看護学生の欠席の実態〈丘)一第2学年時におけるコーピング行動一

。矢立高智恵子 住藤郁恵

日活限子五十嵐てい子

札鏡監科大学保鍵医護学部看護学科 山田一鰐

228 専門学校卒業生の免許叡得に到るまでの考え…病院貸与奨学生の場合一

川崎市立看護専再学校 O的鵠美代子

神奈川県:立福生器期大学禽密トシ子

単木看護専門学校上出能代

小田原高等看護専門学校浜野市子

く第47群〉 審議教育XI 229~233 9 : 40~10 : 30 

盛長広島大学寵学部保健学科野島良子

229 人生設計に関する大学生の意識一教員養成学部男女学生の比較一

熊本大学教育学部 O中髄敦子 忍水上明子

230 看護学生と大学生の自己評髄的意識

231 自己教育力と劣等感との関連

232 性意識に関する調査

東京都立盟議技能極期大学 O佐 藤 み つ 子 森 千 鶴

千葉大学審議学部審議案銭研究指導センター 内海混

東京都立医療技稿短期大学 O森千鶴佐藤みつ子

千葉大学看護学部看護実賎研究指導センター 内海混

とー綾学生との比較一

)1関正短期大学 O郷木義子斎藤美智子

JlI鵠怪療短期大学人見硲美

大津市民病段階麗看護専門学校斎藤一江

新見女子短期大学 UJ 

233 看護学生の「臨死jに関する意識調査(第2報〉一保膏・英文学科学生との比較から一

埼玉県立衛生短期大学 O小護鐙子真部昌子和郎番誉
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く第48群> 審護教育XII 234~238 10 : 30~ 11 : 20 

座長北里大学看護学部池田明子

234 看護学生の死に対するイメージと関連要因に関する検討(第3報)

帝京平成短期大学 O花野典子

千葉大学看護学部審議案銭研究指導センター

235 春護学生における障害者観の経年変化

東京都立歴境技術鎧期大学 O輿宮暁子

236 看護学生に対するエイズ教育の評価

千葉大学大学院教育学研究科 O鈴木結秀

千葉大学教育学部 開田加奈子

237 看護学生の実習中のニアミス体験と事故対策についての意識の変化

聖母女子短期大学 O土躍八千代

238 看護学生の PMリーダーシップ行動特性一諜揺の差異による検討一

土麗尚義金井和子

千葉大学看護学部 O中)11幸子鈴木啓子永井稜子

<第49群〉 看護教育X取 239~243 11 : 20~12: 10 

麗長滋賀県立短期大学太田節子

239 基本的看護技術の習得状況の研究一進学課謹看護学生の入学時を通して

帝京平成短期大学 O高橋フミエ

足利矩期大学川島佳千子

240 筋肉内注射の学習方法と卒業後の技術習得意識との関連について一卒業後 1-3年自の看護嬬の

認識より一

横浜市立大学医学部時属高等看護学校 O渡部節子

元高津看護専門学校南雲マワ子

県立厚木病院酒井恵子

横須賀共済病院看護専門学校鈴木良子

241 2年諜程と 3年課程卒業生の看護問題解決力の比較

埼玉臨科大学短期大学 O岡本裕子柴崎いづみ 宮間久子

242 看護学生における志望動機と進路適合感

神戸市立看護短期大学 O吉永嘉久恵大沢正予中村恵子

243 看護婦の職業選択の動機とアイデンティティの関連について

IJ¥販病院看護専門学校 O守本とも子

奈良県心身障害リハピリテーションセンター

山形力生棲井秀雄

奈良県三室病院瀬山和世
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く第50群〉その他 I 244-248 13 : 00-13 : 50 

露長大阪大学涯学部保鑓学科早川和生

244 企業に鶴く男性のエイズ意識-30議前後の分析一

護業援科大学医競技術短期大学 O中淑子新小田春美

吉井由里子

千葉大学者護学部看護実銭研究指導センター 内海提

245 成人女性の肥識に対する意識と体脂訪率との関採

長鰭大学窓療技箭組期大学部 O緒的秀子西山久美子

勝野久美子福山由美子

大域健作

246 中高年者の口腔の実態と清掃行動についての検討

長続県立長諮保健審護学校 O石井幸子

熊本大学教育学部河瀬比佐子

247 中高年における生活出来事とストレスに関する研究

広島大学法学部保鍵学科 O桂敏樹

野尻雅美中野正孝

248 犬の田虫感染率と人畜共通感染拡に対するつくば市民の意識調査

く第51群〉その他立

筑波大学窓競技鮪短期大学部 O中島佳緒竪

千葉社会保礎扇院秋開智子

249-253 13 : 50-14 : 40 

藤長本し諜援科大学保鍵法擦学部看護学科 出回嬰子

249 高校生のボデイイメージと金生活

250 不安の対処行動に関する調査

251 エイジングの段覚に関する課査

東京都立公衆衛生看護導門学校保鍵学科 O土麗麻美

都立懐嬢技搭短期大学森千鶴

東京都立底譲技捕鯨期大学 O森下部子性藤みつ子

森千鶴

鳴門市医療法人高海講説附属准看護学説 。角谷和子

徳島大学総合科学部木内妙子

252 死と終末期医療に関する意識謂査

九州大学援学部附議病説 O河野文子

北盟大学東病院坂下智珠子

熊本大学教青学部木関信一
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253 死の提え方に関する意識調査

く第52群〉その他滋

北軍大学東持説 。坂下智珠子

九州大学涯学部附属病院河野文子

熊本大学教育学部木関信一

254~258 14 : 40~15 : 30 

鹿長千葉大学看護学部野尻雅美

254 看護学生における血清路震と食生活との関連

京都府立医科大学医療技術短期大学部 O当自雅代 茜田直子

木村みさか

255 看護者の交流分析一准看護婦群に施行した「時間の構造化」調査より

秋田大学寵療技備短期大学部 O松尾典子

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター 内海混

256 キリスト教信仰を持つ看護者の患者に対する霊的ケアの実態とその関連要因

日本赤十字寵療センター O藤村美和子

257 過去10年間の成人糖尿病患者の看護に関する研究動向

関山大学医学部附属病院 O両国房子

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター 鵜沢陽子

258 マスメディアにおける審議関連記事の分析 (II) オンラインデータベースを用いた検討一

キL鰻監科大学保健医療学部看護学科 O山田一朗

底捜法人渓仁会諮問山病院 山田津子

く第53群>その 他N 259~262 15 : 30~16 : 10 

座長東京大学医学部鍵康科学・看護学科高沢汎美

259 高齢者における10年関の体力の変化と現在の生活株式について

京都府立医科大学陸療技術短期大学部 O間出寧子木村みさか

京都市中央老人福祉センタ一 新井多聞筒井康子問中富美子

260 適応状況からみた生活態度と日常生活との関連一特出養護老人ホームの老人の題接から一

東邦大学医療短期大学 O藤田啓子

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター

土屋島義金井和子

261 漁村における栄養・運動・休養調査について (5)一生活習積改善意識に関連する要問の検討一

千葉大学看護学部 O中野正孝野尻雅美佐藤有紀子

広島大学医学部保健学科桂敏桜

262 薬物療法における服薬コンブライアンスに関する研究一老年者の特性について
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大分医科大学医学部看護学科設置準備窓 O豊津英子

大分医科大学竪学部臨床薬理学堤喜美子 中野重行



協賛参加 社名

医学映像教育センター

株式会社 医学書説

株式会社 イマムラ

金原出版 株式会社

神谷通産 株式会社

株式会社看護の科学社

株式会社 京都科学

株式会社

抹式会社

株式会社

株式会社

ケ

1ε珂
=t 

三，じ士品才、

紹

7
0 

研

水

林 社

スリーヱム ヘルスケア株式会社

セコム在宅医療システム株式会社

テルモ株式会社

株式 会 社 中 )11誠光

株式会社自本義護協会出版会

パラマウントベッド株式会社

株式会社藤田 医科器械

株式会社へるす出版

株式会社ホギ、メディカノレ

株式会社松本 塁科器械

株式会社メヂカノレフレンド社

(アイエオJI頃〉
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倒虞JJ J骨臨床看護シリーズ的
。臨床の現場ですぐ役立つように，キャリア農かなナースの経験に萎づき，ノウハウをわかりやすくまとめた.

醸こんな時どう応えるか看護実践コミュニケーシBン
E主業医科大学箆療技術短期大学効教授川本利恵子 編集

85判 140糞 2，300丹
Qゐ生形式を用い，コミュニケーション理論及び技法を系統的に述べた

盟小児の対症看護 42謀長欝君事実認器製久翼手編集
85斡 160貰 2，900丹

小克に日常きわめて多く見られる症状を選び，小兜看護に必要な最小販の知識を整理し編集.子供

の成長発達の過援における，小児の特徴・小児看護の特殊性を考えた実践に役立つ書である.

一老人への看護 総建議22522言語講援護手編集
一介護の専手強から家族まで 85判 160頁 2，9∞丹

f老人jの理解，老人看護の計画・実践・評錨，老人患者への接し方を具体的にわかりやすく述べ

た. 日常のケアについても，役立つ内容となった.

関在宅ケ ア
一地域でのトータルケアー

板橋区上板橋保健扱談所牧野綿子綴集
板続区役所衛主主部公衆衛生議 青山 幹子

85塑'J 110真 2，000円

在宅ケアを，ホームヘルプ，ショートステイ，デイサービス，訪問看護，機能訓練，搭主tI:機器ヲ

住宅改造の七本柱から考え執筆した

一著書記邑程一疾患部成人鋸:外科系 新潟1県立看護短期大学教授加藤光宏 綴集

85事iJ 240糞 3，800円

本書は，臨床の場で活用できるよう，わかりやすい文章と限表を多く用い，看護学生，ナースの
初心者に対し，経験豊富な肴護婦の知識・技術・態疫に近づけることを倍的に編集したユニーク
な書.

翻ナーシングヘjレスケアー神経難病 主号由三主主主崎短期大学教授 瀬戸 正子
語潟大事医学部助教授向本幸市編集

8 5 ~ヨiJ 240頁 3，800円
総論は神経難病の概念，ナースの役割，神経難病の主な症状，検主主， リハゼリテーションを取り

上げ，各論は疾患の概念と看護を主に縞集.

人工呼級器装着患者の看護 山口大学医学部隊隊約読義主要部長 磁嶋 敬子編集

85lj!1J 120頁 2，300円

呼吸とそれに関連する病態生理等については，基礎知識として最小限にとどめ，主として，人工
呼吸器が装着される時点から，使用中，離脱にいたるまでの日常ケアを中心に，その看護上のポ

イントを述べた.

。消費税 3%が加算されます.



85判/112頁/定価1，100円
護金支4 年間購読料17，600円(増刊号ヰ図含む)

選挙最高的観襲撃轄とたむか足室内容で擢欝あ答饗欝学離専門麓

85判/112貰/定価1，200円

年間購読科目，800円(増刊号i閤含む)

建議審欝的臨床と管理@襲安欝警告むすぷ審議審議曾欝

記甥見鮮 政 85判/96頁/定価1，000円
Clinical Stl的 年間購読料15，000円(増刊号2間合む)

選挙新人ナースと響欝学生のニーズを鹿醗'9器事醤欝

一間 85特/92貰/定価850円
護学生 年間購読料11，400円(増刊号1囲含む)

鯵欝譜試験合鰭をめまt'9准審議学生のための学審@教護憲欝

85特/部東/定価1，100円
題擦塑94 年間購読料13，200円

義勢むfJ¥圏の探髄躍襲警の方簡を探器オピヰオン欝
滋主主ji器・年IlfU針先手千はすべて後込み。

眼科・蒋嘉昭犠科・議科

鶏神科

予256重量ゃ

誕機提議抵
ぷ炉拘.11.:71-コグ垂体3生 懸 102笈E災都千代沼詰s;!t;鶴田叩2イまま(03)3263-7666 FAX. (03)3261-6602ハ



デル(Kvoko )誕生
蓄量自己紹介をします

私くKyoko>は、身長158cm体重は約

15kgです。〈ケイコ〉の妹として生

まれ、 ~mよりもずっとソフトで人

あたりがよく、いろいろな仕事が

できます。どうぞよろしくお願い

致します。

実醤

詳しくは

パンフレットをご覧下さい。

ご連結喪ければ進呈致します。

喝パイタルサイン人形
@心音{ま音最も謁節できます。

@脈1専は左右こめかみ、翌良重jJi氏、

手首で触診でき、速度も調節可

能です。

@温度調節もできます。

式
社

株
会 太都科

2幹 事土京都市伏克ts:下鳥5J~渡瀬沼J 35叩] (075)62]-2225 
東京支j高 東京都千代iEfZfi事沼須包患}2TEl6~雲5"き05'85ピル6F (03) 253-2861 

FAX祭器s(075)62ト2i48 ・ 受京(03)253-2866



第 20間関本看護研究学会総

講演 ヒta
器



会長講演(第1日El10:35.-...-11:10)

特別講演(第1日目 11:10'-"'-11:40)

奨学会研究報告 (第 l日目 14:35.-...-15:35)

シンポジウム (第 1B日 15:45'-"'-17:45)



会 長講演

看護の専門分化を求めて

東京慈恵、会援科大学車学部看護学科 武香代子

座長 熊本大学教育学部 成田栄



会長講演

看護の専門分化を求めて

看護の専門分化ということが看護の世界で話題

になり始めてから，どれだけの時が過ぎて持った

のでしょうか。

ここ数年， 日本看護協会は専門看護婦の認定制

度を検討しており，日本署護系大学協議会は， こ

れとは別lこ大学説修士課稜における CNS-clini但

cal nurse specialistの教育の制度化を論議して

います。

これらの動きについては，それぞれの当事者に

よる詳しい説明を開くことが適当であり，また可

能であると考えます。私はこれらの動きの誼接の

解説ではなく， もっと長い時間の流れの中で， こ

のような変化への兆しがどのような状況の中で芽

生え，どのように発展してきたかについて，私自

身の専門分化への長い間の想、いも交えながら辿っ

てみたいと患います。

1966年に，看護学雑誌で“専門審議婦への道"

という特集がありました。その中で，多分， 臼本

で初めて専門分化の必要性を強く主張した看護婦

のひとりとして， これまでの変遷を掻り返り， ここ

に至るまでの道を皆様に知って頂いた上で， ご一緒

に将来を展望することができればと考えています。

私自身は，看護婦学校を卒業した時点ですでに

“小児看護をライフワークとする"ことに進路を

定め，この道一筋に生きてきました。はじめから

一筋の道があったわけではなく，曲がり角を曲が

らなかった結果としての一直線であったと今にし

て思います。専門分化という発想のかけらさえも

なかった時代から，小児看護一筋で来られたこと

は幸せであったとつくづく感じています。

保健婦助産揖看護婦法施行の初期，社会一綾
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の人たちは看護婦の教育が飛躍的に高まったこと

に驚色新制度の看護婦は“どの科の看護も出来

る"看護婦として迎えられました。このような期

待は，それ以前の看護婦の教育が不充分であった

ことや，偏りがあったことの裏返しであったかも

しれません。

監部一看護婦の上下関係から開放され，看護部

丹の独立の動きとともに，看護婦の人事は看護婦

の手に移り，配置転換が盛んに行われるようにな

りました。ベテランの看護婦を手許におきたい，

という援舗の顕望と無関誌に人事を進めることが

出来るようになった，と解釈することも出来ます。

やがて看護婦の労鵠条件の筒題が大きくクローズ

アップされるようになると，労働条件の均等化の

視点から，頻出の配置転換が勧められたこともあ

りました。看護婦は各科，各領域をローテーショ

ンすることによって“経験豊富"になっていくと

考えられ，一つの領域に留まることは，むしろ本人

にとってマイナスとする考えが大携を占めていました。

この考え方が少しずつ変化し始めたのは，

1960年代後半以後ι思われます。看護の専門分化

の波は海外から押し寄せたというべきでしょうか。

それとも国内から自然発生的に濁き上がったとい

うべきでしょうか。私にはその両方であったよう

に思われます。この変化のプロセスを辿りながら，

私なりの考えを述べていきたいと思います。

今でこそ，専門看護婦の制度化や CNS教育制

度の実現が間近のものとして論議されていますが，

ここに吏るまでにはさまざまな変遷がありました。

新しい制度が， これまでの腰史の土壌の中にうま

く根付くものであることを願っています。



特別講演

看護への期待

学技法人慈恵大学理事 長 阿 部 正和

長 千葉大学看護学部 前原澄



特別講演

春護へ の期待

はじめに，ルース・ジョンストンさんの詩を詠

みながら，看護のあり方について述べる。

次いで， r春護はサイエンスによって支えられ

たアートであるjという日頃の私の主張について

触れ，サイエンスとしての看護学を生援にわたっ

て学び、つづ、ける生援教育の重要性を強識したい。

さらに看護のアートとは何か，アートは看護の

54 

学校法人慈恵大学理事長阿部正和

技街を:意味するだけではなく，それを支えるもの

は愛(キリスト教)であり，慈悲(仏教)である

ことを述べる。

そして看護婦という導門職の備えるべき条件，

言葉の重要性，患者とのコミュニケーションのあ

り方などについて私見を申し上げ御参考に供した

い。



:，/ ンポ 〉〆 ウ ム

看護の役割拡大への模索

会 伊藤暁子 (木村看護教育振興財団)

i簡 明 美 (東京懇恵会匿科大学援学部審議学科)

演者 手正 子 (札鰻蘇生脳神経外科病説)

鵠床看護実践の立場から

竹内美恵子 (北翠大学東病説)

外来看護の観点から

中村恵子 (杏林大学復学部村購読践〉

急性窺患者の看護を通して考える

小島譲子 (嬰路加看護大学)

教青の立場から



司会の言葉

木村看護教育掻興財団 伊藤暁

東京慈恵会医科大学医学部看護学科 寺崎明

審議の役割一 つまり看護が責任をもって引き

受けなければならない任務そのものは基本的に変

わらない筈である。しかし看護を取り巻く諸事構

の変容によって，人々の看護に対する要望は大き

く変化してきたといえよう。看護界においても，

看護が担うべき役割に対する認識も大巾に変わり，

今や，専門看護婦実現に向けての具体的な動きを

始めとする様々な変革が加速化している。

審議の役割拡大をもたらす要因は多妓にわたり，

相互に錯綜している。従って，役割拡大を模索す

るための道筋を一概に整理することは難しいが，

あえて概括してみると以下の三つの読点からとら

えることカまできょう。

第一の観点は，科学や医学の進歩により，診断

学，治療学などが発展したことである。その結果，

治嬢法や検査法が著しく改善され， これが看護の

役割拡大をもたらした。例えば， 1 CU ・CCU，

人工透析分野の看護などは，かつて夢想だもしな

かったが，今では日常的な看護となっている。し

かし， これらの看護は，他の学問事情に影響され

る部分なので，将来，新しく参入する看護がある

逆に縮少あるいは消失する看護があると思

われる。

第ニの損点は， f自の医療職者の役割意識の変化

と，新職種の誕生によるものである。潟知のよう

に，薬剤師，栄養士，離床検査技舗などは，業務

の拡大を図り， ~互療の前面lこでもる努力をしている。

加えて，介護揺祉士などの新しい医療従事者が出

現し，有能な人達を輩出しつつある。

従来の医療の最前列には底部と看護婦があり，

その後方に他の医療職者が位置づくという構図は
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もう成立しないといっても過言ではあるまい。看

護にあっても医師との対面という臨時した立場か

ら， より積極的に他の盟主療職者，ひいては福祉関

係者とも協儲する方向に転換しつつある。その意

味で，今迄，看護以外の人達に委譲する形で看護

本来の役割を確保しようと努力してきたが，改め

て著護独自の機能とは何かと掘り下げる必要があ

る。

第三の視点は，看護の対象の様相の変容である。

健接関題を中核とする看護の対象の変容は，健藤

観や生活様式，医療経済など余りにも多岐にわた

るため一口に語ることができない。若し一つだけ

あげるとするならば監療を一つのサービスととら

え健康を買うという志向が定着しつつあることを

優先したし、。

そのため，かつて f施療」に象されるような監

療関係者に自分の健康を全面的にお任せする考え

も，寵療関係者が優位に立っとする発想も， もは

や時代遅れになってきた。

人々が健康をかけがえのない財産ととらえ，自

分自身の責任で健康を勝ち取ろうとする資性が尽

常的になれば，者護に対する要望も役割期待も一

段と高く，広く，大きくなることが必至である。

この見地からも看護に課せられる貫任は増大し，

拡大する課題に的確に対応できる人材の育成が急

がれるところである。

今関のシンポジウムの読者の皆様は，実接の場

での豊富な看護体験をお持ちの方々である。その

体験に根ざした貴重な示唆をもとに，看護の役割

拡大の方向性について見据える機会になればと顕っ

ている。



臨床看護実践の立場から

1 Iまじめ!こ

高度経済成長を契機とする若年労鎗者の都市集

中によって生じた核家族化，加速疫的に進行する

高齢化社会，疾病犠造の変化に伴って援療および

審議に対する社会のニーズも多様な側面をみせて

おります。とりわけ，現代社会の錨値観が“

ら質"へと変換してきた彰警は， QOL思想、の発

展のもとにケアに対する関心の高まりとなって表

われ，者護職は高度先進塁擦を支える立場と，

養生活の“賞"を求める患者ニーズ‘の二つ

lこ応え，専門的かっ良質の看護ケアを提供しなけ

ればなりません。

最近は看護婦不足に記閣する鍛しさばかりを耳

にする機会が多く，看護は危機的状況にあるとさ

れています。しかしながら，こうした時だ

からこそ「生活護識者Jとしての看護の独自性，

専門職性を呉体的な方法で国民の部に示してゆか

なければならないと思います。

H 諒床看護実銭からみた役割の拡大

治議方法の確立もみな

い中で長い間，特殊で限定された領域のものと

えられがちでした。設らは自ら訴えることはなく，

自己の生命，生活，その人生さえも{患者(多くの

場合は審議職)に委ねています。こうした状況に

ある患者を生命ある存在，生活を営む者，人生を

歩みゆく人として認識し，身体状況や生活環境を

札続麻生脳神経外科錆院 紙麗 克

整え，治療のより一層の効果と社会復帰に向けて

生命と生活を支饗する看護の役割の視点からみる

ならば，意識欝筈患者の看護はある意味で看護の

基本的諜題を網羅する領域といえるでしょう。

意識障害の急性期から社会援矯までの看護活動

をスライドを用いて紹介し社会の変化や関民の

藍嬢，看護，揺社意識の変化iこ対応する看護の役

害Ij拡大について，私見を述べたいと患います。

臨 時代の蓄を藷に応える看護の役割とは

震学のめざましい発達は， t韓民を多くの疾梼か

ら救ってはくれましたが，その反00，救命や延命

と引き換えにしばしば不本意な生きざま，あるい

は理不尽な死に方を人々に強いる場合があります。

意識障害が長期化した人々も，ある慈ti沫で不本意

な fや iを生きているのかもしれません。

とりまく社会，罷撞矯勢に視点を移すと

エイズ爵題や臨死と磁器移植，そして尊議室死など

複雑で解決の念、がれる問題が山積みしています。

こうした課題に看護が穣種的に対;ちしてゆく過濯

において，看護の役割拡大が進む可能性は否めま

せん。しかし，留民の鍵設に関わる看護の役割を

“生活支譲"と確認するならば，いくつかのこと

は方法識の変化とみることもできるでしょう。

摺民の信頼と期待に応え得る看護の役割につい

て，さまぎまな角震から検討してみたいと患いま

す。
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外来 看 護の視点から

今回のテーマである「看護の役割拡大」の概念

を“看護の対象者である患者の変化に対し，看護

の役割を明獲にし根拠をもった看護を麗関する"

と自己解釈し，外来看護に視点をあて，臨床で看

護婦がどのような看護を展開しているか述べてみ

たい。

Eま穣をめぐる社会的情勢の変化としては，人口

の高齢化，医療行政の変化や，人々の匿療への関

心の高まりなどがある。一方，看護の現場では医

療の高度化と援雑さを伴なってきており，これら

に対応する看護婦には豊かな専門的知識や擾れた

看護技術などが要求されている。この様な要求に

対して専門看護婦の対応が望まれるところである

が，現状ではまだ無理である。そこで審議婦一人

ひとりが患者状況にあった，より質の高い審議を

提供しようと日々努力しているのである O

当誌は，昭和61年に開院した507床の病院で主

な対象疾患は，消化器，精神神経科，神経内科，

整形外科であり， 1 B約1100名の外来診療を行っ

ている。以前には外来看護婦の役割は医師の診療

介助が大半を占めていたが，現在は看護婦が「援

助が必要Jと判断した患者に対しての臨接介助が

増えてきている。以前は入読して治療を受けてい

た薮素療法患者や，高カロリ一輪液擦法等の患者

が現在では高いリスクを持ちながら在宅療養を営

むようになっている。これらの療法は，患者・家

族による管理の如何によって，効果は良くも悪く

もしてしまう危険がある。また，外来ベッドでは

化学療法や処置等のために半日から 1日を過ごす

患者に排擢介助や入浴など身の屈りの世話を行う

こともある。このような状況のなかで，外来看護

婦の役割として患者・家族が危険なく安心して療

養できるよう，患者個人の社会生活を想定，予測
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しアセスメントしなければならない。そして，必

要な援助を限られた時間で実施することが要求さ

れる。短時間での指導内容を有効に効果的にする

ため，当腕では，病棟・外来，外来・総合相談部

との靖報交換や連携を密に持っている。例えば，

退院後も十分な関わりを持つ必要があると判断さ

れた患者は，病棟より情報をうけた段階で，外来

での受け持ち看護婦を決め，入院中より病室に出

舟き，病棟看護婦と情報交換し，共にケアしなが

ら退院後スムーズに継続看護が提供できるように

している。外来の受け持ち看護婦は看護計画をた

て実践し記録する。また，患者の状況はミーティ

ングで情報を交換し誰もが対応できるようにして

いる。さらに，外来看護婦が患者の自宅を訪問し，

指導内容の確認，生活状況や状態を把握し必要な

護劫を行っている。患者と関わる時間を得るには，

業務改善による効率的な作業時間の工夫も必要で

あるが，看護業務の優先順位を考え，外来看護と

は何か，看護婦の役割は何か，看護婦自身が考え

行動する必要がある。また，限られた人的資源を

生かし，看護婦の臨床看護実践能力を育成するこ

とは不可欠である。卒後教育として，大学院への

進学を病読としてパックアップし，現場では勤務

への配慮など具体的な面で支援をはじめて 4年が

経過し卒業後は龍床て活躍している。現任教育で

看護婦個々の臨床実践能力をどのように評価し育

成するかを検討するため，看護学部教員・北里大

学病読・東鵡読の 3者で「北盟専門看護婦システ

ム検討会jを開催している。そこでは，看護領域日

期待される看護実践能力など整理し育成のシステ

ム化にむけて検討を譲ね，学習会などを実施して

いるところである。



急性期患者の看護を通して考える

援壌のあり方や人々の健康に対する考え方が大

きく変化してきた昨今，おのずと看護への期待が

高まり，我々は看護の投書Ijについてさらに考えな

ければならない時をむかえた。

しかし審護の役割拡大と云う時，看護独自の

吾林大学産学部付!議痛説 村恵

た。では，看護婦の業務独占の部分はどこなので

あろう，と去うことになる。

鍔えば援擦は慌師を中心にした底部主導型の底

療体制が崩れつつある。この時最も理想的には全

職額の人々と患者を含めたチーム協調整の医療で

役割や機能を深めるのか，相対的援行為と考えら あるが， もしくは調整者は看護婦が望まし

れている役割を拡げるのかとの意見がある。専門

職として看護婦が侍を成すかが関われている現;tE，

看護が担うべき今後の分野はどこなのかを検討す

ることにより方向性を見出すことができるだろう。

は長い間「雑務におわれ本来の看護が出

来ないjといいつづ‘けてきた。それに対して器や

施設は様々なことを検討し，ある答えを出した。

ひとつは看護婦の数を増やすこと， もうひとつは

地職種の誕生である。さらに以前からあった他職

撞者の臨床(患者のベッドサイド)へ出ての仕事

も積嬢的に行われるようになった。薬剤締，臨床

検査技部，栄養士，理学穣法一土，作業療法てと，

諮壌法士，臨床工学技士，医境事務者等々であり，

後らが実施している業務は全て以前は我々が行っ

ていた。

このように看護揚が行っても良いが，地の離種

者が担える部分は看護婦が行う必要性がなくなっ

いと去われる。しかし，現在の審議婦にそのそ実

力が儀わっているだろうか疑鴎である。

入院中の患者への・治療についても，治壌を中心

にした入説生活ではなく，入院生活の中に治療が

あるよう議整するのは看護婦の賞授である。特に

急性器の患者は入龍生活のコントロールが上手く

ゆかず混乱することが多い。

このように，看護本来の業務である嬢養上の世

話と診療の補助を基本に役割について考えなけれ

ばならないが，私は主に急性器患者への援助の変

遷を通して，以下の事柄令中心に看護の役割拡大

について述べる。

1.高齢化社会と礎援に対する考え方の変化

2.高1Jtl?S療の中の看護

3.急性期にある患者や家族が看護婦へ期待し

ていること。
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教育の立場から

近年の医療の変化や社会ニーズ，者護学の発展

などによる者護の役割の拡大は，看護の専門分化

を促進し，看護スペシャリストの育成を促してい

る。私は教育の立場から専門分化に伴う教育の将

来性や課題について述べる予定である。

近年，急速な高齢イ国土会を迎え，またマスメディ

アの発達などにより，一般の人々の鍵康・匿療に

対する要求が強まってきたことや，医療の高度複

雑化，専門化の促進などに伴って，看護の専門分

野で卓越した能力を持つ看護スペシャリストの要

議が高まってきた。一方，過去20年位の間に審議

学は学問として大きく発援し，看護領域の広がり

と深まりをかなり明確に表わす専門的な知識・技

術が発達し，看護婦の向上心も一層高まって，

護の専門分化およびそれに伴うスペシャリスト教

育の準備は整ってきており，看護スペシャリスト

の育成は急務と考えられる。

看護のスペシャリストとは，日本看護協会では，

“ある特定の看護領域において卓越した審議案践

能力を有することが認定されている看護婦(士)" 

とあり，爵擦看護協会では，“スペシャリスト看

護婦とは，ジェネラリストのレベルを越える添備

がされたものであり，看護領域の一分野の上級実

践のスペシャリストとして実設することが公的に
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認められている者"とある。またアメワカ看護協

会では，“大学院レベル(修士または博士)にお

いて，研究学習および監督指導下の実設を通し，

ある特定領域の知識およびどれか lつの臨床領域

の業務のエキスパートとなった看護"と定義され

ている。

看護のスペシャリストの教脊を考える場合，ス

ペシャリストの定義をかなり異体的に，明確に訴

すことが重要であり，そのようなスペシャリスト

に到達するにふさわしい，教育的背景，教育内容・

期間等を検討しなければならないだろう。

日本の看護教育や医療の現状から，さまざまな

看護のスペシャリストが考えられ，教育も大学院

レベルの教育から，特定機関における数か月~数

週間の教育までいろいろ考えられるだろう。看護

のスペシャリストに関して歴史をもっアメリカの

罷史的変選と現在の状態を参考に，日本における

医療や看護教育の現状を考蕗しつつ， しかも混乱

をさけ，将来展望をもった現実的な看護スペシャ

リストの教脊を検討したい。

具体的には，日本看護協会や日本看護系大学協

議会で検討しできる案をとりあげ，私見もまじえ

て討議したい。



護学会研究報告

1 .抗癌剤投与時の脱毛予拐に対する試み

-4%アイスキャップと消毒用エタノールを使用したアイスキャップの税弔予防効果ー
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抗癌剤投与時の脱毛予防に対する試み

-4%アイスキャップと消毒舟エタノールを使用したアイスキャッフ。の脱毛予訪効果

はじめに:

抗癌剤の部作用である脱毛は，患者に大きな精

神的苦痛を与える。 1979年に Deanが，頭部を冷

却することにより脱毛は予防できると報告して以

来，様々な冷却方法が試みられている。これは，

抗癌剤投与時に頭部を冷却することにより，血流

遺が減少し，毛根の細胞への薬剤流入が組止され

るため，脱毛が予防できるのではないかという推

測に基づいている。しかし，頭部皮膚掻(百庫支議)

と血流量の関係は未だに明らかにはされていない。

私達は，アドワアシン(脱毛率61.6%)投与時

に， 0.9%食塩水と消毒用エタノールの混合液を

使用したアイスキャップを用いて頭部冷却を行い，

頭皮視を13.0~18.50Cにすることにより， 90%の

脱毛予紡効果を得ている。“頭部皮膚温を抵くす

るほど，脱毛予紡率は高くなるのではないか"と

いう伎定に基づいて，さらに冷却効果の高い混合

液を検討したところ， 4%食塩水9:消毒用エタ

ノール 1の割合の混合液が， 10.2~17.90C まで頭

皮温を下げることが可能であった。

そこで，今回は，アドリアシン (ADM)及び

その誘導体であるファルモルビシン (FMB)投

与特に， 4%アイスキャップを用いて頭部冷却を

行い，その脱毛予訪効果を諮査すると共に，頭部

冷却法と頭皮温及び頭皮血流量の関認を検討した

ので以下に報告する。

実験 1 頭部冷却法と頭皮温の関係

対象は，頭髪の殆どない者4名(抗癌剤治擦に
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より E度の脱毛を来した患者，あるいは頭髪を剃っ

ている者)である。 4%アイスキャップを用いて

15分間，頭部冷却を行い，非冷却時(安静時)と

冷却開始後15分の正面・側面の 2方向の皮膚溢，

及びアイスキャップ除去謹後の頭皮温(側面)を

サーモグラフィーにて測定した。

…結果一

非冷却時と比較して，冷却開始後15分の皮膚温

は，こめかみから前額部にかけての部分がわずか

に低下した。その他の顔面の部分には変化は見ら

れなかった。

非冷却時と比較して，アイスキャップ除去直後

の頭皮祖は全体的に低下しており，側頭部・頭頭

部・後頭部の部位による差は，明確ではなかった。

実験 2:頭部冷却法と頭皮血流量の関係

対象は，健康な20代の女性3名である。 4%ア

イスキャップを用いて30分間，頭部冷却を行い，

非冷却時(安静時)と冷却後30分の血流速度(=

自流量+断面積)をカラードプラーを用いて謝定

した。測定部位は，左右の総頚動脈 (CCA)， 

内頚動脈(ICA) ，外頚動脈 CECA)の計6

ケ所である。生理的変動の範囲を知るために，非

冷却特の測定は3回行った。頭部冷却時の頭皮視

(在右の側頭部・後頭部の計4ケ所)を冷却開始

後より 5分路毎に，鍛ーコンスタンタン熱電対を

用いて測定した。

一結果

CCA， ECAでは非冷却時と比較して，冷却



時は血流速度の低下が見られた。

血流速度の低下する割合は， ECAが最も大き

かっfこ。

JIIl流速度の誕下(血流壌の減少)と共に頭皮識

も{最下した。

実験 3:4%アイスキャップの説毛予紡効果

対象は， ADM又は， FMBの静紙内投与を受

ける患者32名(延べ39名)で，抗癌剤治療が初め

て，あるいは前屈の抗議剤治惑を受けてから休薬

期間が 1ヶ月以上ある者とし，多苦手i併用援法や{告

の投与方法(動脈内・腹腔内投与)を受けている

場合も含む。調査期間は， 1993年10月 ~1994年 3

月の 6ヶ月間である。抗議剤投与の10分前から投

与終了後部分後まで，家庭用冷凍庫( 220C)て

24時間以上冷凍した 4%アイスキャップを装着す

る。

抗癌剤治穣4習?翼後iこ， WHO抗癌剤副作舟判

定基準に沿って税毛の密度を判定し，脱毛予防効

果を謁査した。!脱毛 O 度~I 度を脱毛予訪効果あ

りとする。

一結果-

1.全症f9tJでは，脱毛O度14171] (35.9%)， 1度

17f9tJ (43.6%)， n度 5f9tJ 02.8%) ， 翠度 3

f9tJ (7.7%)であった。

2. ADMでは，脱毛O度 9f9tJ (45.0%)， 1度

8 f9tJ (40.0%) ， 狙箆 1伊IJ (6.3%) ， 滋度 2

f9tJ 02.5%)であった。

3. F羽詰では，脱毛O度 5f9tJ (26.3%) 1度 9

伊iJ(47.4%) ， 江度 41伊IJ (21.1%) ， 医度 1f9tJ 

(5.3%)であった。

まとめ:

実験 1から，頭部冷却に伴う顔面の皮膚掘の抵

下は殆どないが，アイスキャップ装着部では頭皮

誌が話下した。また， CCA， ECAでは血流速

度の抵下が見られた。

実験 2より，抗癌剤投与時の脱毛がADMでは

85.0%， FMBでは73.7%，全体では79.5%予防

できた。

以上に!錯して，考察を含め る。
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看護学生に対する禁煙教育プログラムの開発と効果の検討

[はじめに]

近年，若い女性の喫煙者率は上昇し，看護婦の

喫煙者率の高さも指摘されている。喫煙はいった

ん開始してしまうと，その依存性のためにやめる

ことは大変国難である。そこで，喫煙を開始する

以前の対象に喫煙防止教育を実施する事が望まし

い。看護学生は，喫壊開始または喫理常習開始の

時期にある。さらに，将来禁煙教育を自ら実施す

る役割を担う可能性がある。諸外国では，すでに

禁煙教育が看護婦の重要な役割の lつとなってい

る。

そこで，看護学生の喫A煙者率が上昇しないこと，

及び将米看護婦になった時に禁理教育ができるこ

との 2点を!ヨ撲に，看護学生に対する禁煙教脊プ

ログラムの開発及び改訂を段i続的に実施し，教育

効果を検討した。

【対象と方法}

時期は1991年4丹から1993年12丹であった。調

査方法は霊筒紙を用いた集合調査で，対象は看護

学生442名であった。調査は鴎 lに示すように，

事前調査(授業 1週間前)，事後調査(設業 l週

設 業 群 ωω告炉

対 照群 ー『号砂 ーー歩 一一歩 ωmタ 一一歩 ωω沙 一一歩 崎町タ

1遊間前 設業直後

千葉大学教育学部 関田加奈子

間後)，追跡調査(援業 6ヶ月後)を授業群(授

業を受けた人)に実施し，あわせて時時期に 3つ

の調査を対象群(授業を受けなかった人)にも実

施した。また，授業群のみには，鹿後謁査(授業

誼後)を実臨し，さらに，設業時lこ，配布した自

主学習教材を使倍して禁理教青を実施する描題を

出し，それに対する調査票を後日，提出してもらっ

fこ。

調査内容は，率直Ii・事後・追跡調査はほぼ開様

の内容で，喫煙に関する行動・態度・知識および

学校生活に関する満足疫等を，直後調査では，授

業に対する印象度，関心度，自分の時題意識等を

開いた。

授業は 1授業時間 (90分)であった。教育内

容と方法は表 1に示すように，日本及び諸外関の

喫煙防止及び禁煙教育教材とその効果をあらかじ

め検討し，日本の看護学生の特性を考癒して，開

発を行った。そして実擦に関発したプログラムを

を実施し，表 1に示す視点からさらに改訂を段階

的に行った。

授業内容は，喫;壊に関するクソレープディスカッ

ション(自分自身の喫煙・非喫煙の理由契壊の

『同勢 -o> 

ーさ房 一一歩 一今 一一歩 一一歩 ータ 山町号炉 一一歩

1選開後 6ヶ丹後

図l 謂査と授業の流れ
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表 1 教背内容・方法の開発と改訂

教育内容・方法の開発

・諸外国の喫連防止及び禁煙教育の内容・方法及び効果の比較検討

.日本の喫捜訪止及び禁樺教育の内容・方法及び効果の比較検討

・日本の看護学生の嘆壊行動関連要因の検討

を対象とした喫壊紡止及び禁理教育の内容・方法及び効果の検討

教育内容・方法の改訂

教育効果の評価 (PROGRAMIMP ACT)による改訂

• t受業群の教育効果前後の成績と対照、群の成績の辻較

(事前・自己・追跡議査〉

-設業後の自 う教材の実擁状況と使用後謁査による評価

教育実擁の評価 (PROGRAMIMPLE説E民TATlotのによる攻訂

・設業議後調査結果による改

-設業に対する学生の意見と による改訂

-教脊プログラム実施と実施記録ビデオ視聴による，授業者および研究メンバーの

価による改訂

その掲の分析による改訂

の分析による改訂

可能性の要因，喫煙の可能性の要躍に対する対処 対して自主学習教材を捷用した者全員が，追韓関

行動)，講義(喫鰭の筈，嘆壊の社会・心理的影

・喫嬢者率，医療従事者の喫趨等)，自

教材の記布・説明(禁壊するための教材を本人お

よひe知人がどのように模開したらよいか)の 3っ

から成っていた。

[結果及び考察]

1.穫後調査結果による評錨

査時には非喫捜者のままであった。

3.教育前後の変化による評価

く行動〉 遺跡調査まで終了している，

と対熊若手の比較を実範できる対象について，追跡

議査時の喫捜本数を碕群で比較した。事前調変時

に非喫建者であった容のうち追跡諮査前 1ヶ月間

では，授業群7.8%，対熊群で11.8%が 1本以上

喫濯していた。追跡議査高ij1週間では授業群で

授業の議後謂査では，講義で教育方法与を「ピデ 3.3%，対照群で8.8%，i車競調査前臼ではそれぞ

オ教材jに変更したきs分で， EIJ象に残ったと答え

た者が大轄に増加した。また，グルーフ。ディスカッ

ションを， r自分の問題として考えられるテーマj

に変更したところ，多くの質問項目で肯定的な意

見が増えた。

2. 自主学習教材使用の接点からの評価

授業内容に自主学習教材の捷用を含み，追跡語

で終了している対象については，事前謂査特

に非喫渡者であった者のうち，時分または他人に

れ2.0%，4.4%であった。

く態箆> 態震に関する質問項目では，授業群・

対静、群ともに，教育前後での有意な変化はみられ

ずi臨顎言内容の妥当性の検討が必要と思われた。

く知識〉 知識に関する各費問項自に対して，

設業群の教育蔀後の結5誌を比較したところ， I奇時

期に調査した対照、群の結果に比べ，多くの項目で

正答率が上昇していた。
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工戸一噴出裂
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科学技術庁長官賞受賞田
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SGM-I型定価93，000円

SM-I裂定価88，000丹

@噴出するヱアーが患部を乾燥させ、

総麓の繁殖をとめます。

@重誌の床ずれ、病臭ほど

威力を発薄します。

@体位交換が楽になり、

義護の労力を軽減します。
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医E里イヒ若毒機部 特品会長器部 富喜滋務機藷Z

正和化研工業株式会社
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A会場第 1群

1)排t控の援立与 j にi認する指導方法

一体殺の段階的学王?を促す試み

滋賀際立短期大学 看護学科

O 伊丹若手目、太自主u子

くはじめに>

我々は、 P. ベナのいうような看護における技

能獲得には、技術数湾の学習段階が必姿であると

考える。そこで、生怒的欲求である排巡の援効に

ついての段階的体験学習を試みたので報告する。

く研究方法〉

対象:本学短大看護学科 1回生-12名の脊芯、

対象:排般の俊足IJの学習段階を次のように設定

し、分析した。①.人間生活における排巡につい

てを講義し、封Fil~ *~賓と機能を諜題とした。③.

lif.i世の鋭察とアセスメントについて議議し、 8分

のm泌物を l週間綴察し喜平総させた。③.床上排

il!!の援 WJ方法について教員が模擬波紋ーした後、学

生相互の後援体験を!Ah"'aした。@.冬 WI(，f;[訟の 2

iJ!jf悶も含め、学生が自主的 iこ主主りで排泌が-r:きる

よう 5臣官~ ~室を間以した。⑤. グループ fiiにカン 7

r レンスを行い全体会n最を行ったの

く結決及び考察〉

主1tiIUの言語会 j二、 iニdl!③の床上自F巡の校長話 fU貴と

③のEl，1:的床上 lif.i自の体験についての学生の反応

をJt絞検討する。

1英j疑体験では、最もさr':t:主が印象強く感じた体験

は fカーテンをしたりタオルケットをかけてもら

っても恥ずかしい J r使il*が逮切な佼程 iこないと

不安である j 等であった。また、この排 j控援助を

行った看護者体験では、 F怠者の 2革路ら心のことを

考え、看護者自身が恥ずかしがらずできぱきと援

助する J r援助の説明を行う Jr患者の35:晃を聞

きながら援 WJ方後を工夫する j等の意見が多く、

対象波書事や援WJ方法は模擬体験でもかなり l盟併で

きていた。次 lこ、④の問主的排椴体験では、 fお

もらしをしているようで、fiRは出てもすっきりし

なかった J r 1ii1が飛び散るかと心配したが、 トイ

レプトベーパーがしっかりカパ してくれた」主事

の意見が見られた。 従って、このように模災体

験では得られない極限状態の患者やケアの及 iます

影響を波書干させるためには、ザ'伎の白書事感情を塁手

援して段階的に指導する方法は効果的と考える。
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2) 重言語護学生におけるオムツ排尿体験学習

前後のイメージおよびエゴグラムの変化について

昭和女子高等学校衛生護審議専攻科

O滅後栄子

二f4業大学審議学部m属審議実践研究指義センタ

金井和子、土慶尚義

【研究目的]

オムツ排尿体験学留前後で学生の老人のオムツ

に対する見方や考え方がどのように変化している

かを明らかにする。

[研究方法]

対象:S 高等学校衛生愛護専攻科 l年生39名

期間:体験学習節調査(1993年 12月 3日)体験

学習後議室(1993年 12月14日) ・体験学習望書問(

1993年 12 月?日 ~12 月 128)

体験方法:学生は紙オムツを使用した排尿体験

学習を自主主で行った。オムツ使用の如何や方法は

学生の自由窓志とした。

調査方法:①学生の老人のオムツに対するイメ

ージ (SD法)および京大式エゴグラム(以下TEG

とE告す)について、体験学習前後の変化会調査し

た。②体験学習後、 g虫記述による慾想文を学生

に提出させイメージとの関速を検討した

〔結果および考察]

1) 5段階評定の平均値からみた老人のオムツ

に対するイメージプ口 71ーノレは、体験学習前後

ともネガティブ衡jに位鐙した。体験学童3後は筒形

態でよりネガティプなイメージに変化した。

2)形容詞尺度の評定{透から iil宇儲J r活動性j

f力蚤位j の 3つの因子が抽出された。体験学習

後「評儲J r活動性」の因子が有窓にネガティプ

なイメージに変化した。

3) 体数学習前後の平均エゴグラムプ口ブィー

んは、 40~65パーセン F イノレの華喜朗で伺形態を示

し窃かな援はなかった。

4) f!ヲスの70%の学生がオムツを使用する考

人の気持ちが分かったと記述していた。

5) 体験学留後平ガティプなイメージに変化し

た学生ほど、今後に行いたい老人への緩め内容を

記述した傾向があった。

5) rオムツ排尿体験は行いたくないが患者の

気持ちが分かる為には必婆な体験だJという内容

0)"!i5草害対 生むた符向があった。



3) j;fミ上鉾1授の体重量学習に対する看護教員

養成塁塁線受講伎の主主滋

昭和大学芸ま学部鮒燦看護専門学校

。森晶子

横浜市交港湾病院

LlJ総務子

東京喜容立医療技術短i弱火"'(.

長装工F筆書

[.g約]

i潟蛍は、 f青年は釘分の体にたいそうこだわり

を持っており、自分の体が{中潤と岩追っているよう

に見える時には、いっそう不安が強められる j と

述べている。床上銚i!せの教授方法は f体験学習 j

が選択されることが多い。しかし床上排;肢の体験

が資'1: 均j におる宥護学:'~に与える心翌11 的影堂警は、

大きいものと至宝える。そこで、今後の床上挑泌の

教授方法を検討する為、教?すについて新たに学ん

だま3幾教箆養成総恕受総生を対象にm、滋を J~! らか

にする事を g約とした。

【方法]

潟夜対象・ tf護教員獲成潔程 70名。

総畿内等・受3持ぺ:が床上総t肢を体験した時の気

持を f俊一不快 j の 5役最安でaf.定する。さらに今

後の教綬方法について笈IllJ級会mいておき釜を行勺

Tこ。

[結!lU長び考察]

llil収不は78.G%であった。受3持労tがWJ:tJn訟を

{本署長した5寺の気持は fややーがもた j に綴ていた。 し

かし今後の教授方法は、 f怒者心Jmの翌H鮮の為 iこ

怠者役を{子わせたい j という回答が 15名、 r;;f 

快 J ~ヒ感じた 5 名も f 慾苦言心潔の銀鱗の芸品 iこ怒手f

f交を行わせたい j という際空子であった。

床上排討J!の f体験学習 j について、江総や3支怒i

らは、爆者・役になった守主主主の反応は、 r~もずかし

い法務だった j という気持が多いと述べてい

るO 滋者f役を行う奈のみで慾潟・の心flllの滋終や、

者重量技術の向上につながっていくのには、1m恕!が

あると考える。このような排j照時の法浴心や苦痛

は、患者役の体毅によらなくても B常生活よで充

分翌I!先手し考えられると恕われる。

ヰ〉 注射技綴の慈容体室長学童まについて一実

態とその問菱重点一

j乙i海浄器議室専門学校

Oi潟雲 マ 'Jご子

神奈川県立がんセンター

溺:!j: 慈子

長室 ~ß 至宝共務総主主将え要望/門学校

鈴木良子

綴浜市立大学際吹きsN反応等:tH窒学校

渡部節子

5はじめに》

これまで審議技術教育の方法は、段々に滋じら

れている。また教育方法p としてE己資{本室長学'8が多

く、かっ有効であるとされている。今!ill私主きは筏

寄せE支持ilこす雪包し、学生の資金をどのように考慾し

て学内演習をrfっているか、その実態を潟まました。

電研究 13(f.J)波書、fl支持?の体験学'EIの t足立さとそのi潟

E重点を明らかにする。

《方法》話耳まま研究

1 .対象 関東Jt!l方のお護'1:校をランダム lこ70

授を;富山、その学校のお護軍士lD 388名。

2. 翁交潟Iml 1993年 10fl20Bから 30B nn 
3.設遣すtJH主 主I!E!Iこ作成した認蕊湾総を郵送

法iこでアンケート潟蕊〈忽E立法〉

4. Iill奴数 47 校 (6790 数~ lt2s (28.9幻

《幸古巣と考察E

1. 注射技術で議宣言体験の学内総 JgJ ~ri ってい

るのはれ校 (87.2覧)で、その内訳は皮肉1':1:ヰ113授、

皮下主主lH14校、筋肉内法理.J21校、ぷ主義務燦rJg主主導J

3/'交である。義援さ李まえ盤投資のゆで、 J広務総隊内総

書すの怒主主体験生詳況を行うことはレディネスのよで

問鐙であると考える。そのよ造 41ーについてml滋j塁走塁

したい G

2. 注射の処方霊童の紀誇義援は底的 7校、校長 2

校、専任教鈴百校、その他 6l'立である。本来援泌

が紀奪還すべき処方交をE宝飾以外の替が行う専Hi、

喜義務上と教育上から問題であると苦言える。

3. 教fil. 112i:'， ljJ泌iヲ'1't1射の事故 iこ出会った

まÍÍ立、 5 名(~. 7覧)いた。その内容は、 「薬務に

よるアレルギー J4名 f内出血J1名である。そ

の内 fアレルギーでショックを起こして然言語に主主

iまれたJ1名である。数としては少ないが、学生

の安全すなわち身体縫を守る上から法専H支持fにお

ける滋ぢ体験学習の方法について絵討を愛する。
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5) 学生の授業への反応唱をとらえる一方法

の宥効性の検討 ~採血液習時の STAIと出1議

カ}ド感想文との比較を逃して

自治医科大学愛護短縮大学

O大久保祐子、永井宏子、小1滋セイ

東京医科療科大学医学部保健衛生学科

松田たみ子

務議員事不足がさけばれる今回、学生数lま増加し

学生{限々の反応がとらえにくくなっている中で、

多人数の学生l己資の高い教育が行いうるかを評儲

しがたい現状である。授業の評価及び、学生の授

主義への反応をとらえるために、 F出席カード」唱と

熔いる方法そ試み、その結果、その方法が学生の

授塁走への反応をとらえ、また学生個々の様子~知

るために有効であるとの示唆を得た。しかし、記

述式の方法であるため、その表現の窓Eまずる内容

をどのようにとらえていくか、また、学生が思い

を記述していく過程で、 EZE認を必ずしも反紋して

いない可能性もある、という検討課題が残った。

そこで今回は、学生の一つの感情である不安と、

出席カ}ドの感想、文を綴互に比較することにより、

出席カードに感情表現がどの程度なされているの

か調べ、出席カードを有効に扱うための注意点、を

司書らかにしたいと考えた。

調査対象は、当校 1年生 107名とし、者務方

法 Iのt受業怨iこ「出席カード Jを記述してもらっ

た。出席カードの記載内容は「今日の授業につい

て内容の聖書E言、感想Jの2積回とし、自由記載と

した。また、看護方法 iの授業のうち採血演習時

!<: S T A 1を①採血技術の VTRを見た直後、②

実際lこ採血を行う直前、③採血終了直後 と、採

血演習の 3週間前をコントロールデ}タとして、

計 4窃絞った。これらから、感想の記述の中で学

生がどのような言葉で感情を表現しているか、 S

TAI にみる不安感情の変化のような感情変化が

感認の記述の中にも現れているのかを検討した。

その総菜、カードに自由な言葉で記述する慾情

表現と、 STAIの状態不安の変化との凋に共i語

性が克られるものがあった。また、感想l主演習終

了後l己記述しているため、告書留中の慾憶を必ずし

も反験していないなど、いくつかの問題点が示唆

され、カードの記述内容の読み取りへの注意が必

要であると考えられた。
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6) 看護学生の病室環境の受けとめに関す

る誤査

j領正高等看護専門学校 五露出倫子

看護職者は、入院患者の病室長環境について、

「医療の場Jよりも、 f生活の場Jを重視してい

るだろうか? 近年、学際的な立場から病室長環境

を、怠者の「生活の場Jの視点でとらえなおそう

としている。はたして、看護恭礎教育機関の学生

たちは、このことについて、どのような受けとめ

をしているのであろうか?

1)研究自的看護学生は、入続患者の病室環境

をどのように受けとめるかを明らかにする。

2)仮説:(1)病室環境に対する看護学生の受けと

めは、治療・雰護の場としてよりも生活の場

としての受けとめの方が大きい。 (2)病室環境

の生活の坊に対する受けとめは、生存に関わ

る内容よりも生活に関わる内容の受けとめの

方が大きい。

3 )調査方法:対象はJ31ド課程.看護法礎教育機

関の 1年次生 86人。調変期間は 1993年

5月から 7Ho調査内谷は① 11項目(空気

の汚染、護j昆・混皮、気流、療養状況、明る

さ、薬理・整額、審美的要言葉、プライパ

シー、人間関係、援助の受け方、王子:びへの刺

激)で 91ポイント。@J)の内容を「生活の

場Jの視点と「治波・看護の場jの悦点で、

学生に自己分析させた。③また①の「生活の

場jの視点は、さらに生存(安全性、保健

性)と生活(利便性、快適性)に着目させ

た。調査手続きは、①大学涯学部付属病院①

病棟滞留は延5日間で22時間、分析方法は

2段階評定による学生の自己申告を単純条

4)結果:仮説は(1)、(2)ともに支持された。 O)fこ

ついては、 「治療・看護の場Jの受けとめを

iとすると、 「生活の場」は Sであった。 (2)

については、生存の内容を iとすると、 「生

活jの内容は1.8であった。結論として、学

生の病室環境の受けとめは、素人の立場であ

り、これは、患者自身の立場であり、学生の

現実の立場であることがわかった。しかし、

これが看護学教育の原点、であり、者護織の出

発点であることを確認した。



7) 生活行動に対する審議学生の認務

(その 1)一生活様迭・生活欲求の視点から-

4事祭JII県立書罰金短翼芸大学

O山口利子、格篤車1li工、JlI守a千秋、滋&紀子、

小林小百合、落合浩子、山彩蓄電淳子

塁塁塁走医科大学Z霊祭技続短禁語大学

野口多蕊子

{目的}

人々の生活行動を慾主義に撃をするように援めする

ことは務緩の主筆さな審請ささであり、務護者のEl分の

さ主t;Jifニヌすする認識は援l!IJに反撃是される@今回は、

232菱をさ詳ぶ学会はお分の生活行動をどのを警に捉え

ているのか、また、密分の生活行動を健康との関

遂でどの擦に認蓄還しているのかを明らかにする e

i方法}

K綴共芸大学の I年生 120名を対象とし、 1992年

のJ:休み護主総に鶏宝霊祭を配布し、変休み終了後に

笛奴した。務まま襲警は、 A)食パる・妙法する・絞

る・治動する・ 7者潔を保つの 5唆留についての自

分の生活行動の~際とそれに対する見解、 B) 自

分の ~t;Ji行動と長u誌との関巡の考察で構成し、自

由紀絞とした e 各項 !H手4ニ、内容をアイテムとし

て淑りおし、分析した.ここでは、 Aについて生

活害事送金(生活水慾、生活関係、主主72i待問、生活笠

間〉および生活欲求(主主主霊的・安全欲求、主士会約

欲求、文化的欲求〉の観点から分析した。

{絡5長}

①抽出できたゑ?雲行動のアイテム数は4333であっ

た@墳 13]JIJでは、食ペる 1039、‘清潔を容量つ 907、

燦る 821、活動する 797、長~T設する 769 の綴であ

った。②主主話機迭からみると、生活文民毒患が 76%を

占め、なかでも苦言後・スタイルが多く、次いでき色

治時間、生活関係、生活安織の顕であった。③主主

滋欲求からみると、生還的・安全欲求が 63%、文

化的欲求 31%、社会的欲求 S%であった e ③生活

程季五きと生活欲求の関遂からみると、生活水準…生

王霊的・ 2安全欲求の組合せが全体の 46%であった，

以上の総菜より、学生は、 5つの生活行動のな

かでは、 「食べる J rr寄潔を保つ Jf"こ多くの関心

を向けていた。学生の生活行動に対する捉え方は、

生活構造の視点では生活水準に、生活欲求の視点

ではさ主環的・安全欲求に中心が号室かれたものであ

った。

8) 生活行動に対する審議学生の認識

(その 2)ー霊童E衰の後点から一

千事奈川際立宮寄金銭翼語大学

O格罵毅三五、山口裕子、 JII守殴千秋、菜室重量紀子、

小林小百合、落合浩子、u.i彩蓄電潔子

主霊祭医科大学震後技術短期大学

野口多蕊子

[臼約}

詰iili苦の研究践的のうち、ここでは務護学生がお

常の生?霊行塁手Jを鐙主義とのj怒巡においてどのように

捉えている iJ、を切らかにする@

{方法}

前占容でmいた資料のうち、学生が自分の生?議行

動を鐙綴との際jj遂において考察したものを、内務

絡にアイテムとして取りおし、それを次の筏点か

ら分析した。すなわち、 1)生活行動についてのま足

え15:①生活行動を 1総額だけでなく偽と関巡づ

けて捉えているか、②生活行動全体を統合約に主主

えているか、 2)自分の生活行動の湾総:①自分

の生活行動のどこに問怒があるか、②霊童淡j二議ま

しい生協行動として{可が寄金げられているか、③慾

淡にE望ましい生活行動のための改喜多やヱ炎が述パ

られているか@

[総菜}

1 )①生活行動のいくつかの綴衝を ml巡づけて

捉えていたのはアイテム数62綴で、主に食-'"る一

括T1設する、食パるー活動するの総合せであった。③

生活行動全体を統合的に捉えていたのは52傍あるλ

全ての生活行動が作織し合って長塁線に務警撃を及ぼ

しているという捉え方が多かった。 2)自分の生

活行動について何らかの隷{援をしている者は 102

名あった e そのうち、①自分の生活行動に問題が

ある、は 203li還で、問題の多かった項 gは食パる

31%、活動する 24%であり、?育苦雲を保つ、語ド詰きす

るは少なかった。②終段上E望ましい行動84{溺のう

ち、多かったのは食パる 25%、活重bする 18%であ

った。③縫燦4こ望ましい行塁手jのための号文芸喜やエ炎

は 1211溺で、活動する 31%、食べる 20%であった。

[結論i

1 )約半数の学生は、生活行動を多倒的、統合

的に捉えていた。 2) 5つの生滋行動のうち、 f食

パる j 、十滋致する j は、偽のさ主治行動より鐙淡と

の関支~l生を強く認震をする綴!句が認められた。
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9) 義務理守護技術と日常集活行動とのIJ!I係

-1jま綬の興味 i笠と生活の際立皮からー

京都府立医科大学主主談後衛短期大学部

O西E自夜子， 上聖子幸喜子i11阻ま童{-~ . 中村幸栄

1;81公子

1 .はじめに

基礎表談技術と学生の日常生活との簡に{可らか

の関係がみられることは， よくま!lられている.本

"i主 iま，本年度より短期大学部に移行し，学生の生

活状況も変化してきている.そこで，基礎看護技

綴を教綬する上で，学生の日常生活行動の自立浪

と~まま軍技術の学習状況との tl;毅をすると問符に，

学生の :&-11霊の興隊皮との関係を潟ベ，今後の基磁

器後技綴の教授方法の一助としたい.

ロ.研究方法

{対象]対j(1ま，京都府立医科大学医煉 J支持i短期

大学部 l年生 99名で， すべて女性である. 年寄告は，

18後-23縫で平均は 18.5産主であった.

{潟袋内容と方法]綴査内容・学生の日常生活の

滋:iL1!<としては，環境5室長Ii.洗}警務縫，食事など

の 15JjiEl. 意ま 2霊輿球皮としては， 湯量護 i怒としての

総長選， 事ま殺の勉強などの7J.買釘であった. 尺}主 lま，

それぞれの項隠を 5段階で点数 fむし3j!勾 iifi.を算出

した.分聖誕lま， その平均百{を '1'心に「おい llfJ • 

「やや潟い群 J • rやや低い然 Jおよび「低いi'JJ 

の4鮮にした. また，器滋技術総数(1年次)の

前期・後J!Jlの評点とベッドメイキングの所妥狩!倒

および練習凶数も 4群に分類し比絞した.

{諸悪賓待 j滋J1993王手 7月初旬(凶収率は 100%) 

磁.結梁と考察

1 . 自立皮の 1質問にある fボタン付 11J と「ベツ

ドメイキングの所1j，!略的」との関係はボヂ

ン付 11J を「いつもする J という学生が「所要

時間 J が少なかった. これは，洗草壁状況と所妥

i時間との関係があるという綴告と契なった.

2. 器産整の奥味I!<とがiIJ続技術試験の評点との関係

iま， 技 Uiの務 J誌の蕊い群が輿 i柴I!<が潟・かった.
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しかし，後期の評点との関係は見られなかった.

また，爽 i床I!<とベッドメイキングの綴習凶数と

のi潟係 iま，興味皮の高い番手の練習回数が多かっ

た.これにより，入学当初から持っている愛護

の奥様皮を総絞・発展させる教授内容を検討す

る必姿伎が示唆された.

10) 活If主技法の教育の彩綾とそのÆ:~雪

}JI持医者主総期大学

0メc滋好子， 主導:jjニ恒美. 要量L啓子. ，量回平日道、

関山大学医療技術綬期大学部

治則敬子

5J7.I~ 2年度から，看護者としての自己耳目手や行

動変容を自!'t~とする臼己感発のプログラムと対人

関係能力，ことに樹被の技術の向上のための基点

を教授することを意図して，蕊it長技法の教育を i

Jp.佼30時間で災施している。このj交，蕊If主技法の

教育を組み込むことによる効果について明らかに

したいと考え，教育前とその後の学生の変化につ

いて迫紡し，教育を幸11み込むことの意義が検jlEさ

れたので報告する。

研究方法:(DTEG と対人関係能力検討;I{ (臼己

廃発トレーニングセンター)を沼いて.111崎Z主主主

綬大第 1:t? ~産科 191羽生4~ 名の面接技法の講義Jlíj.

i攻後と災施 i年後. 2年後の変化を追跡し検討し

た。また21羽生47名についても談義の災施 riij後で

比絞した。②磁銭技法の講義を~秘していない八

主語大看護科卒業庭部の74名との比較検討をした。

結果:①対人関係の必木である自己成念は教育

前より数背後はゆるやかによ奔した。②鎮I怒の能

力は教育の度後に上昇し. 1年後にはいったん低

下するが，その後はぽび上界し .λ作業時には講義

の実施 lìíj より~月らかに i二界した。③明確な表現は

教育直後， 1 ij:後. 2 if:後と有意に上Jf.・した o ③ 

感情の取扱い，自己[jfJ泳ともに潜袋詰Ijより卒業i時

には上昇を示した。③卒業直前の A短大学生との

比較では， JlI約医綬火の学生のほうが自己開示は

有意に，その他のいずれも明らかに高い綴向がみ

られた。⑥TEGによるエゴグラムについてはCPは

講義@後に街:窓に低下し.仰は上昇・した。また，

A は上昇傾向がみられ. AC は講義夜後から有怠 iこ

低下を示した。全体のパターンとしては講義前は

N型であり，卒業時には即優位製 iミ変化した。こ

れらの傾向は1付金奇怪短大の21期生にも同様に鎖向

がみられた。八短大学生との比絞ではJlI椅医短大

の学生のほうがCP.ACはず子:患に低く. NPl立予言;窓に

高かった。

これらの給巣から面接技法の教育は，対人関係

能力，ことに iffi接技術の向上のための基本的学符

として有効であるといえるの



A会場第 3群

11) 自己評僚からみたVilal-signs測定技t誌

のラ〉十庁

名古援市立大学看護主立思i大学部

。荻野淑子、鈴村初予、森 資子、中重量二F塁

【自約]

Vi lal-signs援Jĵ主f主総の習得iこ衡する学生の自

己評僚を2去に、絡将1・i察室通綴竣をや心とした項El

と誤~íË綴の自信につながる項目との問主主を切らか

にする。

[対象および方法〕

名古E童市立大学審霊童緩綴大学部 i年生(1993主手

話芝生) 99名 iこ、 Vit皐j-signsilIijiEの自己務絡を爽

絡した。喜平儲攻E:Hま37夜 g、 5 jj量廃安霊平俗とした。

学生iまVila!-signsillij;;Eの議議案・学内実苦言をきをけ、

災後テストの予定を伝えた上で露喜怒とした 7B関

の観入総務(j図/段、友人のVila!-signsの総

定を5短絡する)を終了している。Iileili引認は言語絞

テスト奇íî!こ行った。辞儀総菜 l立、 5~1 点 iこ得点

化し、因子の探索を段約として.:t泌子法 iこより樹

子分析し、更にVari即日留孝去を災絡し、 61!l予を

IÚJ 出した。I!l~子分析の総号さを迭に、夜Elの到途レ

ベjむの終控室、!菊遂について分析した。

〔毒事泉]

①凶子分析の総菜、 O1選'f-がおIWされた。第 i図

子 I 総定緩の自信 ~TI 関子 f 測定方法のiE G露

f生j Z害援扇子 f綴察カ j 主義N留子 f鼠.q定方法

の変数因子 t事 V~益子 f 呼吸illijiEの{言綴jtJ:.J

第VI!lslテ JJIj者銀総iEの{言綴f'1Jと命名した。第 i

-韮 .m'IVI!l子においては、iEの留子負荷数を、

宝寺V • VI!lsli乙おいては銭のお子食事寺援を主詳した。

②第 i関子lま、血圧測定iこ関する?環日と Vi ta 1 

s i gns illq J:立後の自信iこ隠する 4攻白から機成され

たo 政庄測定 lこ!渇する項悶のなかで特に、 f毒事診

tまでJ&暴言葉耳血圧のiE6警な誤u立ができた rjf江fE綴

は自 信のもてる儀ぜあ る 血 圧 認IJ定はiE援にで

きた J(立、 Vil皐トsigns総定緩の自信と r之江 0.5

以上の籾泌を認めた。

③体滋・ 5需給・呼吸議IJ定』こ関する項包 l立、 Vital 

signs測定技衡の縫成項目ではあるが、それぞれ

の約定意義の自信に泌する攻訟の第 I!lsl子の鶴子負

荷蚤i立低かった。

12) シーツ交換の霊祭床実習ビデオを用いた

評 価 “ 第1報評価審によるずれー

広島県立広島皆実高等学校

。吉村俊子

広島!f.1<立三次号護専門学校

古屋敷明美

広島県指祉保健部

塚原浩子

〈包的〉シーツ交換湯船において，奇I'1ll1iのずれを寺r-自活

者の側街から検討した。

〈方法) 1実習場樹のどr;tを再現し.20項白からな

る1n91}Aトで評価を行う。給5誌を三段断言平{蕊「でき

るJ.1""部分的にできるJ.1""できなしづとし.3~1ぷで

数量イとした。 2ピヂれま，看護学生と臨床指導看護

婦が臥床忠者(1¥-lVi計寸訟を留i澄し，会話・可能〉のト

?を交換している場面で，へVドの足元から撮影した

9分間の長さのものを3問視Jsました。 3ABC3群

からなる言予備者計'118名から音l'fI必ずイを待た。 A!立

教員養成講初会受講生39名.BIま実習指導者養成議

室?会受講lj~48Zí. C は2年制記長程の 2年生31名(A

を教員，ちを実習指導者・.Cそ学生と云う )04分析

方法定r偶者による評価.のずれに法問した。検定に

よって千L志水泳 1%のz?があることそ詳似のずれ

とした。検定はほ平均の設は t検定，分散分析で，

「できるJについては比本の主主の検定で行う。

〈結果と考察〉

l 偶人7)IJの評価ヂイは妓高55.最低26.平均41.5. 

標準偏差0.86.分散0.74.

2 AB C 3群の平均は， A=l. 91. B=2.15. Cェ

2.16で. A<BくCの阪であった。

3 1""できるJとした評価は全体で32.8凡 3群では，

A=20. 3%. B =32.1 % C =49.5 %で， AくB<Cの

阪であった。

4 評価者ABC3 群の号l'似i20~民自について「でき

る Jとした比率に差があるのは.AC Il~lO項自.BC

i潟 9~長討. ABI尚3項目である。

5 評価者fABC 31詳の分散分析では有意授があ

り. C はABより謹が大きいと言える。また.AC

閣には t検定，比率の主主が認めれた。

くまとめ〉 臨床:AWiビデオをmいて512似のずれを

検討したところ，次の結よ長を待た。

1 ll'jè{必は教員<実習JR導者<~字企の綴であった。

2教員と学生間には評価のずれが認められた。

73 



13) シーツ交換の臨床実習ビデオを用いた

評価 “第2報評価場面によるずれ叩

広島県街社係長n古Il
是正以浩子

広島県立三次看護専門学校

0古i民数明美

広島県立広島皆笑高等学校

吉村俊子

〈目的〉シーツ交技場面において，認可dljのずれを評価

場耐の側部から検討した。

〈方法>1汗似ij"-れまun報と同じ。 2分析方法

評価のずれの分析は，まずチョリザストの項毘で行い。

次に行動の特ltによる分類4nv-70

の評価のずれ

との関係をみる。ゲlいtO，/j"，まチェックリストの20項臼を

者護行動の特性によって分類する。分類4'j"Jい7。

は，①シーツの単独操作は「下iノー'J~をヲ i っ張るJなど

3項目②患者の体が動くときの操作は「ハ")vi折-j

Jvの長さをす二iJ!日」などgliH:l③忠者への戸7かけはif本

位交換の説明Jなど 3~誕生I@者護者・の態度はf動作

の1!l~駄jなど 5 Jj1自。検定はtf}"1線と同じ。

〈結果と考察〉

1r凶lIi項目11):の平均とfできるj比率を見ると，高

いのはf郷の取り付けJ2，93， 93%f体1.>1.変換の説明J

2，61. 63%などである。

2評価20項目の「で‘きるJJt，t:¥のABCの廷は.f作

業しやすくシサをはずすJfl¥"Jvi折-j)vのi止さを予測j

「判明白シーツの鍛Jf下シヰをワiっ1返るJf~!IJ~'iA{なのH:を支

える Jf看護者の服装Jfイ u二げのlì{ti~i2Jに:Æが認めら

れた。

3行動の特性別に平均と「できるj比率を;よると①

1. 88. 229o②2. 13. 42% @2. 43， 56?o @1. 89. 31%で

あり，①シ一ツのf単r
のf休本が動くときのf操采イ作/乍ド<@忠者者勾へのT戸:釘干かけの服で

あつた。

4行動の特'性別とAB Cltrlh9との「できるj比ネに

差があるものは①②@である。窃については t検

定，分散分析ともに;告が認められた。

〈まとめ〉

1評価がずれる項目{訂作業しやすくシサをはずすJ

fl¥" Jvンカテサ)vの長さを予測Jf51¥"-シサの鮫jなどで

あった0

2評古lIiがずれる項目の宥護行動の特性は忠者の体

がifi!Jくときの操作であった。
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14) 基礎看護技術におけるピデオ利用につい

て

岐阜医療技術短JtlJ大学表護学科

0耳n文子力n藤コナミ 内山尚子近藤討さ子

看護教育におけるピデオの利JlH土、ここ数年学

会主!fでの発表数もt努力IJし、多くの場iliiにおいて活

用されていることが挽測される。

ピデオ利用の効来としては、 f芳主主l百での効果・

認知ITiiでの効来・チェック機能としての効果があ

ると言われている。本学の基礎看護技術の講義・

演習においては、認知iliiの効果のみならず情落;面

やチェック機能としての効来を期待し、i/iJ援の教

育mピデオだけでなく、前年度の演習Jit芳tを祝勝

させた上で淡習を実施し、その後自分遠の淡習瓜

景を視総させる形で利用しているo その効泉につ

いてアンケートにより評似し検討した。

l、前年度の演習風景筏聡後、学生に感想を記

述まにで議:かせた。学生は、どテ・ォから事前学習の

必姿tlや人形を利用して演習する場合の態度につ

いて、患者に対すると同級に真剣に取与総み、芦

をかけていくことの大切きそ今ι押していた内主

た、税務の多さ等gi[溜態j立を評価することによ

り、今後の取号車JLみ方がJ主体的に抗くことができ

ていた。

2、自分迭の波望YJ宣u長筏務後、同様に感怨を舎

かせた。学生i立、前回のどデオと同様に自分達も

事前の学習不足、 f.l.諮の多さや動作が遅い毒事の態

度の悪さについて認識しただけでなく、自分が第

三者からどのように見られているかを知ることに

より、姿勢・服装・動作について反省が見られ

た。学生からは、今回の取り組みのように自分遠

の淡習風景をピデオに撮り見ることで、多くの反

省ができてよかった、という窓見も得られた。

3、淡習態度について、 5段階で自己評価させ

た結来、自分途の演習風景視総後、その前後で事

前学習の取りがiみやi貧弱の真剣さにおいて向上が

ftられた。



15) グループ学習号の授渓 5平4誌と学生の変雰:

滋 E筆者築学授塁塁を i議して

東京友子医科大学233還ま迂努j火学

O阿部典子、村本青草子 、金沢トシ子、鈴木鈴子、

長建 F署員宅子、行広栄子、絡会千主主予

はじめに:務主望者は、現代総書警の草子しい遊歩と

社 会の変化 iこ対応 L、¥t，(r~ 悪達者として生霊Eq: 怒し

ていくこ とが必喜きである。そのため、務縫救済で

は、 1王手次より綴々の学習章者が iヨら学ぶ夜聖書と方

法を身につけることが設をきになる。:1;0懇看護学授

業では、自学自予言の骨量カ 1m.発のために、グループ

学習を導入し、学生による授雪量採綴を行ってきた。

今@]、教子守方訟を検討していく 1:での議長警災科と

する た めに、その綬淡祭主還を絡に学伎の学習に対

する方法と姿勢の変容について総資した。

研究方法.議Hを対象おは、宅雪 2霊長量級大学 1iドlt

122名中、 「生活と B完結 Jql ji己 118名、 「滋1翠IJ• 

l*.¥1l. J ql元 111名、 r 7，白書室 Jtl1.:Ji; 117~号、 「検後

子薬J1草元 112名である。阪!絞't1・お[効問答率

はJもに 100完だった。 蓄基まを iこは、 長毒tl，j、 主謀総、 行動、

学努 iこ対する主主主主・動機の 4カテゴ 1) 合 n.10項

目に SD尺皮をl1Jいた授 3翼線級l1J緩を銭!11Jし、各

耳i.jG終了時 lこ自己記入?去によって行った。

幸吉5塁‘ 4!Jl.況を i主絞すると、 f立書泌Jでは 3主義f

.関空3や教tまの浴l1Jt1の 1111緩やそれらが自分の考

えを i深める の に 役 立 つ と いう総議室が Ifliまる綴戸iそ

示した。グルーヅワークでの学予著書室欲への彩警警は

1 -4問自 ま で 符 定 的 で 、 4@] [ヨが責主も認擦がお

かった。 r行動 j では文章5・霊重宝寺や教t1の訴1百が

1@]f:1に i土ベ 4在>Hlは行.も立に符)E(f， 変化を示した。

グループワ…クでは、自分の;滋 t，l，を三う、他人の

滋見をIlllく、協力する行劾については 4凶共 iこ狩

定的回答であった。 r正義的 Jでは、学習雪に対する

BJ:主的主義僚は全体的 iこ低かった。 r学習に立せする

欲求・致事室 J，立会現民共、 1議く係たれていた。

考察.以上の紡5長から、グループ学習は自ら学

ぶ波書舎をもち向学犯で?の方法を身 iこつけていく上

で1))梁約であると怒われる。今後、グループ学習

を然続していくと共 iこ、グループでの学習万訟の

JlJ1解を深め、学苦手への努定約五芸絡をもっ学生への

7ブローチを検討していく必裂がある。

A会場第 4群

16) 看護学生の観察能力の発逐iこ関する研

究{第3報)

東京女子医科大学者護短期大学

Og還浮窓王子，河合ニ子，替、子

千葉大学審議学部看護実践研究指導センター

土屋尚姦，金)f:和子

緩察は看護実践の基本となる重要な技術の一つ

であり.看護学生の観察後カが，慕礎教育におい

てどのように発達していくかは，教育者にとり非

常な関心禦と考える。第 18自白木看護研究学会

での第 1殺に引き続き. 2今:次. 3王手次における

呑護学生の観察能力に関する経年的検討そ加え若

手の示唆を得たので報告する。

[対象及び方法]

対象者は.T看護短大の 3年生のうち.入守主当

初. 1年終了吟. 2年終了時. 3年終アE寺の全て

の潟交に回答した 50名である。

方法は. 1年次とお!じVTR(心不全の怒ミぎに

者縫婦が• 1奇拭をしながら欽水壌の指導をしてい

る場出)を見せ.そのi立後に観察したことを仁替、

替の状態jに践する壌として，病名・病態・発送

段階・議本的ニード. I務護婦のケア J(こj認する

事として，慾者との対応・物品の扱い・手技・ケ

アの筏類(清潔・患者教育)の各項目iこ分類し

を5諮安時期における毅察環器と観察件数について

比絞検討した。

{結果及び考察]

平均総綴察件数(i. 1年次と 2年次において増

加しているのに比し 3年次では減少傾向がみら

れた。また観察内容については. 2年次において

減少傾向であった援本的ニードに増加傾向がみら

れた。各工員自の総記絞件数の$1こ占める割合にお

いても. fI主の学校に比し 3年次の葱ヌド的ニードの

占める警IJ合が78%と多くみられた。

2年次終了時と l'手次終了時の総記談件数の去

による学生の傾向は，平均総記載件数及び項沼野IJ

記議件数においても2査はみられなかった。

3年終了時において，総観察件数は減少したが

観察項自7JIJで釜本的ニードのおめる割合が高率で

あったことについて.実留を含め 3~存関の観察能

力の発達を考える上で興味深い結5誌と思われる。
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17) コミュニケーションの成長を促すための

教授方法を考える一教員の詳イ婦の観点と学生の

成長皮との!対述ー

火器互市立大学夜学部総総務緩専門学校

uJ.!，i 敏子、小 jl!j千恵子、定村必須子

葛西洋子

<臼的>者議場簡においては、対象と肴護者と

の昇)jによい人間関係が成立ーしていることが議裂で

ある.それにはコミュニケーションが大切な条件

となるが、コミュニケーションの成長を促すため

には、学習進~に応じた教員の評鏑の視点と.適

切な指導が必裂である。そこで、学生および教員

の怠議翼線変を行い、学生のコミュニケーションの

成長俊を切らかにするとともに、今後の際線方法

について検討した。

<方法>本校平成 3年度入学生 79名を対象と

して、 3年次後半にコミュニケーションに関する

アンケート線交を実施した.さらに本校専任教員

1 4名を対象として、コミュニケーションに隠す

る旅館!の視点と指導方法についてのアンケート潟

資そ災施した@

くま占5長>2$次から 3年次にかけて fコミュニ

ケーション技術が向上している j と答えた学生は

7 2名 (91 %)、教員は 13名 (92 %)であ

った@その恐仕1として、学生は r効来的な技法の

主!i)IJJ r 主主 ~1 した会話ができる J を挙げており.

教iえは 21ド次では f符易な校tまのおiJ!lができる j、

3$次では f皇室l交のおい技法のmmができるJ を

挙げていた，

どのようなアドバイスが役立つかについて、学

生は f自身の特徴について振り返る感者の示

す反応についてみーえる j を挙げていた@教員のt首

謀手方法、 3事告Eの視点においても 2年次では模絡を

示すなど効果的な喜震後づくりを考綴し‘ 3$次で

は見守り学生自身に気付かせる指話事を行っていた.

学生は‘ 4寄託百に応じた災体的な指導を求め、教員

も態度磁での指導が多くみられたが、具体的な絞

法の活mの指導は少なかった.

以上のことから.学生教員共にコミュニケーシ

ョンの成長において、学苦手巡i支に11;じた問主要を g

t脅していることが分かった a 今後はさらに、効果

的な技法のJ主体的な活用方法について指導を深め

ていくことが大切である.
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1. 目的
看護学専門科目の中で、筆者の担当する成人

看護方法 1 (周手術期)・成人肴護方法 II (慢
性期)について、各 30 時間の講義を行った。

本研究は、 2年次後期の学生が成人看護学講
義の受講後、周手術期・慢性期の患者や看護に
ついてどのように考えているかを明らかにする
ことを目的として行った。

II，方法
周手術期・慢性期患者の看護について各 30 

時間の講義(見学 1出合む)終了後、局手術期
・慢性期の慾者や看護に関して2.2項目、波多
野らのアイデンテイチイ尺度 7項目の質問紙を
作成し、 5段階で無記名で記入してもらった。
そして、看護への興味の脊無・病院勤務の符望
の有無・家族の手術や慢性疾患経験者の有無に
より比較・分析した。

班，結梁および考察
回収率は 90%(53人)であった。

1，質問項目「講義に興味がもてたJについては
燭手術期3.17土 O.75、慢性期3.25土0.80で、
わずかに慢性期が《く、家主史iこ手術経験者が
いる学生群は「講義()若手術期看護) Iこ興味
がもてたJについて、有意に潟僚を示した。

2.家族や親戚に慢性疾患患者がいる学生群は、
いない学生若手に比べ fコントロールできないJ
「怒化予防できないJについて低値であった

が、有意差は認めなかった。

3，卒業後、働いてみたい場所のーっとして病段
iこOをつけた学生群は付けない学生群lこ比べ、
「周手術期・慢性期看護はやりがいがあるj

f興味があるJは有意に高値を示し、 「コン
トロールできないJr怒化予防できないJ
f手術がいや、大変1.0

'、と j思う j は有意に低値
を示した。

4.アイデンティティ尺度の合計が高得点学生群
は「慢性期看護にやりがいがある・やってみ
たいと思うJr周手術期看護にやりがい・興
味があると，思うJでは有意に高値で、 f本当
は手術はいやだと思う・術前訓練が大変・術
後リハビリが大変Jでは有意に低鐙を示した。

本研究の結果を今後の講義に生かし、さら w

に深めていきたいと思う。



19) 草子霊童"it1:の Sclf Eslecmに

泌する研究

愛知保守cl?綴mJ劉大学

0UJD裕子、 i緑木淳子、二宮孫子

研究 EI(1均

S c 1 r E s t c巴 m (以下 SEと警告す} と

は自毒事長率絞・自己綴鐙・自己評綴などと邦訳され

ることが多いが、 f縫綾なEl己愛j を議場;する f詰

言語であり、 EI分自主ぎに対する芸事綴約長率僚をあらわ

している。そして、その欠郊がさまざまな心軍基的

不透F容を生みおす茨阪であると考えられている@

そこで、:o言護学生の災努指導にあたり災留)Jt来

とSEとの総選lに務到したが、この幸裂ではまず、

SEと全絞約な，+'J達成綴やその総の主主国との関漆

について分析したので線符ずる.

研究方法

1. 対象

平成 5 塁手 i交本'+~お-:<<幾草寺 3 等生 36名と、第二

索後科 2 年生~1名の詰t77名，

2. 方法

(l)SEの認定 R0 s c n b e r g. M. の作成

した Sclf-Esle巴 mJミ!ltを援聖子の務次

に後い、伎によりスケールの修正がなされた縁

関車誌によってき議定した@また、合計得点の 20点

以下を依得点鋭、 21-29点を平均然、 30点以上

をお得点終として分析した@

(2)学3達成綴:入学より卒楽家での長室長芸科El (一言5

の選択科 EIを滋く)のlJt綴喜平綴について、後-

f，!・画J• iIJ試毒素後の百} を1.ぷ・ 3点・ 2ぷ・

1 Jたとして点数化、集計した@

研究総菜

(1)SE得点の平均は、 24.74土4.50 ，~ーなで、災 f手 j弱

平均とほぼi司じ紡祭であった. 3震予の分布}立、

低得点鉾 1245、平均若手55名、話器得点若手 10名であ

った@

(2) S E 1守点の若干>)1]にえると、ほとんどの科おにお

いて、潟得点塁手の主主綴言事長惑の王子均綴がもっとも

必く、 -方、低得点毒事の平均長室はもっとも低く

なっていた。この綴肉は、終に災翌3科 EIにおい

て後くみられた@

Ullのほか、 SE得点について、語草E宝別、入さF

I選抜試験泌さ事の分析を lJ1Iえた。

20) 審議の i護持主主芸;こ総びっく喜霊感を採る

ーさ詳笠のさ霊登塁手手続渓包を弱いてー

大変2市立大学5まさ詳!llH詩塁塁塁雪謬玉率門学校

O弓土建紀子、 i露関久仁子、 言iJE!3努守主

還後童文事ぎにおいて護r~霊童話の育成は毅婆な議室喜で
ある。 しかし知裁が行動 iこ結びつきにくい現代学

生においては、 綬られた草寺践のやで餐5撃のi茎認定j慾

を怒ることは襲撃しい@ 今回、 審議畿の育成立大き

く彩饗すると考えられる選撃の遂淡慾に主主点をあ

て婆f，l;]を関らかにしたので、 線告する@

[務9i:方法〕

3 ，手と文学生83名;こ対し、 卒 3実在寺 lこ宅~撃の i議 h支滋、

菜室Hl援に沿った至IJj室長話、 慾苦言との人関関係の成

立についてアンケート議笈を 11'った。 i交に、淡人

;;H翁3喜望号(~主役 11耳、 @]後期、 後十主綴)のお己採{滋

を用いて、 総裁、 後 t~i. 慾!交の I表El路、 およびれ

の綴医協における総遂令分析した会

{給祭}

1. ヰ主議善寺の学生の宝章3議議室支では、 審議のi議fiX!怒

と5霊童Hl擦に沿った歪1])峯慾の綴i勾はま立{似していたe

しかし、 それらと慾苦言との人間関係の成立に関す

る災発&1こはi峯いがみられた命 対象の経i透lJl]におい

てその{傾向 iこ空きはみられなかったe いずれの1翠践

においても、 80%以上のさ詳伎が袴2宣告ヲイメージを

もっていたe

2野 生詳~の至1] よ窒長率;主総霊室、 t支綴、 室主rJtにおいて、

知塁塁 (83%)と主主総(57%に 技綴 (57%)と完量

産芝 (79%)においては翁主主主主(pく 0.001) が奨め

られた。

3. 知器室、 校総、 慾疫を主主体的にみると、 t支i請で

はアセスメント、 突主義、 最重i怒号1]到i塞擦の 3環gに

おいて 60%以上の学笠ができたととらえており、

それらと計額立案、 妻子総との簡に害事3家主霊がみられ

たe 態、疫においても会ての工芸 gで60%以上の学笠

ができたと災1隠していたe またEl主役とその{也の

議8においてはすべて病実家主衰が認められた@

4. 慾苦言との人間関係の成立に関する爽慾i土、 手手

{綴環Elの慾E芝5項目 (J怒いやり、 毒事霊童など}にお

いて重量い組閣がみられた咽 多喜吉~El t撃に沿った ~II i童

感 i土、 喜手総司露Elのf支総 6工費忌 (当 lllí する ru~ 塁立の 112

i主. 予iJlIJ，される問懇の記述、 Sデータからの総領

など}と慾度 5環包{干議後位、 E寺j苦i絞守など)に

おいて強い穏燃がみられた。
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21) :1H苦労2星学実習における栄伎の不安に!渇

する研究 STAI検;をと内務の分析ー

手[J歌山県立潟等4?護学院

()PT¥st弘子

{問的 i 宇}jめて，\l.\.~と後する必総省謎+'X習に

総む学生は、不安や緊 1}~ を潟めているの今回、基

従努護学実潟前後における学生の不安のru立と内

容を検討した"

(プ'jtln おi 欲 I lJ t~ 立硲等看護学院看護学科一宮1I

1 1f: ~主 54名を対象に、 l;B'l.:j守護学笑潟前後におけ

る宇佐の特性不安、状態不安を IMI学j夜STAIを

mいて iPJI定したれIi'lll待iこ、質問紙による不安内容

40~ 自についてゆとても不安ゆかなり不安 tのあま

り不安なし(1)余く不安なしの四段際の回答を求め

たりマヲ ~I~ if~ は t検定をJ!Jいた"

〔結W:1

I)STAlt主ftーによる符性不安得点、状態不安

得点はともに笑君子前後で変化はみられなかったれ

2)実現徒の不安内谷項目の得点 iま{氏下し、官，立

たが認められた{ト:0.01)れ

わう信潔総に不安を高めていた内幸}1立、草ミ手4・との

人lUl関係、知識や::PWlの不足、技術の米，?!¥さ、カ

ンフ γ レンスに関する項目であった。不安の i江い

内容は、自己の健康に 1l!1する税[1と i窓郎、グルー

プメンバ一、教員との人間関係であった"

4)STAlt走資の紡J架から平均!l1I:tS Dを議権

に、手当状態不安群、低状態不安君、Hこ分類した。

Clll免状態不安i洋の状態不安得点は、終了後に釘

;なに低下した(1'<0‘05)η 

@低状慾不安鮮の状態不安得点は、終了後 i立高

くなっていたが釘窓浅は認められなかった。

(3)潟状態不安群、低状態不安mに共通しておい

不安内容は、知i能不足、技術の米主主さ、ステッ 7

への気兼ね、カンファレンスに関する項目であっ

たれ

ω)主主i状態不安群がう定法 iiijに特 iこ不安を潟めてい

た内等は、看護婦との人間関係、:fi~.霊婦に向いて

いるかという現認であった。

(め低状態不安若干が特 iこ不安を潟めていた不安内

絡は、そま2藍技術の綴君子不足・勉強不足といった事

前準備に関するものと自信を持った行動がとれる

かという項 J~ であった n
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22) 看護短短大学1等生の学習時におけ

る心拍数の検討

干5・京平成短期大学 O鈴木 一枝

子葉大学看護さ宇部看護実践研究指導センター

土慶尚義、金井和子

臨床実習は看護学生にとり不安が高〈、その程

度によっては効薬的な学習の阻害問予となりうる

と考えられる。実習中の不安に関してはいくつか

の報告があるが、今回、精神緊猿状態に関連の深

い心拍数を指僚とし、日常の講義臼と臨床実習日

との比絞により、不安による生際的変化の特徴と

個別姓を明らかにする呂的で検討を試みた。

l.研究方法

平成4年 12月~平成5年 3月iこ、 T短期大学

看護さ学科友子1年生 11名 08-20議)に対

し、講義Bと初回臨床実習自の 2日間、 10-1
2時間ホjレター心電計を潟い心主華麗をiJl.lj定、併せ

て不安テスト (STA1費問紙法)を実施した。

ホルター心議計装着中の学生自身による行動記録

を参考1こ行動との関連も倹討した。

I 結集および考察

1) 講義ゆと実留中の分自寺心地数は、平均86.9二と

17.5、106.8 :t 20. 1と実習中が高かった (p<0. 
01) 0 (;水慾中は講義臼99.6こと19.8、美智B104.3 
:t 19. 0、帰校・嬬院後は講義B102.自主22.7、実

~B94. 5土24.0であった。

2) 講義中の心拍数は開始後30分間に徐々に低下

しその後ほぽ安定して経過した。実習中は全経過

を通じ変動が激しかった。休怒、中は、講義臼は実

習臼に比し低俗ながら変動が大きく実習日は高値

比絞的安定していた。保校・帰院後は、講義日は

変動を伴って滋移し、実智gは、120分後から急速

に低下してその後安定して経過した。

3) 各例毎に検討するとと、実習中は議義中に比し

変動が喜子しく、パイタルサイン測定、湾拭等のケ

ア中には一般に高値が持続した。 情報収集、コミュ

ニケーション時は一般に不変またはほ値だが、経

過中一過性に高{療を来すことがあった。

4) STAIIi釦立、講義臼はTRAIT47.0=士7.8、STATE
40.4 :t4. 9でほぼ安定した不安の程度であった

が、実習日はSTAτE52. 0土 9.2と上昇した。

5) STATE高値の例はゆし送りやコミュニケーショ

ン時に持続して心拍数の埼加を来す傾向にあった。



23) 震基床実習における学生のストレスと対

処行動

キL奇襲盟主科大学係長室E霊祭学書事務室菱学科

O~翌沢2量子、 深沢害事子

はじめに:愛護学生は綴床爽習において、高い

ストレス状況にある。今回ストレス状況について

務交し若干の示唆が符られたので報告する@

1.対象と方法 2学年 105名に.災望書終了後

1 2月中匂に笑践した.分析は平成4年 (A審事}、

5&手(日草学} のストレス状況、主主主主主主空軍を比車交検

討した.

n.幸喜梁および考祭:ストレス状況で章受も高かっ

たのは人間関係57.9%、Eえいで言葉認が多い 24.0%、

カンフェランス他18.0%の綴であった，人関関係

のなかで最もストレスの溺いのは、総量事者との関

係n'全体で30.8%で、 A務40.0%、 B群23.3%で

あった.1華経n'多いはA終30.0弘、 B若手19.2%で

あり、カンフェランス絡はA審判.6%、ち護学27.4

誌で商務に右支家主堂を認めた.次にストレスの対処

訟では、機動中心霊~4Z.1 %、泌総中心霊~38.3% 、

機動、縄基霊中心霊:119.5%の綴であった.後勤中心

室2対処訟でi土手軽若手Lこ手uま鐙を認めた.年後による

主主主主主主では、 後数型 B若手50.7%に対し、 A若手31.7

%で、 8若手に芸事い綴!勾にある. ]芝にそれぞれの対

処訟に対し、気持が議定になったか密かについては、

気持がき裂になった者66.9%と滋2手数で‘ 33.1%の

省主t気持に変化がないと宅蓄えていた.交にストレ

スの対処裂llU気持の変化をみると、 rp'童話解決裂

30.8%の者に気持が援をになっていた e 次いで後霊訪

中心ll'1(23. 3私)、後数・符遜中心型 (12.8%)であ

った.

機動中心裂に気持が淡になった革まと変化のなか

った者において、ほとんど援はなかった@終に路

震霊長事淡援に気持が百誌になった容が多く、!認霊還を認

知し解決された対処行動の毒事泉、気持が言誌になり、

E事後・認知商留にき警足感が潟くなったといえよう.

廷にストレス状況の主主主主総として、ソーシャル

サポートがある.今回の務遂から{湾えることは、

友人が多く.その他家主義・数締者撃があった.

m.まとめ:ストレス蒸留のなかで人関箆幸誌が章受

も渇く約 61犯を占めていた.主主主連罪事完撃ではf警護主中

心裂が4叡15患で、年波により主主主主主主に章妻子の途い

がみられた.交に対処行動の毒事桑 7苦手iの者に気持

が主義になっていた@

24) 芸J;j<j記習における審議学生の負担につ

いて

~t， A呈大学務5護学芸苦

0:¥器 良子、滋又~子

考雪言霊学生にとって怒床災習は、学習効薬がii!iい

反立五、心身ともに負担が大きいといわれている。

これまでの潟迷研究では、ミ雪5菱学生の務字申書罰金 iこ

泌するものが多いが、総合的 iこ学生にかかる「魚

怒」のE空会いを森{隠する試みは少ない。本E耳究で

i主総床~習における学生のを支労長霊祭主主唱と主主めて、

その応答から会絞約なまま符の状況を考察した。

く研究方法〉

神奈川終下の正大学芸奇践で意義球災習中の大学4年

生、 25手銀主室長立大 2>手主主、 長室学露喜怒華客門学校3i手主主

172:7;を対象 iこ、長室潟のIl!Hもした労綴主主授の苦手{姦ス

ケー jレCFSI(警務的安室>jJ童文綾インデックス〉の学

生}援をよ語いて緩 3ました。 2請受特異~ Iまいずれも l1，E!

からは汚にかけての系iJO提言雪量ま終綴である。会わ

せて主主主主将泌総べも行い、‘検討した。有効回答委主

135、@j奴務7ぷ 5露であった。

く主主泉〉

平均年齢 22.3級、内男子学生 iまi名であった。 C

FSlの特設項 IH~fこ王子土告訴え E容をみると、 f気力の

主義i島J40. 5%、 r 絞約疲労慾J34.8草、 「身体不

潔 J19.7露、 「イライラの状おJ25.5露、 f学童n玄

f次の低下 J19. 5器、 「不安 E最後J32.9覧、 rlflJうつ

感J35‘倍、 r ~塁数疲労控室長業 J 54. 4覧であった。 こ

れらの各特性への応主主総泉は、一般の女子勤務省

の王子均よちもいずれも潟いiIi:え E容であり、応答長室

長きは寺幸俊)JIJiIi:え E撃の:ii-Q3f護協後およびそれをはっ

きちと主義える rrvJ の E主義ぎとなっている。 JZ~ パ

ターンは、基本パターン iこ立すして「主主総 J~議室請で

あって、 flflJうつ主宰J r不安慾 Jr然カ滋退 j の

添えが多くなっておち、務t$約{露n蕊のゑ絡が初当

夜いことをま宣している。また、忙しさそぷす f没

後変革労霊堂後j もさ基本パターンのむ喜撃を越える訴え

おとなっている。しかし、身体的な絞労E最後であ

る「ー紋約室主労感 J と「身体不綴 J への JZ~I主総

対的に潟くない。終回の 3李恩気号事を君主主草する f学

習iDま欲の低下JIま落ち裁いている。これらの総菜

から、審議学生の空襲沫災留における負授はかなり

認く、引き続くま語交と検討が必霊童であることが示

唆された。学内教育と産基球笑習の比較については

務在分析中である。
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25) 看護臨床実滑における行動計路発表の

あり方についての検討一学生のが安傾向とストレ

ヴサ←との関連

績r~ ，JJミト'字呑護専門学校

O鈴木啓子

神奈川県立衛生短期大学

松下由美子

看護学生は、緊張を1'1'いながら笑潔にi臨んでい

る。中でも f行動計画発表J時のストレスがおい

という松本;らの子宮告があるが、ストレッサーを可j

かにするに語ってない。ヰ~JiII究では行動計指発表

11寺のストレ、ソサーを明かにすること、学生の不安

傾向とストレッサーの関連について調査し、行動

計間発表のありがな検討した。予備調査は、

W.門学於3年課程の看護学生40名を対象に行な

い、行動計再発表時にストレスを感じる要国を記

述させた。ストレッサ として記述された反応は

9 :3で、 JYIUの整理!を行ない、 56からなる尺皮

を作成した。イミ調査は者諜専門学校2~ó ・ 3 óドil*

採のと1~ ノ1- 353ィ~，を対象とし、①STA 1 (関学

絞)と岱子続調査により作成されたストレ℃サ十

五:J立によるjjil)it.;，:-f子なっt:。

ストレヴサーについては民子分析の結来、 7向

子がlrll出され、;石謎紛争との関わり、発表行為自

体、学生自身の泌総会や能力の3つに分けられた。

状態不安のお低とストレヴサ との!得にはブ悶

うこに有意差が見られ、特例:不安の高f氏とストレ円

サ?との闘には6つの冊子に有君、道が見られたの

望ましい行動計爵i発炎は、:看護婦の態度や表情

が学生に対し緊捺や脅成を感じさせることな認訟

し、仕しい場面でも学生の言葉にlTを傾けるよう

とする安勢や受容する態度が必要である。学生の

能力に関して、発炎についてのオリエンテ…ショ

ンを行ない、発表形態を記jきしたり、支持やタイ

ムリ→な助言をすることも丞饗である。不安や緊

長は、有害となるばかりではなく、日定的に受け

止めることが、殿様的行動を引き起こすとされて

いることから、学生が、発.?{を成長の機会ととら

え自分の為に役立てようとする気持ちが喚印され

るよう記殺することがストレスの緩和に効果があ

ると考えた。
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26) 委設学生の審議 iこ対するイメージの変

筏について一義礎看護学見学実省高Ij・後の比較

秋問大学医療技術短期大学部

0:[ヨJt総子戸弁 mひとみ 佐々木鼠香

[呂約]主語学科では義援へのモチベーションをお

めることをEl;l¥Jとして、 1年次の 7月に半日の3基

礎審議学見学実'J!j(以下、見学実習)を行なって

いる。今回はその前後での学生の看護イメージの

変誌を言語ベ、実智とそチベーションとの関連を検

討した e また、学生の入学動機・家族 lこ看護軍達者

がいるか15か(家族背祭の有無)の観点からも検

討を加えた。

{方法}①対象:当学科 1993年度1年次学生76名。

②溺まま 20尺皮を設定したSD?去によるイメージ測

定を見学災認の前日と"E!臼 lこ実施した。 Eミm紙に

は学芸1H番号、入学動機、家絞の看護終審の有然の

記入繍も設けた。③分析:各尺度で 7段階で評定

し(好怒m:大で認定綴小)、 i検定および保二子分

析 (J¥'')'I1'1i.r.去)を行い見学実音寺2前後の看護 iこ対す

るイメージを tt絞した。

{宮古巣・考察}見学7i¥l;lの前 後共 lこ19尺度で詩

主主の平均はふ号以下となり、看護への好慈約イメ

ージの彩夜がわかった。実習後で「知的な 明

るいまま守しい J r liii正iいJで有滋 iこ好慾度が

おくなった。また凶子分析の絡然、実鋭部iで r~.・

i重のf聖書'it1J r看護宮市のスマート t1:J r表後への

好ましさ j の 3凶子、;;l:fl!il t去で r'tf ;霊紛のスマー

ト後 看護の士号車l1t生審議への妻子ましさ

3霊祭伎安定性 J の 51tS1子が主11Hiされた。実習

で.ytた審議場預から看護綴の態度や動作のp:j滑さ

のイメージが~くなったと考えられる。

入学動機において、 fi'遂にあこがれて入学した

群(62名)とそれ以外の滋(14名)を比絞すると、

実滋郊では約者の方カ1 rスマートな濁おい j

f好ぎななりたい J r td ~誌のある j で好慾度

が誌かったが、~苦:1圭ではま主はなかった。

2ま絞手雪渓あり霊平(13名}と家族背f設なし群 (63名i

'!r比較すると、笑習古Ijでは差はなく実習後で後者ー

の方が f好きな Jの 1羽目で好慈皮がおくなった。

また家族資援あり若手の実習喜ij後の比絞では r1苦々

しい j イメージが号車くなっている。

見学7i苦~I立学生の表議イメージを変奈させモチ

ベーションを高める姿slとなることが確認された。



27) 各議室義派災~~iiiit去の行動終終と tt総特

性の変化

金沢大学総意震技綴鐙i翁大学室哲

O 河村…i悠， 若草争?災5定予， 永)II ~ζ和

さ3 護教:符において主義派災~の来たす窓遺言 i立大き

く学生iま笑習を i没して害警護者として議ましい行動

終後や校総将校を!tlこつけることが予言語される@

しかし災営体験による行動変~.役務終役への

塁手警警についての季語告は今まて'になく，今凶i立主3奨

学生 js長選uミ5電波によってどのように行動変認がお

こり，またそれによって役務終伎がどう影響をきを

けたかを検討した.

<対象および方法>

K 大学12[塁塁後詰ま笈大宅~護学科学生 781".を対象に

Jenkins Aclivily Survey(Sludenl Version) (向

志社大学心警護さ詳研究2室綴訳絞) (以下 JA S) と

我々が M Gテスト{水明・ギルフヰード役務後

至宝) (教務fA)の佼絡特性を参考?に作成した性総

の滋己誇俸の受r:lJ渓{以下 M G交法}を1詩い， f'l 

10カ J1の 3年 E寺の弁論災復獄後に議交を行い，そ

の終点、の比率査をした@また得点、の肉慾愛国として

災事芝方法や成務などとの関係について検討した。

<成主棄ならびに結後〉

1)議護学生の行動終伎について JASによる災M
官官後のJt警交をしたところ. A B Jミ皮ータイプ A行

動パターンの有終を!子lJlllJすーる{終に?者数伎や綴動

性をき選定する)尺1J(. 日尺1J(-，者カIl'1，あるいは競

争的な行動終伎を務まをする尺渓の 2尺1J(において

5起草子後の符 J点、が芸道く，災23苦言と比べて滋予患で綴カ

約な行動会とるようになっていた.

2);努護学生のf主総終後について MG変法による災

23官官後の土t殺をしたところ，活発さ.協議後.!lll

うつ伎において災喜子後の終点がおく，災事手前と比

べてより愛ましい性格となっていた.

3)災?3総f去の行勤務性，後総務後の変化と災習ロ

テーションの関係はなかった@

4 )祭主主主主畿の上{立総と下位若手で祭主主後の行委主特性

と慾絡将伎を比較すると.住総務牲の?事弱性，やj

霊育館i 肉，鈎うつ殺の得点に符 ~:l査が見られ. Jニ位

君予の 1ï が1'i'1~しい後絡を~していた@

以上が今回の研究で紛らかになったが，笑芸3以
外の言空協の塁手護警については考嫁していないので

それについては今後さらに検討していきたい e

28) 愛護学生の災翌凝り返り記録の笑慾

務室長 u1 赤十字餐緩ぎよ 門学校

O松尾文災 索Efl終予 言語JII!発営

利数u1赤十字務総

主主主主義子

震基E友爽習は、 学主主が三露五まとま妥し務畿を学ぶ2重姿

なさ還である e 教阪は知書警・主主主語・慾IJ.i:を今;ませ、

笈ましい還ま緩会議会 Iこi勾かつて自己変:僚できるよう

に助成することが務総となる。三転校では災翌終了

後、自己採f磁の，方法として自 a#í!議~Iこより 5美智状

況を怒り返らせている(以後記録とする)。その

笑慾を切らかにし、学主主が自分自疫の行動・ ~t脅

・忠、考 iこ主主づき、今後の学留の方向付げができる

総務がしたいと考え、研究ょこ耳立ち緩んだ。

2年生 39名の記録を後fflし た 。 記 録 の 分 析 は

センテンスを分析滋伎とし、ブルームの教育!3擦

の分類学にさ毒づきグルーピングした。

会センテンス数は 454綴であり、綴主義別にみ

ると‘後怒後主義 64. 3 %が章受も多く、 2翠知綴さま

21. 8 %、絡線i選議11領域 12. 5 %であった a

f資慾綴主義受け入れレベルは 85. 6 %と多く、内

務は z芝菱)J r笑 Bきすることに務一杯でできるだ

け鴻くなく、気持ちよくと考会えずにtfっている。 j

という Z銭分の綴 i勾Jj Il'f.芸後Jj 1l'1i認後綴ぷのよ主体

的な内容が 57. 2 %、 fl支設はu1ほどありますd

という fおおざっぱな反省Il'義者綴移のI'IJ怨S

F心機ぇ!l 1l'1.芸怒3の総額約な Fヲミ撃が 42. 8 % 

であった。

自分の行動‘感務・思考に主主イすぎ、 自分が滋ぴ

取った還をま霊行為毛d Uますことが震室長在総力を議める

撃さ協となる a 自由紀議室による記録では f後く j こ

とが愛媛であるが、 f後く j ということは君主義裂を

何らかの形で認識できているからである@今i滋受

け入れレベルが 80%をおめたことは、授祭主事で

~警撃を受けにくい後慈溺がゆずぶられ、対人潔係、

感己の成長に Mず る 気 付 ぎ が で き て い る と 怠 わ れ

る。内容は、具体的な内容が約半数を δめ、議・議

行為を.l'i.il立すための気付きができていると怒われ

る。 しかし主主象的な内容も約半数あり、塁手袋とし

ては議けているが、 自己を芝草綴約 Lこ見渡すための

気付きができていないとゑ5・えられる。又、学生 iま

ナルシズムの時期であり、あるがままの自分に沼

を向けられないためとも考えられる。
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29) 毒事床実習における j湾遜とその芸@(?;j分析

援母女子主主潟大学

Oニと媛八千代 小笠原みど':J ttゑ笑沙子

古言宗明子 事選聖子三事事

{目的]総床実習の効果を高めるにはそこに関わ

る捻理事者や教員が共巡の指導指針を持つことが必

主主であると考える。今回は成人系磁床実習におけ

る捻滋指針作成の纂礎資料を得る目的で、臨床実

習における問題の明機化及びその妥尽を分析した。

[:方法}対象は主たる実習病読の成人系滋床指導

者及び笑習担当教員12名。方法は KJ法。実施時

期は 1992年 7-10月。初回に教員が方法について

の説明後、①これまでの学生指導の場磁から効果

的，非効果的な関わりをー婆殴加に抽出。②主~(?;j

の本笈及び袴玄関連の RJi書量化。③解決策の般に検

討。この遜忍で猿導者・教員の共通理解を深める。

{結果及び結論]①学生約の霊霊感として学習不廷

による知識不足、感傍不安定、自己表現の少なさ、

専門磯意識の低さ等が問題。チームヲサが良かったり

感、考を好きになるなどの感情が効果的。(giま旨草事者

側の主要因として、震基床f言望事者はチーム内の逮鎗不

足、複数指導者の指導のズレ、指話事者不安宅事が問

題。チーム内の遼擦がとれ透玄のアドバイスや教

育音色潔墳のま室。蓄等が効条約 e 教員総は傍緩伎や銘

力宅事の教的のf1tの主主さ、学生の失敗を分析しない

等の関わりのまずさ、 3定安と授業等の時間的窮屈

やそのための療機不在宅事が問題。ほめる 'J議切な

助言と ilii媛、病棟に必ずいる等の関わり方のよさ

が効主義的@共i車問題は指導者間の逮携不足。③そ

の他の問題として、学校側は教員数不足と学生数

の多さ及び学びが非効系的な実習臼程や時!lll。病

院規!lは指導者j警の不足や設備・物品不足及び主主例

不足等。以上の問題に対して主主因閣の関連を検討

した結果、指導者・教員として直ちに耳元経むべき

ま壊認として、指導者たる自己の資質の向上と具体

的な捻滋方法の検討及び指導者閣の遼t語、教育的

環境整備のための待関務滋や教材の整備等委学校

や実習病院に要求していくことも必重きであること

が示唆された。この過程において指導者と教員と

の学習会が持たれ、悪事床実習における問題や緩Jl}J

15訟について共透理解が深まった。今後は学生の

意見も加えて指導指金j'の検討を行っていく e
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30) 詳{高からみた過去3年間における総合

実習の成果

名古慶市立大学看護短期大学部

O鈴村初子、田中道子、竹谷英子

3年間のまとめの実習として総合実習等の名称

で実習が行われその成果についての報告がされて

いる。本校においても関学以来3年次に実裂の締

めくくりとして総合実習をおこなってきた。今回

過去3年閣の総合実翠評価を分析、検討し、今後

の実習への取り組む姿勢および、指導方法等の一

助とすることを沼的とした。

期間・対象・方法:平成元年度生96名、平成2年

度生90名、平成3年度生99名を対象とした。総合

実習後の他者評価・自己評価・実習終了後の感想

文をもとに分析した。

結果:各年度毎他者評価で共通した高点数の項目

は「自己の健康管理をし、充実した実習ができる

j 次いで f常に人間関係を良くする努力ができた

J、 f常に相手を尊重した態度で接することがで

きたj 、 f専門職業人として好感のもてる態度で

あったJであった。 rf実極的に指導をうけ、開題

解決にあたったj は f実施した看護を客観的に評

価しながら看護援助するj より有意(P<0.05)に高

点数のものが多かった。また「専門職業人として

好感のもてる態度であったJは「看護上の問題を

明確にしながら指導援助することができたj より

高点数のものが有意(Pく0.05Hこ多かった。各年度

f毒自己評{萌平均で高点数の項目は、 f指導された

ことを援助に活かす努力ができたj 、 f節度ある

態度・言言葉づかいで相手を等援することができた

j 、 「相手を思いやり、かかわりを大切にして自

らの役割安伝えるj が高い評価であった。 r患者

・家族・霞療従事者との人間関係j は f効来的な

看護援助のための情報収集・看護過程の展開j よ

り高点数のものが有意(P<0.05)に多かった。また、

f専門職業人としての態度j は f効果的な看護援

幼のための情報収紫・安全安楽を考えた看護援助

・看護過程の展開j より高点数のものが有意(P<O

.05)に多かった。学生は人間鵠係が良く、専門職

業人としての自覚があっても、効果的な者護実践

をすることの難しさを務している結果であった。

また総合実習の学びに対する反応は否定的なもの

より脅定的反応が有意(P<0.05)に多かった。
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31) 看護学生の自殺同一伎に隠する研究

一因子機迭の学年iJlJ比絞ー

金支号ミ大学医書室f支綴主主i弱大主評議1

O松m好美 森思量女子二

千3芸大学看護常務看護笑霊長研究指滋センター

内海 話喜

く際的>審議学生が務怒という毅議室を自分のライ

ブサイク jレのやに{立校づけていく透綾を知るため

に、学年iJlJのs'fQ間一役形成に関与する関子機ig

を紛らかにする。

く方法>本学i玄喜望校会話緩i怨大学:郊の学生(新設大

学で学年進行中のため 2~俸がを主義 160名{一

学年 81名ー二学年 79名}を対象に、松下らがr.ll発
した fs我i司-1生地位テスト j とき5本的資問場主演

を質問紙 iこで線変する。

:j主主手の s'JQ問一役Jj!H立テストの問答合間子分

析し、パリマックス@]転訟により処潔し、国二子総

Eきを童話号室する。次にご学年の回議;$;同様のブJit'こ
より処潔し、 E母子構造を綴警諾する@関空宇年見1][設予

後五きのi童いを検討する。

く総泉>看護学科 2学年で 160名の有効回答を得

た。一学年では①{悩{遼の第一王手絡}完了②総長室ある

いは総選還の i弓 j主主主徴③知jfl設の言語ニ早期完了@綴

遂のネi羽交γ③撃室主義のそうトリアム⑥露議室長の筒

{笠透成⑦綴畿のモラトリアム、二三手l:Fでは①綴H設

のi湾…役i委主主②鎚{畿の第一平!窃7'1;7③綴{疫の第

!j!J続完了③護霊祭の同一位選成③{溺{段あるいは綴室長

の陪 t主主主数⑥撃審議の等級mγ⑦警護芸震の拡散のそ

れぞれ 7つの E話予が主主出された。

脳性目立にみた鶴子得点の宣告のあるものは、入学

動機では、一学年においてはさまざまな関子であ

り、二学年では;Eに験禁の同一位i窒成であった@

看護霊蓄に対する終えでは、一学年では豪語霊長の同

1宝i童成、二学年ではf函{惑の第二早期完了などであ

号、露霊祭慈議への彩警においては、一学年は綴多量

の王手鍔i完了、二学年では綴業のi童成であった。

(tg子攻尽においては、震実業の j渇-j生i斐成、 i価{自

の第一ー第二学期完了、{日fJ{議あるいは悪霊祭の均一

位拡i設において向学年に間援の傾向がみられた。

偽の鶴子においてはさまざまであった。

く考察>看護学科 2守さま手の凶子機迭にはそれぞれ

特徴があるが、いくつかの因子において特有の構

造な殺していると怒われる。

32) 務護学伎のお主主純一空uこE遣する研究

一入学決定時期・入学動機・審議に士、Iするま誇え

などが包子 iこ及;ます影警察一一一…一一

産主J;l.大学医療校術短期大学部

。宅提出敏子 絵EIl好美

ヱH語大学者談常務看護爽銭研究指導センター

内苦手 泌

〔目的〕

Z73菱常生治、一女伎としてのライフサイクルの中

で、者畿という i険業を位夜づけて成長していくた

めに、看護学生の自我i弓-tl:形成滋程とそこに 00

うする妥協を籾らかにすることは、寝室E李主管の改

葵iこ宣言:委主があることである 1!当我(5)一役Jt!J{立テ

スト iそ矧いで、自主民間一伎の国子に及lます姿凶

をi切らかにする。

〔方法〕

本学医奇襲校術主査IUI大学総の学1:. (新設大学で学

年i並行中のため 2~'f::1手が :(0喜) 160名を対象iこ、

松ドらが ß~発した f 自孜同一位，Jt!J{立テスト i と J謀

本的質問義務演を質問紙にで続交する。

全対象者のお我純一秒，J1主役.テストの問答を凶子

分析し、パリマックスi立i転法により処忍!し、(zg予

を主bWする。 sl子と 3基本f均質問事項の各項臼を t

検定し、照子にさえぼす'2![i慢を検討する。

〔給・3長〕

看護さ詳科 2学 年 で 160名の有効回答を得た。自

我 (u]一役Jt!J{立テストから銭l出した 7I必子を、①殺

3誌のi河一役主霊長支 (診綴絡の間一位i茎成 ③総緩の

E手llJJ完了 @fI認{疫のそうトザアム ⑤草案3裂の同一

役j仏語文 ⑥錨僚の間一役第一拡散 ⑦~HÎ fl設の同一

役第二拡数と命名した。慈主主的資f!JI理事項の各項f-l

を t検定し、阪子4こ及iます妥協を検討した結来、

以下の関係が明らかになった:ー

第 i 問予 iこ彩号撃を及ぼしている皇~ßl'立、入学決

定的WI、入学動機、事守護に立すする構え、学生生活

に対する評綴(く .01 )、安i2図子では入学率IJ織

と学生生活 iこ立すする喜平仮〈く .01 )、第 3(zg子で

は入学動機と務設に対する縫え(く .05)、第 4

・5・6sl子では彩軽々を及ぼしている妥協は少な

かっ fこ。

〔考察〕

表後学科の入学生はその動機において自主民間

性Jt!J{立に特宥の様相をi乏しているものと jぷわれる。
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33) 精然科笑習におけるお護学生の臼己の態

度への気づきと不安傾向との関係

山口大ey:医主主主支持1短j弱大学苦s 0<長山正予

山口大学軽量全}"j'lfl ~討 E君主言語主 主正之上干寺子・ IIIみ;妙子

山口大学大学院教育学研究科 m'l'マキ子

m業医科大学医療技術短期大学 JJI本利滋子

千葉大学者護学部:rfa藍実技研究指導センター

i勾 泌 混

{研究目的]必rm、我々は精神科災苦手における看

護今伎の自己の態度への気づきが災努臼数により

変化することを見出した。今回は看護学位の自己

の慾佼への気づきと不安傾向との M述を検討した。

[研究方法]対象は 1991・1992年度の本学務護学

科 3均三次学生150名である。務神科5定予号の擦に

r !Jj，者ーとの関わりのやで自分の絞りやすい態度・

くせ(特性) J について自性lil2綴法 iこより議官炎し

た。また精神科炎習前後 lこSTAI(日大絞)をmい

て調査した。 STAT得点 iこより潟得点、l洋と{民得点伐

とに分泌し、気づきの内容を比絞した。また、気

づきの記、演の有無 iこより 2li'f.に分室長し、 STA!得点

の平均 illjのままの検定を行った。

{五t;*および主雪渓j?'伎の気づきのよjiiJでは、

f…方的、滋者のEまうことをそのまま受け入れる、

主義げようとする、{可かおさなければ、1!lf，lJが多い、

tt然してしまう、液状への対応に濁る」等の項悶

が多かった。 STAIは;t:!Jl号前状態不安H.5士宮， 1

特性不安44，3土 8，2であり、;t:!穏後状態不安35，8

土 9，6、!fid生不安42.6:t:9，0であった。状慾不安

は~湾後 iこ低くポされた (P<0 ， 001 ) 0 STAIiiii得

点苦手は f緊鋭、滋者の表f斉・劾f'F1こ長iを使う J等

の宅露関、低得点llrは r，¥長老の下?うことをそのまま

受け入れる、質問が多いJ主事の1員長{がよ伎にみら

れた。実苦手後 iこ状慾不安が tおくなった学生 (19，3

%)は、 rtt然してしまう、主主げようとする、質

問が多い j等の攻臼が多かった。またSTAI平均伎

lこ有慾援を認めた渓院は、状態不安では「緊猿j

の毛露関、特性不安では f気事Eに話せる、怒寺普のn¥IJ
に長く底る J号事であった (P<O，05)。

すなわち、学生の自己の態皮への気づきと不安

綴 (uJとは関巡する。状態不安がおい学生は緊猿し

ている態度に気づき、また、特性不安が低い学生

は:.!!.者 iこ気軽 iこ後している態j支iこ気づく綴持jがあ

ることが示唆された。
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34) 助産量護学生の臨床笑習中のストレスについて

-PFスタディ伎絡検変2':Jflいて一

千3芸大学:医学務総Ol総主主

OJJlI?"広11

千3芸大学看護学ffiHja重災技研究銭導センター

設)(0 tJ'l5号

{はじめに]

劾度繰学生にとり、臨床楽部式i毒殺の一部というE重要な意義

を持っている e しかし、隊長石笑習中の学生は非常にストレスの

多い潔墳のもとに学んでおり学習効果は上がりにくいという報

告もある。

ストレスについてのプロセスは、認知・コーピング・適応と

いう 3樹齢、らなっている。認知には否定的肯定時制、コ

ービングには湾額融~・慾f鱗議~，図滋型、適応には未解

決・鱗効fみる。そこで今回学的滋E様習中にどのようなこ

とにストレスを感じているのか、また性格により認知・コーピ

ング適応に還があるのかをま5り、今後の指導方針の1つにし

たいと思い認まま咽検討を行った。

{対象]

千祭大学医学部持j震星野j産婚学校学生20名

{方法]

l臨床実務におけるストレスについてのアンケートお交

①ストレス認知 :5カテゴリー計2項目

{笑~体制、コミュニケーション、まま礎

知識と応用、妊・産・ 1薄縁のケア、芸事

{蔚)

②コーピング :3カテゴリー計官4項目

@漉応

(問題解決裂、感務調笈型、回遊型)

5段磁認定

:5カテゴリー計辺項目

未解決~採決

五PFスタディ性格検交

GCR鐙により 3f，fに分類し、ストレス認知・コーピン

グ・液応についてそれぞれ比較揺すを行った。

{結果}

1 l!iJ掛苦学生のストレス認知は誇定約認知が多い.

2 GCR悠高得点群のものは、否定的認知は蕊いカ滋1国立

災い@そのコーピングはバランスの災いものである。

3 GCRj鐙低得点、群のものは、否定吉守jg:気}の程度は{g;いが

適応伎が感く、そのコーピングは感傍i滋怒裂が多い@



35) 母絞殺ま霊祭習での学びとす EGの変化

。竹ノ上ケイチ

後叉医科大学援学部寝室護学科

内i鋒若草

三子3露大学宅H霊学総務室霊笑星空研究指塁率センター

護32撃を学ぶことによって学生の人絡がどう変化

するか、を気lることは教育に携わる遣まにとって不

可欠である。その一つの方法として系大王立ヱゴグ

ラム (TEG)がしばしば沼いられている。そのTEG
のiiPは、 i透予言、養育的な綴とされ、党主主約箆i衝で

は務手を認める、共感する、保緩・予言Eえする、間後

する、受容する、否定的総磁では遜笈iこ事長緩ずる、

滋皮Eこ干渉する、燃しつける、他人の浅支稔を祭

なう、甘やかすという特徴がある υと震われ、 f手

議詩的な主主交とされる。

一方で、まま鐙務ま霊学では苦手後である立す霊祭の後援

rJl麹へのま援助宅営学ばせるが、Ful~寺?と学慾自身のま翠

伎役aの主主f芝、足立然主，JIllt守している。

そこで、母性審議学の学習総後のTEGの変化、な

かでも首Pが変化するかどうかを務霊堂したので殺をき

する窃

研究鼠約:母役還霊祭学の学童3議後でのTEGの変化、

とくにWの変化を議室愛し、学主主翁毒事の義援資料と

ずる 6

f~};:災方法: 3 i手詰塁手主短大の君愛護学科の学5主主2名

}こ、苦手投棄号室護学の学習初期の草寺JIll(爽務官官) と、

母校変後学会会習終了後(祭事3後)にTEGをf若いて線

三菱し、見立i念、母性還まま養学学習終了後(爽習後)に

学生自身治~5義務で一番号詳んだこととして記述した

内容との関係をみた。

李主系および考察:

1l~菜室ま官立と、実習室長のTEGのさ主体約な{護持l;をみた

棄さ糸、 CP平均は、 災基まき立が5.5ごと3.5、災習後が4.

3:1: 3. 2で、統計約に者君主 (t=3.09，p<O.Ol)に低下

していた e 際平均は、察官苦言立が12.8土 3.8、察室塁後

が14ぺ:1:4.0で、統計約?こ手n雲(t=3.17，p<O.Ol) 

によ蒸していた， A平均およびrc平均iまあまり受まが

なく、 AC平均はさ寝室3泌が9.2土4.8、き語習後が9.8こ主

5.0で笑習後によ*1綬{勾がみられたが、絞計約?こ手5

3まな援ではなかったお

2)笑裂前後のTEGの詩Pの宣告と、実習後Eこ学生自身

が実習で一番号詳んだこと、として記述した内容と

の対比をf'iった。持Pがさ誌寝室f.llこ上むして祭事ま後に上

昇した学生たちが、一番苦手・んだと記入していた内

容は①母性の特徴、母性看護の対委設の終綴のさ語感、

②移住でのケアの内容、方法、笑際、③数料惑で

の知議内容と笑燦との照会、実習のし方、学び方、

{②宅ま言霊f警報とその学j街、アセスメント、の燦であ

った a

1)末松弘行，手uB3i虚子，総，rエコ、 fラム4 ・トンJ，:iIi:予言整

済，p.23，1989.

A会場第 8

36) 匡器保災留における雲Jfi霊遂認の縫謬方;去

の検討一三言返診断殺人終のさ詐笠の

アセスメントブロセスのさ起草主主主ら一

大阪市立大学長ミネぷ pi!I祭器銭謬門学校

Oaa久委主ご子、 1';;本三宅知子、 去三菱誇お 3経了子、

*ますみ、 支 J:持軍笑

[80ヲ]宅j~撃 i袋線 iこま16霊診慾i を議入しおミ撃してい

るが、 学生はアセスメントが慰霊童であ号、 若返2李

登長名のあてはめ{宇議となる学受もいる。 そのため、

教室ミ阪でアセス，メント治議事iこJJを入れている匂 今

@] ~.霊~$;渓議入 2寺の E窓辺~滋におけるアセスメン

ト状況を分析し、 :許認 j設緩の滋ミ翠ni去において示

後を得たので幸盟主主する。

{方法]く対象〉築総務漆令、 滋絞殺;護学ゑ議実

l!'Iを終え、 成人(老人) . m佼・小児 o撃の各議

努r，寄金会iをの 2年生5告さ く分析方法〉アセスメ

ントの，t@、三寺巡認を、 、 議終から気になるぷや iゑ

日誌した点がIf.l.いだせる、 (叉づき) i妻、 0) u)気づ

きな慾芸ぎのぎを途段下皆、 f必然、 主守護iの終つ 11などを

手1l¥撃し、 長~たしている、 fふ 今後の絞りゆきを苦?

え‘ 統合できる、 としたじゃ③の滋員五をふんで

いるのな入、 QJCl!までできているのな B. (i) のみ

はC としたe そして災返書罰金合後 1巡回と 3怒径の

突君主記録内 fiを、 Z老後持議事土 5.?;，で分析したe

〔主主君主 1 1) Aの学f主役 a739昔、 3 j翠a98%、

日の学生は 1.i1塁 811%、 3交霊 gではすべて Aiこな

り、 Cのさ学生以 1j議El10%であったが、 3 i議Eヨで

は8%が Aとな号、 2%以Cであったs また、 後季設

がとれていないなどその後は 6%であった. 2) 

アセスメントができていない滋筏をみると、'tl翠

lliiiこ上ヒベ‘ 心1翠・社会衡の務総書字が草寺慾におかっ

た (p(O.Ol)行 3 ~妥協においては‘ 双方に、 挙事

な2査はみられなかった 3) "j整役していると恕

われる議事U" を:総長室していたのは、 i 滋870%、

:i j塁a91%であった。 さら;乙 “発途段階" “対

象のもつ力索後"をJ包j愛していたのは密主主

それぞれれ%、 43%、 53%、 3 ~翌包 66%、 70%、

7宮%であった. 4) Aの学生 i士、 生I璽磁の?高級苦手

において 1i1霊箇では 22%、 3 j笠aでは 43%であ可

符索、なま査があった(P / 0.01 )。 さらに、 心深・社

会llii0)後季器禁においても 1j後協では 1I%、 3ょ!Hl

では 40%であり、 有慈i:1'，t号室があった(pくり.U 1)。
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37) 臨床実~における孫悩に関する研究 (3器)

教員と臨床指導者の総指的評価の滋状分析一

塁IUiJ:女子鋭Jl1j大学

。松村忠子

東京大学大学院

E!i垣克

はじめに

学潔の進行過程で行う診断的、形成約評似につ

いては f評級の'HIきj の活用の災際など 1・2

幸誌で述べてきたが、今回はこれらのプロセスを絞

て殻終郊に行う総活的評価に焦点をあて検討した

給果、いくつかの知見方、得られたので報告するの

[ . El約

小児看護学災留における教鈴と臨床指導者の総

活的評{阪を現状分析し向者の関係について考える

II .方法

期間:1991年 9 月 ~1993年 l lJJ 。対象:実習指

導をm.~した本学学生89名。 方法・評術必需主iこぶ

づいて得点化した小児Z守護学災l'll終了時の言手術表

から、一致・不一致の比不および実i守詳f係36項目

の終身における平均値と穏当長偏差を明らかにする

顕・結果

①何者間における一致・不一致のi七本について

は3拒否72手似30項目小、1(1(伐の…放が l項rJあり、

flO覧以上の一君主が 7項目あ「た。その反i必、設も

おい不_.君主としてw，が jJJi討あり、 40%以上の

不一致が 4項目あった。対象891:'， X:Js項目の合計

総数3204における一致事の総平均は74.7%であっ

た。②5p..l土j伎については1;:ーも低い5p.均点は教員で

は1.42、臨床指場者では1.28、五立もi窃い平均点i立

教員では2.57、臨床伝導者では2.44でありこれは

向じ評鏑攻tIであった。雨令'(5'・の相!悶関係について

は有j怠水準 5%で有意、の境白が36項目中、 29攻日

あり全体の81%をおめていたo また、向者の平均

値、襟当E仮差ともにi弓{直が I1fi図あり一致牟は92

覧であった。

れr・考祭

荷主?の一致率の総平均は74.7~ と I~ く一致ネヵ、

高い攻防では平均値、標準偏差ともに絡が近似!践

ではあった。しかし、平均鎖、標準総支:において

相関関係がある項日が全体の81%を占めている波

状は iつのrJiElにおいて 3点と評似した場合と l

J点と3手術した場合から生じてきており、 f評仰の

手引き Jに示したクライテリアの解釈に対する合

滋や評価の技法についてなど、雨苦言の樹立E室長手が

不充分な関係にあると e;・え今後の課題と考える。
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38) 終末期災留における学生のお己評衡と

教員評鈎iの比絞 ー形成金9ii手舗をJIJいてー

高官建設天堂盟主張主短期大学看護学科

。射場Jllt予

谷口a:た
涼1ヨミ蛍医療妓WJ大学若手護学科

汚水きょ子

ヨE者らは平成4年度に終末期災翌?の目標達成状

況に対して学生の自己評衡と教員の評絡・を比絞し

た.そのま喜菜、教員より学生の謀総が低く、ぞ戸'1:

は自己の現状を正しく認識していないことがわか

った.そこで今闘は、学生が適切に自己評価でき

るように形成的評鏑を取り入れた災澄術移を行い、

その効果についてi宛らかにし、十伝導方法を検討す

ることを伝的とした.

[研究方法]対象は、平成 4 年度本学 3~手生 90

名と平成 5~皮本学 3 ~/t96名で終米WI実習を終

了した常生である.平成4"J:皮と 5{I'I主の終末j怒

尖切終了時につを切内草寺 1~ 5に関して災溜担当教

員とヤヨ:の双方で 5段階持続を行い、その点数を

数数イちした.そして学生による防己採鏑(以下学

生認を商)と数民による謀総{以下教員謀総)の差

そ t検定した e さらに .fr年度の学生iif-釦iと数民

;;f.iHiの相間関係をみた.

[結果および考察]学苦手内公会体の学生謀総と

数民主fiBiの平均鱗は、平成4年度よりも 5王手m:に

1: 'i1がえられた(臼<0.01).しかし平成 5年度の

Af:.1'.滞納・と教員認鰯の授は、 4年度より小さくな

ったものの釘怠な援ではなかった.さらに平成4

'1'1具、 5il'I笠ともに学生銀総と教員評儲iflllに相関

関係はみられなかった.

教員314:級が平均量産以上:と平均1f(以下の 2鮮の比

較では、平均長室以L-.のHFのカiJt苦手生言手続と教員探

知iの援が大きくなる傾向がみられた (p(O.l) . 

また、学生評舗と教員泌総の廷で分類した 41詳の

比較では、学生;浮級が教員深長冨より高い群は{也の

mにJ;ヒ絞して教員言手続が低かった.

以よのことから、形成的評鎖iを絞り入れた笑苦手

術導は.学習効:lI!:を潟めることになったが、学生

fJt適切に自己を認識することにはつながらなかっ

た。このことから、自己を認殺させるためには、

l~ 己評舗の向い学生に対しては問題の拶1務化、途

þ~状況の篠認が必要であり、 i当ê.M-級ーが低い学生

には途成感が符られるような教員の関わりがヨ主要

だと考える.



39) 尽復期尖習における学努効采

-AD L3事長悪送をi円いての主主対一

震語iだき芝医章受短期大守宅

o ~晃子議炎 ろ 1え子

1 .はじめに

成人1H護学前後JOl実符のill'1l!なさ手管内務である

r A D Lの抱差益と援助j において、学生がどの符1

1交ADしを捉えているかが見えにくく、途切な指

導が行えない泌があった@そこで、学生が恋者の

ADしをどのように従えているかを鍛君主授が抱強

しやすいように、 rADLff.級委主j を考案した@

学生にとってこの ADLSf.綴記長が、 ADしを m鐙

し、 rtr~議・緩~きする上で効 5長会告に主号)f]できたかを

切らかにし、長ま毒事のありかたを考然する。

2. 研究方法

対委設はl:i短期大学 3{ドイ主{平成 5年度) 9 8名

問後j毅災要望伺様、学子守内容を土台lこ rAひし援iぬ

の学税務級品(J を佼苅し、その11JSl践に添って.

1 -5点で認定した. IIALBAUで2基本統計処

理をし、その平均長室とまをの検定をtt絞検討した.

演目 1-1はADLの俗芸芸・状況の溌鮮の務主義で

あり、項 135-11はADしの計露3・t菱Il!Jの主主主事で

ある.

3. 絡*および考察

5 点言語点で 4 点;こ迷することを口療とし、途 þ~

ぷとした.

l) ADLm鐙状況 :ADLの犯怒・状況の君主義孝

の念演 flにおいて努i途点に迭していた@特に fし

ている ADLの総書道j の平均点が滋もおく、 AD

し5手t語表が効条約に務f話されたと考える@又、 A

DL番手続主主を!当 rhに議ぎ込め、グラフでま王将的変

化をる形式としたことは.学生が滋おーの状苦去を A

DLの状況と.会わせて終えられたと解釈する.

2) !lB議』誌に迷した学生と主主しなかった学生の状

況 :ADLの犯長選・状況の平均点が良かった学生

も忍かった学生も、 ADLの計磁.!蚤助の平均点t

i立言言者に比べ低かった@これは、 lli~ の状況会終

えても、その緩効に十分主主かしきれていないとさ

える.又、 ADLの総長霊・状況の理解の平均点が

良かった学生は、 ADLの許認5・媛助の平均点は

!lJ i量点に迷し、王室に総省ーが怒かった学生は後者に

おいても到達点に透していなかった.これは、絞

警護収集の把緩のI込者?が、次のお後i盆手?ーにa殺して

い喜と言える。

40) 案審婆環及び実習指導要領の活用の実

態(第1報)

東京都立復療技術綬期大学:

O背水康子

f己最高裁判所人事局能率諜

新井妙子

沼的:者議実習の展開に欠く ζ とのできない実習

主主攻に対する実習指導者及び王手短教員の認識を比

絞するとともに、実習指導~領の作成及び活用状

況を知り、今後の実腎指導における ζれらのあり

方を考える ζ ととした。

方法及び対象:都内の 100施設 (563名〉の実習

抗議者及び看護系鋭期大学、看護婦学校養成所16

3校 (461名〉の専任教員に対し平成 4今:.10Jヨお
おからi対{f12月25I1まで11fllJ紙をItlい郵送による

アンケート総査を行った。Iill収率は災習指導者35

7名 (63.490')、専任教員256名 (55.5%)。

結栄:1. 実潔~~長について

CD滋!解しやすいかについては、災習指導者より専

任教員の方がJlH解しやすいとしている。

舎内容及び克法の示し)jについては、専任教はの

方が兵体的であると思っている。

@実習のが!逮お擦が明野iiであるかについては、専

任教員の方がi別総であると患っている者が多い。

非常に不明織で品うるとする者も見られるが、実智

治導者にそのZ容が高い。

窃炎治l評筒がつけやすいかについては、専任教員、

実習お導者ともに半数以上がっけにくいとしてい

る0

@活用状況については、専任教員では全く活用し

ていない者ーはなく、実智指導者では実習担当部分

は比絞的活mしているが、会殺についての活用は

や、低く、全く活用していない者ーも筏かに見られ

る。

@実習妥項の再検討については、検討を妥すると

当分微調整のみとする者が相半ばし、検討の必裂

なしとした者は 0であった。(専任教員のみ)

2. 実習指導要領について

CD7.台ど作成されているが、学校~llJが主体となって

作成しているが約 2/3である。

@活Jll度については、王手任教員は約4/3が活用し、

実智指導者の活用はや、下まわる。
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41) 実習要項及び実習指導婆領の活用の実

慈(第2報)

元最高裁判所人事局能率謀

。来rr井妙子

東京都立援波伎術短JgJ大手:

青木燦子

日的:看護実習の展開に欠く ζ とのできない尖習

必IJlIζ対する災習指導者及び工事任教員の認識を比

較するとともに、実習指導要領の作成及び活HJ状

況をJ;JJり、今後の実習指導における ζ れらのあり

方を考える ζ ととした。

方法及び対象:都内の100施設 (563名)の実習

術導占及び者護系綬JVJ大学、者護婦学校養成所16

3校 (461名〉の専任教員iζ対し平成 4年12月訪

れから!言j1f.12月25EI まで質問紙を用い郵送による

アンケ…ト調査を行った。回収率は実習指導者'35

7:7， (63.496)、王手伝教只256名 (55.5%)。

結果:実習援現についての山由記載について

忠実留指導者では144:1すが167攻目、w.任教員で

は116名が142項目記載されていた。

③実習指導者-で最も記載が多かったのは尖脅のU

的μ絞iこ関する ζ とが到迷む擦が不明、具体性が

なくお導しにくい等が主な怠見であった。次で多

かったのは実現内務やプi法にIYJするものであった。

@モ引壬教員では災現要項の活用に関する記載が最

も多く、実習指導者の記載内容とはg災があるO

@~習~攻の活用iζ関しては、実智指導者では学

生のt百JlHと衡すること、実習指導者品 I~I 身の活用 iζ

関すること、学校側iζ対する意見の三つに大別さ

れ、それぞれ同じ位の記載分援であった。

①専任教員では活用に関する記載は全殺に少なか

っTこO

@評価iζ関する記載は'Jミ背指導者、王手任教員共に

みられたが評知fi基準、評価方法に関するものが多

かっ fこ。

ぐちその他、~習指導者e側 lζ多くみられたのは学生

の実現態度及び実習指導体制にllbjしてであった。

専任教員側では実習要項のありプiや実習要項の作

成に関する ζ とが多くみられた。
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42) 医王子終止と~~苦の大栄投資

1"-I宗大学支~õ苦学者ß

JJ~蓉実 Fli，研究宇言語事センター 花鳥!t子

間利27年ig知女子大学家政栄吉B;s~(f~(:;fヰが、 m

，f1J 28年には東京大学E在学部衛生支ji.if:学科が設念さ

れた。

敗戦後のさ芋制改:般の渦 zドにあって、 JBfr~H変の苓門

.~校は大'学昇給か廃校か選択をせまられていた。

すなわち、各専門学校の教管内符のレベルと続投

J電機とが関われている状況にあった。そのような

時期IHこなぜこの二つの表議の大学教管が縫生した

のか。なぜそれは、唯一戦前から232曹のそ年門学校

であった喫路加ではなかったのか.これらの疑問

を以下の)Jt去で追求した。

r I采$新報(関取]20{F- ~291n J 、雑誌「走1~産

(PIl.fn 2 4年 ~29年) J、j議知女子大学家政学部震

護学科「看護学科三十生ド史j 、 「東京大学反学部

百年.\l: J を1:資料 4こ、'f: rt~J改然、滋学教育制度の

己主主t、女子教育のおIJ新の観点からこ学科の言覧会:へ

のiおお!を採る。

給*

1)三学科の設立の共通JJiI土、ぼ導 (8震学専門学

校あるいは大学的属医学専門官s)廃止とその教育

機能の間接的活痢でおる。

民r!tムの廃止は、大ヤ.~正専の二本立てであった

E正常教官ff)J疫の改敢にあるが、より強い淳子al土次

の通りである。 r戦時中E裂の強誌により幾多の~

育機関が新設され、また銃殺の学校においても学

諜内容等桜皮に妓局された為医師の資質低下は受

託立すべきものがあり J (医事新報第1210号昭和22

1f: 2)'1)。一方、 日木の医療に対する迎会第司令

部の指摘は f公衆衛生における不儀j (民家新報

第1201号昭和211f-l1月)であった。廃校となる阪

与をどうするか。 IK専の教背後能を汚かすために

r{民健婦養成の専門学校に転向する J (s主導王新報

第1211号昭和22年 2J])ことが考えられはじめて

いた。

2)ニ浮科の設立のちがいは所j話学部にある。家

政学部に、あるいは伝令部にあっても f変R目的存

1f J (医学部B王子史)として設立したことは‘女

子教育に立せする一般的認議によるものだろう。



43) 会阪商等学校衛生変緩科専攻科主義援大

会の変遂からみた穫祭教育

}JII ill: 111交子高等や校教長会

0]怠欠みどり

千五三大学幸子線ミ全然災議実践研究均等事センター

正喜沢E喜子

均等学校において老議選立すがiすなわれるように

なって、 学長文 6{f.1Rで30u'lJミ;:iillえる s ぞ?認を努t

予言i1，iJt主の'1'で、 ifJl等学校?袋三駐在巡幸十・専攻科の教

?守はf誌も}議5とiJ'浅い。

級生殺滋芋L・専攻科の教育;1ミ践を長声:り ;g，り.疑

問;こ JJょう次の 2}，誌について、経1t等主HPrるために本

研究iこ改りねんだ a

①衛生済指塁手."， ~二世主攻主i の主!i ji~ 数 fnまiïJ舎をか.(2)

;c.絡の大学での教育・ヨR手?後長誌のrJe11: I~I 認など、

TI'i室絡の彩向性を許容立するための施策を考えたこ

ぎ、衛生活占禁科・ミザ攻キヰの教がは布告の怠l誌があ

るか。

次の文iliえそをもとに研究した e

1)背辛子氏の義者文 f会i碍2均等''{:主主衛生設立重科i手

段干干狩f 究協 I~~どの 1ft t:持からみた:rJ.j室率立ずT (1関手11

4i'I'から 59{手まで〉

2i 官会i刃Z4等学校総't.看護主主将J)U.ヰ研究協滋 .k

会研究uミ左手、 J (1浜寺11ω{f.から平成 5{ドまで)

2) の文章~f勾認を多くの 2つの後.:;，;iJ¥ Iう分滋した e

(1)数符のどのような分野 iこ興ずることかす

辛子氏の分類ぷちに従い、 「数T守率塁手塁‘教科、その

{惚 j で?長男Eした。

(2) 生伎の、生年 Eこ、 どこをぬ;まそうとして教室号、

しているか。 j主総、 j支綴‘慾1史、その{出 j で主主

討した。

CDの疑問;こ対する i凶答は次の返りである。待i1:

:Bl室料・専攻科の述絞殺行そをとりあげている 8絡

の議文を検討した. 6足立のすべてがさえ交上の 11司怒

ぷの明示の必然にかかわらず、波書5教ず寺 Lま行なう

べきものという視点で発表している@

②の疑問;こ対する必然は次の巡りである。 t+iヨi

:tj護科・専攻科の数 j'H立、態度に 111ぷがおかれて

いた a いかに生徒をよくするか、 fH主できるよう

にするかという数行約千Jlぶからのアブローチがな

されていた e ゆえに、淡をの衛生Z子会整然・専攻総

の数i'fは、 f子{Jの主主草jえがないとは級友できない。

44) 薮議系主筆綴大学にお Itる一書室事文予署殺包

の位援づけ(努 l殺〉

一号替安翠学と務ま襲撃の主義点からのま建議室一

愛知みず iま大学 O滋 E警 察

3支京女子医科大学務 2重複葉芸大学 事習会ニfl草子、

村本潔子、 金沢トシ子、 予審議長ミ子、 行広言語子、

鈴木 F幸子、 E童書警告喜子

主主 E耳究 i立、 理雪 i童系経禁芸大学における一総数

露軍ヰ扇舟f今後どのように菱重潟されるべきか、

その位霞づげについて守勢怒号詐を対象に検討し

たものである。務王室学は、 s然科学系の一章受

童文資料 gとして、 内容は力学および号室総支え学

を主体としていることが多い@

ところで我々は、 還ま議完走短長5大学における

章受数資料留のElt翠を(1)綴 rtい教室率を長きにつ

けさせるもの、 (2)塁手門童文資料Elの裟磁となる

もの、 (3 )善寺{立のニーズに i藍念ずるものの 3っ

としてとらえているが、従来の物王翠学ではこ

のEl擦を滅尽させることができないと考え、

議議雪まとま売会した新しい務潔号舎のカリキュラ

ムを主主 s!こt警察し、 多言 E置した@

新しいカリキュラム l立、 ヒトと E宝塚のかか

わっのやで務返学告きな後五まから考警察得意喜な怒

材そ多く取り上げた軽擦には、 (1)牧草室約潔

淡〈さ主 f蓄と潔奪還〉、 (2)カ学とボディメカニク

ス〈走塁数と依忍)、 (3))j章子号事後学〈放射室率)、

(4)光学〈筏覚、 レンズ、 5霊祭レーザー〉、

(5) ~主体と後支え (M E縁者替の纂裟}、 (6)心怒

号葬怒号詳(心をはかる〉、 (7)人間工学(毒愛護と

人間工学}とした。 いずれの渓 gも霊堂書事な公

式や言十繁にこだわることなく言葉筏した。

授重量実施 f去の学伎の喜平鐙 i立、 事蓄広い郊畿と

なったこと、 宅雪 i護学の遂寝室となったことなど

9 5 %以上の学生がポジティプな終鐙を示し

た。さらに学受の授重量に対する動議づけが;t;

くなったことや墓石護老愛護学の翠終に有用なこ

とが示された。以上の点についてー綴数夜の

立会露から幾重誌を行う@
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45) 石渡系 mJijJ大君主におけるー絞教脊芋}隠の

l!r. 段 づ け に つ い て(第 2機) ぷ 縫15A護学と物潔学

との統合的学務

東京女子医科大学135重i;ii.J弱大宇

O河合守二蕊子、村本淳子、金沢トシ子、

阿部典子、行 1ぶ栄子、鈴木玲子、 E盟主事尚子

愛知iみずほ大学

斎藤災

すぐれた務護省に成長するためには、今まで絞

れ綴しんできた受け身の教えられて学ぷ姿勢を改

め、問題意識をもって多側聞から必'll!な知識を釘

主的 iこ学び取る能力を早mから育成することが必

'll!である。この考え方を翁護教育の ttlことりいれ

るために我々は 2年前より l年次のまま礎務綾子予の

rjJlこt.f¥分的にテュ ト 1)アルシステムを導入して

きた 。 そ れ は テ スートザアルの EI(t]であるドj学自

殺能力の育成、総合 的 + 沼 、 対 人 技 能 の 苦 手 i号、{鴎

別的;民主宰が我々の教育でめざしていたものと一致

したためである。このシステムの日約の一つであ

る統合的学習会進めるにあたり、一絞教 Y守科臼の

物i'I!~Ì~ と専門科!こi のJi!i礎石議学(凝議・技術)の

内 '11の共 i援する怒1分の統合をよJ:みた。

ここでは物J!J1学と J走磁者滋学の統合的学習によ

り、学生はその i渇迷役.1君主E性についてどのよう

に総書室しているかを sJll穏にする。

方法は(1) LI: t;可と f翠境、 (2) illi劾と休息を物lJI1

学と蕊総看護学との 統 合 当1元とし、ワ クシート

使}日 によるプ口グラム学王手により Wh題した。そし

て各々の統合司I.:ii;終了災後と i年次終了時にアン

ケート潟貨を~絡した。

その紋来、物Jm学と法器Hi護 "'f'の i苅込[伎につい

て、 つ色沼と環境"の終了直後は 76.2%の学生が

‘主主動と休息"終了 i立後は 82.9%の学生ーが、 i王手

次終了時点、では 92.8% が~・定 ft-J に受けとめていた。

またその愛媛性については、 tJl.J(;終了践後から約

80%以上の学:1'.が誇定的に認識していた。l3Hl記

般にも“統合して学事干していく滋 llJで t);礎看護学

と{也の科目はつながっているし、 i見込iさせて学脅

し ていく滋味や考え方がわかって学苦手が殺しくな

った"などと持5E(t-Jな怠主主が多かった。以上のま吉

架から、学生が問題;滋識をもって必'll!な知識を自

主約に学び取るのに統合的学習ヲは fjfflであること

がわかっ fこ。
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46) 老人の転倒j予防iこ関するま基礎的研究(第3報)

一議心動揺と歩行分析を遜してー

金沢大学医療技術士長期大学部

0泉キヨ子平松知子 (JJ上手n尖

内護霊視泉病院

天津栄子

資生堂。工JviA;j;o:，j A'Jγ7ム金沢

鈴木泰子

【窃的]

我々は老人の転倒予紡の看護についてさまざま

に検討をすすめている。今回は、歩行可能な入

院老人の静止時と援勤時の霊心動揺および;lJ.<行

分析を行い、!f日間関連~閣についても検討した。

【研究方法]

1.対象 :G養護老人ホームに入所し、日常生活が

介助なく行える老人患者31人〈男10人、女21人)

であり、平均年齢は76.4土6.6歳(62-91歳)であ

る。

2.方法:(1)重心勤務の測定は検出合に閉足伎に

立ち、 2m先の窃筏擦を注筏しながら検出台を

静止の状態で、 ß~ 11良と防線!場の震心動揺を測定

した。さらに検出台を0.3Hz，0.7Hz，左右振動お

よび前後振動させた時の間 11艮持の室心動揺を測

定した。 (2)重心進IJ緩の分析は友右方向成分 (X

弱11)と前後方向成分 (y総)にわけで、 j'-'JレJ-

'1'-に収録し、け.tJv7
0

ロセ，Jt-(日本電気三栄KK)

を用いて最大振i郎、面積 (X、Yの最大娠中高の積)， 

fliJi波数干??域等での平均値でまl'似した。 (3)少行総

定は10x1mのトへ・ γト上を1往復させ、前後、 1L
おの2方向からVTRで娠影した。歩行分析はGait

Abnormality Rating Scalcで評価した。 (4)対象の

特性、転倒経験、めまいの有無などは半構成的

な潟接や診療記録から把握した。

{結果】

(1)童心動緩衝滋i立、 75歳以上は74歳以下に比べ

て大きく、特に関i浪，0.3Hzの振動時，0.7Hzの

振動時に存窓差がみられた。

(2)転倒者と非転倒者の重心強j援面積の比較では、

転倒者の荷積は大きく、判:に関u良，0.3Hzの左

おの苦言積，0.7Hzの前後の1tu設に有志t:%がみら

れた。

(3)歩行分析では、歩行不良群は歩行良好群に比

べて、干nまに歩l阪が小さく、主長行速度が遅か

ったが、 2童心霊IJ揺面積ではやや大きいものの

特徴的な室長ではなかった。

( 4)転倒者を基準とした判別分析の紡栄では，年齢

の高いもの，0.3Hzの左容の荷積の大きいもの，

0.7Hzの議後の高裁の小さいものが判別さた。



47) ff緩怠百五訴の jあ主義留による宅金討

子孫~r;! 3工衛生綬j凱大学 君子護学卒if

{はじめに}

。水戸5是認l子

言H妥由紀子

1塁本嫁'E

近年，女伎の尿失禁矧星雲についていくつかの実

態潟王立がされ. 1*々なt台後法が提喝されてきてい

る。認ま去によれば. 1銭感i な(jJ ~ji手女性の約 3約のミ警

に尿失禁がみられるとされ，持 lこ}おi't[ill設立の多い

務や記長率の者{こ多いという総長ミが示されている。

これらの多くは隊うたま造のうちでも際EEl生尿失禁と

いわれるものである。立草!王l't尿失禁 i乙関する治療

法のーっとして営委霊威iあ訴{本擦がら哲，女伎の綴

l主役1*5たま去の綬皮のものには有効と幸霊祭されてい

る。また，簡単な総長を潟いた~1I1緩や空審気対滋法

などもある。

そこで，本研究では，臼~?;，初F容しやすく効果

がおい翠11練法告さぐる間約で，合号室長主主iillf体;最終

などの筋訴を怒12遺殴 iこよち比率交検討した。

[方法]

( 1 )対象は， 上主主主終絞2-3[浅の 37-49才の女{生

で，会災1E号議関として勤務している。

( 2) f!定問した銃器1Hま，プレテストを行ったよで，

!H1Jの日昼澄筋， 主覧会絵務， 立rrうお約五五， 大家主筋，

大路タj.{!llJ[夜筋の 5つとした。

( 3 )表在意言語主義を用いて. n 7ド光Z塁塁i万能記録討

をIl!!Jllした。

( -1 )上1:.車交霊IJf'Fとしては，事p陸人{主及びJL伎での雪E

Z予および f号室霊 E主 jあ総体;誌ならびに詰1[事~~N 呉使 f奇 11与

の状態などとした。

[ *主主ミ}

(l) 'lé~予 E寺の鍛J~道路による比較では，鈴鹿Ai:立よ

りも立位のほうが. iあ若手の欽滋が大きかった。

( 2 )合霊u主主主訴の運動i湾においても. {ljJf，弘位よ

号:iL!立において多くの筋放認がみもれた。

( 3 )翻意~\jHミを色主婦するよむも. IIII ~次絡をイメ

ジして器I[患者したほうが筋放宝遣は大きかった。

以上のことなどから. 2. 3の気lYi.を得たので

報告する。

48) 老 人 の 滅 失 祭 と 歩 行 総 力 に 関 す る 検 討

愛知県立毛52護短期大学

。校!潟広子、伊藤孝治

<研究俗的>

名人のw失禁は主窓会長な1ili1潟で起こるためそのぬ

鎖を分要員することは幾しい e トイレまでの移動に

n寺 1m を愛し間に合わず綴れるのは、 t非長長控室総 ~l蓄

の{也に八ひしの隊怒や務主誌のi潟泌が絡みf去って炎

25状長室をまねいていることが考えられる@

そこで、老人の歩行総力{歩行速度)と疾忠、

よ:)(!た然のj潟速を明らかにすることを臼的に線交を

行ったので報告する e

<研究方法>

終成-lS人25名(老人会会災、平均73.5土4.1滋)

B量殺内在人37名(特別養言護老人ホーム入所者のう

ちf針子五JI遂でトイレ匁!Jll夜、平均83.7土6.7滋)の

10011品大i長行逮i支と年総の関係者を斜ベた.

また絡設fAl;l3'入iこは総iこj長行擦のイI書室・以tJミf誌

の状況・島署J!nfi'i芸談f患の有害警ー事語系の夜会設を線至宝

し χ2検定による分析を行った.

<t'i.¥!ミ及び総言語>

10mJ表大歩行速度の平均は縫主長老人口4.7土13.5

臨/昔、泌設内名人47.6土 14.8自111で長H若返人が主義主党

内老人に比べ2.4f誌の歩行主主m:があり、施設内老

人には納入援が大きかった.

健康護人は年総とともに歩行法m:が透くなる自

然な老化現象を示し、主主役i持老人は4手続による変

化はなく、むしろ老人の疾怒にi'Y'う襲撃能低下が明

らかに表れた@

B蓄殺内老人の10011設大多行速度は、年総・ 1長fi

IDi の 11 警護・尿失祭の状況・露連 i主l~ま系主主怒の有書室・

;ぉ;長のイf警警との手Jえまな廷はなかった.

尿失?誌の状況に関泌するのは繍〉誌のイヲ然 (p< 
0.05)のみであった@お話'*がある場合には多行総

;!;とは関係なく尿失然の類!広がおくなっており.

凡さi議篠宮?など書道栄の波状によるものが関係して

いると考えられる.

一)J. 綴Ifn'i苦系;!%慾の右主義では尿失笈の状況と

の干'i}むな授はi認められず、族主主をおしている場合

でも ADしが 13il歩 行 可 能 な 状 慾 な ら ば 、 尿 失 禁

の状況に遠いが.R.られないことがわかった.
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49) おむつの使用に関する基礎的検討

一成人・老人のおむつに関する怠議からの分析一

愛知i果立者~短期大学

Of;ffii喜孝治

高齢者のおむつ使潟の J)J ;r~ が CJ われるが.実需要

におむつの{吏mを余儀なくされた者は.当初に臼

符心の放策や人格的死を感じ.準大な党f吾や決:@

な強いられる。このためJ:.体的.怠欲的な践1お怠

欲がもてず得手宅問題を生じることもある。 J恋、者の

お憾の原R5Iにおも・つに泌するイメージの彩響が考

えられるがその情報や綴告は乏しい。受け止めプヲ

や心情.願望を十分に理解した段Eザ')(こ関する異体

的な示唆を得るためおむつに関する成人及び老人

のネjむな心情を調査した。

ト方法及び対象

変匁1U誌の 20才~86:tの 205名( 53.9士14.7才}

で. Jj81名(55. 3土 13.7才 ).女 124名(53.2士

山.3才)にi滋き取り扱後を実施し. SLudenL回 L検

定及び Z検定を悶い.間関についても検討した.

2 結束:・結論

.おむつは乳幼児や老人Hlで f汚い，災いJなど

-óí.Ëfl'~イメージな 55.1% が持っている。また.自

分のおむっち~m の可能性な 40.0% が考えたことが

なく.使用せねばならない状況では「絶対Hiillす

る.死んだ)jがまし Jと33.1%が考えている。

おむつは自分と関係ない弱朽のもので，その使

)f]は人桁fl'~~に該当すると考え.との傾向はお年

者と男性に強い。また女性と老人は自分のおむつ

{受矧を考える程度がおい。 (pくむ.05) 

おむつ使苅時の自己践は交換綴皮 (27.2覧) .援助

努の態度(15.1%) が高く，首定的な者は援助諮問の

態度を，否定的な者は交換や手伎を重視する関係

があり.女性は援助者の態度やプライパシーを愛

筏し，男性は分からない者が30.9%いる。また自

分のおむつの使用を考える併と全く考えない群で

は記織内容が遠い (P<O.0001).考える詳では交換

35.3%と媛JllJ;gの態度18.5%であり.その内容は

全く考えない鮮より呉{体的である。さらにおむつ

の使用対象を老人と見る併では交換鎖皮や筏JlIJお

の態度に対して高い綴濯をもっている点は特徴的

である。今回はおむつの使沼に際して.対象者の

おむつに対する心情や恕解を十分に考慮、した対応

をすることの必主主役が示唆された。
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50) 笈議低下患者の波書さの清潔にIl!lする研究

目的:

北m大君主 看護学昔s

01湾総寿美子

王室長重フミエ

城戸滋箆

頭髪を浴潔にi'l!つことは、生:.I1ll約な主主義に加え

心主E的、社会約な窓議も大きい。領収、災言語、昏

騒などの窓議低下忽者の立Il~のケアをどのように

するかを目的に、主主体の変化の少ない洗皇室の緩劫

方法を検討した。

方法:

1.文章えにより E主体の変化が少ない洗髪方法を検

索し、その方法を基に工夫する。 2.ハ・ 1U7トリテ・ 4と

して、長室E草者にその方法を試みる。 3.変化が認め

られなければ、患者にその方法を試みる。

洗髪方法は、通常の苦主主主では約8000mlの溢滋を使

燃するが、話ii裁がりの生体に景三塁撃を及 lますと考え、

'It 'J7' 1fiJや頭皮の汚れの泡をP仰でl在り除き、{史JfJ

する滋湯3設を減少させる方法を試みた。その際、

i&Jの滋E立は40-4IOCで行い、身体約変化の説IJ)Eに

は、 ハ'舟M-iト sX-5をJIlい、体泌、阪始、血圧、

SaO..を継続的 iこ測定した。

対象者i立総神経内科書有線!Iこ入院 zドの忽者 8名(男

性 2名女役 5名)。彩11I協は 1993iJ: 9月ゐ11月である a

主吉泉

使用した滋湯設は2000 2500mlで、所J!lR寺i出i立

最短者で S分だったが、ほほ 13-24分で平均 16.4

分で終了した。悠者は、産主主管吸入、 むS託、経管栄

袋、気1rf1;1]院などが行われており、人工呼吸~裟

殺やの者もいた。 8名l' 5名は特に/¥'イタ島村;t{患に

変化を認めず、各fiiIの変動係童文，;t、体i長0-O. 18、

厳拾l.50-5. 87、SaO0.51-3.50、収綴Jt!JJ血圧2.60

-6.0、拡綬刻Jfrl1I3.40ω4.70であった。変化を認

めた 3名に隠しでは、 2名の者におも援の援助を開

始した 3分以内にE民約の変動係数が12.24-21.67、

SaO:z.では 19.34、i名l立中Jt!JIこE民拾に 12.24と変化が

認められた。

考察

変化がない者 5名の結果と、変化を認めた者 3

名にIlllしでも、その変化は一主連性に過ぎずすぐに

安定するなどのことから、この援助法は E主体に変

化が少ない一方法でめると考える。
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51) 体位と徐EEからみた緩察予主主

ータクタイ iレセンサによるー

持戸市立雲まま菱短長芸大学

OE宮中綾子 王手 EIH章子 宮永ミ喜久;窓

沼田恭仁子

綴主査とは f持続的圧迫による局所の穏努滋言撃の

綴系主主じる限必ず主主翼手13J である。 今回タクタイル

センサな沼い、終伎と体EEに隠する墓終的研究を

行った。海f究鑓約:水王手抑再入佼からさ創立玄での角

度のi茎いによる体EEの変化令認定し、 際iI互の主主望者

をsJlかにする。 5建霊会条件:後露柔道・3主、 後援な女性

6名(やせ・綴幾.sE!溺若手)で、ギャッジベット

?こスプリングマトレスを俊淘e 議9定方法:務主主体

伎と溺定時総は、持詩人f立後安定する 3分・ 10分

後としベット挙上 17・30・45・80笈にお

ける体圧を縫 E寺会告にi!l~i:E.総定兵iゑ:タクタイル

センサBIG一治T(ニッめよザエス予Mれいに慾EE主主筑後

をf去す寺第笈を怒駿形成したセンサーシートにより

震IJ浴する15訟で、 上下に f'f護主綴とヂtl号室緩が一主主の

限i縞で、 マトリックス主主にお;7IJされたシートで、

大きさは43x 48c罰 x2毘詞で、 2064点の検出点がある。

また、 E室長義システム主主mいることにより、 各検出

ぷの圧力の大きさをカラーま提示でき、 1cがにおけ

る体庄悠として表示される。 総菜および考察:

1 )体位Jl~ i隙詩人伎では、 f患の体位より{出管室Fに

おける手本庄は、長室も低いが繁 1始後爽怒・{出令部

に議機を示した。 171Jr.挙上では、 よ土手去をの争奪笈

10%方u:!重であるが、 体EEIま長室かなよ奨で、 受EE

溺畿の拡大をみた. 30 lJr.では、 廃守著書手と長塁審~Iこ

章受溺体圧が築中し 3分後では、やせ欝で 138rnnHg.

援護霊祭168開封g.sE!言語審宇16snrnHg、 10分後では、 や

せ護学で 187続 Hgと潟鐙を示した. 451Jr.では主義守季節

とその路辺の毅苦手で受EEし、 主主守李総長事務を含んだ

体廷のよ!fをみたむ やせ者字はF塁手号苦手207思自主豆、 荷主語

受章者節岩手20ト 187罰I:lHgで、 この 3魚彩の点で、 祭主懇

談・HE!弱者字は、 緑岩手会体で交正Eし、 801Jr.では 45 

皮と尽き議であるが、 上土手5きの{体3立が加わりじ学芸さ

に駁吉宮で受 EE を主主した。 2) 体格Jl~ 体EEl蕊は、

やせ若手、 5主総書字、 主翼護霊祭のI援に潟く体絡のま童が大

きいc また、奇襲診察の中でも体裂により体EEの綴

)j~ i査がみられた。総事審.::i'r誌は体絡・{本塁さの才今後と

へVトのを言上角度と{除伎を考慮する必喜きがあるc

52) 総宮警告主菩t後における苦手淡予紛誌の有締役

の検討(実 2字詰〉 皮絡の霊言語電波、皮絡 t録、休日:

の去を狩(t-J変化語、らの分析

Ilt LI大学医訟を技術主延期大学総

O絵永議書生

千集大学者護学 ffll1L笈災波研究センター

露五口被 9J

待機主主畿の術後は、宇野王立によって 1-2退問、

事p詩人{立での i可一体{ir.が必廷であり、善寺 E露予紡 iま清

潔上の立Z官さなrJIiIllとなる。そこで事事絞予 ~}i 災とし

て、ウレタンミを芯にして絞2行総をどきいた、新潟が

綴f司j診の総本率(以下線俸とする)を作製し、 E官i

殺では手本氏、 B~主的添えから絡事撃が害事量l:y l\!ilニイ1

1百であること会報公した。今回 i立、さらにぷiJ . j.本

f立における皮肉の滋昔話度、 i支静1必、体 H:の主主将的

変{とから、絡事警の善寺裂を予 I¥!iIこ文すする {jm主主を検討

しfこ。

く災後方法〉 被験者 iま19滋から 21長誌の長主主義な

女子 15手きである。線終の長さは披露受容の謀者;かも大

腿 rl'央総まで、争議は 23c留、J'1さは 10c髭とした。被

E受容の手干潟 iこま患絡のf[l11殺を 8c認あけて緩 )jI匂に 2

本、i主べ、その泌総を 5kgの診愛で1l..Ji主した o l;芝紛

の主主総 151:1立、 G S Rブリッジボックス M^ 1002 
Aをよ詩いて遜1立法による E主主守浴気抵抗変化そみた。

認定認l{iL1主総宇ttiliと隊長事とし、 IaL革開始時より 5 

分ごとに 60分r.1J主主将tJ'-jIこ喜選定した。陶器与に体 IE、

皮総議選、 主建 Z去の蓄基!文、 主選皮を機 2在した。

〈総5長> ~R習得気量五銭 i立、鋭機未使}誌では ii11

f才泌が 64湾人露室長事が 21制まで低下し後 iまい:IX

走塁でま宅滋した o これに対し総事事{吏溺では{出管認は

5分後 iこ121mv 、その後経時的 iこ247訟 V までi¥$く、

選立総セは 5分後 lこ 38間まで低下し、その後絞B5

9ベ11こ55思 Vまで 221くなった。体上正 lまま王将 tt-Jな変化は

ほとんどなく、{詰17号i官11立、級事警佼il:Iではほとんど

む関Hgで、)，.と主主jfJでは 16間 Hgfiij後であった o 箆t喜容

の鉢:JI 1ま、線路佼jfJの }jがやや主主かった o 波長守主4

1ま、 IUI符き号、際線共』こ経緯 (y.JIこ徐々に jニ!1f.し、霊登

喜誌で i主総長告もl!1llと 51ともI!J時との言語 i変革査が 0.4 -1. 0 

℃で、車藷俸{主 m の方がおかった。草H草書~ 1立は、詩人

球 5分後まで忽L遂に iニ災し、その後談時的 iこJ:1I 

し、電話w・滋i交は、後床 j誌j交の J:!fI.・ iこ然い下塁率した。

約擦は皮五きの綴昔話度が低く、総合総 iこu:径がか

からないことにより、事華街予防 iこ1:imである。
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53) !Jl!玖佐保持による自覚的苦擦の潔定

ーヱアーマ・ソトとぺ・ッドの比較-

UJn大学医学部附縁者守段

C犬久保{圭柊. i!雪山美智E室、 diiH克子

山口大学惇有苦渋術複線大学部

石井智君子手

目的:日常の考奨筏llIJの ttで治療や検交等て'!司

一体位を強いることがあるー 長時間にわたる得合

の若様について多く報告されており.その詮1姦を

綬和する目的て'ヱアーマヴトを使用することが多

い，このヱアーマットの使用で、経略的にどのよ

うなぎ衡が出現してくるのかは明らかでない.今

回iま.エアーマヴトおよびぺ・γ ド上で仰 liU査を保

持Lた符合に生じる苦寄蓄を実験的にi七銭検討 Lた

H~史と方法:将泉 lま 22~31 才の健主主で~(事的{本

怒の女子 4名である，病院ffl:11i号室ベヴドと日完全L型

ヱアーマヴト{クラレプラスチッ 7ス?土. D K-

lli'1lを使用 L、 120分間的取、f立を保持させた，

その腐の苦痛め内容と諒:伎、?守有害のF霊度を詩型定し

た.程!窒lまー 「少 L:災後できる υ かなり:技

4呈できない.jとした e

絵梁・考言語 (1) 自覚的会議の訴え ~Z と経時 ft(j

変化:仰証人位保持 120分間の訴え.ItI立、ベット仁

で11.492問、エアーマヴト Jニで 9.12 5rr~ である

ペヴド tでは時間経過とともにfi'thuしたが、エア

ーマヴト上では 60分以降訴え殺はあまり変化しな

かゥた‘若様のF望度arかなり j がベヴド.エア

ーマ 'Y トでも時間経過とともにt曽加 Lたーよって、

長時間ではヱアーママトの効祭が期待できると考

える， (2) 自覚的苦痛の内容と経時的変化:同一

体位保持中に生とる苦衡の内容は向じであ「た。

この中で rLびれる痛い J が過半数を占めた.

これらの者療の出現持f習をみると.ベヴド上で.

「しびれる;が 4分、 r 需主 ~l が 2分から訴えが

あり エアーマヴト上では「しびれる j が10分、

「筏い J が17分とエアーマ・7 ト上のほうがお現時

間が主主かった 他の定状については.あまり差が

みられなかった.i[i再替の深夜i主、ペソド上で fか

なり!の頻度が高かった. (3) r しびれる痛

い j の部位:ぺ γ ド上では腹部、 E28官に訴えが多

く、ヱアーマット上では訴えが絡めて少なか「た.

結論:長時間にわたり f著書r..段喜容を飼定ずるよ

うな体位では ヱアーマ吋ト使用が有効である‘
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54) 近赤外線法およびインピーダンス;去を用

いた体務紡百十の有用性について

長総大学医療技術綬期大学部者設学科

0勝野久美子、西山久美子、浦田 秀子

福山山美子、大塚健作

肥満をjEi:涯に判定するには体脂肪還を測定する

必妥がある。近年、簡便な方法で測定できる体脂

肪計がいくつか開発され、集臨検診等に導入され

てきている。今回、近赤外線法による体防防~/"

Kett製BFT-3000(近赤法〉および生体インピーダ

ンス法による体脂肪言I'SEKISむl製SS冊 103(BI法-S)

と目前ITA製TBF-I0l(BI法-T)の 3機穫について、

測定締度、簡便性などフィールドワークにおける

有沼性を比較検討した。まず、測定精度をみるた

め、 14-59歳の健康な93女185名(運動選手92名、

非運動選手93名〉を対象に水中体主主法(水中法〉

による体脂肪ネ(%F)と3機滋による測定値と

を比較した。全対象者の%F5f-均依は水lド法16.5

ごと6.5%、:i!Ijj示法l7.3:t 6.3%、BI法令 21.8こと5.1 

%、 BI法々 20.5土4.3%で、近赤法がBI法 2機校{

より水中法に近い悠を示した。対象者を辺動選手

許と非巡動選手鮮に分けると、 i主毅j選手群では、

水中法12.6:t5.4 %、近赤法13.8こと5.4%、BI法一S

19.7土4.3%、BI法目T19.4 こt4.1%で、 B Iä.~'ま 71<"1" 

法との主主が大となった。非運動選手群では、 71<y-' 

法20.4:t5. 1%、近赤法20.7土5.1%、BI法ーS23. 8 

こ!:5. 196、BI法ぺ 2L6:t4.296で、近赤法とBI法日

Tはかなり水中法に近い1[1[を示した。また、水中法

と3機種の詩lIJ定依との!習には、近赤法;r=0.836、

BI法-Sr=O. 698、Bli:公司 r=0.691のいずれも有志:

な十日関係数が得られ(P<O.01)、近赤法がBI法より

高い相関を示した。 3機穏とも{国々の談IJ5E11自をみ

ると %Fが低い人ほと水中法より高めに、逆に高

い人ほど低めに測定する傾向がみられた。

3機種の総伎役については、近赤法は 3機綴の

中で設も緩くコンパクトであるため、携帯倣に優

れ、 BI法々は体主主測定の妥領でJ則定することから

操作伎がよく、被験者の負担の程度も少ない。 BI

法令はメモリー機能があるためデータ管理に~

利である。その他、今回検討した 3機綬にはそれ

ぞれ一長一短があるが、各機若誌の特性を生かした

使用を行えば、肥満のスクリーニングや健康教室

等lこト分有用であると思われた。



55) 生体インピーダンスi去による体総妨計

TBFイ01とssゅ 103の;)l.lJJE条件iこ関する検討

長続大学医療技術妓期大学部者護学科

。福山 勝野久美子、浦田 秀子、

ltti LlI久美子、大塚健作

{料旨JJ)jを簡便かつ非{佼銭的に社lIJ定する方法のひ

とつに、1=.体インピーダンス (B1)法があり、い

くつかの機穏が開発されている。今白夜々は、 BI

法による体脂肪計目前TA製TBF-IOlとSEKISUI製SS

-103を用い、孤立定時iこ怨定される測定条件の彰幾

等について法礎的な検討を行なった。

19-59議のー殺健E友人93名を対室長に、:;J<中休T立

法による体Hi1!1主主容と別法による測定値とをよ七絞し

た結来、水中休家法とTBF-I01による測定fl1i.との間

にはr=O.602、SS-103とにはドO.639のいずれも有

意な相関が認められた(P<O.01)o 10fjj]述絞測定に

よる変動係数はTBF-I01が0.76%、SS-103が0.63%

で、雨機穫とも雨時再現役は良好であった。

被験者の凌勢や泡援位援のずれなど訊IJjE条件の

影綾を調べるため、マニュアル通りに測定した絞

をま左慾伎とし、各条件下での談I]jE1複をi七絞した。

TBF“ 10U立、主主右の足JEまき誌を測定合表存者の電磁告s

に合わせて粂り、立伎にて測定する。そのため電

極に対しよ立の位径がずれていた場合の影響につい

て調べた。その結来、苦言1Jおよび後方へのずれに

より i!!lJJ討をが低下し、特;こ後方へのずれは綴総に

低下するOiJが多かった。また、裸足での測定が原

郊であるが、ソックスを芳則させ設IJftした結采、

切らかに低俗となった。しかし、ストッキング活

用では泡極音sIこアルコールを滴下することにより

蕊準伎とほぼi可じ伎が符られた。姿勢による影響

として、被験者に膝を1111げさせif!IJ主主した給泉、会

OiJとも主主準備より低下した。 SS-103では、仰隊、伎

にてi対側の手および.@fl.!l宮li部iこi汲務窓穏を装着し

て測定する。測定時には、手意綴装着部の皮1誇の前

処援〈アルコーjレ清拭とケラチンクリーム皇室:ft)

が必妥であるが、前処置を省略して測定した場合、

測定値は低下した。また、電磁装着位授が米約方

向へずれると測定値は高くなり、中心方向へずれ

ると低くなった。 j二日支や下肢を庖必させて泌iEし

た場合も滅工芝伎は低下した。さらに日内変動を調

べた結菜、午後に低下する傾向がみられた。

B会場第12群

56) McMillanと習i11 iamsの便秘評俗尺

度目本語版の作成と検討

)11約医療短期大学

。杉白羽子

aCT 美総

潔弁ミ喜代子

人の排便習慣や便秘の自覚には怨人差がある

といわれる(名怠 1980)。ほとんど毎日排便

はあるが，ときに 1Bだけ排便がない場合でも

安易に下剤を使mしたり，排伎は約5臼おきだ

が縫2誌にあるので便秘とお党しないなどのf船主

私たちの潟査でも見られた。したがって，表設

問題としての対象の使務の訴えに対処するには，

まず. その適切な詳fiffiiJ'I重喜きである。そのため

には，単に排便頻度や;急硬さミ事の1&鋭的指際

によるだけでは十分とぎえずa 腹部繁務感やが1・

i使i侍の苦痛などのま観的傍線も必主さである。

設近，封c詰i11anとれ Ilia盟s(¥989)は，モ

ルヒネを投与ーされているがん忍者の創作用とし

て領発する便秘のケアのために， その評!日五尺1st

( Cons t i pa t i on Assess総 nt Sc且le. 以下，

CAS)を開発した。絞らは，既成の文獄中の便秘

jI主主人守二機迷する数トの夜祭の中から， 腹部緊潟

~，排ガスi設，排便綴!免疫絞z充満主張.排使器寺

!ifj，伎の鼓，排便沼幾，下長ijについての8つの

質問項8を選択しそれぞれ問題ありからなし

まで0-2点で得点化した。そして， CASが質問

紙として会顔絵ーと妥当性さげますること， また，

使li!'l、定以:の比絞的結療な:I!tl定が可能であること

をZ正明した。
fL，たちは今回，この詰c討iIlanとれ11ia思S

の CASの回答形式を一部改変した日本語版を作

成し，縫後な学生261名を対象に認査を行い，

CASB本語版においても絞らとほぼ向様の給栄を

得ることができた。!l[Jち， Chronbachα 係数，

0.77，初臼と蒋テストの得点rJlの相関係数，

0.93 (p<O.∞0])，そして，便秘自覚えきとそうで

ないものの平均得点間にはお3支援があった

(p<O.OOO1)。交に CAS臼本語版を用いて男女

比較をfjったところ.男子学生の得点、の方が低

かった (p<O.OOO1)。
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57) 健康高齢者のCASによる便秘評価

川崎医療短期大学

。塚原安子，人見鈴江.深弁喜代子

健康な日常'生活の指標の!っとして使夜、は重姿

な問題である。高齢者の排便習慣を潟べた綴告

はいくつかあるが，身体的変潟の自党役会む使

T;i)、の評{耐j尺l支をi古いたものはまだない。そこで

今回私たちは出c則IlanとれlIi畠田s(]989)の開発

した便秘評俄尺度(CAS)を一部改変して作成した

日本語版CAS(杉田ら，本学会で発表予定)をFおい
て向対象の排便習慣を潟資した。 CASは，便秘に

関係する8つの質問から成る16点満点の基準化さ

れた質問紙である。

研究対象は岡山市とその近隣5市町村に在住し，

老人クラブ，高験者学級号事iこ参加している健康

お齢者330名(男74名，女256名. 5f.均年齢 75.8

ごと7.4歳)であった。データ収集民研究者が集

会に的向き，質問紙への本人の自己記入法で

行った。

健康高齢者のCAS得点は，最近数週間の状態

(LT)が1.94:!二2.33.今現住の状態(Sわが1.66土

2.14で. LTとSTのCAS得点差は小さかったが有主主

義を認めた(p<O.OOI)。また. ST.LTiilii得点の役

きさもわずかながらあった(p<O.05) a しかし. 高

齢者におけるCAS得点の詳儲期間の長絞や性によ

るこのような遊ば.健康学生の場合(杉B:lら.水

学会で発表予定)に比較して小さかった。対象を

使泌君子(使E各自覚あり，排便綴1st3臼にi包以下，

fl2回以上の下剤使用)と，正常l詳(便秘、自覚なし，

fjl'{ÿ! ~ji皮!日 i 回以上， 下剤使用なし)に分けて比

絞したところiIIi者のLT-CAS得点は5.22土

2.12(n斗8).後者のそれは0.84土1.35(n斗60)で

あった(両者間での有意総本. P<O.OOI)。便秘併

のこの平均得点は，時c担illanとれ 11iams(989) 
が認ベたモルヒネを投1j二されているがん患者の

平均得点7.6より低かったが，健康学生のやから

同条件で主主出した使攻、若手の5.7点に近似していた。

この研究は，笹川底宇医療研究i材開からの助

成をうけて平成5年9月から6年i月にかけて行っ

たものである。
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58) 寝たきり老人のCASによる便秘評悠

JII崎医療短期大学

0人見 裕江ー塚'* 1託子.深井喜喜代子

身体に何らかの待客があり自宅で療養中の高

鈴者，いわゆる夜宅寝たきり老人には使秘が高

頻度に見られると震われるが，その実態を[i，¥lJベ

た報告はまだない。そこで私たちは，厚生省寝

たきり判定基準のレ2(外出の鎖皮が少なく， 臼

中寝たり起きたりの生活)以上の重度で失見当訟

のない. 57名の在宅寝たきり老人の排便習慣を，

日本語版使秘評似尺度(CAS)(杉B:lら，本学会で

発表予定)を舟いて謁べた。対象は，岡山県内関

係線設問中10施設の訪問看護対象者の中から本

人と家族の承認の得られた，同UJmとその近隣5
市町村に3安住する寝たきり老人57名(努21名，女

36名)であった。

B*語版CASによるデータ収集は，訪問者護婦

の訪問自に研究者のl人が同行し，開き耳元りで

行った。また本人と介護者の使砲、号f{uliの一致度

を調べるために，主たる介護者にも.被介護老

人の便秘評締役自己記入でj弓時に依額した。

在宅寝たきり老人(平均年齢.81.7:t8.6成)の

CASî~点は. 3.40土2.80で，私たちが行った健康

潟鈴者のまy.餓(J家JJsら，本:ヤ会で発表予定)1. 94 
:t2.33よりも有意にi渇かった(p<O.∞])。両者と

も男女の得点差は見られなかった。また，寝た

きり皮が重度になるほどCAS得点が高くなる傾向

が見られた。寝たきり皮との問機の関係は，排

便版1St.使砲、自覚の有無，そして下剤使用頻度

の従来別いられてきた変数との間においてもそ

れぞれ認められた。さらに笈たきり老人のCAS
得点と介護者のそれの間には強い拐関が認めら

れた(r=0.7.p<O.OOI)。

この研究は.笹川医学医療研究財団からの助

成をうけて平成51f.9月から8年lJlにかけて行っ

たものである。



59) {史主主係落去の夜長まとトイレイメーツ

-~翠後の芸äI玄三去による上ヒ絞ー

i謎UJ大学E王室望校総綬彩]大学部卒守護学科

O治的議室子、近畿主喜子、夜間節子

冬空雲の従滋5の滋IJ!'去をや様式によるトイレイメー

ジの変化はすでに銭告したが今 E耳、 E義援の変化す

なわち夏季 iこi活援な緩炎を行い亥塁手・冬季のトイ

レイメージの援をトイレ主義王立、{翠?量殺儲士事 iこより

比聖立したので事話会する。

{方法]対象 iま~大学宅;ï'"護学科(; ltlJ!'主7 1名〈火

栓 70 、男性 1) ，こ 1ij'. '-欠 2月〈冬季〉、 2 5p:た

9 YJ O!<雲) Iこ質問主主主去によるアンケート災交を

11'った。 トイレイメージはくDfi奇い→切るい、電器百ま

い→慾くない、〈診不潔→?斉ま翠、③災い→央くない、

③冷たい→緩かい、@不tた→ tたとし 5段長ぎで露幸容

を求め l.~ 童文化した。それぞれに 1 - 5点を院し、

点数がおくなる f}l1ミいイメージになるようにした。

[主主泉]lV雲災後ではトイレ主義まえば干司王立 28. 2 

%t下王1:.67. 6%~司方が 4. 2 %であったe 洋式

のうち保護J. ~i の絞綴のあるものは 27. <1 %であ

ったが保滋殺を{吏潟しているものは 3名であった。

トイレイメージの平均僚を3霊祭， 冬季と土色棄立す

ると、 6 ~露 g のま喜平均ではさ主体では 3. 8， 4. 

2、様式lJlJではおま1:.3. 2， 3. 7t下王t;4. 2， 

4. 3、洋式保泌総長著し 4. 1. 4. 1、 If.王立総

話H H十き<1. 3， 4. 5であった。

6 r真闘の各々について夏季，冬季 iこi去の大きい

ものは初公で③務潔で 3. 1， 4. 0 、③~~誌 3.

2， 3. 8、⑤の伎で 3. 0， 3. ()、i:Y'王えでは

i査はみられなかった。 i更P.lH翠滋後援の有害義の上主棄を

では保護主主主波書蓄しでは Aがなく、行りでは〈冬季

は淡援を{史mしl'i懇ではほとんどがもどJllしてない)

③淡潔 4. 3， 4. 7、③の滋1f(が 3. 9， 4. 

3、③の tたが 4. 3， 4. 6と笈がわったo

[考察]以筒、 立Ulの災なる 2図の冬空手の言語三まか

ら6攻践のイメージはほぼi弓綴の{盛を jftす総議が

j専られているが今問、お一対象}こ叉家・冬季と潔

1誌の災なる E寺;切に総3ました総袋、l'lと冬て:1立トイ

レイメージに笈がみられた o l'i撃という磁々の潔

年記条件は全体的にはトイレイメージを怒くしてい

る。主義1tlJlJでは殺に事11王立にイメージ怒化が認めら

れ、 1貢!oljJlJでは寺Il王立 .n主主に共通して言語淡潔③の

淡のイメーヅが怒くなっている。

60) 吏絞の滋皮変化が全体iこ及 lます童三塁警

一笈家の詰H笠変化、 20殺と 60滋

潟 UJ大学医室長校総主延長芸大学総

O近幾綾子、法 w綾子、お w節子、森繁紀子

【混的] y~蔓用具を立Pfi司の身体 iこ祭会全させるfl1J1ま

多いが、 {笠獲さ事露支部 iこ完全れるものに関しては寺会;こ

議選の返王立が必霊さである。保護設会還付{史主主の主主立証

言ま授を変化させて、 E主体反応を心t古数. G S Rと

怒党 iffl隠とで検討したo lIif[ヨ冬至雲 iこ21. 4ぬ女

子を立す1ilにき経験を行い毅?をしたが今 lilll主主í~手の総

菜とあわせて年齢2去に隠しでも i七絞したので綴告

する。

【方法〕被験者、縫E支女 tt18:(';、内 5:('; (平均

6 O. 8走塁〉 、 1 3名 〈平均 2O. 5益支〉 、 災毒素

終JilJ1993if9YJ、 2室内 iこトイレ火のさま 11号令設

定、?安芸;l29.C-30"C、 i¥H変60-70%の粂

i'1下で心援問、 G S災〈手診〉を記録した。{皮E芸

家i磁iこ滋i立センサーモJlii布し{史E震後 2 5 'C、 3む

℃、 35 "cの 3段階の譲渡を各被験者努;こランダ

ムiこ変化させて各々の;震度 iこ't1し5経験した o i史主装

i民m番立の jL伎の f送、大.!i!l後協の伏線がiITi長佼主主に

後れるよう筏った E寺の f遂の 2っそそれそ'れ 30秒

j出づっ話器主主した。

ミ主鋭的なE多党覧手{箔 i立、一つの滋伎が終了し立{立

草寺にどう慾じたか笈|討した。それぞれに 5P.交際総

綴で長率きさを得て得点イとした。(1いいえ、 3ふつ

う、 5{立 L、〉

[総菜] A 冬との上と絞、 1 心、j告童文の変化;①i脅

j剤、 25.Cで少なく 25"C以上では多く、冬と間

後な綴!句を示した。② lillt夏時間、議室E宣告をに対して

は冬と i司じ綴i匂であったが、立は会話J.&で喜壊の lill

後は遂くなった。 2 G S Rの変化;①数郎、 25 

℃で少なく 35 "cで多く冬と{母様な綴向であった

が総}JII立大であった。②E主主主将閥、滋i直変化 iこ対

しては冬と i奇談な綴 r~J であり、l'lは会話u交で邸主主

i立平くなった。 3 感覚終{溺 r~O寺ち良い j の終

.'.占¥1ま (( ) 内iま6 0 長室 l25"Cで 2. 6 (1. 

2) 3む℃で 3.2(3.0)35"Cで 3 (4. 

6 )であった。

B i手議告 2芝、 6 0芸誌では心t皇室主が 25"Cで増加し

全霊言及ーで 20議より隊の限後が遅かった。 60級

では GS RのめJJl11ま20議 lこ比べ乏しく少なく滋

}主2主化による繁華警も少なかった。
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61) 定機能11夜の研究

一一ω 潟水吉III敢による忠治の検討

官iI前々 二子犬主主sIH草取i会事さ主将筏j牛歪gg草科

0 *惣 波 ご7.

ごf- ~k.栄支~~<<'常務ヨ雪 3害実践長If究指道事センター

内海 浮

「臼 A(11 ヨ宣言撃の領域においγ、潟水によるfi!総iま

ポわめて広〈広明されている。われわれは1'.-憲章の

条件の下にE主席JIn流を測定することにより、その

会身柄若手襲撃の総I本やI理解せん土するものであるの

rli庇'究n'J.会1対長官 19~23重量 (興 7ft，. -!:r 8~ミ.

iH15~ろ)心身ともに線使、協力候1.大空芋待。

方法:ブラインドを閉じた草革路い部屋 (22~24.0

74~84%) で、被験者ーは下五警の土にお巻 4そっけ、無

念総怨で安静臥床、向限i土タオJレにて蔽い、や h

大きな洗磁器に42.0の滋水を充たし、実験者が被

験者の足をか与えて潟膝をまげ、 1鼠水に足設;iで

絞して、 2分間の起草谷念行い、全身の血流の変化

投交叉4全然定対によりtr:必勝にて銭妻美した。 2分

後‘湾び、実験考が被験者の鈎足をか h えて滋水

からよむし、洗 ftii :l~を下方にずらし、さらに 2分間

にわたり、全身の臨書記の変化を観察した。

対旬、実験として、 {j:の 3条件を上七絞杉1，';1した:

1.初激蕊後の足の表部の水分をぬぐいとる場合

2.約i滋後の足を毛布で蔽う場合

3.実験中、身体全体を毛布で蔽う場合

したがって、 2X2X2=8通りの実験計溺を実

施した@

実験i土問一条件にて 4間施行し‘同一被験者が

2経以上の実験を同一日に行なう場合にl士、 30分

以上の休怒を綴いた。

{給架]余タlJにおいて、 l/iA水による足浴iま皮!滋血

流の j二昇をみたが、その程度、時間、形態などに

実験条件による差がみられた。すなわち、上半身

を毛布にて厳った場合i立、蔽わなたった場合に較

べて戚1i!rEの上兵が大であり、また、刺激後の足の

表酪の水分をぬぐいとった場合および足をモ布で

絞った場合の血流の上昇がノトであった。

[考察]全身を毛布で認まった持は滋刺激において

も、感受性がよ奔する。潟水による足浴において

も、同綴の機序が裏付けられた。足の表面の水分

をぬぐいとらないこと、あるいは、足を毛布で蔽

わないことは全身的な身体妨衡の機序と連動して

血流の上昇をもたらすものと怒われる。

98 

62) 氏以 1111流の uJf究

一冷事Ili放による臨Iif.i変動のパデーン-

~li i均以立.g-J望丸i101大学

。鈴氷 {呆 F

9，{必需¥ll] ~よと[笈 1L fザjiE小 ::j!;校

T.必ひとみ

F.~ 大学;{t Jl!i "j!:おUd草案銭研究指導センタ

{λ11括採

[目的 i臨床のは;街で、 BJ盟q"lは.IJ.¥1:':'iに対して人

浴、 ii号t式、泌官主法、冷 e説法むどいろいろな行泌を

試みている"このようむ:者議における j支泌への刺

激がもたらす反応について今聞はまず、 t((I長冷刺

激を受けた紛所の皮続出 intの変動とその制度およ

び(，!;の部{守に止る変動の pallcrn を潟べた o

[対象 119-2:1織の飽Ji誌な IJ:.子大学生27:g 
i 刀法}被験 f1 は下 ti の上に木綿の袋~を務せ、

ベット jニlこ伺i盟AiiLとし、総を体側に検たえて、討

をつ」、らせ、紛糾i的効}詰を紋小i絞にするため泌総

そタオルで鈍い、 ':U実家内は実験r，.と 1員験者だけ

とした。 'f.i品は20-26' C 、~伎は5;)-68%に保っ

たの l主総 IJnifii ij[ll ~主・の!.!I ，l'¥対および反応ii品1主計の詰!'j

必子を袋翁し、冷車1I1数は雨前総内官jIj部、 I，I~ 'F n支股

白号、 liij縦割iで、タオルをおよ版、tr.上j段、 iiij縮、

おド絞、/五 FR支の額にそれぞれ 5分nuおき、その

変化!誌を揖'jAした。また liij刺激による次の ffl¥佼へ

の彩堅手を避けるために、ぷ:の吉s{主での品IJ;:g実験に

は 5分間以上の mJ隔をあけた。

{給 ]!Uえび考祭 i ぬ汐f 冷 ~ill 激によるÎá i1ß 伎の血流

変動は、 fflH立や偶人によって多少のi畠いはあるが、

~r01 、全 ffl;{立において刺激反応が現れるまでわず

かな時 JHIののち血統は減少する。初期の減少後の

変動は{国人によって、また剖I{I[Iこよって後々であ

るが、主主 m の減少が立i 点L に i主した i査にか~I 110する

(hunting phcnomcnon by Lcwis )。その I的/10IUI 

線を回復綬皮の大小により 8砲に分殺した。 i砲

(li'IJJl1のないもの)には下肢が多く、 t肢は[l(¥'!、

Vll~とぶ:{Jで w なり、 J正仰j がより 1i'IJJfIの絞1iが強

〈、循環系のi討後機j予を袋つけるものであった。

百Ij綴は閣製(榊加害品の設も大きいもの)が多く、

顔面の ßUH 軽量能の特徴をボしていた。なお被署長~

iこよ勺てはよ下肢ともに V電製を示す 4 ど、 -般の

傾向とは lillなる paltcrn b裕子見られた。



63) 総みがJ~設の照阪による身体への彩饗

がi震設君主綴の筏H乍が及ぼす皮綴血流の変動

北海道大学医学者!111ft属病院

。大井産量発

二子会芸大学卒奇慈学部~~整 5Z践研究指導センター

!勾海浅

[ 13的]

絡み車IJi繋が反{愛された場合、昔話IJil設の間際E寺院11こ

より、身体への務警撃は災なると考えられる。今図

書官み!l<1Ji数の熊!隊隊街]の2多彩を、主主j貧血流の変動に

より級事実した。

〔研究方法]

対象:終疑な成人女性，会実験のペ48!!]を施行。

方法:1)緩み刺激は主主J;';J淡芸者IJi数 (3.25討rz，55. 5V) 

とし、 1 IT互につきを左手1:nニ5秒間与え、問欲的に

4飽食符した. 2)務みがIJil設の間総;災教1(60秒間

総)，笑草案 2(30秒間際)，~ 室長 3(60~30-15秒の悶綴).

3)質問紙:①約数間協の均等さ②車IJi設の受賞さ

③絞も有吉みを感じた言語:Ji致 @言語Ji数八の後れの孝子支苦

心M:会nJi数開始以後の五立大Ifil絞殺

T:索Ji放言語始以後の絞大 i怠波紋にさ至る待問

〔絞染]

1)刺激i努綴の操作と Mについて:災後 1を燃さき、

災符 1節 目のb記長守 i紅主tt誌が援も大きい (pく.05)。

2)刺激関綴の操作l::Tについて

①刺激の術協が、 60秒から 30秒に短絡された i得点

で、車道み刺激に対する次長話盗difの反応11寺務}は、主主

くなる (p(.Ol) 。

② 3阪i自の務み言語Jd設に対する E主総政芸誌の反応i時間

は、がIJi致問紛が30秒鉱の場合と 60… 30… 15.f歩の場

合とでは築なる (p<.05)。

3)採iみ車lJ震設に対する被験者のまま問紙の隊答:

① 3 ~詰毒素とも 60% が、言語i 霊堂への絞れを認めない。

①笑毒素1， 2では、刺激間腐の草寺r.llが均等であると

おi学専したミ警は、約20%にみられた。

③実験3では、 50%が鈎i綴特長n不均等と殴J~察した，

@主主も綴みを感じたがJi数は、 35定数とも 3[活 gの

がJì数にみられた (30~的%) . 

〔考察]

務み誇i1Ji数を不等間持活刺激として与えた場合、皮

成1怠流の反応持rOJが迷くなるのは、時間関磁の安立

総を f主体が知党した総主長生じた、なんらかの傍受出

反応によるものと後泌する。

64) 言語浴好発部伎における体i王と皮膚鼠流主主

に関する研究

名古媛大学医療技術短期大学郊

。長選D千文 波透綴T iI繰美智子

1'1'詰11

{沼的] 袴桜子j坊にえIJ泉的、効来的な者援を提

供するためには、 j出況の圧迫や、体庄の分布状況

を知るのみでなく、皮rlfJIflL流設との関連について

検5止することは霊安な課題と考える。今立立、日常

生活iこ交際のない老人を対象iこ、持議好発部UL、

すなわち仰以ULにおける llh 手~.部、 ~lIJI:出立における

大伝子部のE主将1111流;誌が、Lfiliの有無によりどの

ように変化するか、また、ニLアマットと該当主ベッ

ドで臥床したときのよさいについてよ七絞し、体圧と

!支府1(ll流まをとの問:cllJ11ーを;検討した。

{方法3 対象l立、日常生活lこ;支障のない考人

(努 8名，平均年i鈴69‘5設，女 S名，平均年齢70.6

殺〉とした。 5だ験ltil問i立、平成 55"手 9R111:lから

9fl 30 Aのうち 5日liiJである。測定機総i立、体[五

分ィtn絞りな裟i佼にレーザーlffl流計 (ALF21D)を総み

人れ、 3fiftのセンサ〈圧力センサ， j(IL流プロープ，

t誌皮および滋皮センサ〉をmL、た。測定Im~は 10

秒間で、体IL!幻怒lIil流;数与をIriJI時に自動測定した。

泌iEr;;v，1i"立、エアコンでお怒し、百三l"l混fl[，立平均

23.8"C (SD=1. 55. N16) ，家内j~HU立平均5 1. 6% 

(SD=6. 2のであった。測定部伎は、ilh竹部と左大

総子部の2..f9rとした。寝具l立、必然ベッド〈スプ

リングマット，マットレスパッド〉と峻気lliエア

マット (SG壁一1.三和化研工業製〉に総シーツを数

いて沼いた。体位は仰臥位. 1i::iI1.IJ!i;よ位. f.奇J!i;人佼の

X~lで体伎変換し、各 10分間保持した。

〔紋来・主管祭] 1各{本伎とも、局所にかかる圧力

がおければおいほど、 it主任後の皮j脅lfll流量のT;yJJII 

が大きかった。 2.i本1i'i.変換後のi皮llfJjflLI友愛はーがi

MHこ増加した。 3.大転子部はltu11ì' ffll より f~EEがお

く、lJ(r持AL流ゑは少なかった。 4.ベッドではエア

マットより、加Lfrtの皮}誇JIiL流裁は少ないが、{本

{立変換後の皮rlfJl(]立流去の地加は大きかった。本研

究では、皮j脅迫lViE:滋を経皮fのにiJ!lJ定し{本庄との関

係を検討したが、若手僚は圧迫によって生じる主主規

と;~に挟まれた 1次郎絞殺の戊 Ifflによる壊死である

とも23われているため、今後測定方法の検討が必

姿である。(本研究は平成 5"j'.皮文部省科学研究

貨の助成により災絡した。)
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65) 上・下絞関IlIi巡動のM潔負荷について

一臥位・ 5在位の比較一

'l!i'林大学医学部付属病院

。風間恋子

千葉大学看護学部看護笑践研究指導センター

こ仁慶尚義、金井和子

入院による遂動絡協の制限やベッド上の生活の

長期化は、高齢者に対し、筋力の低下や廃fflt主義

綴、関節の拘綴毒事をもたらす。そこで、このよう

な患者に対しでは、日墳から筋力の維持と回復に

向けた巡動の援助を心がける必婆がある。今回、

4慾類のよ・下j設関節運動時の循環負荷について

健康成人女子を対象に検討した。

{対象および方法]

健泌女子10名で、年齢27~37歳を対象とした。

1.運動内容は、話人位・坐佼共に手関節巡!Ii))をよ

j波(1)、対節運動を上段 (2)、足関節運動を下滋(1)

とし、般・篠関節運動を臥佼時の下肢 (2)、足踏み

述~)を坐佼符の下肢 (2) とした。

2.巡動の綴主義は、露人位安静15分後によj技(1)か

ら下j波(2)の主主動そを 5分泌磁で 1分間主主f干した。

その後、 10分間安静を取り終了した。坐{立移動後

は、安静から臥佼とl"Jじ瀬醤で施行した。

3心電阪は、安定争時よりホjレター心震計を装着

し、持続的に記録した。 i血圧は、安静開始後10分、

14分、運動関全会後2分毎に測定した。

{結果および考察]

1.安静持の心拍数は臥佼より坐佼では、平均約

10bp間程度場加していた。

2.上・下肢ともに、話人位持もさ長佼時も運動 (2)

は迷野ry(1)に比ぺ心拍数の均加は平均値的に大で

あった。

3.血圧は、再i佼と坐伎ともによ・下j度運動によ

る変動は認められなかった。

1.以上の循環諸因子の変動を PRPから検討す

ると、駄伎は運動時の変動が一過性で、終了後の

倒復は速やかであった。坐位は玖伎に比ぺ安静持

から PRPが熔方自した。運動後の回復は安静時照

内;こ認めず、次の運動負荷が加算されたものと考

えられた。今回の検討は健康成人の成績にも関わ

らず運動方法により特徴的な差異が認められた。

このため高齢者に運動療法を施行する場合には、

wiの負荷からの回復状況に記緩する必姿を考える。
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66) 私立大日本婦人衛生会 t以下、婦人衛生

会〉について一明治44年より λ立:2年までー

係教大学大学~文学研究科白本史専攻

。亀山美知子

1.婦人衛生会の活動経過の概要

締人衛生会は、 H)J治 20iF9月頃より、女医荻

野吟、看護婦鈴木雅らの、所務、 rt流有識者夫ー性

たちによって自主的に設立された。当初の凝滋的

なt浅草b内容は、会勢の拡!援を日指し始めた明治 2

5年の規則の改定により、fl!1の会同様に皇族女性

を総裁に迎えた。日清戦争後、間会は 4大婦人会

といわれるまでになるが、iSi..面、その活動内若手に

は限界が生じ、医邸たちによる毎月の「衛生講話J

が中心となった。日露戦争中は盛んに各女性団体

とも活発な活動を主主慨したが、長期に沙る戦時に

対する厭戦気分もあり、再び低速したとみられるの

また、明治 414'には戊申紹替の発:lfiをみるが、

その効果も期待できず位相は大きく変化した。

2.明治 44年後三!とから大正 2年末まで

婦人衛生会の本会(東京)は従来通り、毎月の

例会でiKimによる議泌を絞け、巻J詳の怒i綬会等と

明治45年5月の{9IJ会以外は、幹事鳩山泰子の女

子総菜学校を会場としている。また、総淡内容は

機関誌 F婦人衛生総誌』に掲載されている。だが、

その内容は、{91]えば 270号「中滋に対する全体

の習慣性について i等にみられるように、国家医

学会の例会で発表されたものの翻案であるという

ように、緩めて専門性がおいものが日立つ。吉沢

守二E宮、子はこの頃の同総内容が専門的になったとし

ている(Ii'近代婦人雑誌日次総覧 5~解説)に対

し、 uは看護婦会員の上野加と研修自的のためとし

た(u復刻版s解説)が、一回ではこの時期に:?e

り日本の医学も世界的水準に近づいたためともい

える。一方、会員数は日露奪戦争以降名簿の特定が

溺童話となるが、明治 38年の 22 5 2人を最高に

明治45iF5月の名簿では 123 U人(公称 l5 

00人)に減少している。大正 2年末には衛生の

背禁;に精神的{ll!]邸を1ft~視できないとして一般教義

的時事問題が取り上げられるようになるがこれも

同会の新たな吸引策とみられる。尚、機関誌の縫

報看護関係に号与するI反日も多い n



67) 看護舎からみた近代における策室潔淡

の変 滋

i主主主渓科大学医学議H守緩f持続

。古紙久美子

千葉大学審議学総義務笑践研究指当事センター

鵜沢鶴子

くはじめに〉

ナイチンゲールは、病室の環境を繋えることは

病気の間後には翁草きかっ不可欠なものであるとし、

f者畿の忍jの溜頭でその必要伎を記している。

鋳議潔滋の条件はどのようにぎ王化したのか明治・

大iE. Ug初戦詰iil滋の看主建設から検討した。

く研究方法〉

閣支:~窓会邸主警餓磁の務ま築設(明治 1 0"ド~昭和

1 9 "1;発行) li十t¥6織 を資料文i首長とし、存者家潔境

lこ段!するきま工員{後~'t・ j副支・誇号線・緩主主 iJ"等}及

び王者保環境にi殺するとf}J子i({支援・筏呉・寝床・付

属物等)について議j資した。

〈総梁・考察〉

1.病家環境については、明治 10年の潔滋条

件 7泌白からsJI治t¥5王手iこは 13の条件が出織っ

た。 fs1殺の主主i率で綴袋、冷進法・ i奴籾訟は新たお:

著書Z立が鳩え、大iE3i]oをよ発にして記滋滋が滋加し

ているが、明治からIll.l初戦泌支持;!:で記絞内海の幸手

明な変化は認められなかった。 2. 病床潔淡につ

いては、明治 10俸の 4滋自治、ら明治 3t¥ ff:'こは

G 条件が出織った。大iE 3 王手与を淡にして寝~・寝

fぷ・付属物の綴芸員や素材が急滋している。病床そ

のものより素材や調度品等怨遂の身の切りを繋え

るという生活環滋の綾織へと記綴の窓}~iが移行し

たと考えられる。

以上より、病家・病床の潔i資条件L土、明治t¥0 

王手以降大iEIIIiJ弱までに紀絞設がi盟加し記載内容が

充実している。この変化の毛主協は、(l)明治中級以

降正授の看護教育を受けた澄ま袋線自身による倉喜怒

訟の箸述が始まった。 (2l伝染病治、流行し、看護の

みならず治療聞からも続安・病床をiIlf潔lこ終える

ことが議委であった。 (3)伝染病の流行で策段数が

念、滋し、務総綴の怒要も;努iまった。それに伴いえ雪

議教資の必姿殺が高まったからではないかと考え

る。

68) 山形祭における近代産婆昔話度成立~稜

一法苦手IJ~交の緩点よりー

ill彩大学涯学務雲H菱学科

O潟緩みや子

近代日本における近代E主主皇制度は明治 7年の

f滋君子IlJ (明治 7年 8月18 B文部省ヨワ茨家主主

書官大綴三府へi髪、翌 8ま手改疋、 明治 8年 5fl 1 4 

a文書官4奪三まり E在京京都大義2へ 遼 〉 の 布 遂 に よ り 潟

始した。この持綴における E主主主行致は地方庁へ委

託され、続治 32等、会滋絞…法主晃 ril霊婆緩員百J

〈籾?台 32年 7月 19 B室主令笈 345後〉総定ま

での 28年問はま生方行放の時代であった。

喜寿究目的 i主、務f告7年より紛治 32土手 Eまでの山

形終におけるE霊祭{T表立に関する波長日終:]:1芝と改正の

経終'a'紛らかにし、その符号室を5tl，るものである。

研究史料は、山彩際立図警察室宮fflii室長ミ料 'a'f詩いた。

1. f務総J:1n i遂と笈婆常~I交

「皇室鮫IJJに盗塁塁に泌する条文は 3粂あり、 E星雲5

の雲義務、教育、予言柊に隠するさ喜本方針i;t:;去された。

しかし具体的ではなく、!l!lブ7の災後に合わせたか

っ祭給対策を優先した方針が打ちおされていた。

2. ill形燃の笈華客波別紛2をと改正の経暴挙

① 明治 9年 fi!室主喜怒さ義{鮫波長IJJ (司丹治 9生P1 

2fl27臼乙第 38努〕がi告す2きされた。

f議苦手IJJを隊後した条文である。 しかし、笈皇室

窓疑者の年令主主警護告すより 10慾引き下 i子、 棄罪主菜室主

繁華まのみならず従来営繁華まにも教育が必蓄さと明文

化し、 また、終緩きし営幾を終止して「怒苦手IJJのき軽

滋鐙警警に飢えて絞殺を行う撃を務総疫を打ちおすな

ど、 ill形燃室長自の若手えを一室主縫示している。

② 籾治 13年、渓約改正、 ri.'星雲喜営害義僚主完長IJJ 

(aJH会13年 8fl23B乙芸高 152絞〉 苦手j定。 ま

た f山形塁悪i祭会皇室慶喜芸敦士露支員長IJJ と f山彩子義務さ主

総笈皇室生徒規則J (明治 13生手 9fl8B乙気 18 

5室主〉が苦労定された。

東京府綴授産婆教授fflの方王立を終裂し、 i弓所と

全く i潟擦の文設で明文化した。主義婆試援を山形務

知毒事が5芸会話し、 山形罪悪立i亥主主総務渓底言語および書官

~が総意棄を行い認定する予言絡若手'L[lを客室立した。

以上、山彩燥において、日月治 9年には「怒号i'lJ

の意3塁撃を受 iナ、明治 13年には笈京庶務院蕊渓教

授fflの彩雲撃をきをけ、比較的早い時期 Eこ教事事前Jl芝、

資格骨子j疫が成立していることが明らかになった。
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69) 数本「とりあげば f心得務室主之上・下 j

に見るj[婆の実践活動と教誇

山形大学医学部看護学科

O泌総みや子

文正文十三策定義(1 8 3 0年)刊行、平野重誠事5

f 病変~知器之I1!l J 中の主主婆必研は、 とりあげば

tの数本と雷われている.

そこで、江戸時代の後期の産婆の実践活動と教

育を切らかにするために、その-Jl)Jとして、本惑

の記述内容を検討する惑を試みる.

1 .本替は大別すると「坐婆必統的容 JJとりあ

げば f心得慈巻之上 J(一名坐婆必研)、「坐皇室心f号

室事巻之下 J(-名坐皇室必研)の三郎より構成される.

① r .ill皇室必研吉守番 J は12I~主 i勾げの部分で、約人

総の特徴、妊娠、怒砲、者約、妊娠子錦、尿路、分娩誘

発剤、分娩、皮燦児、分娩直後、自主主E‘分娩子被i、務f{j

E台慾等、診療に必姿な知識が記述されている.

② 「とりあげ 11>t心待望事務之上 JIま産主主向けの

節分で、子宮勝目先箆絡の位認関係〈凶 1.子宮筋統

政綴 jill*翼たる 5軍参照)、予笈と sG主主の形状、妊娠の

成立‘妊鍛語文銭、遊詩?・主主総の利察、給位ぬ i勾と祭

復節、診察法(内2舎に分娩時体{立(B司.2分娩およ

び処援の体伎の鶴参照)、目会主主主免 UJ法、分娩時介Jl)J

4字、妊娠分娩B1害事の議礎生命科学的な解説である。

③ 「さ佐渡心f専務巻之下 JPl吉Iji11i去と.ill婆の心得.

怒 E在、伊完封、j[節度波野J(B霊3.かてーてるの詰軍参

照)、王寺E位、主主存号、 j指液‘ i翠延分娩、磁 1.子宮殿統制塁
i車線たるま霊

骨態依分札、足位分鋭、総位一一一一一一一一一一

分鋭、双目台分娩、B1認とB!望書

れ て い た こ と が 推察される. 関3.かてーてるのJ!lj

関2.分娩・処E費時のf本位のJ!lj が
て
Z
て
る
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70) 分娩依伎に 5唱する文書古学的研究(主将)

冊一立位・倒産入笠・その他の体{立について一句

京都市立病続 E聖愛会事皇家主寄筏

。望号:s~!j;室二子 í~ ~事 さよ

絵板市民主主設 社会保険~~ ;童書毒銭

小泉直美 天皇子家子

三塁霊祭立愛護短滋大学

永見 綾子、北村キヨミ

告的;分娩f本泣の長所・短所主E明確にし、産怨

及び介助する医療者にとってより良い{本位である

かを考察する。

方法;文書文学的に rn:位・担UJliH立・その他(窓

際手 lli)J分競泳伎の長所・短所を考察し図式化、

その総5震を検討する。

ま 古 巣 立 公J (手、長所として仰 I，，¥{'立低血乏症

候群の予紡.子宮内 j支査を大のため努資を掛は易いe

E量刀と誘導線の一主主司分娩第 2織の袴怒天皇車語、見

の J主主主良妻子号事である.短所として兜の下妓tJ<急速

なた め会 徐擦 傷滋 如、 人に よる 支持 の必 要、 介助

者 ;;;9怒となりき重労働毒事である。 r叙混入佐立、

義務と U て AfH叉)， 1，'1. m; !ul圧!A候群の予紡.子宮!ul決

愛I襲犯のため、;i;!t!l.庄・心E遺書毒などの病態 i乙良い。

E霊祭怒欠は畑びるが ti.J1織は強いため王寺{阜の疲労少

等である e 笈事としてき霊力と誘導線の不一致、努

1{が掛け菱重い坊主免t主力の効率 11査を ii，l;、 E主主霊視野の

iJN月号、足台となる人・幼が必婆である。 r}t!l !務手

位」は、主主主万として下大動・ 5争.ij震の圧迫がないた

め!兎の状態良聖子、霊童力が部容器tこ丹、かるため緩痛

の 緩 和 a E撃のロッキングをま2み 会 わ さ る と 岱 旋 異

常や鳶平怒哀に良好である a また、双 2告・ 4号祭t立

には児先送部の骨皇室内進入に不可欠な{本位である。

銭高庁としてE重力と誘導線の不一致、努 1tが鯵け重量

いつ分娩湾問の延長、前摩郡・務官著書誌爆の可能性

大、 E歪E誌が疲れる等である。

考察.怒りょげた 3体位ぞれぞれに符滋約な長

所があり、 f寺:乏の持っている条件(O1Jえ iZ、分立免

翠 i正、心E喜病等の合併症、自主差異常、緩完蓄が強い

等々)にぷり、これらの{本伎を選択して有効に;舌

渇する必要性がある e 一方、介助介入しにくい等

短所も多い. tえって、盗事普及び介幼する医療器に

とっ てよ り良 い徐 伎は 、築 工殺 で報 告し た「 単臥

跨lilS位J と考えられる。
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71) 色彩認知の研究

一一采r~.霊験の色彩認知に及ぼす妥協

B* 医科大学附民第二病蕊

O上野照子

τ占禁大学看護学部返議実践研究指導センター

内 海淀

〔目的]色彩iまー殺の情報である。色彩の認知i土

視覚的観2誌により行われる。;fj~監の滋醤では鋭祭

i土1Eli密かつ客観的に行うことがm:妥である。色彩

の認知は心身の務条件や環境で影響を受けること

が数多く研究されている@今回、色彩の認知が勤

務部門により受ける彩撃撃を潟3をしたe

[研究方法}対芸家:詩在日が号室夜勤でない g効の%1

3長綴(勤務長F数 1~2 王子)のべ 12 1{沼を総行

方J去1)中間E;i;誌JJIJテスト:符ー紫、手先-:11昇、話器

一舎を、きを一絞.縁ー背の 5議1の中長"1乞のカードを

各20枚m窓し、被験者にそれぞれの原色の筏へ選

択分類させる@

2)不安:顕在性不安尺度 (liAS)

3H怒凌f奈良:年齢、勤務年数、勤務部3号、勤務役

割、波労感、を絞殺、体調、f:l経j詩矧

{結製] 1) 低空f鈴群 (20~21滋)と高年鈴群 (24

~28歳)とでは赤-TJr.、災一絵の色彩認知者?域境

与平点に有意義がみられた@

2)勤務事sr'lにより務校と外来では、議lー炎、茂一

絞に、 また、ゅうたと外来では、宏、一室主の色彩認知

*竣境界λ.¥¥1こギヲ窓室長がみられた。

3)年鈴、勤務委r:数、勤務部門、勤務役割のある若干

において、疲労感、体潟、月経j潟j錦、高AS得点と

色彩認知{fi:t或境界点とにギミjなお泌がみられた@

4)ilAS 得点、i土語表滋の状況や心身の諸条件の塁手襲撃を

~iする。特に勤務部門別では有意、議がみられた。

{考察] 1)年齢や勤務年数と色彩認知*域境界}~

とに関連がみられるのは、務波紋の効務体験が影

響きしていると考える.ただし、勤務年数に釜がな

い新任 1~2 年自の%1議絡における年総と色彩認

知得主義境界点との関連li，看護織の勤務体験以外

の体験の影響と考える。

2)勤務部門、勤務役説において、色彩認知i得域境

界点が、多少の変動を示すことは、これらの勤務

内公'による何等かの関連が捻Aされる。

72) 色彩認知の研究

看護緩における愛媛の彫翠-

111審議医綴匁潟大学

O関戸際子

二子否定大学看護学部審議~践研究t5撃事センター

内t怨 言言

看護綴{ま 3交害事勤務やm者の念、変などによっ

て，食惑が~!;露関iJIこなり，長時間食惑がとれない

状態で，仕事を継続しなければならない湯合が少

なくない。また，色彩の認知:ま宅i~霊緩の業務上Z霊

祭である。そこで， ~n望の怒皮による色彩認知の

変化を，宅J~霊祭i と器薬学生について比較し検討し

た。

く方法〉

l.D 1 C. GRAF-Gカラ}チャートヵ、らマン

セんの色給分;I;IHこ従って，務一言電・ 2竜一綴の 2綴

で，や罰E立会会む40枚(中核1色2015x 2 )の色彩

カードをそれぞれ慾綴した。この色彩カードを l

枚づっ援示し，各綴の忽7]IHこ分類させた。

2.談後容は災室長詰ij8の20&寺以降総飲食で，災堅実当

日のゑ月・主主総・夜食後 iこ線認のテストを各 2@]づ

っ災絡した。(I人の被験者につき 2B ~長線〉

3.テストのま務I:i!'，さ主総の自覚状況を 5段階喜子{滋で

記入させた。

4.弁耳1]<された色彩カードを得点化し， 15が転換し

たと認知された点〈鐙心〉をき十事事した。

5.間終iこ，食習慣をアンケート潟きまし，総5裂を数

f量化し昭子分析した。

<結援>

i 看護惨さ主・看護綴ともに，~燦の程度によって

赤一言者の色彩認知 iこ差が生じた。

2.年産急車せでは， ~J!撃の稜度によって涼]をのを色彩

認知において， 19~20裁の看護学生と 30重量代の餐

議綴が類似の結果となった o 同擦の傾向は，審議

学生と臨床経験年数 9年以上の看護綴のま手でもみ

られた。

3. ~ 践の自覚との問主きでは笠5撃の自覚 3 (~ 

I撃と主義緩の中間) JのE寺iこ，芸者一綴の色彩認知に

おいて審護学生と審議綴の箆Hこ妥が認められた。

4.食習をきに隠するは!.flElのアンケート結果を因子

分析し，祭主撃を紛うために食事をする因子，食べ

る好みを選ぶI;l;j子， 5君愛のバランスを考える因子

の 36話予を鈎おした。
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73) タZ255知の研究

一一一議議i践の設湯目iIlll事1I'iF告をつhtこ及ぼす彩撃事

平等ったさ設定言議今幹部lH替安総研究線道立センター

O[};li経 若手

若干潟県i'rI英語寄生日llJl大必

!f:¥ 1::11;0千

予言~践す戻科大法ßfH章表議務F司法特

!r.山号車 llf

f お fl引望号議場扇で l士、色彩から多くの縫報~1与

でいる。しかし、その千Q，彩が逆に心孫自舎に犬き〈

塁手警撃し‘ 銭'歎ヰト招〈ため、望号Z軍総iま常に細心の3午

絞やJムう必婆がある。今限、 1u，彩が殺さのI.n闘に

どう彩禁罪するのかを看議織と支宣言書法牛どに対して

仕事守検討したの

f方法1(1)赤、予号、数、線、台、緊のぞt紙で被

った 10cmX10cmX 12c自の絡の重量を95g • 105g 

の 2泌主君、 および. 95):の褐千三の絡を問主ました。

(2) ;i). 2%遁郊のfb，!.iiについで、 絡や主主話番主暑の手きま

に交互に約 5秒間、殺せて、潟tちのまおより役い絡

がどちらかを判断させた。

(3) 質問紙により、 iほi成、空間皇、疲労を 5段階で

詠織させた。

(4 )詩PI1'1絡検査を実施した@

対象: :1H菱総 11名、看護学生(2年生) 10;r， 
Jiljflll:平成 5年 l1fJ~平成 5年 12 fJ

〔結果] (1) ;r;;~，主総と窓護学生とを比較すると、

災一絞の組合わせを絞る割合が~~~建紛で25% 君守護

t学生で 18%になり、 pく.01の有意義を認めた。

(2) 隆俊、空腹、疲労により、ヨ~~安郊と惹護学生

とでは、出-E設を誤る議会には伺ーのi傾向、赤ー

脊‘毅一絞を誤る言語合には逆の傾向がみられた。

(3) MP 1性務検交成績との00速においては、外向

的性格の顕著なえ告では、すべての色に誤る部会が

おく、神経症的性格の裏書惑な者では、巨ヨー擦を誤

るおH号、 ~F神経疲自3t生絡の芸員装な2きでは、*，-)守

茂一殺を絞る説会が潟率であった。

(4) 外向的性格と内向的性格との比較において、

;s議総l士、 赤ーミ号に、ヨ守護学生l士、策一絞』こ、 そ

れぞれ p<.OIの有;窓;援を認めた。

[考察〕一般に看護婦は勤務環境において測定期

又が充足し、 Z室長の !Hltllま完~.i産学生に劣るが、色

彩による鈴党の機FJ:が契.なることは興味深い。
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74) 手術主主における色彩環境

一怒;識調査を返してみられた審議長識の感じ方一

日本医科大学的成第二病院

01宝塚 美代子

千Z芸大学審議学部審議2走路研究おさ卒センター

内 海 渓

労働生理学が発渓し労働環境における色彩の研

究は皇室んになっている。緊張や疲労による事故を

防ぐ芸者にカラーコンディションを改書きすることが

盛んに行なわれている@色彩環境作りは看護の質

をおめる為 iこ不可欠である。手術家で働く援姉、

看護磯良にとっての労働条件を改幾し労働効率を

上げf主主主深く?支援に怒りを然くする点において緩

めて慈善幸あるものと考える.このたび、我が留に

おける大学病院の手術家の色彩銀塊と看護軍議員の

色彩環綴における労働の満足度および疲労怒の怒

議会調i1Eし検討した.

{対象および方法]

1 .対象:全国80大学病院(手術家の養護軍寄箆)

2 方法:郵送による質問紙調査.

質問内容は、手術室の色彩環境・磯良の王手令構成

色彩潔筏の滋足度・イメージなどについて.

3 期間:平成 5 王手 7 月 ~9fl

{結祭]

1 . 1空間紙回収率 76%であった@

( 61大学病院、 62手術家・ 1691人の餐5菱総員)

2. 色彩環境で{吏F脅されていた色彩は 5Bt震であっ

た. (それらを 10系統の色彩に分類した. ) 

① 壁の色:綴・務・白・ 3者.t霊・灰

② LiCの色:緑・ 2竜・混合・累・灰・ 2在・ 2号

③ 手術衣の色:絞・ 7号・灰・挑・ 8

上記の色彩が冬場所で使用されていた.

3. ~・手術次の色が自の場合、ま量の場合よりも

泌Ji!していることを認めた.

4. 床のg，がま寄色で主査も疲れず、 i苛じく資で最も

絞れると解答していた@

5. 去最の箆の場合、手術1&.の援の色の瀦足度とそ

のg，の環境で疲労を怒じるか感じないかで蕊いマ

イナスの紹関が認められた⑤ I!nち鐙の色に滋足す

ればするほど疲れを怒じないものと思われる。
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75) 音楽による綴潔変動について

秋間大学医絞筏術短潟大学部

。長谷部主主?仁子

二子き芸大学;iJ護学部およ芝2寝室主研究指導セン字句

こと径五号号室 :tz+宇和下

《はじめに》

ストレス ~n詩や後手I'j，失忽の'，[ì 絞{こ安楽家;まが有

効であることは多くの研究に示されているや今汎

心ままtJ'.JIこね反する影怒を…れすると，~，、われる 21，君主義

の iff~~~について.終 iこ言語}翠滋 o子の変動の議iから

倹;Nを試みた。

く対象および力法》

1対象 縫mな民主人女下〈年齢32.8ニと 8，2I1え〉

2 IJiJ;， 

(1)絞殺者の{本{立 {JPI:R /立 ア fマステ{変府

(2)f史m音楽

ビジネスマンのストレス喜平淡リラクセーショ

ン;ydEーはけれれsi c) 

ジュリアナトウキョウ 2(Disco Mむsi c) 

(3)讃!Ii:ど

①安吉宗時より心電ill・Fl動Jil!広三十会後義

己51249占有詩始以J. 夜祭111111[，'1を1分・ 3分・ 5分

• I意分・ 15J}， sと終了後 5分iこ心!おきを-

JinfIを協定。

之総5長3

1 rr二尽による心総数の変動

Relax M程si rではrr'1'2 ~n 始、{交 S 分より、]'J今総的

{こ淡少線i勾¥i:茨し.ぢ一母;終了 i麦S分まで持絞した。

Disc号沿SI Cでは詩集開始後 1分より上左手し.5分

後 lこは紛らかな上子?の;~られさま渓終 γ?を 5';子まで

持続した。

27苦楽による i怒庄の変動

Relax Music. Disco Musid主に切らかな変動iま

ぶさなかった。

3音楽による心j台数の変化最(安終時との比較}

れ lax支出 IC ではEf '~~!II. 守:ît ， 減少，[1ヰ"Ii

しDi s co禁日5i cでは夜祭<t*，J2f3の例で段級を交し，

不変lま約li4.減少はダJl吉IIfニ過ぎなかった。

41寺楽によるl'r e s sせreRale l'roducl (PRPlの変化

長を (雪言語争時とのt七校)

Relax Musicでは約4玄!Jの僚で淡少し. J: f?すー

る/fHまz実!I 不itlま4議11の/fqであった。 DiscoM自

s i cでは約 6，ぉiの/ilIが上野し，約4詫11の僚が減少

した。以上より音楽の殺殺により各滋言語環因子iこ

与える彰懇ぎが異なることがぶされた。

76) 者棄が語読仁即日露警
億総大学 E霊縁談後短詩!大学き6

01建議手塁走語、 藤原岩手之、 事事iR長喜子、 UJ長寿喜霊m

一長室 Lこ音楽 iま心にき記らぎを与え、 E主主主に溺いを

与えてくれるが、それと対 iおして E還を主上では在淡

成分を t議自立させることが毅2きされている。また、

5定数官官には、 j!l~ .g.・警警の状怒と比べて苦手渓を筏iかせ

た条件下では後務総 (0z) の a淡のどーク j詩主主

霊立が蕊 j荷量芝方向へ移行する傾向にあることが事霊祭

されている。しかしながら、誉主主義蓄箆絡における

を皇室賀郡以外での a 淡の変動や、そのき~佼祭などは

す立をきもまちまちで切らかにされているとは設い緩

い。そこで我々は、官苦言語襲警災草寺における際淡の変

劾を後委主のきH立で後初し、さらに変蓄をの遠いによ

る遂についても検討をおえたので絞殺する。

長塁塁5な女子学生を対象とした。できる燦ちEl1芸

的な潔淡下で災後を行うために、軽量験者には.fll?l

{六主主l!l1)において怨主還に入ってもらい、長経手寺子

に差益った 4主主撃で燦淡を認定した。 1手緩議事上己主主にて

E還を交の議事おさま行い、 f呑{生後綴}立国際t祭主事者室;援護i!3ま

渋に主主づいた 8長詩的すなわち、 F3，F4， C3. C4. 

P3， P4， 01， 02 に基義務した。また、隠 E耳5誌を i翠

絡して 3基準後滋とし務総に後 f喜望之主還を緩いた。Jt:l

淡の務事選 Lこは 16チャンネル銃後室~言霊祭(終校、

N E C三栄)を汚い、オシロスコープでそニター

す る と と も に 、 デ ー タ レ コ ー ダ ー は ∞-728，シ

ンコー)にて磁気テープに記録・保存した o 長室愛

媛Il!i者コントロー jむとし、クラシック音楽、ロッ

ク系寝袋、絞殺設の喜子みの音楽、金量ままなそれぞれ

ランダムに長選擦を交えて 5分間ずつ衡かせ、その

E寺の綴淡を記録した。各 2苦言詰露~J建前にはそれぞれ

3分問底的な会 a6il!j l!l1を設け、気分や王室僚をなる

べくーだに保つよう心録けた@言護主主 l立会て Ml後:iK

寝室で行い、 CDラジカセをl1lいてイヤホーンから

5司王立で協かせた。 E還を支の毒事者?には多照途 5主体的綴

毒事者?プログラム (BII1UTASVer.2，1，ギッセイコ

ムチック〉をl1lい、必 '1'Hこ応、じて EE Gマッピン

グ研究滋プログラム (AT必1AP，キッセイコムデッ

ク)によち滋淡のマッピングを行った。

長選主主の認を皇室主分析の絡 5塁、 後手認を罪者かせること

によち各 j湾波数怒放の務 j戎上とにき哲{立主主が!l¥浸する

iiJ伎役が示唆された。
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77) 脳血管障察後遺症怒者に対する音楽療

法の有用性

三霊泉立看護短期大学

Oii宮原寮子、橋爪永子、中井三智子、永JlI.綾子、

問中一美、村綴iE幸

{自約]現窪、全国の多くの老人介護施設で、音

楽を取り入れたレクリエーシヨンが行われており、

寝たきり紡止や痴采予効、治療に大きな成果をあ

げている。しかし、その効巣を示す研究は数少な

いのが現状である。今回、我q は脳血管隊警後遺

症を有する高齢者に対して音楽療法を試み、その

有用伎を音楽療法を路行しなかった群を対照とし

て、 AÐLg手鎖表、及び長谷liI式簡易知書~~事館スケー

ルを潟い、検討したので報告する。

{研究方法]音楽療法は、 O老人保健筏設入所者

に、毎月 1問、約 l時間同施設にて行った。参加

者は毎回約30名であった。対象は、音楽療法を施

行した群(音楽療法群)として、 1年間音楽療法

を受けた 10名と音楽療法を施行しなかった群(対

終語学)10名である。音楽宮康法の効果を鳴らかにす

るために、 i湾施設で使用されているADU事筋表、及

び去を谷川王\fíîj~ 知能終!部スケールを用いた。それ

ぞれのを翼gについて、音楽療法開始将、音楽療法

llIl始 5カ汚後、 12カ月後に詳鐙した。

{結果 JADU平繍表の各項目について、音楽療法sIl

始持点で、対照群は音楽療法群に比して、多〈の

項gの{霞及び会項目を合わせた合計点で高{複を示

したが、推計学的には有慈なものではなかった。

対照群では、入浴において観察線問中改饗する傾

向がみられたが、音楽療法苦手では、 1年賂の経過

の中で、絡に手若葉まな変化は認められなかった。長

谷)11式簡易知能喜平筒スケールについて、音楽療法

llIl始時点で対熊群は音楽療法群より潟{選(p<o.l) 

であったが、 12カ月後には低下傾向を示した(p< 

0.1)。一方、音楽療法務では脊慈な低下を示さず、

12カ月後では対熊苦手の悠との差が消失した。

[考察]対照君干の方が音楽療法関始時点では、肉

体的にも知約にも音楽療法群より後れていたにも

関わらず、 1年間で知的機能の低下傾向がみられた。

音楽療法群では知的機能の有窓な低下はみられず、

これらの結果より、音楽療法には、知的機能に対

する効果が郊待できると示唆された。
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78) 言語的コミュニケーシ B ンとそれを

{半った者護技術の反腐痛覚開館への影響

)1'崎医療短期大学

0深井喜代子

宇p出病~-t

J迫田洋子

重労ニF付属病院

小倉総子

新見女子短期大学

四'@;美佐恵

)!I崎医科大学附属病院

T呂美智子

健康保険鳴門病院

日里子出裕美

河間病院

藤井泉

培法やマリサ。などの皮癒刺激による看護的鋲

痛技術が有効であることが報告されている(深

~，:ら. 1992 Ha1se11.1967 Lafoy. et 

al..1989)。このような技術は，笑際の看護場

初では. コミコニケージョン(特に言語的な)を伴って実

施されることが一般的と忠われるが.痛みに対

するコミzニトションの効果はまだ切らかにされていな

い。そこで， E5・3主的コミコニケサョンとそれを伴った縫

法や干、yトγの.皮膚焔党閣総ーへの効果を突験的

に検討した。

被験者には20句3D代の:9:j~t宕護者3D名を選択し

た。電気刺激装誼から7イルサを介して. 101¥. JVA. 

iミワ秒. 200へJlo1の条件で'riij腕前JHlillの限局したt-';JI
i立を刺激してprickpainを生じさせ，関{痘を測

定した。 i湿器法では.れト)¥.'17を用いて皮!寄誌を

40-針。Cに，冷怒法では，氷裂を用いて皮矯・1尽を

20.Cilir後にそれぞれ保った。言語的コミョニケージョンは，

予め取り決めた話題(天候，出身地，勤務状況

等)と技法(一般的トド.反復列般化.~約

等)を用いて笑験者の一人が進めた。

笑験の給来f.言語的コミzニトションとそれを伴った

看護的鎮痛技術は.j市党問{直を有意に増加させ

ることが切らかになった。また，これらの震設

技術がより大きな鎮痛効果をもたらすためには，

対人関係が重要であることが捻察された。



79) t菱総の研究(第 3毅)

一一対人的f委員生における慈識の後退

~tì怒道大学芸塁塁塁技おi短期大学部

0宮慰 霊草子

千5葉大学看護学部

内i怒渓

高官自我身 L立、援完全の研究芸~ 2殺として、審議学

生 l年次と 3年次を弁H塁としたアンケート額3まを

遂に、 j室長室綴lJf.とイメージとの関係について溺ペ

た e 総長さとして、 3年次では 1年次と比絞して、

各発途段階における人の認知の碗 E菱化・定型化が

なされている ζ とが捻主主された.又、ある対室長の

援絞が{他の対毅のイメージ iこ景5警撃を与え祭ること

が捻定された。

今@]、 i弓授のアンケートを慾E震の審議スタップ

に爽絡したので殺をきする.

{方法}

今窃協力を得ることが出来た、 1施設 67名の

看護スタッフを対象 lこ、アンケート潔王室を5道路し

た@アンケート内容は f乳幼児J r 小児J r務少

年 J r成人 J r老人 j のそれぞれに対するイメー

ジと後完全額授を問うものである@イメージについ

ては、 50~翼自の形容認を言Îj殺と同様の方法で耳立ち

ょげ、それぞれの対懇懇と緩み会わせて 5段予警察

僚とし、緩もふさわしいと忍う額所をOで記入し

てもらった.又、後完全頻度についても、その頻度

を Fほとんど祭ElJ r一週言語 iこ数回 J rーか月に

数回 J r年に数 @]J rほとんど援することはない

• Jの 5段滋霊平{滋とし、該当する鐙iiJfにOを記入

してもらった@但し、 j室長室の定義は1.身体約後数

2. 滋覚的援鮫 3. 筏交的援皇室 4. 絞念約?妻皇室毒事

i重々あるが、今 E芸はスタッフの玄緩によち判断し

たt裏書室を統計約に緩主事{として、その慾識の平均を

擦問した。

{総菜および考察]

1 .今回笑絡したアンケートにおいて、 f委員室長喜皮

とイメージとの関係 i土、議後、学苦言、年齢、勤

務主手数によって濁有なi傾向を認めた e

2. 危険家 5%以下の絡関係数を示すきE関関係は

全体の穏関係数の 28%にみられ、終に乳幼児に

多く認められた e

3.ー鮫に、?菱総頻度が多い対象ほど良好なイメ

ージを持つ{緩 i勾があった.
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80) 務際うつ鼠が鼠渓および鼠液 Lこ及lます

努革審 ー冬員立と夏期で?変化するか?

ミ三言霊長ミ立審5蔓笈葉芸大学

OE日中ー菜、後爪永二子、 i可潔3草子、永見稜子、

中弁三綾子、村義語iE季、松長選宏

{図的]本研究の問的;立、本郊においても綴加の

綴向にある深務総霊長鼠桧症のぞ子匁予防、審議にお

いて務書記うっ盗談慾 (venousocclusion test， 

VOT) がIflJ.繁線写警の緩 E芝t-~事録する方法として

どれほど有用であるかを知ることである@今回、

皮語審IflJ.ii室、内皮季語際関 i翠因子のさ季節による変動を

務かにするため、冬織と I郊に VOTを間一種主義

にて行った。[対象及び方法}対毅:後予言女子学

生22名 (年齢 19~20才)禁諸問: 冬茶話 1ヲ93i手 2sl 10 

El ~3ßl5 El、 笈長ij19 守 3 王手 8ßl5 El~ 8}ヲ31El 、方法

:安震予義人wにて祭 3t話鐙尖慾5警にレーザー鼠淡雪十

を言実務し鼠2震が安定した f堂、鼠lH選定F詩カフを用

い上競にでや f諮血圧で 10分間うっIflJ.(綴鼠)した@

IflJ.ii誌の認定点i立、うっ政治の庖淡盗人うっ監を

開始した草寺J点の鼠渓笈 E、 うっ滋終了産主総の立証淡

愛C、 うっIflJ.終了復f去の章受滋鼠淡笈D、 うつ政終γ

{去に低下する託証言支の滋係長室 E、 うっ燥野詩始後20分

での盛淡笈F. 30分での鼠淡愛Gである.銘立証i立、

〈むうっIflJ.閣総有言電話うっIflJ.終了護主総Gllうっ鼠終γ蕊

?支の言十 3@] 行ない、内 E主絡慰罪悪 i裏~子としてブイ

プリン平叙溶解E若干菱、 von賢illebrand factor抗

原 (Laurell法)を普選定した. [総菜}血管内E主総

総関i藍因子のフィプリン平叙溶解iiii警察や von 

官illebrand~績予筑波還は、冬綴と I郊において

そのままがなかった。皮凝血液に燃しては認定点、人

B、C、 D. E. F、Gいずれの袴主主においても冬期よ

り夏期の方が有2まに潟い鐙を示したが、その比

D/人 E/A、 E/DIこはまをがなかった. [考苦笑 }VO

?において血管内皮給路関逐~予のフィプリン王子

絞浴室事宮古穣やvonwillebrand鶴子抗原援は、冬織

とI郊における量生署警は少ないと考えられた.また、

皮燦磁波はI織に比し、冬郊で会絞的な血液の低

下がみられたものの、うっ蕊による血淡の変化の

パターンは冬期と変綴で菱がなかった。そのため

うっ血路始潟、 うっ鼠終了後の貴重潟 i鼠渓豪、 うっ

鼠終了後に低下する鼠渓の議長王鐙の比を用いるな

らば、 VOTは そ れ が 行 わ れ た 季 節 と 察 関 係 に 務

書官鼠稔疫の予知予防に役立つものと考えられた。
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81) 階段'iI降P.iの綴民負持の検討

東北大学医学長H持属病52

O 鈴木 UJ尖

T-波大学J22霊やi滞納kI!.おま堅実践 jiJf究センタ

'1:)3主f品手章、 イRJI:和子

{はじめに]

際段 lH年は、 j湿'，:i~ の日常生活遂行に含まれる必

1Q な行!fUJ である.急性心筋~リハビリテーション

プログラムのなかでの附段昇降は必殺にマスター

2段降雪試験にどまり、送協後の白!宅iでのう:i，Tiに単

じたテストが~壁誌に総み込まれることは少ないよ

うである，そこで、長Bk'被験符を対象に通常の階

段 jH年を行ないその負待の級籾を検討した.

{対象および方法]

行滋紛学校行滋教主主総予平生 10名を対象に、 10分

unの供{な!史的後‘千葉大q，.?:i-縫宇都の階段を I僚

から 3階まで(10段)を 60-!i少で'iH年{然段昇降(j)1. 

引き*iiぎ20分の後{立公約後‘ t記持?段を45秒で好

F年{階段 }H年(2))切終了後20分Jl¥l供{な安静とし、こ

の 11号、'ti.，'{{>11年より Holler心滋討を焚X:fし、終了時

まで心:な凶波 j診を持続的に記録. nn[Eは 、 針 隊IJ!I

始前2え・，'{/>II与はち分、 7分‘ 10分後、以後 '11-~年終 [1((

後より、~験終 f時まで 2 分絡に IfllJ去を測定し、民主

役 YH革11与の心主i数、 JfllEEの変!WJを分析・検討した.

{品-1!l!:J 

1 .心約数につい て

島幸[交持降(l)においては.巡重~IJH始 15秒後に、滋

段封筒(2)においては、巡勤務l始 30秒後に汲大と

なり、終了後すみやかに減少した e

2. Ifll JT:について

収綴JVJlUl fEは、際段子H年(l)(2)ともに迷動終了

1((後に経i交のl:Hを 示 し た 。 拡 録 JUJIfllぽはほぼ不

変であった。

3. Prcssurc叩 RalcI'roduct (P R P) について

心筋綬弄~i均質量主のお僚といわれる PRPの変動

は、 '11降により切らかにJ{'lJ1I1した。

>4 階段t{.~年(l)と (2) の王立紛の脱皮は、今闘の健

康成人に関しではほぼ同様であった@

5. ~研究部における、他の FI 常生訴れがj に関す

る先行研究との t七絞では、今凶の務段昇降による

街殺:f!(.:iは、数以、排使、食事に上とし、 サell'Hこ

大きな負荷をもたらすものの、全終過を通じての

まま負待沿としては小さいものであった。
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82) 滋の言語皮からみた入浴11与夜js護軍b慾

ψ村女子高等学校

OUl木 三宅待子

平工芸大学看護さ戸線 ~'æ控実践研究指導センター

1:1苧 1'6h義 金)1 利子

iηがj

健康成人を対象に入浴の滋のがllltの循環系に及

ぼす影響について検討したの

II 起塁走方法

5f.均年申~32.0 士 7.2 主主の健康な女子 10名を対象

iこ、被験者会員が381主=と 421ltのj坊に別の gに入浴

する方法で実線。入浴とは胤尽の話通に浸っている

間とした。詰るの話量JJt.は38度と 42!立。滋のE告さはm
4 HlJtnlo入浴時、あらかじめ水主主ーを者別し3経験tlJ

の衣服のお脱、洗う、試く霊!パ"f.は省いた。入浴前

:30分間以位安静、 1~3 分間坐位、その後 10分間

入浴、入浴後30分間臥{立公静とした。この tlUlloll

er心m討により、心m防波形を持絞f均に記録し、

また入浴前1:民!Y.:k 1tf>l5分から終了11寺まで 2分 f草に

IlllJ1'を測定した。

III 給!.!1:

心約数 i立、 :l8&.必j友ともに入浴中総力11した。

その最高絡は入浴後 10分にみられ、 381交では交筋

i時より 14bpmj設JJIIし安静Il!jを 100 とした場合の増

加 率 は21%、 42皮では39bpm~ )111し増加来は59露

であった。入浴後の回復状態をみると 38皮では入

浴jQ後より IIII復し、 421立では入浴後詩人{立公約30分

でも lillil1:していない傾向がみられた。

血圧は入浴i立後わずかに上芥し、その後381支・

42皮ともに収縮mJ'拡張JUJj血阪は安静持より低 F

していた o 低下の皮合いは381交の方が大きかった。

j派庄の変動は、 421支より 38皮の1jが小さかったe

心筋書査員長摘要望綴 CPRP) は38皮では次官予防にi七絞

するとほとんと変化がなかった。 421支では入浴ば

後より磁線的に Þ~方11 し、 !fJi谷らの言1':鈴主立をJl1いて

Melsを役立さすると、入浴自分で2.3出日ls、 10分で

放火伎となり:3.5 Melsであった。

人総後のアンケートの結果では、 381立では入浴

10分でも!潟まらなかった j 人が 4名あり、 4211芝

では金主主が 6~ 8分後 f熱い。/子がtHてきた。 !lJ，

く 1:がりたい。 j とさっていた。



83) JlJl ぽ溺ilj芝岳干の際E主主主勤務佼

(?ii 2 綴畏球E塁塁告と塁手~ {宇との関係

渓~女子医科大学芸;r~童怒 1!1l大学

O会沢トシ子、村本淳子、商務災子、鈴木玲子

長宅主筆尚子、 行広栄子、 手司会二子怒子

愛知みずほ大学 E苦言豪爽

意雪;霊f支衡の童文脊や習得i義務を祭}る-9.主とするこ

とな包的として、 i鼠fEi議定華寺の餐E護者と学生の線

Eま1重量主主主分析検討し、 一塁乍f手本学会において綴fき

した。その絵5菜、学生は今行っている動作にそ子と

gが終に動く綴{匂を示したが、 幸喜護者;ま手と gの

襲告さに隊員罪主査がある綴{匂を示したe そこで今回 i立、

お護者の乎と自の勧告さを分析し、 E畏球王室効の終設立

を動作との樹祭、で明らかにすることをEl釣とした。

主主署長主雪は芸事成長室霊長年委主平均 6俸の傘護者 4名で

ある@アイマークレコーダ (na c宇土 EM R 7) 

を主主脅した状態で、務lfEiI認定に溺れるために綴習

後、 i浪Eま遂叡jとl'i霊告を;司終にどデオ iこ記録した。

これらをそれぞれ 33ミ'!sed草にフレーム毒事析した。

分析tJ訟は、 JlJlfE 讃iJJ'E行動を 18護者{宇に、 u畏滋没

後綴I努を 5綴淡に、 iLおのそFの佼鐙を 7つのきf>{立

に分殺した。動作iま手の勧告さで示し、手またはよ

肢が整合さき始めた綴鰯から次の動作へ露D'!始めた露季

節までとした。手の{立号変は手が長まれているものを

~し、完全れた露専問から綴れた燦閉までとした。そ

して各動作の駁E主主主筏主題係、 手の{立畿の関係を分

析した。

その総泉、 zマンシェットな巻く E動作i立、緩

まま主主綴土察隊がマンシェツト若君伎に移動f童数{苧が喜善

始し、 E長球主主筏主義所が{告の領域に移動f量動作が終

了した。Ii'チェストピースをあてる s動作は、 UR

f;l:i.主授主勢湾?が勤続長室知滋位j忍辺に移動f量動作が開

始し、動作が終了後員長球注綴議所が{設の領域に移

動した。 r送気球を持つ』動{乍 i立、動作が泌総後

駁E主主主筏主義所が送5読まま周辺に移動し、 その後手が

it.気Eまに綴れた。さらに、後験者中 2名は、手が

主主5江主主 iこ除、れる訴にE畏球主主授土塁所が他の綴長!Uこ移

動した。

審議容は行動する際、動作により凝視する、露号

喜寺iこJiるなどの使い分けをしている。それは慾翁

の反応や状態ー物品の状況・自分の行動やその能

力を予約できているためであり、それに経づいた

fiJH求巡怒!をすることが示された。

84) 緩務i怠ピタミン K!衣移住凝慰岩君子活性

の後対一王手童話新生児の出血綴向への対応としてー

三愛媛JJ.懇談主義潟大学

O永克綾子、 村建議iE童書、 害者E芸家ミ子、 ffi<j1一三塁、

告審JR永子、坂口げさみ、重喜伊久愛子、松陰宏、

北村キヨミ

[目的}泌さ主草寺の早綴察機切断が一議室約となり、

容易に大畿の際機耳誌を採取することがnJ終となっ

た。新生児に後援を与えることなく、察予審血後変

から{暮られるt毒事設を浴用する慾重量は大きい@新生

児;立足並液凝5翼系に関与するビタミン Kの欠乏によ

り言葉議室内出燥などのお盗綴向に下着りやすい。新さ主

，，'(.の血禁中ビタミン Ki塁塁芝は券予言に害愛媛'"eあり、

言議定方法も複号室なため、緩床上、 ビタミン K欠乏

主主主主の3字額に汚いることは IN襲撃である方、 ビ

タミン K依存性議H霊協子は土色毅約半言葉鰯が笈く、

震fiE方法もき葬祭であるため、採互江終点でのどタミ

ンK潔皮そよく f支障主するものと護まえられる。今@]、

業Ií~主 3もの t話取綴{旬を Z手織に抱援するたぬの fll 擦と

して、 E震予審盗のビタミン K依存従事喜箆[zg'f浴後そ

j鰯iEし、疑奇襲・分後豪華送、 mの発夜、 総書塁・ 5議機

所見など援科学金守務官ヨ子との綴!努住宅rs)lらかにし、

その滋隊約省煎殺について検討した。[立す室長]まま

綴中露3警な喜毒殺の認められなかった経駿分妓 181

(fq 0 [方法]総!，'(.校出後、綴字書毒事室まより i塞やかに

採取して{尋られたクヱン務主UJj注皇室を用い、プロト

ロンピン跨関 (PT)、浴性化滋分トロンポプラスチ

ン終関(APTT)、 トロンボテスト (1T)主主びピタミン

K依存性凝慰霊3子t毒性 (FII，FVi、 FIX、FX)を求め

たさ{総長ミ}跨後段FII、F夜、 FIX及びAPTTI主主主治日

数が築くなるほど潟{遂を~した(それぞれP<O.Ol 、

P<O.郎、 Fく仏 02，P<0.001)• FII ，FVi，FlX及びTTは

，，'(.の発資の良好なものほど言語く、 FIIとt1H主体主室、

身授及び慰霊童〈それぞれれ0.02，P<O.05、P<O.01)、

FViと E担当三体愛 (P<O.02)、F以と陶芸霊及びカウプ

捻数〈それぞれれ0.05，P<O.Ol)、TTとカウプt童数

(P<0.05)との留に廷の相関関係が認められた@

{総務]ピヲミン K依存性滋溺富喜子治伎は児の発

育状慾と警告援に繍透しており、児の発予審カf不十分

な土器合、出血綴i勾に立すする後愛な対応力f必婆であ

り、際空善良中のどタミンK依干幸俊凝E書留子?毒性の

i麹定は、臨床上、新生児の出血傾向の早長霊祭見、

予訪に有馬と考える。
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85) 看護衣の細菌学的汚染状況について

日本医科大学付属病滋

。伊藤孝子

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター

阪仁i禎:!f3

払たちが医療現場でi涜内感染を考慮した時、清

潔操作は基本的な行為である。しかし、患者と援

する医療スタッフの衣綴が院内感染のJJi{(zgとなる

こともある。そこで、私たちがユニホームとして

務局している看護衣の汚染状況を知ることにより

看護上の感染予防に対する意識の向上を関ること

ができるのではないかと考えた。今回、看護衣の

細菌汚染状況を時間経過および業務lJ/Jに調査・検

討したので報告する。

{期間)

平成 S 年12 Fl 15 日 ~12月 188 迄の 4 日間

{対象と方法〕

日本医科大学付潟病院一病事kに勤務する D.:i弱者

4名

1.王手ゑ科処鐙察担当の看護婦

2.耳鼻科病室総当の看護締

3. 泌尿苦言科病室扱当の看護婦

4. メッセンジャー的業務の看護助手

毎朝、洗濯したエプロンと白衣に若替え、 8:00

・11:30・16:30の3図。エプロンの(胸) (s壁)

・白衣の(腕) (腹) (裾)の合計 5箇所の部位

より半径 2cmの円(面積12.56cnf)を培地へスタ

ンプした。培袋方法は、ハートインヒュージョン

寒天培地にて、 37"Cふらん器で48時間地主棄後コロ

ニー数をカウントし、細菌同定も同時に行なった。

{結果)

細菌の汚染は、時間的な経過とともに増加する

傾向にある。また、業務内容により差があり、特

に多くの患者と接する耳鼻科処鐙きさ担当とメッセ

ンジャー的業務の看護助手に高い細菌汚染を認め

た。部位lJ/Jにみるとエプロンの腹部に最も溺い汚

染を認めた。さらに、白衣とエプロンを比べると

羽衣の汚染率は少なく、エプロンの着用により白

衣のまm菌汚染は紡止できるということがわかった。

今回、怒ったより多くの細菌の検出を認め、私

たちが着用している看護衣は清潔なものとは言え

ない。
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86) 回診車上の万能つぼの汚染皮務査

臼木医科大学付民第一病鋭

0春日 日霊堂奨

千葉大伊看護学部看護実践研究指導センター

i妓仁i 禎男

当院では皮j警や創部の消毒薬として使用する薬

液および、それらの液中に浸した滅菌綿球を万能

つぼに入れて、回診率上に常備して使用している o

創部などの処置には滅菌操作が必要であり、綴子

やガーゼは毎g滅菌処理されたものと交換して使

潟している。しかし、万能つぼ自体は隊員Gとして

週に…題、滅菌処理したものと交換しているにす

ぎない。この交換問掃には、明確な科学約根拠は

ない。

そこで、実際に使服している万能つぼの汚染状

況を抱擁ーするために、細菌培養を実施し検討した。

対象は0.05%ヒピテングルコネート液・ 0.025

%ハイアミン液・ 10%イソジン液と滅麹綿球の入

った万能つぼとした。

調査方法は、平成 5年11月148から20臼までの

一週間、各万能つぼの内~m .縁・議の内側・蓋の

の外側の 4ヶ所を滅菌総絡で擦過して培養を行っ

た。 48時間後にコロニー数をカウントし、磁を特

定するために同定を行った。

また、他施設の万能つぼの交換間協や取扱い方

法を把怨するために、泊施設でのアンケート調査

を実施した。

その結果、万能つほ.のコロニーの発生は、ヒピ

テン・ハイアミンでは 4日目、イソジンは 3日目

から認められた。なお、遂のタトsI付、らは 1日尽か

ら発生している。

検出された醤の種類は、グラム陽性無茶胞役将

菌・ブドウ球菌・真菌・パシラス・好気性放線磁

の5積類であった。

一方、アンケート調査の結果、万能つぼの交換

間協が一週間であると答えたものは泊施設 (82.1

%)であり、毎日交換は 3施設(10.7%)のみで

あった。

万能つぼ外側の鴻拐については、毎日清慰して

いるのは 3施設 00.7%)であり、毎日交換して

いるものを含めても 6施設 (21.4%)であった。

万能つぼの交換間協は現行の週一回では不適切

であり、 38に一部は不可欠である。

万能つぼ外側の清掃も、毎日実施していく必裂

があると考える。



87) 審議文言誌にみる人間一潔号室系研究の霊力向

兵 E霊祭玉工務霊童大学

OJllrコ竜葬祭， 空襲弁 事JIT

重量研究の霞約

考i'i菱学主主主主において f環援j の事実念 i立、 審議2霊

祭の科学性を言語じるための選奨として、多くの理号

室菱王室撃事要望遂によって、 aらの霊童裁のさ主喜警な後足立草案

念のーっとして告をわれてきた 3 また孝喜怒研究の分

野においても、渓淡をテーマ{こしたものは、これ

までに多く発号室されてきている s

このようななか近年、 H7す.り3ナザ:t"A(季語!f.!:翌透

議)(こ 2基づいた「人間-~翼後主義 J の級交が i主留され

つつある。この捉え方の授点 i立、人i認とま翠淡を互

いに絵立し、一方が他方そ幾jEずる存混としてみ

なす決定滋や怒哀作用童話ではなく、双方が分予撃で

きない一体として、 i議ヨきから素系iこ変容していく

状慾を主主怒しようとするものである。このような

捉え方{立、 多くの毒霊登藍E霊議で主主べられ、 理署長整奴究

においても多く発表されてきている。しかし、こ

れまで務後学分野における人弱一潔綴系の務究の

必姿伎については議じられてはいるが、その研究

対象綴主義は未だ不号車篠である。

そこで本奪還をきは、務室霊祭の分妻子におけるま蚤燦燦

念について務官菱総潔総からの検討を試みると問符

!こ‘文書誌検討により f人間-lJ愛媛系j の務究の{立

鐙づけと方向性を採るこ之を g約としている。

審題研究の方法

以下の 2点から務究を遂めたの

①rI.護主露j を::t婆なま議長支援念として位塁塁づけてい

るま霊童急雲立を互支りよ(1、警護学分野における n震

後j 草案念について検討した。

② 19iO年以降iこ発表された f人路一潔壌系こ潟

ずる文露去を以下の方法で検索し、 <~茸究対象〉

〈奴宣言方法><lli1り扱われている務擦の幸霊祭〉

などについて分綴・重重怒した。

1. rl)護滋Jをトトト'とした務室震文書誌をCD-RO詩{続

DLI詩れにより検察し、うち入総…務主義系の学綴

喜塁走童文書まについて分類・霊室ま翠を試みた。

2務官輩研究学会誌.審議科学学会誌の 2誌を立す

室主に、学会抄録および学号事il議文について分綴

-重量還した。

震霊波宮宅のま苦笑

審議学分野での人総-!l塁後系の研究{立、 1受j露議

長D!.翠霊会. 近療室霊意義主i送機式変容歪霊E議後 などの

人総の行勤務室義務喜重量急{こ分類され、警察例検討や現

象学的な殺り絡みを透しての検討が多くみられた。

その他、言李総について毅告する。

て

88) ストレスと尿41アミ/援の関係につい

東海大宇大磯病説

。手島:方iI:

b'i<U:工ガンセンタ-u{病院

務JG節子

千奨大学者護学部慈礎看護学譲渡

EH原裕子. [lJ内一世ミ，小池読ま子，須永 iお，

石111稔lJ:

三交代若手i勤務の表務総比活動時間接と就滋時

間帯が…定していないため，ストレスを連続的に

受けている。そのため，この勤務体告せでは一定の

rH1溺で休養日を設いて，ストレスから解放するこ

とが必裂となる o しかし，休主義 Bの設定について

は，経験者と新人ではかなり主主なり，またストレ

スが身体的か心主主的かによっても異なるものと考

えられる。昨年の本大会において.私i率iまマウス

に主主冷ストレス蓄を与えると，尿ttアミノ畿設皮及

び必必須アミノ駿/必須アミ/緩比率共に低下号告

示し，騒音ーストレスを与えると，上色彩は変わらず，

尿中アミノ後援皮は上昇を示し，向ストレスを同

時iこ1ヲーえると，尿中アミノ援護波及び比泉3さによ

JfIミ告示すことを報告した。

そこで，今回はとトについて検討し，セとして

身体的ストレスを受けたと慾われる時は，マウス

に笈冷ストレスを与えた時とおiじ結主義を，主とし

て心理的ストレス与を受けたと忽われる時は，マウ

スiこ渓冷と騒を珂ストレスを問符iこ与えた時と lu]

じ結巣を得た。

さらに， これらの結よ誌をもとに，三交代昔話勤務

の者議総のストレス状態安，ず大学付属病後iこ勤

務する独身看護総同人について検討し，次の結~

を得た。勤務中の身体的ストレスは，勤務 2~ ヰ

年 gの看護綴も新人看護婦も，自動，深夜菱IJ. 経

夜霊IJの綴序でより強くなっていること .-15.劾

務中の心潔がjストレスは碍務護婦共iこ，日数，

君主夜勤，深夜勤の員長序でより強くなっていること

が示ぢれた。これに対して，勤務終了後は，勤務

2~ 4王手自の者三護婦が念、i去に心主主的ストレスから

の回復号告示すのに対して，新人看護綴は，勤務終

了後も強い心主主的ストレスを受けていることがポ

され，新人看護婦にはより十分な休養日が与えら

れる必婆伎があること安示唆している。
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89) 高糖質食摂取マウスのカルシウム代訟に

ついて

国立ガンセンター東病院

O岩元節子

東海大学大磯病院

手島芳江

千葉大学:看護学おl基礎看護学講~

限燦様子，山内一史，小池差是子，須永 浩，

石川稔生

高糖質食〈マルトース食及びスクロース食)を

マウスlこ28日間摂取させ，骨組織. r組中及び成中

カルシウム震に及ぼす影轡とその時の滋賀，脂質

の変化との関迷受検討し，以下の結裂を得た。

大腿符カルシウム蜜は，マルトース食群が普通

念群に対して有意に高い{rl立を示し，スクロース食

税はほぼ同じf療を示した。これに対して.Jfl設中及

び尿Ltカルシウム援は，スクロース食1ltのみ普i選

会計qこ対して有意に高い僚を示しマルトース食

1洋は普通食群とほぼ同じ伎を示した。これらのこ

とから，マルトース食詐では，カルシウムの沼化

管からの吸収摂と骨組織への沈着掻がほぼ一致し

ているのに対して，スクロース食器手では， カルシ

ウムの消化管からの吸収畿の;!il]lこ，付組織への沈

者が促進されないため，政1J!1カルシウム設の滋z加，

そして尿rt'へのカルシウムの排池設の地加が認め

られたものと考えられる。

そこで，糖質による消化管からのカルシウムの

吸収促進を確認するために 4磁の高糖質食(上記

の他iこグルコース食，フルクトース食を加えたも

の)摂取 1特異号後の邸中及び尿中カルシウム援に

ついて検おした。その結果，胸中カルシウム畿は

グルコース食訴を除く 3穏実質の糖質食群について，

阪中カルシウム援は糖質会群すべて普通食苦手に対

して符窓の治加または嶋加傾向が認められた。さ

らに. 5 %フルクトース水溶液を皮下注射し. 1 

時間後の血中及び尿rt'カルシウム畿について検討

した。しかし，フルクトースを皮下注射した場合.

胸中フルクトース簸は経口投与の場合より高い値

を示したが.Jfn中及び尿中カルシウム援の有意の

増設は認められなかったことから，フルクトース

のUlltjJ. W.中カルシウムの埼玉誌効巣は甘からのカ

ルシウムの放出促進，野織での誹池促進によるも

のではないと考えられる。
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90) 新人翁護婦の不安j支の年間変化に関す

る検討{第一報)

千葉大学震学部附属病院

0赤井:ユキ子.内議必;子.斎藤洋子，加賀淳子

機之口文子，内山JJI章子.ノト潔美慈子

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター

土屋尚義，金井手口:子

新人看護婦は殿場に慣れるまでに多くの不安を

抱えていることは奴にいくつかの先行研究が報告

されている。新人研修担当としては，新人の不安

状態を把握し適切な時期に適切な助玄方法ーを考

えていく必姿がある。

今回.新人看護婦を対象に不安度の変化を調査

しいくつかの検討を加えたので報告する。

対象および方法

対象は平成4勾ô~月に当践に就識した新人看護婦

の内. I自病段での経験者を除く 43名とした。調査

時期は①就職3日間(中央の築巾オリエンテーショ

ン終了臼).②就職後8カ月忌(偲別看護事例を

素材にグループワークした当日).③就職しでほ

ぼ一年目 翌丹からは次年度の新人が就職してく

る時期)の 3凹とした。調査内容は STAIおよ

び不安内容①非常に不安なこと②少し不安なこと

の2段階で謁斎をおこなった。

結果および考察

1) STA TE儲(以下SI@.)はそれぞれ 55.1こと9.3.

50. 2:t9. 3. 48. 4:1ニ9.2であり月日が経過するにつ

れてほ{伎となっていた。

2HRAlTiIぬ(以下T依)との関連ではどの時期もT

係が高いjl3ほどS値もおくはる傾向にあった。

(11=0.61. 0.71. 0.66) 

3)不安内容の項目別では. r非常に不安なことJ

では①職場への適応.②人間関係.③医療事故，④

知識・技術，の11阪に多く .r少し不安なことjは.①人

間関係，②知識・技術，③三交替勤務.④日常生活の

lIl1iとなっていた。

4 )不安の総数は163であり，一人あたりの不安数

1~2の不安をあげたものは23. 3%. 3~4は 53.5%.

5~6'ま 16. 2%. 7以上は7.0%であった。

5) S値をそれぞれ49以下.50~59. 印以上に分け，

不安数との関連をみるといずれも不安数が3~4の

者が綬も多く.50~59. 60以上では不安数5-6およ

び7以上の者もあり分布が広くなっていた。



91) 新卒看護綴の l王手間の成長遜穫に箆す

る研究

筑波大学援重軽技綴短潟大学部

Oil芸主義務主主

4~雲大学穫後学部務毅笑員長研究指導事センター

務沢E量子

1. El ~J 

憲主毒事 1年包の務緩会議のき誌慾やニーズに対応した

数寄プログラムを考える資料を得たいと考え、新

家宅まま菱綴の 1年lIIlの成長過程の変化の笑慾・終撃を

をUJlらかにすることを話的にアンケート麹交を行

い、検討した。

II. 方法

T緩綴大学書5・緩学科 (3年言悪事塁)を 2評議し、 T病

院に鋭機した審議長喜29名?こ総奪還草寺、 3カ月後、 9カ

月後、 1年後の4l!耳綴笈をf1'った。 話芸i民自容は、 i渓に

93%、79%、62%、41%であった。

綴宝室内容は、 ①愛護霊綴としての昔話カに認する自

号線俗、 ②学習まの必幸喜役を感じる知裁、 技術、③

;務殺に隠する緩議イメージである6

①については、知議、技術、態度の各々につい

て、 3段階尺度で自己苦手綴させたe ③は、知書翼磁

11項窓、技綴ilii12項目を捻mし、各々の中で学替

の必姿伎を感じるものを3つ選択させた。③は11の

設緩対を用いて線主主尺度法 (7段階評定)により、

軍霊祭イメージを務f認させた。分析にあたって、①

と③は、各渓闘を選択した人数を求めたe ③につ

いては、 凶子分析(主~子主去、パリマックス思議正)

を行い3つの殴予を総tちしたのち、各包子について

各務遂衰のE恵子得点、を求めた。

m.結系及び考書者

続五事務緩綴は、鋭機器寺から態度については営巡

以上の評錨をしているが、知識とま支持をについては

カ不足を強く感じていた. 1年経過する中で技術に

ついては次第に上透していることを爽怒し評僚で

きるが、然1意義についてはまだ不足と感じていた。

学潔ニーズに衡しては、 医学的知書還とゑ変愚考

へのケアをはじめとする総合的で潟渓な技絡に対

するニーズが-Jtして議かった@

意志綴E寺の考まま撃に対する綴塁塁イメージは、 負担が

大きいが専門伎のある熱意をもってできる仕事で

あると常定約希望的であるが、 9カ月以降では熱意

に認するイメージはやや滋れる綴向にあった。

92) 議i~菱総の議霊祭約成長発透過程の一考察

- a立大学潟践に勤務する 1、:2:t手自愛護I請

の悩みとミ喜びの分析から

_1重大学医学務付緊病院

O燦奇f，晃子

二子楽大学議議寄生訴審議笑践研究指導センター

主事)11~享二子、 長友みゆき

{はじめに}幸詩人議議擦は、後々な現祭場 liiiにi1!

d百し、悩み、 :fiJl事しながら露議室義人として成長して

いくと考えられる n その成長返後において、どの

時織に、どのような不安や悩みをかかえ、対処し

ているのであろうか。そこで、事詩人教育を途切に

行う上で、霊童聖書なこれらのき詰I!J.t?切らかにするた

めに調交を行い、分析検討した e

{研究方法}対象:潟大学医学高官付E義務践に絞襲警

i年El務後援45名、 21手怠議幾多量51名e うち記述

王走塁塁間室長において 800
"以上記畿のあった有効問答

者は、 1 i手g愛護終20名、 2 i手自宅雪譲緩う名の

主主!苦i 平成主主ド 12 月 3B~12ßl10lヨ

方法:記述式問者支(長iL1霊法)

{絵泉]1)税金 1"'手箆議義務の I 矧 (4~6ßl ) 

においてはさ主主す祭宅.望者選が 'm議、 t支i告の未熟 j

を、 在員耳(7'~ ヲ月}では 34?oの審議絡が「疲労 j

を、 滋!(ij( 10~ 12.19 )では出%のき言主菱総が fリー

ダ一家まきができない Jを、あげていた. 2)謬び:

1 t手段餐袋妻還の 11窃から1J[j裁においては慾毛まか

らのE読ましゃ慾議!，を裟びと感じている母音が多数

を占めた。盟主建よ手段議室望書還の悩み llljの

tt縫方法で記裁がなか「た者は?リーダ一議務が

で実な:¥勺 30?6、 f 警~â震への疑問 J 57~占、 fJうせ

りj ι(J 0"であり、対処?きていな Lぃ・2需が主連われ

た含 4)土砂主止とよ怠ったことの有察 1i手毘審議

長選のうち fやめたいと患った iことのある者は、

88?らであったむ 5)塁 盗 や め た い と 患 っ た j こ

との号室腐として 62.5?nの害警護者選が f知議、 技術の

米宣告さ J をあげていた e 品}上~_2主邑主主弦 2

2手沼署言袋緩め i員百へj[織の絡みと忍びについては、

1 l手際警護綴のそれと問機だった e ス、総みにつ

いては、 N奴(1~3月)が「あせり J V綴{ヰ~品

月)が「矢思議、技術の未然さの誇知党 j が半数以

上を占めたき ï) 義監重量主躍進室盤:喜G~義務警察

勤務E互にかかわる愛国の中で「人間関係のおみ j

に脊慈愛が認められた合 (Pベ0“001)
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93) 造設去の絞務 ili廷に;;~勢を及ぼす袋凶

と、忠者一委設策関係について

横浜市カ:港湾病i淀

Otll総務チ

祢ぶJlj!肢v.会議教育大~(:校受講生

i芸品子

東京都立阪療技術対期大空宇

1l千鶴

Ud約) 手守護者は、高度低僚や労働援のI曽加す

るrlt、仕事{こやりがいそ持ち、慾ヲ雪中心の看護を

めざしている。そこで、希殺者の職務満足にかか

わる怒織絞殺を明らかにし、それに彪饗する空~[i，:1

について知りたいと巧えた。

{方法) 務設省の職務満足に[iI，jする質問および

…絞鼠伎について、 Y市立病院看護者 115名、 k

l尽な芝号線数脊大さ学校教育さ学科受講生70名 01-185 

5ミ)を対象{こ、アンケ ト調貸し、統計処翌主役行

なった。

(幸吉栄) 職務満足にかかわる怠設中Ili迭を詠!子分

析の結果、~{~務寄与~さ56.1%で 9 凶ニ子被Jiおし、 i調

子に ~ι吉したi貞Elから、 r;行線~正 j r坂内戦窓

J~U j謀者一稀謎者関係 Ir常手't'I;，U二怠議 Jr ~業

務的感絞.1 Iチームワーク J r宥恕t息子J rケア

満足 1 r待遇t検定j と命名した。矯線状況.'.1f門

乍僚・勤務場所・過去の絞殺により、 i対チ得点の

平均値で比絞してみると、独身者は[，雪誕適正J、

i専門職怠議 ItJ(既婚者よりおい傾向で(p<O.OI.

p<O. 05)、3干f:・ 2~r:課程在存者は!チームワーク j

が短大事者よりおい傾向で(p<O.O!)、主き形外科病

棟は「患者一者殺者関係 jが小児科病棟よりおい

傾向で(p<O.01)、~織の羨がみられ、それぞれ影

繁そ受けていることがわかった。

(考察) 者5護者の絞務満足は、主誌に、機能的iこ、

業務そこなしていくということだけでなく、人間

対人間の関係が仕事そのものでもあり、慈、者-~雪

3護者関係のヰ]に股務満足を得ているが、それは、

お緩者一人一人の窓識に支えられており、さまざ

まえ主要因が栂立的に影響しあっていることが明確

になった。審議者自信が織足して働くことができ

るようにするためには、，思議の環解を深め、それ

ぞれがもっ知識や技術を生かした慾者中心の援助

ができるような環境作りをはじめとし、全体的視

点 lこ立ってみていく，f:)、婆があることが示除されたも
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94) 君子議婦の情緒的共感傾向

横浜市立大学医学苦I1FIf Ji.t泌舟病院治護録

。浅野初予

千葉大学書守護学部務主要支援研究指導センタ

内 海 滋

〔はじめに )iiHま綴は，患者との対人関係にお

いて，患者より共感を求められる場協が少なくな

い. しかし患者の主主綴の炎tlHこ対して看護嫁の

反応はさまざまである.今悶，若手議録の反応、の途

いを情緒的共感の側預から調査し，情緒的共感に

関わりがあると，思われる談番・余暇行動・自我と

情緒的共感との関迷を分析した.

〔研究方法) y大学病院君子護婦 340名を対象

に笈!日j紙夜遊訟にて調資した.空空間紙 j今2卒:情緒

的共感傾向測定笈i窃32項悶 (Mchrabian.A.&Ep 

s tei n，札 1972)，談答 13項 13. 余椴行動 20項目

京大式ヱゴグラム

〔結巣) ti奇終的共感傾向項目の磁答数列から~

子分析によって 8~子{向 f古・冷淡・等級校・感

化・反発・感傷・無関心・利他)を締出した.

言E鋭f生・在主化・反発図子得点と年齢には有窓の

紛 I~l がみられ，年齢 M)jlj では. I司?青 .tfjィヒ照子に

廷がみられた.すなわち.27-39殺では夜)j育

関子得点が高く感イt~母子得点が{氏い. 2 0歳代前

半では，逆の関係であった.

音B~号}jIJl滋子得点では.20-23 殺で救急部・

1 C U. 内科病棟，外科病棟の 3若干の客綴性悶子

得点、にf査がみられた.すなわち，客観性図子得点

が，内科病棟で潟く，数完全、部・ 1C U. 外科病棟

では{添い.しかし.24-26殺では笈がみられ

なかった.また. r可償問子得点、でも .20-23

歳で救急、部・ JCUと外科病被で主主がみられ，救

急在日・ ICUは向機関子得点が低かった.

続舎・余Z段行動回答数91)を関子分析し，各々 3

関子(思慮深さ・ザラックス・味わい). 6留子

(静思行動・自己没頭行動・受動的高滋行動・動

的行動・大衆的行動・関心行動)を締出した.事長

わい銃舎因子と同情・客観性関子得点とに，自己

没R!!凶子と冷淡E智子得点とにき13Mが認められた.

東大式エゴグラムパターンでは. r可f奇・科{鹿関

子得点の{低いllL 無関心因子得点、の高い鮮は NP

f民{すID.客綴f生E努子得点の低い群は NP . Aj低位

の U~ に殺fI;1.していた.



C会場第20群

95) 一大学病践に勤務する中塁審議鶏のキ

ャリアの発達 一ライフイベントと看護殺に関す

る実態認査からー

i品ijrll大学医学邸付属商説

。古米!!(1怠

二i二集大学看護学部看護実技研究センター

1;IメIJ淳子・長友みゆき

じまじめに〕価値観の多様化した現在、看護綴の

就業，{トンも短期若年裂から継続中治i年裂へと大き

く変化している。特にや怒看護磁の多くは、仕事

の継続と専門殺としての自己の成長を願っている

ことが多くの翁査から19lらかになっている。

1設業上のねりを発展させるこのi前知立、 i対立寺に

女性のうイ7イベントとも重なって、女性が大'fをおめ

る看護騒が、伸び悩む一樹ともなっている。そこ

で、当院で働くれ ')7終的切にあると怒われる30~

49歳の看護婦に、キャザ7発達をどう考えているのか、

その促進・阪i!?皇室器は11iJかをさぐる目的でうイ7J-;;;

を俗人ー家族・絞業の側活から調査した。

〔対象・方法]A大学病院に勤務する30-49裁者

護婦105名。質問紙による留iを法。期間は19931P
月8-22日。

【結・采〕信教苦手背景は養成所卒業者が?実IJを占め、

大学千九i学中の殺は12名(11.490で、主;ミ鍛・子供古l~ の

者がlfI.く入学している。@婚婚ネは57.1弘 40代後

半では83.3覧と iおく、{士事も家庭も両立させてい

る。@うイ7イベント発生年総{立、先行研究(草刈・長友〉

の看護管理者及び総長と比べて若く、送に役戦主主t

格年齢l立高くなっている。告既婚者の87.1覧が子

供をもち、育児休業法路行後に生まれ子78.7露であ

るが、育児休業法の適践を受けた者47目践，受けな

かった者50覧である。@就労パトンはー設就労r~げが

87.棋を占め、卒業後進学による米就労は13.践で

先行研究の者護管理者より多い。窃将来めざす)j

i勾として、実践家59.6弘管恕職23.1完，看護教員同

で、その決定時期は、実践家については米・既婚で

差がないが、管:I!R殺をめざす者でi立米婚者に有Mt

iこ早い。ぐむ郡婦長予俄試験l立米婚・子供無の者が

尽く受験し、かっ王手く昇格している。笹口ササ2ンの

関数は既婚・子供有の者が多く、仕事と家庭をぬi立

させるため、家庭のニード;こ合わせて異動している。

以上、当践の中堅看護婦のh'J7発達の関連要問

がいくつか明らかにされた。

96) 1緊燈審議嫁の望遠繁華皇室売に関する一考察

一子育て中の審議長警の悩みと夫の言宗家・育児協力の

笑慾調うをからー

霊主主菱銀立医療技術怨務大学

m長松災予

看護奇襲は、夜勤を合主;不規則な勤務彩慾であり、

対人約な毅殺のためストレスを受けやすい。さら

に、より専門的知識・技術そ漆め発展させなければ

ならない。そのため塁走路愛護綴が伎率と家庭を碕

立することは菱重しい。 20才代後半からお才代審議

綴の主えま絞殺怒El3tま終損塁、出産、苦言兇である。そん

な中で、子育てをしながら伎家を議室長売している務護

絡も多い。そこで、伎泰を議室続している餐縫綴及び

その炎iこ終点ヰ正当て、t替える絡み、夫の雲築家・苔!足協

力の状況を明らかにし、統滋務譲綴の務室撃事懇絞につ

いて手がかりを得るEl的で笑慾議交を行った@

〔方法)Mf行主主びMi'行近郊の路公立病践に勤務す

る小学生以下の二子供そもつ愛護綴及びその炎151名

をまj議:に、平成ヰ年11Fl-12丹、塁塁間緩号雪量霊法を5超

自をした。 間~文主義89.4%、有効邸宅さ数 130

{結果および考察]還さのす章受は、平均年鈴34.5才、

主総長で夜勤のある勤務彩慾が70%、裏金紋10年以上

古，166%、一般愛護綴古，183.8%であった。苦ZY尽{本Z震を

68.5%がとっていた@炎の稼援は、平均年毒事36.5::t

、会社長81.5%であった。子供数l立平均2人、予託子の

平均年数4.2才であった。核家族65.9%、i湾主芸家族

30.2%で、夫妻警が{士家のE寺の;J::な保育者は、保育協

、給、自分の王寺の綴であった@考号室霊長率の悩みは、子供

Lこ隠する協みが多く、また扇iLの菱重しさからくる

Hnやイライラ、夜勤での肉体疲労を感じていた。炎の

言語力lこは72.1%が満足していた。炎の62%はき警の

従事tこ重達成していたが、役別役~J分業綴は号室く、霊祭

家・夜見送約半数が主主授に怒っていた。蓄をが滋くこ

とでのT":J.I)ットのli立は、子供に淋しい思いをさせる

ことであった。夫の学数以上が実主主していること

は、自分の鋭いだ澱の始末、子供を鼠g!こ入れるこ

と、祭主主できていないことは食事、淡滋、家計であっ

た。三警は夫の協力lま求めるが、不満lま余り持ってい

なかったことからも、子育てとやの審議長請にとって、

炎の潔島幸や協力は必妥だが、ぞれ以上に子?ぎてを優

先した労働条件、夫媛が働いている信号、また病気で

も、安心して子供を預けられる{築資所、俊幸吉考の充

実・穣僚が絞繁華主主売上必警警であることが示唆された。
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97) ;{J II産品官の退ぬ lこ::'eるプロセスに撲jする

考察一一国立大学病院における送機者潟ままからー

絞泉大学医学 ffi¥s付属病院

O広瀬泰子

千主主大学活設学部F付属

.îiì il霊笑þ!~研究指導セン担ー

主主メIj淳子

~鋭の過去 5 ijq笥の平均i塁線再置は、 11.3%で念

凶殺である。しかし、 25~29滋の ill 験者の占める

割合は年々高くなっている。このことは、看護級

事誌の将来的発j長からみて等閥復できない@そこで

i段級者の特徴・退職に~るプロセスについて、当

1Ií~;経験者(昭和 63~ 平成 5 年度) 154名を対象に

i普段式夜間紙による追跡調査を笑施した。回収数

は 98 名(凶.~)(主将 64.1% )、そのうち退総理由が磁

場裂凶の者で承諾の得られた 15名に対して弱援総

授を災施した。給与果は以下のとおりであった。

1. 込議墨卑:1 1iL結婚、 2位出産・育児、 3

{立労働条件であった.年代別にみると i伎は20代

では結婚、初代ではUlils・育児、 40代以上では労

働条件であった。退総喜さ凶は、 25歳未潟の者に比

べ 25~29殺の~に審車場~凶によるおi 会が有 3まに高

かった. (p<O.05)返綴喜HSlと就労状況・婚姻

との i怒迷はみとめられなかった。 Z 進島丘阜卒

誌五島主!:平均 5.7土5.9ヶ月であり、 82.6%の者

が i年米露奇に決定していた。就業年数が O~4 年

の者に意志決定期間が緩く、 15年以上の者に意志

決定期限!が長い傾向がみられた。 3. 尽絞耳目出:

f絞滋嬰i滋J による者に認草案があった者が多く、

退綴に笠る過税で態度・ rrIi)Jに変化のあった者に

蕊擦があった者が多い傾向にあった。 4 進皐と

25 るプロセス:退殺に~るプロセスには 4 段階が

あり、 5若i段浴は、内約・外的要求閣の葛藤、 5詰

2段階は内的要求問志の五liii菜、第 3段F傍聴務隊脱

第 4段隊員字決・新たな五u事 であることがうかが

われた.第 2段滋が1f!jjj事増強j草!とした Landstrorn 

らの米包での調査と 3もなることが示唆された@

ら 主主卑単品な :ill草裂の怒志決定以前に、何らか

の管理的媛llIJがあれば、退職しなかったかもしれ

ないとした容は、 46.7%であった@また、送機の

;~~決定後の媛 Eめは、 93.3% のミ告が効;誌はなかっ

たとし、窓志決定以前の管礎的援助の致~伎が示

唆された。
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98) 表 2豊島昔の専門的 Ofltili'と例入の特性との

関係

滋 UJ医科薬科大ef's在学部看護学科

Oil器開]紛子 縁 111愛子

立正大学大学院文学研究科役会学専攻ノ"

柄本、~$代

自律性は外 i穏に作 m されずれ己の ~Ili {lli綴に基づ

き窓ヰミ決定しfj'!liJJし自己制御することと主主義され

専門的自f:I!flは(1.¥1人の自作性を恭般に成立し.

偶人の何綴緩や Re三とれ;会との関係をi虚して形成

されると考えられている.そこで倒人の自 fll牲に

影饗すると考えられるその人の自己緩念、約絡的

安定住.うつ傾向.さらに思考・行動における行

動科、柔軟絞. I~ 立役立写ーと専門職的自律性との iお

係を iiWべた。

{研究方法l専門的内律ili'.の測定は~R 自主が EJ7ド

i波にしたPankratz対日rsingQuestionnai.rcを佼}討

した。自己概念は1Jの自己採念尺E立を、不安百万JJさ

は関学版STAI質問紙を‘うつ状態の測定には日本

版SDSテストを‘怒考・行動の傾向のd!IJ定には isD

干上のストレス・チェ、ソカー・シートを使Jljした.

剣炎対象:[選立MI先に働く7t縫鈎1121名{宥護婦 92

名、総長 29名. 2ト25才17t，、 26-30才27名、 31同

10二H 3名、 11才以上34f，. 米鍛6J名、日正熔60名)

[結梁}①看護婦のSEの平均iv'iè二綴tj1í {Jì1l l~ は、

22.59土5.31で、自己彼念、の他と PNQI.2. 3のいずれ

の総とも初!対関係はなかった.②特性不安や状態

不安土器との関係をみると、草子滋紛の特性不安とP持

Q2 とのr.~で r=0.289 のiJ:の相関がみられた.③うつ

傾向との関係をみると、総長のPNQ!.2とうつ皮と

の問lこ有意水準 5%で、それぞれ r=O.435. r=O. 4 

20の初関を示した@④m考・ f子!liJJの傾向との関係

について、 5長飲料:の.ff.重要r.uで PNQの絡を比較す

ると有志廷はなかったが、者議員若、鮒I誌のいずれ

においても、行動伎がlJi滋1洋のPNQ2の伎は、行軍IJ

1'1: '/J{ iffr い撲の鮫よりも危険ヰ~ 1 %で有忍ーに高等かっ

た. 1iI分の氏{壬で必姿な行動を;@こせる白 IJ:伎の

ある訴と依ぶ的である鮮の PNQの官売を比絞すると

、看護紛の Eu'dJのある llfは依存的である群より

もl'問3の僚において有立法がみられた。



係

99) 務経紛の専門的自律j支と終業常f誌とのi潟

篠山医科薬科大学総泌務 j第

O~家康節子

1:i IlJ 1反科草案科大学医'1'j:.~~務早言語護学科

上野栄;I'Hu'J静子

革ま滋鋭の 1字I"J際的自律皮は均等教育以上の専門

教育そ受けること、さらに自らの{士事状況におい

て釘己波総;をし、滞緩のよ手Z笠や務滋i診断を白干主的

3こ行い、自体的に適Jljずる豪華重量を選ねて7守まれて

くると云われている。本研究では者五室長官としての

緩数年数、露喜{立、就業製自宅事の就業i'B誌の初i塗に

より、専門験的E1f程度がどのように至急なるかを綴

ベた@

[ fi1fぅ，''t.;lu.tl総資対象:際交務総動務の;g護対

121名(手守護綴92名、婦長291'， . 1i議総経毒素4'数

0-5年29名、 6-101ド27名、 11年以上71，g;) . i鴻

子主内務とき誇iEJIl災 : 表言葉綴の専門審議約ドミ符tril'の

波lJi:立にはI'ankratz詩urslng 母ucstionnai rc (1'尚)

を使j話した. :tn襲撃翼に就いている耳III主}立、 1)務

獲を1:きがいにしている、 2)'I，;n .1:、 3)後初

への主主泌、 4)耳I!必然くなんとなく、 5 )若葉 tt毒事

の 5つに分類し潟べると、それぞれ、 56名、 51i.'， 

. 1名、 10名‘ 1i'.であった。これら経験f手数、機

{守、就業塚市号事のj塗いとI'NQとの関係を潟べた。

{給条JP問は f 表立菱総の I~I f:ltflと滋#1家主建 =p

持母1J r!.1J.1'fの核平IJ口 P持母2J r{え総合yな役WiJ限定

へのft1絡おおF間むという 3つの下役HI.支で機泌

されている. 1) 3つの下f立駁 gのそれぞれの鐙

について務緩婚の総数年数問で比絞すると、いず

れの下佼攻i0においてもぬ蕊f誌はなかった. 2) 

看護婚と総長の毅{立i品iでj土絞すると. I'N告し 2.3の

すべてにおいて綴銭の絞は者議総のそれらよりも

危険率 1%で-fnまに百五く、それぞれ82.6.53.8.

43.4の綴を糸し、前 2つの1111主務委が潟支fました

大学の教77E星稜を受けた訟の佼{に近似していた.

3 )就業.!'llI!Jとの関係では、 2雪2室長請の f宅5・3震を当:

きがいにしている若手 j は、内Q3において f生計が

.!'lll主の若手 j よりも有設に向く、綴長撲においても

印母2と3の絞はそれぞれ‘ 55..3. 45.3でi弱いイ去を示

した e

C会場第21群

100) 審議磁気の紛争¥1健康終終プログラム

に泌する基礎的研究

三塁Z大守主要三学添付燦務総

O 内務文子・爽JII尚子・地長寿災海炎

はじめに

看護を取り巻く擦境は，年々厳しくなってきて

いる e 患者は祭主主化し，宣告露合併波をもち. f必後

の関長塁な喜E例が鍛えている。いまや一般芸者校 tJ~ I 

cu化しており，ストレスの多い豪語爆環境になっ

ている@このような潔境での労長選は，者援綴を事苦

労させ，身体ばかりでなく務争l'的総長築もま義1';干しに

くい状況をき主みおしている. 1.怠者にとって良いまま

獲を緩供するためには.務護者の縫燦が雪量~であ

ると考え. 19904'より当院の;g複数災の紛争11縫主義

潟炎を災絡してきた e その結5長手露告別にみると

3 -IO{f自の務員に務純的負担がかかっているこ

とがわかった.今lill. この年総長還を対象に紛争11室主

主主総絡に {i効と怒われる介入プログラム号をうた施し

て，後討を行なったので認をきする e

研究方法

当践の 3-1 O~ドfIのまま議長義 100名をます象に，介

入プログラム Aと比較対象のプログラム B. Cを

5起主義し， その!Iij後に務神長室燦.wlヲ霊祭 (GH Q) と

京大弐こEゴグラムを万iいて言詩型Eを行なった@

Aプログラム:交流分析入門ビデオと自然生活

行動の変化 (10名)

Bプログラム:どデオ fレナードの繍 j 緩箆と

災いこと採し(40名)

Cプログラム:A. Bどちらもどデオ学留に基金

却しなかった人(20名}

意書見ミ

プログラムlliJの GHQ得点の平均長室の比較をみ

ると. A'B'Cともに己主義がみられた.さらに，

どのプログラムが GHQ得点の改惑に効果さがある

のか，符 57検定安行い，関総務第 O.0 ω51で Aプ

ログラムが有意iこ改ま毒した。また.Aプログラム

におけるエゴグラムの変化についても符号検定を

行い， のでは尚喜喜善義務 0.02266. 百Fでは対告書事表等霊

ι04329. A では爵~J!議室葬 O. 01061と，プログラ

ム ~h老後に浴衣状態の得点が.fîえまにおくなった a

結論

I.Aの介入プログラムは，綴争t縫E在主義持に有効

である. 2.総高まなビデオ学認と方向づけでa主主状

態を変化させることができる@
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101) 医療技術短期大学本楽生の車車場逃玲;に

ついて一病後 2年rn1のお争11健康調交 (GHQ)

・京大式エゴグラム (TたG) の 検 討 ー

I重大字i災学部付泌総f!，'G

O!*!:川院予，久君主{喜子，総本美智代

はじめに

新til!llの者滋婦は，新しい機場環境の '1'で俊一

様 iこ緊必し. 'F 't(を抱いている@当践では. 1990 

年よりあ採沼者の精神健康調査を~b告している.

医療技術短期大学のZ事業生は尖習時/111も少なく，

夜間~苦手の経験もないことから，職場適応が懸念

された@

医療t主総支立媛大学の卒業生の GHQ得点は. 3 

-6ヵ月で非常'に悪化した 3ヵ月日に GHQ得

点が26点以上{中等皮隊2客様)が 31/52名，孝苦言霊

f予校本来'1:の 18/46名に比べ，有滋に多かった.

そこで，この 31名の務神健康を 3ヵ月絡に追芸春

した.その結巣. GHQ 得点は 2年後まで，良く

なったり，必化したり変動を続けた. 2午後にお

いて，ヰl~事皮隊 2望者手 6 名と比較的総燦な 2 鮮に分

かれた. ri在者 6名の T EGをみてみると. 6名'1'

5名がACの高い右上がりのパターンをぷし. c p鎚

の平均は 12.5で他よりおい傾向をぶした.

次に .B定療技術短期大学の卒業生の 2年後の G

IIQ 得点でやさ事皮隊議若手に属する 26名の者につい

て. til JH時から 3ヵflj正に GHQ得点の変化をお

った。採)jjn寺の GHQ得点の平均は. 22. 5土12.95 

であり 3ヵ月日で必化し. 18ヶ月悶で回復傾向

を示し. 21ヵ月日で主要用 時点に渓っていた.そし

て. 2 {F後には. GHQ 得点の平均は35.92土5.48 

であった.この結果から. tIl Jll時点に GHQ得点

が比較的良好であっても.)l!¥化することがあるの

で注意を婆することがわかった.

本後数'ffのプログラムを考える時，織業上必~

な技術士事の教ffはi主絞的容易である，しかし， 白

aの務祢健康を維持するための数ffは，学校教育

でも本後教育でも可完備されていないのが現状であ

る.今後.自己の精神鍵波を守るための教育プロ

グラムの数備とその m跡調査・効来事tl~が必要で

あると考える.
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102) 看護綴のストレス認知

対処行動と鏑人的特性との関i車

-SCPACと東大式エゴグラムをI甘いて

和歌山銀総務部 看護短}語大学協設準翁釜

O上限雄代子

ストレスはー絞に惑い iiiiばかり強鈎されている

が、適度なストレスは人照にプラスに作服する。

つまり人間の受ける側の問題である、と水野が述

べているように、人間のストレスに対する反応lま

俗人の適応能力や対処方法に左右され、また{麗人

の特性も大きく関与すると考えられる。

そこで今問、偶人特殺をエゴグラムを熔いて急:

観的にとらえ、 Al豪大病院に勤務する看護軍遣のス

トレス認知・対処行動の特徴とヱゴグラムで示さ

れる自我状態の関遠性について検討し、看護織の

心身のストレス慢性化予防の一助にしたく、この

研究に取り絡んだ。

(研究方法}

索隊i 絡による調資で、対象は A~大病院で働く

愛護婦・滋看護婦 126名{婦長・認iJ9事長は除く)、

内 121名からお効 @]uを得た。翻査内容は①一般

2毒性②佐{自らが作成したストレス認知、コーピン

グパターンチェックリスト (SCPAC) 22項包を使

用し、佐伯らの算定法に基づき点数化した。③九

大・東大共同開発のエゴグラム察関紙をmいて各

自我の得点を求めた。

{結采及び考書芸)

エゴグラムのw.別にみると、

① CP後{立w.tま、コーピングパターンのru談窓と

我慢恕の得点がともに潟〈、逃避裂の得点が低

くなる。

② N P優位型は、コーピングパターンの逃滋!Jl!.の

得点が低い。

③ Af菱佼w. tま、~知緩式の妥協傾向と逃遊傾向が

ともに弱く、コーピングパターンの発散裂と逃

避君主の得点も低くなる。

@ F C後佼w.tま認知様式・コーピングパターンの

各項自の得点との ru1には関i主はない。

⑤ AC 優位型は、認知様式の滋遊傾向が強く、コ

ーピングパターンの発敬愛の得点が高い。

傾向が切らかになった。



103) 餐護務とストレス

一人間関係の笑怒からの考察ー

藤a係長室衛生大学衛生学部衛生審議学科

O天野潟校、久約智子、大西文子、松原まなみ、

渡辺トシ子

[el約 i 専門緩である議議委警のストレスについ

て行った務調室まから、怒滋勤務の多さや人童文不廷

による多忙な勤務のき建主主とともに人間関係がスト

レスの大きな姿霞となっていることが明らかとな

った.今@]は終に義援ま警の人間関係におけるスト

レスの爽怒さと紛らかにする惑を el約として*li耳炎

を行った@

{方法 i 対談i立、愛知芸皇内中士号言葉然続より選択

した 3書量殺に勤務する務護言語各100名、計300名と

した. うち右主主データ数iま28品名作5.3%)であった.

方法は、1. r人間関係からくるストレスについて

{上司・スタップ・~僚との人 j露関係について) J 

のアンケート務遂を自由記童文方式で行った. 2.対

忽背景をまEるために年議官、経毒素生手数、 f呈霊童、怨遂

勤務の稜皮宅事13王翼箆についてアンケート鈎査を行

った. 3. iBD社裂のストレスチェッカーシステム

を汚いた@索開室長によるストレス皮の判定および

ストレスの内容の溺定を行った.

{総菜} アンケート潟三まの自白記載内容をコー

ドネーム化した. 1. 1)よ司との人間関係でストレ

スとなった出来率については、 286名のうちスト

レス有 143名 (48.3%)、ストレス祭22名 (7.4%)、未

認入131名 (44.3めであった.上官Hこ対してストレ

ス有と回答した著ぎの内容をみると、!慈僚にむらが

ある 24.5%、スタッフに対する援し方が不公平12

.7%、注3まする詩人誌で言う 10.5%、認めてくれ

ない・廷しく評優してくれない18.9%、f言綴でき

ない 8.4%、一環した考えを持っていない 8.4%

毒事であった. 2) Jニ吉1との人間関係でのストレスに

おける対処については、あきらめている 46.2%、

窃分の考えを誉う 16.1%、第 3毒まに穏言葉する 13.3

%、言語し合いを持つ 9.1%害事であった. 2.スタッ

プ・ 5宝飾との人間関係でストレスとなった出来謬

およびその対処について分析した. 3.ストレスチ

ェッカーシステムとの陶芸塁を分析した.

104)看護都中間管理者のストレスの検討 第一報

ストレス内容とこζ ゴグラムとの関連

滋変医科大学医学部関緩続税看護毒事

。井下買事、代 箆弁総子

{はじめに}

医療をとりまく環境の変化に伴い餐護業務はま

すます複雑・多緩化し、中間誉理絵のストレスは

増大する一方である。管理室には嫁長・ ~J婦長か

ら多くの問題や悩みが持込まれ、年々増加する綴

向にある。今回は人妻葬祭環に役立てるためにや寵

管理者のストレスの程度・内容およびヱゴグラム

との関淡について検討したので報告する@

{方法〕

1 .対象:滋笈医科大学医学部総属病院の務長17

名、副総長知名の計53名、有効回答率85.5%、

平均年令は務長43.3才、 ~J務長39.8才

2. f現濁:平成ラ年 9 月 13日~9 .Fl308 

3. h法:エゴグラムと質問紙安配布し、回収@

(氏名記入の協力を得る)

4.内容:①ストレスの程度と内容

②ストレスとこζ ゴグラムの溺迷

[総菜及び考霊祭]

1 .総長.~J鱒長会長がストレスを感じていると

答えている

2.健康状態別では92.3%が苦手遂と答え、ストレ

スとの関透牲は認めなかった。

3.駿位]JIJでは務長(70.凶)、副総長 (50覧)にス

トレスを常時・しばしば感じると答え、婦長

の方が強く感じている。

4. ストレスの妥協では嫁長は人員不足82.3%、

施設・設備-機材の不備72.3%、毅資に対す

る霊堂任70.6%で、;iilJ務長は人員不足58.4%、

路変に対する受任50%、磁場の OA化47.2%

と答えている。

5.こζゴグラムとストレスとの関連については、

総長のFC(I )AC(りのN群41.2%とFC(!)AC(け

の58.8%で、 N霊平が自分の気持を押え、長男鹿

に気を使うため有窓にストレスを怒じている

また、 ~J縁長のFC([ )AC(!)のN若手は56.3%、

FC( t )AC(!)の台裂群は43.7%で婦長よりスト

レスを感じ自分の気持を押さえている傾向が

あり、雨群ともに有意差が認められた。

(pく0.001)
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105) お銭紛のi議務満足i支と就業'将来との関係

間近:療を室所干支 111提言i銘

。林美紀 11J 8J鎚江

滋 111Bま科系科大学際学郊iìJ-・f，~学科

i必lltl静子

者殺紛の綴務満足j交に彩警察する因子として、外

i菊のほとんどの研究は務理主紛の <!J-I勺織としてのEl

fllをとりあげているが、わが問ではいまだ調べら

れていない。本研究では者護婦の就業符.l:tである

表立室経験if.数、就楽理 1I1、機位、専門織としての

l3iltt支等と君主要紛のi絞務泌足度との関係について

総べた@

(fJif究方法}災査対象;11<1立病院に勤務する 7H霊

鮒 !21名 (2ト25才 17名、 26-30.1"27名. 31-40才 43

s、4!:}"以上31名，米婚61名、既姉60名，者護婦

92名、総長291'..13il長Jごj美21'.含む) .総裁内容と

君(IJ主主mA:お淡紛の総務泌hl皮は泌総iJt11本j阪に

したSlampsの総務泌Jl[支スケー )vを、専門i銭的，:，

Utl支の測定には、志向 i妓が M本阪にしたPankralz

Nursing QUCSlionnairc(PNQ)を使Jfjした。 若手滋

紛としての就ネ~[ :訂以、c刀波法務をたさがいにし

ている②，]:ill-上、③集団へのおi潟、@型IlI.lJがない

、③傘行:の 5つの併に分'liiiし、これらの理 111の初

途による満足度を比較した.また、;g護婦経験年

数、総{すのi議いによる tt絞も行った.

i結*Jt)清志霊終験 i~ 数の i主いにより泌足淡の

まをはみられなかった。 2)就業環出が f!l]綴を生

きがいにしている11洋は、 !ヨ:ffr J二jの尽1m泌より

も、満足度の合計において、看護婦、紛長のいず

れの場合も有窓に高かった。品首 長の i生きがいJJW 

では、 I給与J11幾重主的i主役J1専問機としての自律

j 等で、看護婦の f:1:きがい JJ1'tにおいては fJ銭3史

的治位Jf医師 -1H童焔関係 j 等に対する満足i交が

11:，TrJ二Jll午の悩よりも:ff;iまに高い満足度をぷし

た. 3)幸子綾紛、総長の殴{立で比較すると、 1;室主主

的地位JI審 議 管 理 J~こ対する婦長の満足度は、;g

渡婦のそれらのfliiよりも有怠に，¥djかった.4)PNQと

の関係ではも婦長ではPNQlと医品目白老手渡婦関係に

ついての泌足度との1m~こ r=O_ 433の負の相!泌を示

した。また、 PNQ2と肴渡fi'涼や専問機としての自

律等に対する満足度との fu1で、 1 %の j包~~容でそ

れぞれr=O_368. r =0. 434の廷の.jfll対がみられた。
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106) #~護婦の事責務総足度と対人関係との関係

協 /111英科薬科大学医 ~7:・ øß :rJ- ~，霊祭科

O よ聖子栄一 ~6 r:u務子

iii 111医科薬科大学的腿病税

主要1京筋二子

対人関係の鈴J広により人間を孤独と不安に紛ら

せ、失~と不信と不泌は言動を ;1311 ~こ若手くと云わ

れている。看護婦のi駿務に対する満足度は、本人

の対人関係能力、Jrt場や家法での人r.u関係が良好

か奈か、紛争11的支鐙ネットワークの強弱等によっ

ても異なることが予怨される。本研究ではこれら

と務護婦の職務総足度との関係について調べた.

[研究方法i潟授はお2護婦の請書務総足度とそれに彩

怒すると々えられる対人関係能力.家主主との人間

関係.露草場での人1m関係‘ tiHt1的支祭事7トワー片手につ

いて行った.潟号をに}日いた詰!iJJ:主f自主主はj話線が日本

版 lこした 7つの総/1J¥'l!i系で成り立っている i縫務満

足度スト払宗像等の悩絡的支媛1-7トワサR皮をmぃ

議Kh芸や職場での対人関係の自己評伽iと対人関係

能力説IJi:立には iBD主1:の1ト以・チェバーシステム当事をmいた.

IM !l~ I Ql石泌品ilU)対人関係ifc:IJとl統務総減反との

関係をみると.手{a護婦がの I泌 J<!.I，症の合ifl-J におい

て.対人関係能力が普通鮮と i窃い併が低い j洋より

も 1%の危険E容で{.fぷに潟かった.また. f磯3量的地

位Jrr欠陥ー草子滋紛関係J.I専門i段としての向 f.jtJ. I 

-tl"~草紛持111 fIlJの影響j等に対する泌足度において

も関係能力の低いtl手よりも有;訟に出iいf肢を#とした

.しかし.婦長j鮮では人 fr¥J関係能 IJの速いによる満

足i廷の浸はみられなかった.母1H護婦lt"において‘

磁場での人/lU関係を断ち切る傾向にある 11"の I磯

主主的地位jに対する泌足度は、円減と自己評価し

た群よりも有意に低い伎をぶしたが.I'lif談業務j

に対する泌足度においてはそのaの結果を与えた

.一 -jJ‘，総長鮮の I専門i綴についての自伶jに対する

滅足IJ!:は.内泌と自己採似した鮮が{;U.まに向い総

を示した.母婦長111.において、家主主との人間関係が

PJ niiと採価した鮮の i言語足度の合計jと i給与ーJ.f.'{'j 

2室管破J.f君雪渓梁務j等に対する機足度は、関係を

断絶する傾向にある鮮よりもゐ・3まに高かった。看

護紛殺の内総務の!看護婦相反1mの彩襲撃jについて

の満足立Eはも断絶群よりも高いfl立を示した.号支援ネ

7トトクの強弱と合満足皮との相関はみられなかった.



107) 表後綴の総務総@皮とストレスとの関係

孤立毒薬益I'Tr悠1111おi第

OUJ UI'長江 林災紀

篠山 j家事手薬科大学係学芸名手手言葉学科

i怒i湾総子

ストレスは露義務怠t設の低下、総務に対する不火

、不瀦主事をき食むことは知られているが、どのよう

なストレスが終務総Jtlこ影響しているかを 131るこ

とが重 姿となる。本研究 で は 身 体 的 ス ト レ ス ‘ 心

耳i‘告~ストレス、仕事ストレス‘ストレスに主主い生

活苦!ltflへの透応性、決議H芝、パーンアウト等と草案

務総足度との関係について溺ベた e

{研究Jittli線 変 対 象 :[.必立主主滋に勤務する1f立室

長言 121名 (火性 119:f， 、J母校時. ).ミ綴61:f，‘ g't綴

60 :f，.豪華数年数 0-5~ド =29名、 6-10{ド口 27:ij‘ 11 

年以上 =71名 .lf綴綴 92名、弘吉長 =29名人総

長を内務と i"li芝m主主:者滋婦と総長の総務総足度は

、}さ織が[];千五絞にしたSl呂田仰の主義JE!支スケールミ去

、身体的、心主II的、仕事j.空宇のストレス、生浴室1m

への滋~t主等の 2開!ít にはストレスニヂ工、ソカー・シ

ステムを、tJi:護誌の!兵合いは決燦TJ!チヱツクシート

を、パーンアウトの約定はPi抗出‘ A宅事のスケー )v

を後期した@

:紡糸]1)身体的ストレスがやや百五い llfよりも

然反応淡のほうが瀦1毛皮が向く、 1H菱総では i表

鐙管絞れ f専門綴としての自律 j ‘よ~H主では f 阪

おli-看護綴関係i、 i務滋 業 務J'等に対する満足度が

有 意におかった 2)総長の心堅苦約ストレスの

然反応終では滋遊説よりも l議案策的地位j、 {草子 I"J

織への お徐j 宅撃に対する言語足皮はi向かった@

一方、お縫綴の終 JX~訴は長持 JÈI皮スケー )v の大ニド

の総h主主主主義において.続的君下、 おストレス然、長室

主護者n事よりも潟いき議足後をぶした。 3) {1:'}l:スト

レスの小湾若手では r;o霊5義務 j において非中主義II予

よりもよ3い滋よ毛皮そそぶした. tJ.)快i疑皮において

i詰i緩むi浮よりも UHj議室著書?のほうが潟足度がおかっ

た. 5) パーンアウトとの関係では主義足疫の品育成

.'Jli言葉のほとんどにおいて、安定撲のほうがパーン

アウト i洋よりも宥主主に尚い満足jAそぷした@

108) 民間 3病践における審議繁華霊・看護内

容・審議長選綴務滋足立Zの特性(1 )一警護管理の

特俊一

守二繁擦がんセンター

O在十谷由佳

くはじめに〉

本研究は審議管援のき!li藍によって、看護内容、

審議長暴露妥務総足度にどのような綴遂があるかを綾

筏 の務 似し た務 践に おい て、 研究 し、 務院 の終 殺

を明かにすること会包約とする@

なお、 ここでは、審議管室霊の特性 iこ滋定して発

表する@

く対象および方法>

対象は S市内にある民総露五線車室外科病院 A、 B、

Cの 3病後である。 3j湾院の然球数 iま134-145f，較

である。 A、 8の 2病院はま筆書童数議終 2妻棄を主義尽

しており、 C 病院は今後惑を撃審議申議予定の務長完

である。 議3笠L立、 92王手5汚 3B-7Fl14Bと92>手llFl

lB-llFl13Bの 2g{行った。方法は餐務部長、 f湾

機露君主菜、 審議スタッフ、 怒、革ま・家族へのiliit義務変、

11't病院の 1芸号事震での参与綴警察、 言葉務滋勤務5室、 意ま

議スタッブへのアンケート識変である@

く結受>

① A 総括主は詩書綴 10王手 gであるが、 {築後当初の審議

$1差は務議撃達員のi塁震義者i勢初 lこ{辛い、 1 f手前にi塁

塁撃し、議議議部長が議定{壬したという終苦設がある。

A 続税の審議管Jlllの特徴は際奥の不滅、豪華労への

対応、 各撃署員の謬皇室 iこそった童文務システム、感、言雪

・室長族のき議符1約ケアの充5足、 セクショナリズムの

渓11:.である。

② B j潟践の終告まは、審議館長の遜去の臨床経験か

ら線発された務院独自の慈雲室長率慾怒者 iこ対する審

議プログラムの存在、務波数 8の充5起した新人数

督、 A 病院と同様、各緩箆の後霊童にそった教事号、

民主的討議 lこ基づく綴綴づくりである e

③ C総括主は繁華まの調査官trBIこ議議部長が変わり、

新体露IJの初級E室長きであった。務署H菱部長は隊員の

{箆綴関係の形成に努め、看護摩署員と認す機会を作

り、怠蓄を中心とした審議笑湧のため、看護計磁

の毅育、感、省主の十分なコミュニケーシヨンをは

かることの強識をしているのが終畿であった。
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109) 民間 3務践における看護管理・看護内

~・看護燦軍義務満足度の将校(Il )一審議内容の

特性一

二f-J露祭がんセンター

O(}ト谷由佳

くはじめに>

本研究は、前殺に号i絞き、規模の類似する民間

3病院の看護内容を比較することによって、各病

院の特伎を明かにすること、 また、看護管室主が看

護内容にどのような影響を与えているかを考察す

ることを包的とする。

く対象および方法>

対象および方法は前報と同じである。ここでは、

終に、参与銭察、業務活動調査、看護綴員、慾者

家族の函接によって得られた結集を示す。参与綴

君主では各病院の 1病棟へ 2週間参加緩苦笑し、 E筆者

が緩草案したこと、感じたことを記録した。業務活

勤務Eまでは、参与観察した各病棟で、 1年目、 3 

年以上のキャリアを持つ看護録、 リーダ一議務の

翁殺を請の 3人について、 i呂、筆者が追跡し、 I 

分絡に記録するタイムスタディ t去を舟いた。

く総菜および考察〉

① A病院では、 レクリェーションを i校り入れた者

議、審議草署員からの怒者への芦j卦げが多く、病線

全体が切るい雰凶気であることが特徴であった。

これは、 看護部長の字書締商 iこ注臨した管E塁、 庫署員

のニードを充足する管flllより、華客きおされた特徴

と窓、われた。

②召病院では、 f湾線内に於けるリハビリテーショ

ンの充実、審議計画のrr察本の露五さ、者Z菱総の Eヨ

己裁E量権の広さ、仕事のハードさが特徴であった。

これは、看護部長の指導力の強さと自己裁翠権鉱

大のための交渉力の強さによるものと思われた。

③ C病院では、業務活動誠笈結果から、他の 2病

j淀と比較して、 iiH長審議の少なさ、クラーク業務

に使われる待問の多さ、などの特徴があった。こ

れは、他の 2j丙銃 iこ比較し、基準看護非採用であ

ること、前看護部長の方針が影饗していると忠わ

れた。
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110) 民間 3病続における看護管潔・看護内

容・者殺皇帝綴務満足度の特性(lU )ー者議筋綴務

務足度の特性一

千葉県がんセンター

O(}十谷由佳

くはじめに>

本研究は、 1 • II幸設に号i続き、民間 3病践の考

2室長選職務総足度を比較することによって、各病院

の特性を明かにすること、また、看護管理、審議

内容が看護婦撃義務総足度にどのような影響を与え

ているかを考察することを図的とする。

く対象および方法>

対象は I幸震で紹介した病院の参与銭察した各病

棟の看護h帯、准看護燥である。方法は、 Stampsら

が開発し、信量約らが白本言語での妥当性を検討した

織務満足質問紙を使用した。これは、 48の設問か

ら成立し、報敵l、機重量的地位、医師との関係、看

護管理、 自律性、看護業務、看護軍署員間の人間関

係の 7つの項尽から機成されている。 1つの設問

の媛高点、は 7点、 議{底点、は 1)点、総合貴重高点は 33

5点、総会主主低点は 48点で、点、数が高いほど、満足

度が潟いと解釈するものである。

く結果と考号室〉

回収数、@]収率は、 A病院が 19部、 86.4%、 B

病院が 21部、 91.3%、 C病院がは郎、 100%であっ

た。総合平均点は A務院が 218.4点、 B j斉践が 189

.1点、 C病院が 159.5点であった。項殴7J1j平均点で

は、 r ~宣告市との関係 j 以外、 A病院が一番高かっ

た。 r医釘iとの関係 j では、 B 病院がー悉高かっ

た。また、 C病院は、 A、 B j実践に比し、 f看護

管理 j、 f看護業務J、 f看護職員間の人間関係j

の攻包について街窓 lこ低い結果であった。これは、

直接審議の時間の少なさ、前零2軍部長選慮義療後で、

駿員宿1が混乱している状況であることが影響して

いると思われた。 A、 B砲の比絞においては、 A

病院は 8病院lと比し、 f報酬 j において、有慾に

おかった。これは、報献の金額は 2病際関に大差

はないが、 Aj潟践は自分遠の要求を管耳君主雪が取り

入れてくれているという潟足感と B病院の仕事の

ハードさが彫警きしていると思われた。 B病院は A

病院に比し、 f医師との関係 j で有意 lこ高く、 宮

病院の自己主主蚤権の広さが銃撃要していると忠、われ

た。
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111) 還後者のエネルギー浴室運箆に E遣する研

究 主滋雲寺泌総王室およびElj違約疲労喜望号室一

E宣告書府立 5芸科大学室主療J支綴怨潟大学務

O玄 EB公子

滋J:i¥漆 fL綬;努;大学看護綴

宮警本 明

主塁綴rPfL議後

ま遺 書室怒

言著者らは， これまでに議ま豊作懇の労作災銭をfJjJ

らかにする民的で豪雪笈殺を対象に， シフトiJlJ (尽

室主，主幹夜勤および深夜劾)および診療終 jjlJ (内科

系および外科系)のエネルギ一議室署長室を V02/HR:n

まえにより求め検討したが，いずれの!践にもお慾な

設は認められなかった。今 @]Iま， I潟!待 Eこ総べた'1:.

f主将{務総至宝とÊl~がj 疲労蓄基ぎをについて線告する。

1í i長:緩毒素者 lま 23議~ 28縫の総会総綴に:M務

する翁 2筆者 6名で，勤務経験停数は 4.6 ;芋であ

る@災後日の絡協の劾務終総以外の生活 E寺fllHま，

iH空i翠与の生活fAJ符で巡ごすよう指示した。

生活 E寺筋書葬送 iま， 雲寺シフト絡に 3Elづっとし，

24f時間の行動を分.!j1f立で芸課長支 f持率誌に記入させた。

慾 r主総長fllま， 泌氏の分燃によI.J'-主主室約主主治 i持f!ll，

家事約生長君臨与 1m， 役会的文 f己的生 rliU寺f!llおよび i浪

人生活時間に分綴した。

自室主的皇室労線変 iま[J.本経議?努生協会 i史議長室労

IiJf 究会の喜望号室玉虫を用い， 各勤務の前後{こ記入させ

た。 緩ままは， .lJ1.1l'I. 4 王手 2 汚 ~4 fJに行われた。

主主援:生活持郊の王!L!号線 iま[J毅， 時童話Z室主およ

び渓夜勤では， ヨi穏Ii甘さ色 f舌E寺燃が 9.05，9.25およ

び 8.01善寺院n， 室長率的生 illU寺!織が 0.75， 1.29および

0.81H寺f!ll，社会約文化的 E寺i務が 3.36，3.27および

4.38時間および i荻入住 f主将Illlが 10.84， 10.19およ

び 10.80終 f習であった。収入'l:.i舌待問はEl畿が

長室も長<， 次いで幸喜夜勤であった。[ヨ基hと準復基h

の問で 5%， 1事夜勤と深夜勤のf!llで 1%の有怒な

主主が認められた e また， 診療科 )J~J ではす事主主望者の外

科系が災く内科系との lrnに 1%の授がみられた@

主主労の自党主主状の訴え芸名は， 全項目では， 記事夜

勤の前後で 1%の有慈な差がままめられ，キ寺に身体

的!iU犬および草書締約必状の訴えで右翼まな授が認め

られた。訴え彦容は， いずれの i議会も勤務後に言語く，

深夜勤事夜勤， El ilIJの綴であった@以上につい

て，エネルギー消緊鐙の絡撲と会わせて考察する。

112) 者愛護築廃の包主支障 -1生地位

に泌する研究

E塁F苦笑苦言議議事者について

名ぢ慶大学芸童書誌校舎詰ま霊堂丹大学部

O安芸事言孝子 波議実翌二子

名E主E霊大学芸芝生学節約燦筑波

三i滋E喜子

千3露大学務護学部審議笑芸芸研究指塁率センター

i勾j怒j発

(はじめに)

3窒翁ら;立、 これまでに看護学生の自主党問一色に

ついて議室主を進め、 {患の予誉主手織を送っている学生

iこ比べて浮く綴毅へのま響機段階iこ入る審議学生の

滋議室約i弓一役形成は、学年遂行iこ伴って変化し、

また家族との関わりによって彩謬を受けているこ

どを籾らかにした@で i立、看護学生が滋床爽苦言で

お会う長室も身近な審議長選{怒となる総床実潔領主章者

は、 El'f主尚一殺の地{立についてどのような機i章者旨

乏しているのだろうか。

本研究の照的は、 幸喜怒際援のゅの終 iこ滋成予さ苦言

f言主事ヲ雪について、 {隠{袋線・綴紫綬の怠議権去さの守寺

霊まを知ることである。

(研究方法}

E露F震災習指禁事審議'，!!，'会受講者 348各を対委員とし、

鈴下の芝i~護学生J'!H変防総を議 5襲撃署員沼 iこ一郎修正

した質問緩 r!3我!湾 -1主総{立テスト j を用いて、

平成 4.51:手8-12F!に議至宝毛主突絡した。有効窃's

344を伝子分析{パリマックス問率五}にかけ、 E造

二子機遂を霊査察し、 際住吉手1]1]のltSI乎得点、5j1-士今後毛主i土

絞し検討した。

{主主祭および考察}

l<<綴若手与率 48.9%で 81tS1二子を治おしたe 中西の

i湾 t生総{立尺JJtIこ基づいて各ltSI子について命名し

た総菜、 言語 1(2百二子が撃遺言葉の同一役途成おそ子、 努 2

8子が奪還芸誌のそラトリアム因子、 第 3因子が{遜{監

のそラトリアムltSI子、第 41tS1子が f話{議の向-{生i蚤

成因子、 2事5回二子が{蕊{選・堅議室長の泉郷完了ltSI子、

務 6!2皇子が{筏{畿のそラトリアム・!可 -j主主主絵図子、

第 7図予が綴{護・毅言葉のそうトリアムtz9子、言語 8

凶二子が{謡鐙の i弓一位拡数因子であった。

E毒性意f1]1]上ヒ絞においては、 2. 3の溶いが認め

られたので報告する。
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113) 医学部学生からみた表議会審の印象と役

割 …審議体験実習後の慈;捻認笈

f走車毒大学医学苦客約I:i病後

O下呂澄江 金井忠文怒 !L JlJ良子 EB中智美

お4露察弓 石橋由紀子 小林初子 松武滋子

芸喜多泰子

{隠的]本主主では 1990王手より医学部学生の体験実

認を行っている。今回、学生がま足えた審議会警の印

象と役割について知るために窓議録査を行った。

{方法}自 ~è式質問絞おま変 質問内容:審議長蓄

のイメージ、役認、チーム医療などに関する多緩

i翠lR11 項目と自由記裁 71真呂 対象 N大学医

学部 2年次生77名

{事古泉]①アンケート回収率88.5% 対象の内訳

{立男性43名女性26名、平均年鈴20.8才であった。

②議議長率のイメージカラーは白 66%、ピンヲ 27%

であり、義援金蓄のイメ…ジ{立紋身的19%、肉体的

絞労 18%、務f宇的疲労 16%であった。性別にみる

と、 ~l生{ま献身・笑顔・チームワーヲが多く、女

性は肉体的疲労・焚{壬・やりがいが~い傾向にあ

った。

C争奪まZ霊長警の印象 I立、 5号?生はま完切・やさしい・ 3芝商

自が~く、女性 l立約やか・温かい・さわやかが多

かった。一方、医締の印象 i主務れる・ 3芝ilo霞・祭

愛怒の織であり、頼りない・;令たい・恐いのよう

なマイナスイメージは男性が有意 iこ~かった

( p く 0.01)。

@審議長請の役割はり慾容との心の交流、 2)B常

生活ケア、 3)伎のスタッフとの主主擦の燃であり、

男女ともに閉じ傾向であった。

⑤チーム医療は 77%が怠者を中心とした医締及び

コメディカルスタッフのチームワークが墾婆であ

るとし、震 E車・審議長書関係が塗妥としたものは22

%であった。

⑤医S理・審議務関係は 23伎は状態{云i芝、女性は橋

渡しが多く、 78%が+譲渡し約 iこ縫えていた。

今回の草竜王霊で医学部学生が捉えた泰議長蓄の印象

と役割については、男女でその捉え方!こ特徴がみ

られた。すなわち、男性は滋身的でま見切・笑顔の

印象で捉え、女性は肉体的疲労、資{壬1Jq霊いなど

現実的なま思え方をしていることがわかった。
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114) 医師・看護婦関係に関わる婆国の考察

一満足度認査をふまえたす私立大学病院勤務看護

婦と医鈎の意識銀資からー

東邦大学E在学部F付属大森病院

O山崎恵子

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター

草刈淳子，長友みゆき

[li汗究図的]

当院勤務看護婦の職務満足度調査(平成4年度

実施)の結果「医師と看護婦の関係jは 7項目中

3番目に低い満足度であった。医締と看護婦の関

係は、古くから f主義の雨憲章JIこ喰えられているが

まだ協働するという関係になっていないのが実状

と思われる。そ ζで、職務満足度潟査の結果をふ

まえ、満足度の高い群と低い群の意識や行動の違

いなどから「医師との関係Jに関わる要閣を明ら

かにするために調査を行った。特に今回は一部の

昔話容ではあるが医師侵1]の意識調査も問符に行なっ

たので、向者の比較検討を行った。

{研究方法]

対象:①先行研究で対象となった23部署中、 f 

医姉と看護嫁の関係j についての項目で、得点の

高いよ位6部署(以下高部署群とする)、下位6

部著書{以下{底部箸群とする)の看護婦計239名

②上位、下位部署に関わる S診療科医締23名

方法:質問紙留め鐙き認資法(務擦の「医締看

護婦関係に関する意識調査j及び河口の「看護の

専門分野に関する医師看護婦の意識比較調査jか

ら作成)

{結果1
1 )高部署若手は、 「医師との関係J令『同僚関係

』とし f関係に潟.JE.!Iしている。 (pく 0.001)

2 )看護婦の主体性の有無が、医姉看護縁関係の

満足度に影響を及ぼしている。( p<O.05) 

3 )看護嫁は、医師が看護婦を理解せず、パート

ナーとして接していないことと、 E室締の方針と

看護婦の方針に食い違いがあることに不満を感

じている。

4)満足度の低い看護婦の方が、審議の喜専門織に

対する期待値が大きいために医締看護婦照係に

も満足していない。

5 )墜釘i看護婦関係を改善するためには、積極的

なコミュニケーションの必要性が示唆された。
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115) 看護場面におけるリーダ…シップ行動

渓I]):E尺度作成の試み(I ) 

-~塁審;こ対するき雪議録のりーダーシップー

熊本大学教育学部看護科O内JII洋子 成田栄子

間的潔数下苦笑践研究捻毒事センター さEBi護縫

[はじめに]翁議総と E芸者の対人関係{土、l!;!遂の

閥復i滋程iこ大きな彩襲撃をおよ iますと怒われる。看

護綴自身もそうした叙警警があることを前主主iこ、望

ましい対人関係をき器くために努力しているはずで

ある。しかしながら、そうした数きかけが、 E芸者

からも主主められ、また祭儀されているかどうかに

ついては、必ずしも明石撃にされてはいない。本長野

党では、 r ~芸者 j サイド}こ立って、 f怒至言が主主め

る審議総の行動(リーダーシップ) J についてまま

礎的な研究を行い、さらにそうした行動が殺容の

入院生ti5におよ iます影響についても検討を加える

〔方後]慾容に対して翁譲綴が 8滋約にとってい

る行勧告と島出記述によって収銀し、さらにこうし

た行動がどの稜笈愛姿であるかについて翁交を行

った。その総菜、 84 工員 ~iJ、らなる f 慾毛ぎからみた

議議録の行動リスト j が作成された。この行動リ

ストと rm容の入総生活iこ対する滋JEIl芝 j を潟ID宣

するための251員包毛とあわせて、熊本市内及び綴浜

市内にある 2つの渓綴機関iこ入主主中の怒著ぎに対し

て潔王室を災織した。

{総渓および考察]麹王室の総索、 221名から回答

が傍られた。長ま答の多いZ員gを除外するなどして

主主終的には、審議綴の行動73J員g、E筆者の滋足度

24項目が分析の対象となった。 Eえのような総累が

j専られた。①~&塁線の行動を因子分析した総菜、

r 1台慾i長緩における綴機的対応J q奮緒的サボ

ト一段 的記綴慾容の 受求iこ立すする後援的

対応一段約毅密さ j の 5因子が見いだされた

②E芸名のj設定}交については、 f巻3霊 滋 足 入 院

I祭淡議定安宅践の義主主的立、trc::への議足j の 3fZg

子が見いだされた。③ f看護緩の行動J 5因子と

外的議慾としての r~望者の瀦 f芝居EJ 3E母子との関

係について分析を行った。その結果、議議録の行

動が、 E塁審のfffii皇i議緩や害電話もにま守する滋足度;こ影

響を与えている惑が紛らかにされた。

116) 務鯵の効薬に隠する務次(1)

E耳鯵プログラムと研修生の学習との認主義

日本;fi，jll協会主3滋研修センター

0総本弘子

言語凶レイ子

千;wi大学王?護学部11~室災~~研究お若手センター

総沢鶴子

I.IJ(j(J: El本:tf滋協会事J~霊研修センターでは~m

3 2の研修をv官僚し、約 3000人の研修生が参

加している.この税金主で!iJH基金は仰をどのように

学んでいるのだろうか。研修生の学びと研修プロ

グラムの泌i!liつまり、研修効5長について知りたく

この研究に取りおiんだ@

2対象及び方法..対委員は3jl.þt1~f.皮の還まま霊管理l! C

(郊民主E佼)研修に参加した 55名.研修生の参

加記事泌からなぜ、仰をどのように学びたいのかを

分析し‘研修羽左翼を設定.研修方法はo己学習、

グループ学習3で各おの絞J8i't'!:1刃1おこするftig廷を絞

り入れた@研修の結集は研修生のf)lft芸のまとめの

記述内容を分析したe

3.結果・考然:研修生の塁手l!!1動機}立、自分の役;切

な1災被にしたい (23名)スタッフと災にsl:v);菅

波がしたい (20名)問題そ解決然1たしたい (2

01'，)俄であった.室主)Jlli総題は締役の主主lJ1Jについ

て学ぶ (20 会〉良い理，H査がIIH1~できる方法をq，

ぶ (20名)11¥IJl語解決方法そ学ぶ (20名〉がよ

伎を占めた。そこでこの研修では務滋鋭を切擦に

する。自己の役割を:19J擦にしする.]問題然fR:の手

法を学びIIIJ泌解決のプIjI~J を 191 らか}こするを日援と

したe この研修の結来自己の総長道方向性がザl!裟と

なった(-16 ~，)役おjが19J~{となった (3 3名)

l'1己のふり返りができた (31名)flll泌解決方法

を学んだ (27名〉まま緩の後ぷが持てた (23名

}令官3のプ'iI去を学んだ (22名)等であった。言葉

泌をi主r&ずるよで参考となったプログラムはグル

ブ学'tii(374'，)務経言語 (32名}文紋学総(

2 1 f，)が上{立をしめた。プログラムに関しての

訴を震は、自分で災霊祭作業してみることの幾しさ、

そのプロセスtJ1J益も役立つ.受け身ではなく~際

考えていくプログラム総成が良かった@日々のレ

ポートは大変だったが例かをまとめ、議くことで

紛がはっきりJtえてきた.号車の感匁lは半数以上に

みられたe 参加JýJ機、語!!~遣を分析しfiすのために侭

を完全びたいのかをijfJ磯にして研修プログラムな総

むことで研修生自ら、 i問題解決の方向をみつけ記長

滋と方向伎を明確にできた。この飴来は研修の

効来といえるのではないだろうか@
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117) リーダー研修の学びと課題

一段階)jIJ研修終了幸子のレポート分析からー

山梨医科大学医学部関滋病院

O 手塚とみ江

千葉大学看護部看護実践研究指導センター

重富沢陽子

くはじめに〉

当院では毎昭和 58年関税以来.~人教育 4こ次い

でリーダー研{彦(ノfート 1. パート IJ.ノぐート m)

をF!l:'皆)jIJに実施している。各段階別研修のねらい

は否リーダーとしてのお立である。

今殴. 1)ーダー研修の成否を知る為に，段階)jIJ

研修終了狩のレポート内容を学びと課題から分析

.検討したので報告する。

く研究方法>

LU裂医科大学医学部隊属病殺で昭和59年から平

成 d王手までの各段F告別ザーダー研修を終了した 53

名のレポート 159喜Eを後討した。

く絡泉>

1. f.生F告別研修の自主主・内容・方法にE重複がある.

2. 段階別研修レポートの内容

1 )学びの内容は自己認議務遂笑践 J

「ワーグーの役iliIJJに大別できた。

2 )パート Eにおいて rEl己認識 J の記述が

あるのに r看護実践ワーダーの役割 J

に関する比率は減少している。

3) r 1)ーダーの役割 j に関しては，段階が進

むにつれ記述が滋加している。

4 )学びと謬Jtliとの関係

パート iにおいて「自己認識 Jに関して記

述がない研修生に課題の記述があった。

5 )課題の内容は，学びの内容に対応して「自

己認議 J r看護支援 J r 1]ーダーの役割 J

に大)jIJできた。

く考察〉

各段階)jIJ研修の学びの内容が，成長変化の気づ

きとして自己認識 J でき，また自己を信じて

いける吟リーダーとして自立できると考えた。
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118) r 1)ーダーシップ特性の傍究j

一一中間労I里コース受講生にみる

PM機能の変をまとヱゴグラムとの関連一一

IlIIi天堂大学医学部F付属産費天堂医院

O武チj: テJレ

千葉大学':E護学部看護実践研究指遂センター

内海渓

[凶的]当院では卒後教育の一環として、卒後 6

5p日以上の看護婦を対象に中間管理コースを設け

ている。平成立年、 3年に受講生31名を対象に P

M理論によるりーダーシップ測定を実施した。今

問、再度、 リーダーシップ測定を実施し、倍々の

変をまを切らかにし、変容星空閣について考察し、ヱ

ゴグラムとのr:>!，Ji壌について検討した。

[研究方法]

質問紙法

(1) P M理論によるリーダーシップil!JJA'

( 2 )東大式エゴグラム測定

[結巣〕

PM得点の変化について

( 1) ;Jff~~経験年数による PM得点の変化は、経

験年数 6~7 1fに 1.とく‘まさ数年数の高い

11~ lS年に P得点、(f)上昇がみられた.

(2)昇絡ミきと非昇格者とでは、界4害者に PM得

点の上昇が多く、 P得点に有意設をみた。

( 3 )箆外研修受講の有然}JIJでは、受諮問数 2間

以下に比べ、受講@l数 3@1以上受講した群

に P得点の上昇がみられ、有意義をみた。

研修内苦手でl士、看護管理、三宅習指導、専門

的知識に関する研修受講考に P得点の上昇

がみられ、有意去をがあった。

(4) ローテーションの有無別でl士、 PM得点の

変化に有意義はなかったが、ローテーショ

ンのあった 7名中 5名に PM得点の上昇が

みられた。

2 回目、 2回目謁査の PM変化のi阪について

i図主主iま、階段状に、イ間々の主主が少しづっ現

われ、 2、 3回生i土、 PM得点の上昇群、下

降若草に分かれていた。

3 受翁主主のエゴグラムの王子上与は逆 N裂を示し、

P上昇、 M下F革、 5手柊群も同様4こ逆N裂を示

していた。



119) 郡鏡長の誇検討

土建員された富IJ全議長の現状からー

絞主主大学援君主議ljI付属病院

O間宮礼子

千葉大学審議学部総潔審議案践研究治議{::r!l-

NXロ鎮男

f はじめに j

1991年国立医療機潟における審議綴給与の特別

君主撃がはかられ，絞王手大学医学部予付属病践におい

ても 1992年から 2年総で15名の割綴主主への昇格が

あり 27名から42名となった。これに伴って 3名の

郎総長忍議審議単位が12.5%から 1993年には52.9

%に透した。その結果副長議長雲義務が縮かくほ分さ

れる綴向にある o これで泉たして管室芸者としての

管理能力が育成されるのか，又護霊童数の 14%を占

める富IJ綴長途が今後長期にわたり毅雲量的支霊欲を綾

持し得るのか，将来に向かつての危僚が感じられ

る。そこで今割譲IJ綴長の将来をも念めた;窓議潟王室

を行うと共に環状と今後の滋向について検討した

f対象と方法j

さき践のを議長17名と語IJ線長42名を対象にー議1]綴長

の章義務iこ喜還する怒議及び建設務態皮〈勤労笈欲， 震義

務長室裁と毅務溺足〉について7ントト議後をした。

「幸吉泉j

1)喜IH議長としての談役υー?の変化会綴主主は慾雲遣し

そして露夜の王手攻j絵を残した昇進苦手H変iこ大半の

会議長が疑問を持ち，数位イi冊子の低下を怒れていた

の 3. 4名の喜1]総長室('，fl塁審議議伎はIJ-f-が決めら

れているにも関わらず綴長からの掲示が7，1-;(1こ伝

遂されていないと感じていた。

3)高1]綴主主芸義務の綴分化領府}を部綴授の大半が長率じ

Eやでも溺線長経験11年以上の誉会員が感じていた

の渓合務護単位全議長は 2名以上の富IJ綴長が望まし

いとヨ革命えていた。

5)毅務縫続と勤労意欲は富1]綴長綬草案11年以上の者

が{告の者より高い綴i勾であった。

6)綴務満足は郎総長経験4-10年の者が潟足度が

潟く .11年以上の者は低い綴向であった。

7)溺線長i立務畿管理より臨床選言語襲ケアの方;こ露主力

を感じていた。

8)副総長の専問看護綴志向は42名中18名で41.8% 

であった。経験王手数}jIJでは 1-3:t手の者が66.6% 

をおめていた。
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120) 現場からみた看護の質の評鏑

間際医科大学的潔努山務総看護部

。大蔵サチ子

はじめに QA (Quali tiy Ass世ara訂ce)シス

テムの枠組として、 DonabedianはQAを構造、過

怒、絵芸誌の抱互に関逮し合う三つの構成姿繁から

なると提唱している。滋床主義における現象として

記裁した記録物から QAシステムをもとに仮設を

たてた。

仮設:滋主義環境の改釜は審議の受をE認めること

により看護鴻の慈欲令I脅し、マグネットホスピタ

ルへと向かう。

方法 :QAの構造部分は、1.看護婦の滋場滋境

として、1)看護綴員教育実施状況、 2)磁織率、 3)

環境改惑の事例検討、 4)個人福援の四つを資料と

した@過渡部分は、 2.患者へのかかわりとして、

1)主義故報告審{転倒・与薬・務長IJ.捻液管環・針

事1Iし事故}令資料とした。結果は、 3.1.患者よりの

認偲として、1)投替、 2)総会総談の内容、 3)態、議

アンケートの三つを資料として検討した@

結巣:1ぺ}教育実施状況は校外研修出席惑は45

- 160%に、それをもとに践内における伝透報告

会出席率も 16-20%となり関心が言語まってきてい

る。ト2)緩綴E容については、年度によりバラツキ

はあるが12-20%の範関内となっている。ト3)総

長会での毒事例綬討に関しては、労務・ 3義務につい

て鋭意、工夫されたものが出され改答されている。

ト4)弱人E討委は各部所の総長が一人平均1.4@]/ 

与の割合で笑施している。次iこ2-1)であるが針車1I

し三事故が最も多くついで転倒、与薬ミスとなって

いる. 3-1)投設には待ち待問の長いことへの不穏

が問立つ。 3-2)総合格談についてはインフォーム

ドコンセントに関するものが著明となっている点、

は、早急な対応、が禦まれる。 3-3)アンケート調査ま

結果は対応、が良かったについて医E指針%、看護続

的%、その他の磯良79%とおている。

考察:磁場環境の改祭l土、ベッドサイドケアの

充実につながり、看護婦a塁手の学びと潜足度に影

響する。臨床では婆介護的姿三震が増大傾向にある

が、様様薬剤師、クラークの採用、物淡カートの

活用と支緩システムによる補いも大きい。王宮象の

振り返りをしながら魅力ある磁場づくりに尽力し

たい@
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121) 患者のニーズと表畿紛の媛幼からみた

看畿の質評価

婦人科怒性疾怒患者の事伊j鶏査から一

東京医科歯科大学医学部総属病院

。語審木佳代子

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター

草刈淳子

{はじめに]私選看護婦は、常に個々の態省。に適

したー森喜襲サービスを鎚供したいと考えている。し

かし、 U頃より配慮していても、実銭高著練で提供

している看畿が患者のニードに適したものとなっ

ているのか、その評飾はI鍔磁なものとは言い縫い.

そこで今邸、 f感考のニードj と f看護綴の捉え

る怨者のニード j の2去を検討することによって、

υ頃提供している援助が、個々の怒者ーに適した看

殺となっているのか君子かを切らかにすることを図

的に;t\~交・検討を試みた.

{潟貸方法11) 患者に対して、①カルテから慾

持基本絞殺を収集.②4主総成約な質問項目を用い

てiiu援による悪事取. 2) 務務総に:lfして、①基本

情報をアンケートにより収集@②質問j紙留箇?去に

よる 1患者 1滋r.lJ前後の情報収集.

t対象11) T大学病需主総人科怒性疾怠患者8名

(A' st-Mt4名).2)r司病棟宅まま霊綴20名 (A.ßチ-Á~IO名).

{結采]①対象感者・のニードの約60%以上は、意ま

ま聾婦に{可らかの援助を求めている。②マズローの

分類によるニードの段階では、{安全のニードjが

全体の38~m;を占め、その内援助を求めているニ

ードの殺は、 86%とおい@③A.Bチーム共、患者

の{義務総に後泌を求めているニードiの把綴状況

をマズローの分類でみると、生主主的(]0 0 %)‘安全

(81完}のニードは比絞的従えられ援助しているが、

総総.自主主.自己実現 (20~50%) に対する援助への

配慮が不足し、怒者の背景を十分考慮した援助に

なっていない.④対象患者と看緩婦のニードの一

致は、 Aチーム96.4%でほぼ滋者のニードに沿っ

た媛助が出来ており、窓表の満足も得られている.

Bチームは80%で生理的・安全のニードの滋助に

集中し、怠者のニ…ドを十分泌たしているとは言

い草壁く、怠者の十分な満足は得られていない.

⑤愛護婦の臨床経験年数と寝床判断及びニードの

一致については関連が明らかではないが、 f臨床

学j際匂と fニードの一致j には関迷が示民主されたの
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122) カーテンの i堂前について

東京医科大学総段

OJlI本番豆、大塚Jぶf車、六日方絵美子

長谷川伸子、5em I事美

千葉大学者穏当主総 Jお談実銭研修指導センター

I)~ 品究

入院慾訟は「総佼」という一線の袋1'Ilf電機の ψ

での生活を余儀なくされている。人君主怠者がf主主霊

な生泌さ芝 ml;を録保するために、払i主lま生 i;Ii索隊iの

一部である主夜祭のカーテンに焦点を dて、アンケ

ート潟ままを実8起した。そこから、患者にとっての

カーテンの役 ~J を明らかにし、患者のための看護

を考えていきたい。

{研究刀法〕

潟資対象者 2人総経および 6入量s嵐に入院中

の 104 名に然記名で I~I 芥させた。 I~J 収不 8 0， 
8 % ~1室内符:ブレテストの結果をもとに、患

者がカーテンを使mする滋雨として tpげた 9JJi EI 

を選択肢とした。その tjlで必w'としている場郎、

実綴に使用している場慌を~択させた。 分析方

法 1)カーテンに対する滋滋)jIJにみた使m妓伎

の分布 2 )慾者'I't-l吾郎にみたカーテンの必主14性

と佼m正義!支および jニ主HJ.!m銭j立の約関係数

L絵!.l!)

j'J;lJIJ.ベットの{立絞・1;;静i立・手術経毒売のおJ!!¥

の忽 J!dヤ ffiにおいて、カーテンがないと rlflるj

協 i聞は、省主主え.fi'HA・岩下 illi・絞袋持であり、実

際 iこ rel! Jll j する場 iffi1立、遊詩え.7，古拭.iU: '1'宣告与

である o IjJでも特徴的伝のは、封t地時 tこ n回る j

ととらえている 1告訴は多いが、実際に{史mする対

JJUま低い。また、就袋持 lこ r[拘る j ととらえてい

る患者は多く、佼 tはする~者Ilt 1;1.それ以上に向いこ

とである。法者 7主張)jIJで n討る j 滋衝と rf定HJJ

する場 II司の 'Jelioji憾に kがみられたものは、約 f式・

体調がすぐれない狩・百討会話寺・プライベートな待

問・車tlii u与などで、 れ羽る j 場 uii、または rI!史}持

する場爵1で差がみられたものは、役目IJ・ベットの

{立霞・安静 J立などであ勺た。

{考察}

カーテンの役割は、視覚的な i窓際iととらえてい

る践者が多く、辺、お背 ffi別の f凶る J r el! m Jの

平均 1iO.や荘!関係数も、これを裏付けていると恕わ

れる。



123) 病院看護における化駐に関する研究

一第3報一

埼玉県立衛生短期大学 O大河原千鶴子

千葉大学看護さ宇部 金弁和子

看護識の化穫に関して第l報では年齢婆習が高

いこと，第2殺では地域・施設の比較において30

~初代に「化粧したくてもできないjという特徴

が一部にみられたことを報告した。今践は1. 2 

報において対象数の少なかった30-40議代に焦点、

をおいて，この年代が多い現在教育受講中の看護

教員と臨床指導者を対象に. ~章表・検討を行った。

対象は埼玉県主催の務護教員研修会受講者51名，

文部省主催看護学校看護教員講習会受講者16名の

計67名である。平均年齢は 37.0土6.3議，勤務場

所は藍療施設55.2%.宅言ま護学校44.8%であり.埼

玉県内の夜識者が約70%をおめている。

方法は平成5年8月前回と問機の賢賠紙調王室を

実施した。内容は勤務吟の化粧の有i民化絞する

怒fl:lおよび況感，使用化粧品の種類，化粧による

気持ちの変化委化粧以外の身だしなみなどに，看

護騒の化挺におiする意見と好ましいイメージ患

者に与える影響についての意識.教脊・指導の必

姿f設などを加えた。

結祭および考祭

1) 勤務時;こ{化粧するJものは73.1%であり，

1. 2報の持年代lこ比べiおーい傾向]であった。

2) 1. 2殺と同様の傾向を示したものは.化1-11
する理由の身だしなみ.化粧時の配慮，化粧以外

の身だしなみであった。

3) 1. 2 幸誌に比べ高い傾向を示したものは.~

由の他人iこ好印象とおしゃれ，使隠する化株品の

麗類，化粧による気持ちの変化などである。

4) 化粧に関する恕見として.看護織は化粧して

いた方が fよいJ74.6%.化粧が気になったこと

が fあるJ85.1%で，気になった点は濃い化粧，

けばけばしい化被，化粧53の匂いがあげられ，配

慮の回答内容と栂反するものであった。

5) 6つの好ましいイメージ選択肢の選択j樹立.

f清潔でさわやかJr鍵僚で明るいJr穏やかで

獲しいJが高率であり. f設は低率で・あった。

6) 化粧や身だしなみが慾者に与える影響を意識

したことが fあるjと89.6%が出答した。

7) 教湾・指導は「必要Jが76.1%であった。

124) 線科病棟における退続時看護サマリ

の分析一看護問題の傾向一

群馬県立盟主言短大

。嶺iEP秀子

群馬大学涯学部付属病院

?号機尚子、会JII陽子

群馬県立監療短大

正田美智子

苦手馬大学涯学部付緩病誌の怒科病棟に 1987 

年から退臨時看護サマリーを導入した結巣、年間

記裁E容は、 1%から52%迄増加した。更に詑毅

内特の充実を計るためにサマリ…の内容分析を試

みた。今回は、分析羽8の始出と検討を1Tない、

限科領域の看護問題の傾向を知ることができたの

で、ここに報告する。

方法 r全入誌院患者に看護サマリー記載jを

決定した特拐の、古iJ・後 2か月間の54仔IJを対象

とした。看護診断の枠組みを用いて記載された看

護問題の検討をし、その結果と当誌の記載婆項及

び文献を法に、分析項8を抽出した。

結4果・考察:1、看護問題 13 1は、高頻度傾

から、 I)合併症の潜渡的状態:出血、際庄上界

、角膜滋務、被尿病(お.i延長立糖)、高血正、貧

潟、{犠息、2)....の知識不足に関連した健

康管理の変調、 3)手術、視力喪失に関連した不

安/恐怖、 4)境覚障害、運動際警に関連したセ

ルフ・ケアの不足:着衣、食事、清潔、 tltTl!t、 5

)外科的侵襲に関連した感染のハイリスク状態、

6 )終潟、体位による苦痛に関連した安楽の障害

、7)現力低下に関連した適応障害、 8)筏覚障

害、高齢者に関連した身体領傷のハイリスク状態

(事故の危険性)のSつに大きく分類できた。

2、看護の防襟はgJ長呂、入説中の実施内容は

8項皆、退院時の実施内容は 10項凶が抽出でき

、サマ 1)ー用紙の境日とあわせて71の分析境白

を選定できた。

今郎、当科の看護問題は、ゴードンの1Iの機

能的健康パターンの5つに集中しており、共同問

題がもっともお頻度で、自襟・実施内容の項目か

らも看護過程燥捕に一定のパターンのあることが

示唆された。
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125) 看護滋誤i涜止のための一考繁

富山医科薬科大学隙属病院看護部

0辻口署喜代隆 淡祐美 五十嵐滋子

木元久子 奥野和二子 i!1iEEl彰子

態、重苦の安全の為に看護滋訟を@滋することは、

審議苦言の霊堂務である。~院では間続以来看護 i鐙ã，~

E写発i涜li:.の一手段として f壌放報告審 J用紙を用

いてきた。 しかし、その記絞が費量しく、 また、そ

の活照度が問題であった。そこで 19 9 1年、記

室主内容を筋素化し、看護巡誤の防止体験までもが

~2 議O!l件に含まれる f ハッ!とした出来事 J ffi紙

作成し、 主主受話活動を行った。

今問、荷車廷についてアンケート認査を実施し改

幾の有限伎を検討した。また、 「ハッ!としたお

3任務 J悶 紙 に つ いて記絞認識回数及び記裁縫数回

数を総王室し審議i経誤防止の，誌を検討した。

方法

当院看護錦(士) . 話11審議長講(土)長. 肴3室主官

(:1ご)長に対しアンケート毅査を 3回実絡した。
1990i手 r事故報総務JF!l絡について

1992年 fハッ!とした出来事まJ用紙について

1993lf. rハッ!とした出来察j 用紙に対する

1 2攻包・看護経験生手数，現磁場経数年数，際{立.

2えび主手書~ . 注射. )レ…トトラブル， 転落転住1]， 検

主主処最愛. !援指担軽量著書， 総長11. 麻薬， その{也への記絞

認識回数及び記裁経験回数

総5長

f事故報告議JI官紙は記殺し重注く、 フィードパ

ックされていなかった。 rハッ!とした出米事 j

m紙 j議JJDにより、記絞殺数， フィードパックが滋

えた。

餐滋経験が短いものには、 ミス・ニアミスが多

くみられたの現磁場経験王手数の短いものには、 ミ

ス・ニアミス多くみられた。

与;渓・注射に隠する、 ミス・ニアミスが多くみ

られた。

ミス・ニアミスは、冬病1索f吾で特殊性がみられ

r場。

幸主治3書記議2認識思数 l立、 ~2 絞経験の約 3 f去であ

った。
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126) 手守護焔の安全態度iこ関する研究

一医療事故係閣に隠する議議長寄進一

自治医科大学看護短期大学

0松下也美子

nU!i大学記長波短期大学

荒木美千子

く図的>:ft~霊行為において、忠ð'の安全を íiít保

するために、医療事故を未然に ~)j ぐ Hilやシステ

ムの磁立を図る必苦さがあるが、そのJ芸品壁潟主主とし

て医療事故版協に対する{i~紛の.b'd設の特徴を i切

らかにする。

<，万庁t払法L左;>1仁. 右宥t~護壁教員 2縫童成Z諜準 t続'il:t夜t正'，'学‘ア戸y

8ωG名を文品対‘:.ji象浪iにこ、医療事故J)ji[XIとなるものについて

自由記述させ、 KJ法をJIlいて分析する。 2，一

般産業分野における事故原図モデル(魚の'i'Iモデ

ルハ〉と KJ法による分析結巣を比較ー検討する。

くt古巣・考察>1.アンケートにi1L!殺された孫

自の中で頻度のおかったものは、前iい駁iこ「未熟

な知識・技術J r伎怒不足J r多ttJ rli室認不足j

であった。 2. 医療事政の鋭校((.J袋凶は、 「不安

全行動Jr不安全な心怨Jr判断・予測ミスj

f材草寺・機器の不備Jの 4つにまとめられた。ま

た、潜在的要凶は、 f看護婦の経験・教ffJ r労
働深浅J r{f~霊織の鍵康状態J r安全態度J r'Si; 
~管恕・数手むの 5 つにまとめられた。このこと

から、事故の発生!Vj11:のぞF後かりは、これら 5つ

の滋;伝的妥協を緋徐することにあると考えた。 3.

一般産業分野における事政JiR~との比較では、看

護溺は、 f材料・機然j ・「作業環境J• rft梁
刀法Jの不鍛についての認識に乏しく、禁欲j京si

を人的なものとしてとらえる傾向にあった。過去

に生じた、特にお三護婦がl潟わって生じた医療事占立

をみても、これらの要因が絞絞事政絞siとなりう

ることはi切らかであり、右越総の認織の低さは、

芸評散予防の主主点から、望ましい状況ではないと忽

われた。

J )潟邸 勲 「ヒューマン・ファクターを係るj

Ut'o再選絞めて "1央労働災答紡止協会

1988 p 189. 



127) ディスボザブル製品の効率的手j潟!こ向けた重義務改釜

一君愛2室長暴の菜室怒号主薬で、 ここまで変わる一

子宮izA、終第二f湾総

。若手奴磯子

きし綴i葱孝子大学佼、長室~IJ皇学官官看護学科

IlJa…務

!.li' 暴露

昨今、議後の経営慾{とがさ主lIl脅さな問題となっている。務j誌の効

率的な走塁主主のためには、経営者のみならず、車議員会員の窓霊安己主主事

と協力が必重きである。そのやで審議終災i立、人委主的lこも3義務の絡:
笈からもf指紋内の中心的名どおiを*たしている。ももって、務遂E還が
身近なmから慾綴是主主主主ど行なうことができれば、病i災会体の滋'i討
にもたらす影響力i立大きい。

ところで、 55践の物品綴求i立伝緊言語求方式をとってお号、従来

l立各病燦が-lit!こ数民分を玄とめて綴;jとすることが多かった。そ

のため、や炎材料室{以下中狩と路す}ではゑ大t務;jと畿の委主{去の在

員i'a:常時保管する必E警があった。
そこで今留、中材のディスボザブノレ製品について綴求伝票耳の草案

王立を交交するとともに、 fお;立!f語 iこ定数を主主2主し、必:ll!去をfìí:~設のイ五
i議を保持するよう後Js:した。その終泉、中将のずl'fi支を芸室長議するこ

とがw楽たので、そのi邸呈と純泉について幸警告する@

1I.対象と方法

{五紫雲を3芝Jiiiの、平成4年5Jl-6よiを研究繁I裏書とし、このよ努
ぷ11こ 7 つのお主主から絞2位された?絞らものきを絞随筆主と言語求数~K議後

した。ここで:選手もふとは、全筑後で左手おもI!f話する①主主去I終止ゐ1、

②注射総側、③蝕守主十、徹縦士分、③塁塁主総iの5t?uldである窃

この主導笈撃さ5裂をもとに各総長字、の;主義文を設定し、 1午後の平成5
年5}J1こをえま語形式'a:変更した。なおfお役、の定数i立、総勢:から後111

された必宣言妻女をもとに、長寄与草とやttの筒;fiーで初淡の上設とZさした尋

問年6Jlまでの2か月泌を繁E織とし、第Il滋と問客室iこ物品務z誌
の2喜怒を氾主主した@

I拶iとllJ努の務求吉J1:告お数と詩書;jとお警交のtとをもって上ヒ室交を1Tな
い、中将のを絞データをぷし、 f迂お5請求することで、中将のず工践

を少なく泌来るミ撃を務2襲警議災iこ伝きしたe

さらにその後、平成5年9fl-l 0月の2か月間を繁沼紛とし

て、各;努の3斉;jとa委主と'I'宇主主覧表交の変化をみた。

ffi.絡祭および考著書

i潟終JLの受容護持童文ブ¥l研究3諮問;こ占める務会を言十繁した。この!ぷ

が大きいことは、総勢、が物品'a:iM1!l{1こ保守寄せず、必1J!の審s!l{F，議主主
していることを怒警告する。

いずれの宅金おについても、 2高i燃から第ll)切にかけて5愛媛日数

iIl'J合のt督加が認められたe しかしjf;IO努から第沼紛iこ向けて滋主11

したのは、ヱド妻女の病後iことどまった。

Lt材在E草委主の十量移を反IIこ示した。いずれの物品についても、iP

l!¥耳からjf;m郊にかけて、大綴な長支少がみられた@

以上の変化iこより、各科の不良謀総が鋲守脅し、 rt'材のE器入盤の

減少、ひいては文払綴の滋少に言葉がった。

経営効率攻後のためには後々な工夫やi註ザ絡み方が7可能である

が、 '1ti\霊験の蕊喜章改ぶという身近なところからwおし、充分iこ~!J

よ誌を上げi写ることが示された。

128) 審議録の針処理の環状と窓識に関する貌査

間tl1協立病続 O金谷純子

念敷中央病院 江田!J!.ヨt

E霊祭望号護専門学校 牧野尚子

向山県立大学 北池 JE

[はじめに] I;s療従事者の長i純し感染事故は、援

締・看護婦に多く、そのやでも使用済み針にキャッ

ブをする特に多いと報告されている。本総査は、キャッ

ブをしない操作での問題点を知る g釣で、金j抜去か

ら捻てるまでの線設に焦点をあて、感染予主主対策マ

ニュアルでの絞り決めと災際の行動、さま織について

の潟交を行なった。この紡糸からキャッブをしない

処3Aについてのj毛体的な対策を検討したい。

{潟受方法] 対象は、王子成 51ド皮肉tl11'it-看護教員

養成総沼会受講生で所寂病院を持つ入(14嬬立16名)

と、その病践の幸子護婦2-8名(14施設49名)の合

計65名である。:ttiru1紙法により、平成 55:ド8JH日

から160Iこ認査を行なった。回収数は60名で、間i段

取は92.3%であった。

{結系] 針測しの絞殺があるのは42人 (70.0%)

であり、鈴処理の行為の中で刺す危検は、"I'"ャッブ

をする時を一番;こ上げた入が50人と多かった。しか

し、実際は47人 (78.3%)がキャッブをしていた。

また、マニュアルでキャァブをしないと取り決めの

ある15入の小でも 8人がキャッブをしていた。

針処理の滋授でキャッブをする時としない弘子とで

の危険・関経jさについての笈講義と実際の行動の潟係

についてみると、自分や他人を泌す危険や血液で手

指や物品が汚染される危検は、キャッブをしない持

が危検と意識しており、これは災擦にキャッブをし

ないで処理している入も肉様に危倹を感じていた。

また、処理全般の泌僚さは、キャップをしない雲寺が

磁僚と意殺していた。

{考察] 感染予紡対策マニュアルでの取り決め

と実際の行動、窓織にズレがあることがわかった。

これは、看護織はキャッブをするという行為をキャッ

ブをするその時だけの危険を考えるのでなく、処玉虫

遜窓会体でとらえており、安全性だけでなく清潔さ

や総使さも重姿と考えているためと思われた。
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129) ストレッチャーによる怠者搬送時のベ

ッド間隔についての検討

新潟大学医学部附属病院

O内山正予

札幌医科大学法学部付属病設

長谷山雅美

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター

i箆口禎男

[はじめに〕

務室のベッド周囲は、看護婦が最も多くの作業

をする場である為、河滑に能率良く作業できるス

ペースであることが、その条件のーっと考えられ

る。しかし、ストレッチャーによる慾者設立送を行

う際、ベッドの移動を余儀なくされる場合も多く、

能率を低下させている。そこで今回、病室内で、

ストレッチャーによる患者鍛送を行う際に必要な

ベッド務H認と荷室面療について検討した。

{対象と方法]

JtlHllI :平成5年11月~平成5年 1丹の約3丹間

対象:ストレッチャーの搬送者5名

ストレッチャー搬送者の意識認査10名

方法:1. 4人収容の病窓で、ベッド照i認の横幅

と縦!揺を組み合わせ18設定のもと、ス

トレッチャーによる患者搬送を行い、

その移動軌跡・移動距離・進入角度等

を、行動解析システムを用いて解析し、

ベッド悶隔を検討

2.ベッド期限についての意識調査

[結果〕

1. 18設定のうち、 3設定は搬送不可能であった

為、行動解析・意識調査は15設定について行

っfこ。

2. 行動解析・~:識調査の結果、能率良くストレ

ッチャーの搬送ができる設定は、以下の9設

定であった。

横揺70cIll縦i福150.160 CIll 

横幅80crn 縦i隠110.150. 160 CIll 

横i溺90crn一縦1隠130.140. 150. 160 cm 

3. 9設定の中で、最小面積を示す設定は、横I揺

70crnX縦揺150ClDで、この設定での患者一人

当たりの商家床詣積は、 5.13rrfであった。

132 

C会場第27群

130) 路床現場に餐後研究が定棄ましないのはなぜか(1)

一研究に対する審議者の議議ー

市"$L.小1尊京高2病院

O~可部洋子，赤坂E嘉子

干し線医科大学i思縫援療学部寺守護学科

山訟-IliJ

国立礼金晃病院

高滋慶子

L序 E露
昨今、多くの病院で看護研究が皇室んに行なわれている。しか

し、本来続床業務の発展を促すはずの研究が、それ自体看護者の

灸穏となり、総向きにさ主かされていないという戸を工f.1こすること

がある。そこで今l割、務3盤石。が看護研究に対して、どのような窓

織を抱いているのかについて明らかにするべく、本研究をを行

なった。

1I.対象および方法

対象は北海道内の主主病院に勤務する看護者154名である。

1994年 3JlIこ、然記名式のアンケート書司王室を配布し、 123名

(79.9覧)から回答を得た。

本報では、主として単総集計の結果を中心lこ報告する。

盟結果および考察

①対象者の基本Jlt生
対象者123名(うち9.ls名)の平均年齢ば34.9土9.6言語、Ip:均臨床

経験停委主i土12.7土8.9年であった。また90名 (73.1覧)が者殺綴(土)

のま若持?を有し、他i立准看護協(:1:ご}であった。教育背鼠;として主主も

多かったのは、iIii等宅ま護学院本(56.6桔}であった。

②務究iこ対する現在のイメージ

研究にjりするイメージとして、自分の考えにあてはまるものを

溶択肢からi3Ulに選んでもらった.最も多かったのはf難しい

(57.9覧)jで、以下f級審査が上替える (5日係')Jrs寺問をとられる (56.2五，)j

r1¥殺主主がある (55.4'覧.)j r{8望球で役iこ立つ(49.日誌)JのI'!売であっ?と。
③研究I::~毒する務緩やj資習の経験と‘その印象
91:i'， (74.。完)が、研究iこ関して何らかの議設計や波留を受けてお号、

うち65名i立学生時代にその経験を有していた。

狩った内容としてはf研究の考え方{割2.2五，)jrテー?の見つけ方

(63.3詩，)Jを挙げた者が多く、 f書詩文の霊安き'jj(l7.郎)Jやf研究言H海
事?の11}き方(18.9完)Jを挙げたものは少数であった。

また、その持の印象として最も多かったのはf葉悲しい(59.1覧)Jで

あり、f知書室が繕える (47.i苦)Jr臨床で役iこ立つ(46.6詰，)Jがこれに鋭

いた。 ru寺問をとられる (28.4詰)Jr負担感がある (25.係)jl立、現在

のイメージ稜iこは多くなかった。

@道草床における零護研究の経験と、その印象

瀦沫におた後に、89名(74.2詰)が何らかの研究主主畿を有してお号、

そのうち44名が臨床3年以内iこ最初の研究に参加していた。

主主主lJの研究の動機としては f幾分の病棟に煩番が回ってきた

(75.3事)Jが最も多く、次いでf上司iこ劾められた(39.3覧;)Jr自分の

看護安綴り返号たかった (22.5詰，)j r~義務改畿を関りたかった
(20.2覧，)Jの員長であった。受動的な草五時lから綾初の研究にi丘り総む

者が多いことが永された。

また主主初の研究時のイメージは、 ru寺rn~をとられる (57. おりが去を

も多く、次いでf知綴が燃える (50.自主，)jr草壁しい(48.3覧，)Jr凶1;¥<で役

lこ立つ(44.百五，)Jr魚沼長惑がある (43.係，)jの殺であった。

⑤研究を遂めるよの霞量産

これまでに研究経完全がある者に対して、研究を進める上で腐っ

たこと{もしくは腐っていること)な質問した。去をも多かったのは

r~義務と並行するのが大変 (6 1. 8詰)j で、以下f人前で発表するのが

若手(46.1覧，)Jr言語文の霊安吉方がわからない(44.9告，)Jrお分の時間を

とられる (41.6詩，)Jの員長であった。

⑤今後の研究への慈欲

今後の看護研究iこ取号緩む意欲安質問した。「自分からil!iんで

や哲たいj と2事えた者は 7名(6.2覧}にとどま号、最も多かったの

は f条件が整えばやりたい(41.1弘りであった.またf綴設が来た

らやるしかない(26.紛 Jrできるだけやワたくない(20.協)jという

問答も少なくなかった。



131) 露s.<浪士暴!こ総藍研究が定怒しないのはなぜか(1I)
一審議滋究に対する餐援者のイメージ後幾分析ー

きし綴E室科大学係長室2互容室学窓1愛護学科

OUJfH-綴
詩l.s'UJ、i等?ii2終段

間宮ßì竿子.Z京芸~~義子

[i;j玉Z宇し務長寿i渓
言寄?器廃守乙

1.序 E暴
言Îj幸設では、宅ま笈研究iこ対する後i筆者の~怒iの;皇室室を、昔話述告もに

毅告したe 本警護では多変数解析の方法を1耳いて、還まi章容F究iこ主γ..-
る老後者のイメージ綴遂を立体的に総よ裂を毅をきするe

E対象および方法
然変対象および言還交;!rit<I;t第 1綴とi湾じである@研究iこ対する

イメージiこ関するま霊長号線への鐙答iこ関子分析な主主し、イメージ務

遂のf告後を試みた@

m.終妥および考察
①悪霊祭研究iこ対するミ更をのイメージ機i藍
f克1五のイメージiこ!芸!する夜白からは、4つの君主子が納111されたe

iiil!i;lょ子駄にはfo祭しい(0.以令)fや号がいがある(0.紛&))f銃器還が

鍛える (0.ぬのjが強く ~ì藍してお号、研究iこ対する高íJ[i向きな~泌:令
違芝わすE母子と考えられた。 $2照子lこはfa告書だ(0.755)jr絞れる
(0.818))が総漆し、滋務縫後の扇子と考えられた@務315l子iこはf符泌

をとられる(0.708)jf重量怨感がある(0.政治)jfどうしてよいかわから

ない(0.665))の 3 夜院が、第 4~ヨ子 iこは fl手{隠されるのがいや
(0ぷ岳)jf人間関係iこ後れる{立454))が鑓i裂していた。
②審議研究!こ関するE襲撃華や定義習を受けたE寺のイメージ機長主

総1:uされたE皇子妻女i立 6í滋iこ分散した.~お 1 およ子!こi主将寺織をとら
れる(0.874)jf絞れる(0.7ヲ1))f灸総選喜がある(0.744)jが滋iく総透して

いた@また露~2~童子iこはf認証傍jだ(0.803)) fどうしてよいかわからな
い(0.792)]がi潟巡してお号、研究iこ紛めて裏話む燦iこ、かなりの怒統

擦があることが示験された窃 f楽しい(0.871).1rや号がいがある

(0似品)JI土、ともに祭315l子iこ移動した。
母溺E重苦耳究iこ初めて敬り緩んだE寺のイメージ機i童

5つの!i;l子が!rtJ1:Uさおふ mH母子iこI;tNび fやりがいがある
(0紛争))f蒸しい(0.865)]fおi震震が燃える(0.403))(7) 3攻おが%iく総渓
し、ひとたび研究iこ詩文1)*謹めば前向きな気持ちが念じることを示
唆している。しかし第2安君子にf係修'Jtご(0マ672)JfP寺郊を取られる
(0.659)) f灸絞異議がある(0ωヰ)jの 3 綴自が、また~3 !ï;l子 iこはf章受れ
る(0.794)]r菜室しい(0.459)jが長選返しており、これらの気持ちもなお

後強いことがわかった。

§洛雲寺紛のイメージの穏玄関遂後

各草寺3お古手lこ、長告白された鶴子毒患に対する鶴子得点を計簿し、そ

のキ自立総i藍伎をP拙 ronの王室率給関係数によって検討した。

rs翠宗室や演習を受けた終jの第 3~安二子終点i土、 rli)f~に初めて童文り
絡んだ特jの?i¥1扇子終点およびf王見:(Ejの第 l!i;lニ子終点と5動、相

5還を示した{それぞれr=0.571，r=0.588)，またf綴究iこ初めて詩文り
絡んだ2むの第 I 扇子得ぷと、 f!昆ず王j の宣言 1~章子得点僚にも強い組
関{伊0.613)が見られた@これらの関予約i立、いずれもf研究へ

のやりがいjlこ関巡したものであり、研究への窓t誌は一撃をして持ち

然ることが示唆された。
r:誇義や淡習をき主けた担寺jの祭2!lSl子得点{遅延t量j・どう.してよいか

わからない)1立、 q兎夜jの第 4~由子得点 (S事{絡されるのがいや・人間
関係iこ疲れる}と強い籾際{円0.542)を示した。研究に初めて援
した絡の-f還のま量発草壁~I立、研究後に受ける官制ìlliへの主義諸事長謀と密接

にi努わっていることが示唆された。

⑤イメージ機i章と、その総の喜喜l5lとの需品霊童
各扇子得点と、童基床経験4手数の絡協を警護ベた@震語床経験生手数i立、

f前向きな意欲jをif;す自章子得点といずれも五十詰衡を、またf抵抗

感・手Î'f翼後絵j を~す!ï;l子得点、と負絡協を示した@すなわち年長容
になる後、研究iこ意欲的であることが示された。
この{色、総長器・ 51毛主号、家事録怨士事との~ì事を認べたが、波留すべき

絡隠は認められなかった。

第 I裁では、 3義務とのき立行や自由時間を務われることへの負綴
織が滋w看護者lこは強いことを示した.しかし、務究iこ対するが!Jif;J
きなイメージは、これらの感覚とは5liJの次元で存夜していること
が紛らかとなった。

132) 立iJ産婦外交室IJ設に向けてのシステムづ

くり

議員天 2主主n安病室主

OV霊長寄 託子

千葉喜大学芝J護学滋ly議災霊長研究指導セ y ター

露五ロ 1長男

i建淡ぷ 10J時代といわれる今沼、人のー伎の原点

に fl!Jわる!!IJIを総は、ますます終淡教育者としての

役符jが終j千きされる"この時代の禁後Lこ応えるため

にも、!lIJ主主主事が主体的に妊綴の保総指導を計画し

きめ級かく、かつ{滋7JIJI内に ~1滋できるような、!VJ

iIfi.紛外来がき実まれる。しかし、~筏においては、

まだWJIff綴外来は設校されていない。そこで今回

当競において助長室長i外米は本当に創設していく必

裂があるのか、また創設するとしたら、システム

はどのようなものかを、長王室苦・警手絡.!!IJ 浅草3・;tf

務 総 に ア ン ケ ー ト 潟 殺 を frい、分析、検討したの

で級公する e

期間 H5 iド6JJ-8fl迄の 3カ月間、方法:

l、"lPfe;m院中の綬綴 97名な対象に、 R見1'1:の外来

受診 11与の間記号点についてアンケート潟笠

2.当絞主主隊 rpのまf綴 34名、分後で入鋭ゅの害事

長~ 3 5名を対象に、!lIH室長言外来創設への焚若手、立立

び iニシステムについてアンケート線変

3.i1主婦人終務綴・外来銭}務の!VJi!If綴 21名、ぉ

5室長ilJ J :i:iを対象に、長bffi紛タト会長創設;I!i:t次とシス

テムについてアンケート議室去を行い、以下の総菜

がi専られた@

1.汲1'1:の外来受診時の問題点として、 81%の

をE紛がf寺待問がiミいことなあげている e

2. !!IJ 泌総の 5程修;する妊綴長室診を受けたいと答え

た妊綴は-1 7 %、震李総は 37%であった。また保

健frヲ議事を受けたいと答えたのは妊鰯 85%、害事銭1

5 1 %であった。

S立IJgを総・:1ll、;壁綴の!!IJi夜露号外来創設への窓欲は

!lIJ経綴 86%、看護綴 73%であり、妊露苦に対す

る;皆毒事の光災を E器りたいが1:な現出であった。

4. M iW.線外来のシステムとしては、幼主主婦と重言

語TIの協力体制IJ0)中での!lf綴管怨が窪まれ、!!I)R室長号

外来で異常がみられたり、低気?が夜露jj の診察~希

5還した符はすぐに、阪郊外来に受診できるシステ

ムにする必婆があろう。
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133) 訪筒看護における看護婦の医療業務上の

まを{Iに関する考祭 一一過去 75f問の当撲の災慾を

ふまえて一一

主主奈良三科大守主総~

01主総数代子

千Z露大学右fZ護学部看護~Ja主研究指噂センター

1;[f.せ淳子

昨年のE霊童話法改正で、 f滋容のJii}"t Jも医療の場

に鋭主主された。しかし潔行保助活t1iは45年 iliiのff;iJJt

で、その後の波書芸技術の進歩と大きく殺害置し、訪問

'fj' ~護の潔溺では事i~護婦の法的業務総関をめぐって、

学急iこ検討し解決すべき問題がIU議している。そこ

でこれまでの看護業務を検討し、最近の法的見解を

ふまえて訪問者薮 郊の支任について分析・考察した o

【対象】滋去 7年間の訪問対象怠者 118名(男63名.

女55名;年齢はg:後 14B EJ ~ 90議;主主主慾は惑性新

生物 28.8%. 呼吸器疾j慾13.6克. 5t天異常10.2%) 

【方法1室主主 ①訪問ff議記録 ② f在宅ケアへの

怠滋j は一部路取りによる者fJ足

盆足並並①「医療行為および医療関係事実務 iこ関する

法医学約研究J (厚生宇?平成元年度厚生科学研究報

公設n②在宅ケア・訪問務設の笈径 iこ泌する長記事法

学お〈平林，宇都木，潟託1.窓際各氏)の絞iなの文

献 C記者i対的盟主行為iこj泌する 3保鍵自主iの見解

【結果・考察]①控ゑ笠金;1iE状l)IHま入院レベル47

.5%，ケア ))IJ(i入院レベル55.1%.民族処長交が必ぜl'61 

E と医療依存度のおい総省が多い。慾者・ 2主i炭共ill

院1f，~型 76.5覧と、在宅ケアにスムーズに移行できた

の もこのケースが多い。核家族が60%と汲も多く、

老人車主主位45と老人夫総など家族介護弱体ケースは

全体の 3劉を占める。支後サービスは、ぼ主要のみ 22

.9克， 苦言語5・係縫20.3%. 盟主主主・総社 15.3%. 3者

のサーどスを受けて い る 怠 者 が41.5覧と最も多い。

②塁送虫窓は療養上の世話、診毅の繍助が二分して

いる。総勧業務のうち.f1l対的駁行為は 82.5覧 で 全 体

の 4~J を占める。③松立す的夜行為のうち異体的指示

必要8.5% .包級的指示必重要25%で、阪自官の指示を

必ずしも必要としないは 49%と約半数を占める。③

看護鍛の知霊童・技術で:A1i話可能な医行為と、 3保健

婦 が判断したものは 6苦手jをおめた。

以上、病院議室霊の訪問肴援について医事法学的な

鋭点より分針した絃袋、上認の実態が切らかになり、

①主主宅ケアにおける草守護矧の資任と、そのための巡

切な判断と技術と対 応 能 カ ②姿求される知識と技

術のうち、実施可能 繁務〔ψ心言争原栄養. J3 2.s主淡

遜若干等34項目 (63昆) )と実施不能楽務〔動綴Ifn.採血l.

5翌淡外チュープからの薬波注入等の 3t質問 (5.5%)) 

の区分 ③点言語注射については、*"認では訪問宥議

総のき当然の業務となっており、 Z結実的主55青もあり、

oti.言菱総の数千守的準僚を含めて今後の検討が必裂であ

ることなど、具体的検討事項が切らかになった。
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134) 号室磁摘出絡を受けた窓替の心遼過程!こ関する研究(V)

一失津市、ら孫Eまの発声!こ3在る患者の気持ちの量産詩的変化一

宇し総!蕊科大学 i蕊学部附総病i涜
Of似事みはる，坂谷内長女iiI.大Ip:弘窓，天神林f託子.Jm滅的菜子

札綴若草科大学保健後事実学部署殺さ手科

山創一色丹

1.序議

本研究は多数例の喉頭公摘出術(以下野長j箆と辞書す)経験者を対象

として、そのF京2宰受務過程を統的(f:jな続点から把怒し、それぞれ

の篠答5是正F段訟に却した看護ケアのあり方を検言、Iすることを包的

としたものである。

持l'生存度の本学会では、怠者が災n'を察知した終点から、入i涜→

手術吋退院という経過の中での、怠、者の心王軍i1D穫をf主主主した。そ
の紋菜、①否認.!見:t4!Ji.の気持ちi士、入院総から失戸の3Z告時にか

けてiiIiくなっていたこと、②混乱・怒りの気持ちは、呉1itを察知

した特におく、それ以後は主幹線に主主少していたこと、③新しい{価

値綴・希裂を抱く気持ちは、当初から綾もi商く、その後も-:I'rし
て上昇していたこと、が明らかとなった。

本幸設でi士、失戸{手衡を受けた11おから声の蒋獲得{会話がw来る

ようになった持)法での期間について、総者の気持ちの変化をよ9
3宇紛lこ分析したので報告する。

耳.対象および方法

E君主主対象および分析資料は前4報と同じである。すなわち、北

海道内の犠綴終験者の集りである主主i遺体lこ協力を{対立し、会員

361名中、過去10年間iこ敬絡を受けた2971'，を対象として、郵送訟に

よるアンケート繍交を災絡した。

①手持fを受けた持、②i且践した時、③発?をf数lYilこ通い始めた

持、③第一yをすが出た5寺、⑤会絡がw来るようになった時、の5つ

の時点~;'iHf、各時点での気持ちを選択絞群の中からËlIÍlに選ん
でもらった。この滋択君主l士、ブインクの危機モデルを参考ーとし

て、指J委書→ß)j復1的i基行→放ZE→~，L~の各段階を恕定して作成し

た。すなわち、 f潟乱Jf然気力Jf否認、Jf現:%・逃避Jf~要望思考Jf怒

号Jr:!見実視Jf新しい{rlIifili:綴Jf-iii3iJの9攻穏である。

なお、主義~1露持11まPC-SASを続いて行なった。

m結果および考察

古iJ述の項尽のうち、 m2綴で池上lJした6夜間、すなわちf混乱j

f否認Jf怒 IJJf現実後Jf新しい縦{注総Jf希望jと、今回特徴的な変

化のみられたf綴銭思議5'Jについて、選択した者の割合を各i時点毎

iこ集計した。結果をi翁iこ示す。
f混乱Jf否認.Jf怒引は、 i詳潟iこ読ま少していた@これは、骨H去の

時間経過とともに気終ちに落ちミまきが生じる一般的な忠者心理を

反i決したものといえる。

f現実説Jf立発戸数量Hこi語い始めた時iこ下降し、第一戸がおた特

に上昇、会話が出来た時にはii}び急降下したれ、ずれの変化も札 l覧

水準で有意). f~蜜忽思考JI士、上況の f現実視jの変化と対照的で、

発声教室にi遍い始めたnlHこ急上昇したω.1覧庶務で有窓l.発戸数

議iこ通い始めた特には、fもとの戸がtlJるのではなし、かjという強

い綴繋があり、それが第一戸が出たことによって裁実的な思考iこ

引きE書されたことを示唆している。

f新しい締f夜鋭Jf希望jの2つは、危後モデルにおいては最終主主

総の適応状態を表わすものとされる。この2つについては、手術

時から会話が出来るまで、 l王1"，一気して戊iい割合を示していたの

が特徴であった。

~ lJ¥自にOをつけた者の富'J合の経時変化
定

鈍刀
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叶
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135) 議室翼;露出絡を受けた慾容の心王室主霊号室iこ!!.!lする研究(VI)

一失言誌から寓話置の発j!rlこさ至る塁塁審の心議後遺と‘その縫締約変化一

札後援科大学後寝室医療学書官審議学科

OuHD-拶]

干し後援科大学i盗塁書留w台属病i溌

主玉谷内議女王事，大卒弘怒"疋宇l'持~j託子， ít悪事みはる，方自語露出美子

I.F手議

吉右幸設では、失子宮からjl}1交の発声iこ至宝る慾毛まの心Jli!il!il呈を、単線

終~I の総長主をもとに後ぶした。本線では、同じ詰~系列iこそって多

変築会等統合行なうことにより、患者心理の機迭を立体ダ11こ~嫁し

た裕史~{!:穀fきする。

宜.対象および方法

議選笈対象および分析資料i立総務と同じである。

①手t託会受けた降、 @i長続した雲寺、③綾子智教室iこi弱い始めた

喜善、@第一子言語'tおた降、⑤会滋がw来るようになった持、の5つ

の吟点において、主議次i伎の中から f自分にあてはまる気持ちjお

よび f特iこ~!tく感じた気持ちj を選択してもらった。自立与雪の場合

iこはし後者i立2、?主た主選択されなかったものは0と童文f変化した

上で、このデータiこ寝室子・分析を言語した。各草寺ぷでの凶答パターン

から因子を検出した談、車建罪主的に上と老支・検討を行なった。

怒.幸吉泉および考察

①苧絡を受けた終:泌E注されたQ;J子ーは3つであった。

~n 担当二子数と鎚i塞が言語かったのは[~見交.巡滋(也76ηJ[芸ifl.

(0.632)J rill，liL (0.616)J [怒号 (0.542)Jであ号、務2息子教にはf新し

いイ郊{変緩 (0.i76)J[希望 (0.749)J が、また翼130ヨ子総iこは[~立~t見

(0.78O)J[詰遺言し (0.50ηjが関与していた.(訴さ迅内l立程自宅子負総長を).

②退院した雲寺:鈎E話された[l;J子iま3つ"あっTこや

第 1[1;]子総とi努迷が潔かったのはf怒り(0.係勾J[~晃~t露(0‘650)J

fぎを気力 (0.583)Jであ号、 第 2l忍二子教iこはf互主主査(O.761)J[喜子認

(0.715)J [綴怒忍均約ぷ)8)Jが、また!n3Q;J手数iこはf著者奴 (0.793)J

f新しい儀後綴(0.682)Jが関与していた。

③発戸数3愛!こ遂い絡めた華寺:数社iされた[l;J'f1土3つであったe

き者1Ii喜子事室と関i塞が言語かったのはf怒り (0.75O)J[主主i5L(0.749)J r~兎

災後。ω匂J[会語気力 (0.576)Jであ与、務 2Q;J子毒事にはf喜子潔

{乱771)Jr支皇室主 (0.622)J[豪語忽思考 (0.584)Jが、また祭3G母子教には

f新しい綴滋養誌(0.628)JLi'ii3;! (0.59乃jが関与していた。

③3喜一斉がおた華寺:lÛJ~討された思章子は 4 つであった@

策 1~軍兵子季語と総i塞が潔かったのはf去る遊 (0.889)J[否総 (0.876)J[然

気力 (0.53初であり、!n2因子駄にはrl護室ZEZ考 (O.i7l)Jr~晃災後

初ぷ3泌が、また 3Q;J予約iこはf新しい仮綴綴(0.787)Jr救援 (O.i7l)J

が総与していた。 2器4[1;]子教には、 r;祭綴(0.843)Jのみが関与して

いた。

⑤会話がlli3長たE寺:効泌された留守は4つであった。

~1Iì日子季語と i潟i箆が潔かったのはf然気力 (0.83乃Jr否認(O.825)J

f立主主芝 (0.761)Jであり、f新しい綴{蔭緩(0.788)Jはここでようやく第

2[1;]子iこ浮上した@また第3!1君子教にはrs器Eat宮、考(0.739)Jf現実視

{住68O)Jf)怒り (0.5日6)Jが関与していた..!吉4[1;]子教に関与したのは

だ長綴(0.87ηjのみであった。

言吉孝誌の持主事悠長音十結果からは、 f滋i しい{あ{i!緩jやf希銭jが-~費し

て潟いものと怠われた。しかし忠子分析の絡泉を通覧すると、

rill絞Jf第一斉がwたJr会言語が出来たjという潟E苦からは言喜ばしく

怠える出来事さえも、忽革まを新たな危機告さ状況にlfLiiiiさせている

ことが{詩iわれた。

136) 器産関露出衡を受けた怒替の心護送程iこ関する談交(Vlll

一発声宝号室E室の事IJ)'詰重喜怒と、 器塁走霊警喜箇ー

きし筏援科大学医学務総jij4存者続

。天宇l'林ま託子，坂谷内最文書~，大王手弘えま，{佐藤みはる，納長長E長美子

礼察室主科大学係終盗殺学総務E護学科

1111ll一路1

1.1+露

像機を受けた怨‘者にとって発声器i長告は必須であ号、務主望者i立岩‘

安iこ対して、 i韮i渓後できるだけ翠く発戸数芸[1こ巡うことを勧めて

いる。しかしながら、平く初級を始めることで、芦の袴獲得まで

の終関i立綬綴されるのであろうか。

不幸設では、この主義社な疑問を出発点とし、後綴経験者の予告戸数

重三李1]丹g足立撃に関して分析を行なってみた。

JI.対象および方法

対象ならびに分級資料i立前線と悶じである。

対象者iこf発戸数量Hこ速い絡めた雲寺淑Jf~喜一戸が出た草寺拶jJr会

f&がw楽るようになったu与綴j を交関し、それぞれ滋I~主将から姿

した拶lf習を~t察した。

なお、第一戸および会総i土、いずれも食滋善幸子留ままだけでなく、

ラリンクス・タピアの箆{!:f苦いた場合も含めて呈すえた@

蕊.李告祭および考察

⑦退後から善幸子2教室主に五重うまでのJIIJr.O!立、平均2.7土8.4fl(1炉17め

であった。このうち、退院箆後{向じ月)1こi患い歩合めた泰治'55名

(30.7事}、滋~1 か月以内を含めると 117名 (65. '1訪であった。さら

にsか月以内では165名(92開花.JIこ透してお号、発予言華文芸Hこi患う銃

後付けI;t、汲銃後王手燃のうちになされていることが伺えた。

G滋!ft-'éO寺j努{!:夜祭 (3~5fl) ・及率(6~8 刃}・2文学(9 ~ll }l)・冬

さ宇(l2~2月 Hこ区分し、害喜子校教護iこi透い絡めるまでの平均}銭関を

滋べた。その害者菜、殺さ存(2.2:l:4. 4)ヨト笈率U.8:l:2.4月)・秋季;(1.9

土2.9Jl)・冬季(2.8土5.OJl)となり、冬去手が綾子長い{乏をぶした

が、金支計約iこ夜窓なものではなかった@

綴霊祭こ長持ざされるヰヒ器事選の地主棄特性が、予若7討喜文芸芝iこi重う鋭機{守

It{!:妨げる効系i立小さいものと主主えられた。

③発戸数三塁iこi重し、始めてから第一斉がwるまでの期滞]の分布令淡

ベた。平均i立5.45:l: 13. 8Jl然記1鉛}であ号、i重い始めた月のうちに

第一.jlrが泌た設は治名 (27A粉、 1か月以内の者を加えると 51名

(48. 1紡となった。また 1年以内iこ発?をTが出来た当者は98q;(吉2.[;%) 

であった。

③多喜子宮教室主iこi盈い始めてから会絡がお楽るまでのj努問について、

③と[河綴に分析した@平均i土10.7土13.5月(自民的)であり、i患い絡

めたJlのうちに第一戸が出た授は15名(14.2覧)、 1か月以内の考会

加えても26q;(24.務}にとどまった。また 1年以内iこ会総が淑来

た者i立77q;(72.告書)であり、第一?をまから災際、の会話が出来るまでに

は織さきの終存立と滋i談合姿することが示唆された.

。蹴してから予幸子信教室に巡うまでのwmlJ(D，)と、苑戸数量ぎにi語い

始めてから第一斉がwるまでの拶Jr.ll(D，)、および会総が出来るよう

になるまでの綴総ρ」の祁関係数(のを3}とめた(S抑 m加のがj設。

r(D，.D，)=告 188、r(D，-D，)認申告.046で、いずれも有;震なものではなく、

i患い始めるまでの拶i鈎が短くても、王手く芦ぎがH:lるとは必ずしもい

えないことが示唆された。

⑤予喜F密教室iこii!iい始めてから第一戸がwるまでのj韓関(D，)と、第一

戸がIilてから会iii5がお楽るまでの期間(D，)の給関係数r(D，-D，)1立

O.侭6であり、持がおることと会誌が出来ることとはil'i接的な関

係がないことが示唆された。
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137) ;侯頚僚出者5を受けた患者の心王室遜稜iこ関する研究(VII)

一術後三手数と、発声の溺足感の関遼一

本L，.晃i袈科大学医学部隊属病!溌

0坂谷内最xm;. 大平弘窓，夫事~#j託子，佐緩みはる，力凶暴ûl美子

礼綴医科大学係長室医療学部省LZ華字科

iJJffi一郎

1.序議

第 Ii裂から第VI報i立、 f退院待J r第一戸が出たn寺Jなど

特定の時JlIlを取り上げ、その時点における患者心還を分析し

たものであった。しかしこれらの出*事の間協は、総々の患

者においては必ずしも一様でない。

ところで、 J怠者がF章容を受谷し、言喜ち毒まきをi丘9戻すまで

には、術後 3ijミないし5停のJVlro'を婆することが経験的に指

機されている。そこで今回、発声法に対する泌足感をf71Hこと
号、手衡を受けた時点を起点として、瀦足している者の割合

が#1後五手数iこ応じてどのように変化しているかを謀者べたので

守護告する。

証明対象および方法

録公対象および分割?資料i立前 7殺と伊iじである。

王手続11寺を忽点とし、 2理ヨ堅持点(l992i手4月)までの絞ieji手数

を対象者ごとに計害事した。さらに主主浴年数 1iドごとに対象者ー

を綴íl'l し、発Jlf法の瀦足lit~ との関連を総べた。

直.春吉祭および考察

①術後年数の平均{庄は4.2こt2.5ijlであり、 5年以内が70.1誌を

占めていた。

②現在の害華宵法に対して f滋1韮j と答えた者の'/iIl合i立、術後

年童文を絞るにつれてほ1;(1問調に織力11し、術後 5年Uで 5'/i11を

上回った。そこで、術後年数を 5年来機および5年以上iこ2

分し、発向法iこ溺足している者のおi合を比絞した。 5年来織

の君事で溺足している者は27.3覧(35/128)であったのに対し、 5

年以上の鮮では57.1耳(44名/77)であった。この援は0.1覧水増

でギnまなものであった@

③会話が出来ている者と出来ていない者について、現在の発

タ法に瀦足している者の寄j会をtと絞した。会話が仕i来ている

者のうち、?荷足と答えた者の割合は38.0覧(65/128)であったの

に対し、会話が出来ていない者においては4.7詰(8/43)にとど

まったa この笈は0.1%水準で有;該なものであった。

③会総の1if:Sと現夜の予幸子を法への瀦j毛織を総合わせ、 4つの

鮮に分瀕した。それぞれの力テゴリごとに、術後平均年数ti:

5ト察したところ、 f会話1ifJでrr，荷足JlI手(N=62)では5.2年、 f会

話不可Jでf満足j群{除7)では4.3i手、 f会務官TJでf不満足Jll下

(N=62)では3.7年、 f会話不可jでf不滅足j税収=39)では3.1年

であった。

②の結采とも併せて、 5年という f手数が、患者が失声とい

う現実を受容し、新たなjljtt.段階に害事ちえまくために要する l

つの区切号であることが示唆された。
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138) 然畷頭者iこ対する社会資源と看護の役割

東京滋j滋会医科大学医学縁者護学科

OIL1瀬[[1記 守約明美

w:米主主必会医科大学付m;第三病院辛子滋お

高j為次

1. 日的:~!t喉耳賞者は、永久気管孔による tbi;機能の

炭火、気管Il'fl汲者症候鮮などの陣容を余儀なくされる。

特に代l耳発声獲得は社会後錨をな:{j-.j-るため、獲得まで

の長期的・然続的な支援が必要である。しかし音声'}J¥E'}

fサ3iは、事'j ïri7総裁の':ll者会に綴っており、.ill~老後の

看護者の関わりは絶たれてしまう傾向にある。そこで木

研究は、無機弱者が日常生活や社会資源である医療機関

(段高官. ~1í豊紛)・患者会・社会福祉制度をどのように

受けとめ活用しているのかについて、現状を総長芸し、窓

越の役お}について手鈴かりを得ることを目的とした。

1I.研究方法:1)対象;滋考会iこ入会している術後 3

年末潟の1!ff峨弱者61名のうち、ヂT先h解{%:のmられた49綴

~飢餓の男性30名・女性3名、H33名 (54%)0 J6'苦教

窓の参加状況は、参加25名、不参加 7 名、 ~q耳 i 名であ

った。 2)jji去;①日常生約②医療者との関わり③発戸数

議への参加@身体障者者手緩の利J.Ijについて、司王構成的

資!日i紙を作成し、重喜送?百5立法(・94.I刃 8 日 ~24日)で得

られた内容を[J(!(jに沿って分析、対ゴリ骨化を行った。

i江結果および考察:①日常生活一不自由iこ感じるのは

I臼分の;な恐が伝わらない』などの会誌に関すること

(:l2?'，. !J7完j が、 l~ーも多かった。②医療者?との段jわり一

代JIJ発}':f，こ関して宥護者に籾談する者ーはなく、民的自への

相淡も 3名(9.4%)と少なかった。その耳霊山は f自分で

解決するしかない医療蓄が食道発声のことを知らな

いiなどが本げられた。医師には、再発を会む『身体上

の問題』に関する診察・説明会求めるそfが多かった (25

名.75.8%)。看護者;'1こ}J<触を求める者(5名.15.5%) もみ

られたが、そのまミf-*・的な内容は業げられなかった。@発

声教室への参加一医療従はその紹介(27名.81.8%)のみ

にとどまり、対象者は~際に参加することでI'ftJ.lJ発声

務j出や的ド!羽の支えs号待ており、音声l}ハ初予-Y3iの

現状を潟認識した。しかし少数ではあるが f食道発声に

こだわりすぎるJ r J~注しないと劣等感に総る j など総

統参加をm幾にしている~・凶もみられた。④身体隊答者

手桜の利m-r交辺滋賀;JiIJ<;1 J (]7 :7.. 51. 5%) r使mし

ない I(8名.24.2%) で、 1'771'7.や電気喉頭のE詩人補

足IJJ (3名 .9%) といったJ~ .lニトショY 手段への利m者は少数

であった。これは日治体・の十以内容が異なることなどが

~縛していると考えられるの医療者が退院後の生活につ

いて入院ψに指導したことが役なったのは、約半数 06
名)にすぎず、議事.絞性のある援lllJが挺供できているとは

玄いがたい。特に退院後の看護者の役割は、費!t喉頭者に

とってi援隊なものであることが切らかになった。代別発

声や気管u子吸者旋候1If、社会資源についての知識を深め

ると共に、術li初、ら著者続f内に関わるシ7.r1.ftりを進め、童話

事侯頭者にお議室の役淘jを絞滅的に示すことが下君主tーと考える。
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139) r然効な線人コーピング終効な否認j に

ついての検討

J!I喜器産主科大学付属害者協

0関野智子、中務京子、 JII労:太加子

U1J喜咲智子

1，自約

64畿女性、 S状総務室望号李総移の f手術をして

も歩けないj と告知され、否認反応を示した宅葬祭i

を返し f書室効な{鰭入コ-1::::'ング:然効な否認j と

還まま菱診断することが適切であるかを検討する@

11，方法

①葉:H重遜殺の分析の用紙をF苦い還まま菱診断する陽

②否認~受容の滋設を検討する@

m.総菜

この事務では、そF筏をしてもさ長けないと反主曜か

ら管長認されていること(ストレッザー)に対して、

応答aは rs霊綴とはき蓄しをしていないそんなこ

とは知らないj とその恐務を緩めていないコーピ

ング反応を示した。これは、後淡の持ミタミに対して

ヘルスケアのf主窓がi勾くことを援絡しているもの

と考え、 f然効な{儲人コーピング:然効な否認j

と診激した。

8認という診断が有効投令示すためには、その

jお持される適応行動は怒殺が受容することにある@

2ま部からの言語問後も、歩けないということを否

認していたが、約 1ヶ月半後には f立てないので

しょう j という発誉があり、この郊に8まま~受容

への滋裂をたどっていた@

N.考察

愛護綴は、日々の遜護ケアを透して忍考古1現実

を受容し始めていることを淫持率・認草案し、ケアを

総統していくことが必重さであると考える a

また、忍者ーのう霊祭に~までの心議i盤穏を松E怒ら

の 5段階分類と比絞すると、この慾毛ぎの否認~受

容への遜設は、豪雪議ケアをi遺じ潟じような心理遜

穏を 5もいだすことが出来た.よって f然効な綴人

コーピング終効な否認j は、この慾替のケアを

するにあたり透切な議議診断であると考えた。

140) 終筏約察審式法際透訴(C A P D) 

患者におけるストレス・コーをfング

再軍ヌ怨霊宝探鑑真芸大学

O 青木をよ子 村縄宏子

怒 沼 It. わが僚では求絡鋒であった C A P D ~草

者町 C A P D ス ト レ ッ サ ー を 務 ら か に し . 人口総

計学的・ C A P D 5喜渓il'まま司 2塁 走 重 宝 か ら み た ス ト レ

ッ サ ー I ! 知 町 総 途 告 銭 脅 し た . 今留は C A P D A器

ユ昔丹ストレッサー‘ ならびに， コーピング fi童書母

特徴と E塁手告書遂を務らかにし、 さらに. ストレッ

サー協子とコーピング 行動飽子時総儀や人口統計

学 約 ・ C A P D 関主義~聖堂と母島署係を燦求ずること

を目的とした.

f夜祭方法 J Jt書 誌 は 式 苧 綴 銭 に 議 書 さ し て い

る G A P D!愚者 49名である rC A P D 患者背景

路島正 rC A P D ストレッサ目線交鼠緩 r:l叫

ピング 行動努笈潟総 j を抱いてアンケ四ト Z毒素を

I'iい. 路程撃を J点数 f主しIJ! !l申ランキング jtと蕗子

骨折(パザマックス図怒}を iすった. さらにスト

レッサー・ 2 ーピング行滋隠予の綴潟. 人口主主計

学的・ C A P D 6喜;JII!i::政ごとに t 後誌を tすった.

[総長長および考祭]① GA P Dストレッサーで

は C A P D 治療. 仕事噂不安. ソーシャルサポート.

ttlk舟 H君子が鈎認された. ランキング申上伎は仕

事ー不安留子母 f将来への不安パッグー交換騒数j

であった.

~コーピング 11 .語 E君子は感情国間慈‘ 限緩約 -11軍事

変容. 感 f置ー終 E霊. あきもめー怒殺の H喜子が主主認さ

れた. ランキングの上伎は E事務ー滋皇室関子申 f自骨

の.喜毒気をあるがままに受け入れる r;草支えにままし

て. あ る 程 度 冷 静 さ を 保 と う と す る j であった.

~ストレッサーの合計点 C A P D治書見 仕事停不

安. 建 設 包 子 と 感 情 e 髄還のおーピング 11重量に総革連

E事慌がみられた. さらに. ストレッサー申告おふ

仕 事 ー 不 支 援 子 と あ き も め -Iil ~車包子のコーピング

行動 1こ諮潔関誌がみられた.

@ストレッサ一因子・コーピング行動 E塁手と人口

絃It学的・ C A P D箆遂 lrtI主と申賂で最も多〈申

変数と穏 5塁線践が怒められた申は、 ソーシャルサ

ポート E塁手であった.

C A P D 怒者丹ストレス遜重量申符壁まを明らかに

することによ弘 よ号主主果的な窓者 III君事のあ号方

を示唆することができると考える.
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141) 大学病院入院怠齢者の::l:銭的空襲4霊感の 4護

送と要因の検討

千葉大学害警護学部審議実践研究議議事センター

O 玄関伸子

千葉大学震学部約緩病院看護部

言霊1毒俊a.飯沼君子.赤井ユキ子

大学持者E完入筏忍齢者{草生活の変化や富次医療に

対して、また疾病やE章容や老化自覚など愛なる心

身の溺応怒皇室に直面している。今回私遼は滋li15の

一指擦として LowtonのP.G.C.Moral Scaleを応い

て主怒約率銭感の測定をし、;;$:Sca 1 eの入院高齢者

の回答の綴迭と要因の分析を試みた。それにより

従来から影警警の指泌されている健康婆鐙の分析な

らびにケア要因の影襲撃を見，興味ある給主要を得た

ので績をきしたい。

方法:入院78以上経過した溺 60歳以上の内科系

の自答可能な患者に留め鐙き萄接法にて P.G. C. 

揺or a 1 Sca I eならびに Zung自己評儀式うつ尺度を

滅定した。またEl:l電波や受けているケア・入銃 Z護士露

iこ ~g ずる溺足など 50 1:貢 g からなるアンケート E埼玉ま

を行い、合わせ診療怒・議議記録から，t毒殺を徴集し

た。 E員室差異耳腐は 1993i手 5~6 fiJである。

結果:1.有効@]答数は 105名{緊 68、女 37)年齢は

8ト92媛、平均68.7土7.4主義、入校日数ト165日、平均

30.5土27.9B、入続回数ト12郎、平均 2.1圭1.4@]o

2. P.G.C.t'j-kf専点 1式会平均 10.5土3.7、男 11.2土3.4、

女 9.1土3.9で訪問らの小金井市デー夕、老人ホーム

データより有意 iこi1k1儀を示した。女 2投が低鐘を示

すf傾向は他データ間後であった。

3. P.G.C.t5寸得点と Zungうつ状態評価尺皮得点

!こは-O. 593の潟い負の格闘を認めた。

4. ::l:治療疾患を ICD疾若草分類で分けて日寸得点を

みると内分泌栄華喜代童話免疫E襲警が 6.0土3.7(肝心と

鐙も低儀を示した。また惑性新生物 10.7土3.4(n=37)

良性新生物 13.5i1.5何気6)には有意遂を認めた。

5. P. G. C.輯oralScale17J頁gの回答を得点に寄与

した問答を 1、その他を 8としたダミー変数!こて扇

子分析すると、第一包子 i立"幸徳・有用な気分ぺ

第二f，!;J子 i誼“楽重要約・悲観的な気分"の 2因子が取り

おされた。{察議室寄与率30.5事)

6. ~喜一因子の影警聖書害関 iま経済溺足、健綾な伴侶、

入践して日が浅いこと、入院環擦に対する溺足、健

康段階などであり、第二 E喜子は Ouetelet係数、男性

'段、慾響の有無、自主主主主の数などであった。説明率

は 14話 ~30露であった。街、これら影襲撃婆f，!;J 1立男女別

で様絡を奨にすることが推察された。
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142) セクシユアリティ場面と

E草者看護綴関係

熊本大学教育学部

O池mいずみ

熊本大学教育学部者i護学科

1i'. a妙子

まま設は慾者との綴玄関係の中で展鋭iされ、患者

を全人的に捉え表殺するためには、セクシュアリ

ティ lこ関することは大切になる。 E患者のセクシユ

アリテイ lこ対する王手護婦の感じ方や対応が、 E聖者

と浴車E関係をつくるよでどのように総警察するかセ

クシュアリティに関する土器蕊について調査し検討

した。

〈研究方法〉

K事者政各務総の宥5護婦201名を対象 lこ、質問紙に

よる留E霊法でrrった。内容はセクシュアリティ場

混として ri主的興滋 J、 f茸i恥心J、 f綴談 J、

「蝕られた J、 「震われた J、 「夫総銭絞 Jの 6

1頁01こ関する fH望婦の感じ方や対応である。

〈ま高架及び考察〉

セクシュアリティ I怒街で 8然なことと感じた看

護絡は、 r~恥心」で U3.1，;、 「裕言葉 Jで76.3耳、

f触られた J で6.6%であった。 r貫主られた JIま嫌

怒感が24.8%、怒りを感じた者が9.1Xあった。窓、者

への対応として芦かけをした着後紛は、 F三塁耳も心 J

で78.9%、 r抱談Jで83.8%、 f 費量られた Jで30.7

2であった。怒者に綴しみを感じた義務長請は、 F総

談 Jで22.7%であった。ケアに良い惨事撃をしたと答

えた看護綴は、 F相談 Jで26.0%、 f iま恥心 Jで

18.7%1.ごった。セクシュアリティ溺函経験後、患者

はしてほしいことをま提出するようになったと答え

た治議綴が援も多かったのは f初談 J で26.4X、次

いで F議総心 J17.0%、 「言われた J16.3%だった。

闘っていることでは「綴談 Jが援も多<:28.8 %、

f主主恥心 J20.1%、 r i言われた J14.3%だった。不

'!J:については f相談 Jが援も多く 37.0%、 f室主総心 J

2U. Uだった。

「相談 J と f義務心 J では裕玄関係が良くなる

傾向にあり、 f 触られた J ではfJ.~者 l立不安などを

表出しづらく、!!t者表5霊綴関係 iま深まりにくい街j

){fjを念んでいると考えられる。



143) 愛畿とセクシュアリティ(繁 3綴〉

一等霊{脅からとらえるデータベースの開発の予総一

8治産主科大学還ま幾宝章綴大学

O松本鈴子、 潟村美子子、衿山空手投

鈴木ミツ子、 E宝元E警子

支家庭科全量科大学

松包たみチ

~ ii吉若草科大学際E義務総

綬霊予言童子、 浮察知子、 工芸事苦王子

長室辺芳江、 霊予言喜美江子、 笈w礼子

人間らしく長霊祭 iこ主主きていくことを援助する務

畿には、入閣のす主:セクシュアザティ iこ立すして、

深い走塁線と受容が必愛であると考える。我々は、

入銃密、言者の役 iこ総する怒震設とま菱幼の爽慾務交を長寿

IIJtrこ勤務する委譲毒装に対して、平成 3年 iこ災後し、

本学会で縁台した。

総祭 l立、怒、選ぎの伎について塁塁数した殺は72.7%

( 1142名〉と多いにもかかわらず、窓、容の後 iこ関

するま菱劾を行ったことがある還まは、 17.1% (268 

名〉と少なかった。 慾、容の室主 iこ喜還するま霊Eきをして

いる容や慾革まから後劾を依綴された革まは、愛護護憲主

管で性の繁華議を受務している毛主 iこ多く、後 iこ関す

る f脅絡を~文芸撃している務、 カンファレンスや針溺

に耳x1)上げている者 iこ言審議であった。 しかしなが

ら、怒畿が入総した持、 後・主主主室;こ泌する f警報を

災摩書にi波多撃をしていた華子は、 わずか4.1% (65名)

であった。

これらのことから、今後の談緩は怒遂の設に関

する僚級を入務官寺はもちろんのこと、縁者・務官筆

者協の{護綴関係が成立していく滋怒で、監査降、壌

を器約 iこi波書撃し、 怒還まの設のニーズを考え、 援立おの

1ii:告をカンファレンスなどで検討し合い、チーム

で援 llhしていく必姿主主が浮上した。

慾、毛まの性を毒事笈したケアをするためには、後の

i努怒のす主総lとその援助方法の学潔が必須である。

そのためには、慾、容の性 iこ隠する橋線i夜祭ができ、

それ会分析・!fiJ紙することによって、忍者への援

助が見い tちされる。 また、慾著まから性約言言動やま愛

劾の依綴があった雲寺iこも受容的な対応ができる。

しかし、愛護の爽銭においては、後 iこ関しての

務総夜!3が号諸機にされていない現状である。カル

ペニート、 アルファロの還まなどをみても後・主主義室

lこ関する俊幸義渓 gは少なく、 NANDAの毒号室菱診

断リストをみても審議機関の共主主理解が磁菱重であ

ると考える。

そこで、 響、者の警察例をもとに、 怒、革まの主主に隠す

る孝子設を爽銭するために必婆なデータベースを検

討したので綴fきする。

D会場第30群

144) 肴議綴裁としての f議み j の言受Z晃子詰説

の;遅らえ方 iこ協する絞究

fl喜渓及び隠密の 2[翠立大学芸者続念議総を対象

としてー {その 1) i.手書官 jjiJt七絞

京務大"i':sまま詳告起訴H芸議後

Oi全m 緩

子祭大学脅殺さFとお

主事メ11i事子

む滋養護士喜gにおいて怠脅から rj翁み j の訴え

をsH<体数{ま ~U~ にある。 r 緩み J tま体{霊感党で

はあるものの{限々の翁絡がJ. 震~t詩的要芸誌などの影

努が大きいといえる。後って慾設が f溺み j の聖設

さやきち{在、終絞殺について添えたとしても災現丹i

おにおいて{偶人設が生じ、その訴えを flHくさま遂級

官替の受 11絞り方も千ぷDTilせである。

今問、務遂絞殺としての緩点から、 f需省み j の

炎i見沼誌の硲認によってお i室長議の凝らえ fJ{こi可か

?夫 ftlJi'lがあるのか、また2霊祭はあるのかを紛らか

にするため議交した。

[対象と 1iili1 

対象:間後 C大学病災主諸島Ul雪渓綴 95名{外科系

47主号、 内科系 48Z"， i 、I対話?く人二f干di}.';主主b

l実おi~室長官 88名{外科系 57名、 内線系 31名}

お法:笈1m級官1E立法

続t1li: 1983i.手 12J寺 7日から 2H:!

{主主主塁}

号己主.ji手続(29.85才)を 3達点として 30::t米潟(1 

21名)訴と 30::t以上(62名) lI'11!こ分 tt44磁気の「絡

み J の表渓尽認について比絞検討した総菜、後援

の従らえん‘{こ f怒必まるような絡み突っ.itる

ような絡み 切り裂くような総み J ほか合計 10

1季郊の表淑郎 総にね怒援が認められ{カイ 2粂

{安定、 p<O.05)、 30才以上鮮の方が凝らえプヲの'iil

号室鐙がおいことがわかった。また、務みの強度の

i尽い楽 1見j容認の;足らえ nでは年露童話Il;i室5導力If詰小す

る級i匂を認めた。

dii伎の終らえ nでは、，(ifi!. 'i予のめった主主潟沼訟

は fじ ん じ ん し た 長 読 み ず き ず き し た 綴 み j の

2 ~ß で、 ともに 30才来潟苦手の方古I~安部総としてl'Æ

らえている。また、災在籍のj疋らえ方にはi存続に

よる 2霊祭{正予合どなく類似傾向を認めた。

持鋭校の;足らえ方 iこはお慾差のあった表現沼認

はなく、類似傾向な認めたo
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145) fti霊総報としての f絡み J の差是筏!ll誌

の挺らえガ{こ慌寸る研究

-1刻波及び関西の 2 蕊!立大 ~f: 病院考詩紛を対象と

してー{その 2}内科・外科iJijl生び 2)j担設問比絞

千~大学者援学制ß

O!i':刈:享子

京総大学医学部附属病院

徐立1 t露

F 痛み J !ま自党現象であり、怒者自身の紛絡的

・感情的要素などの彩宅専を受けて訴えられる。し

たがって、その訴える炎務取誌において悶人渓が

生じ、 ifi護婦側の受け取り 11も千差万日ijである。

今fuj、看護情報としての観点から、 「痛み j の

表現約認の看護婦の挺らえ方に、地域差‘あるい

はまた外科系・内科系別のねi畠があるのかを明ら

かにするため議資したので報告する。

{総WJ

14f長郊の「痛み J0)表現用誌について関東 C大

~'ÿ: 必然と i苅i'!i K 大学病院とな比絞した結袋、 lii!ら

えJヲ0)比率にかなりのま員似傾向な認めた。 r強度 j

のliEらえ jjにおいて布忽廷(p刊.05) 1;;.aめられた

点滅的必は「がんがんした総み J u) -nuのみであ

ったのまた、 r IJ1H立 J 0) litらえJiではお怠廷のあ

った炎 JJUflおはなくはば類似傾向を認めた。

}''i滋十iの従らえ方についてもお E主主主が認められ

た表現 IHB長は「ずきずきした痛み i の一語のみで

あった。

外科系と内科系の比I!Xでは、 f強度 J 0) litらえ

方{こ;(:i.tg.、差是k認めた表現miiI.Hま「じわじわ絡む j

のー訟のみで、 r in1f立 J のJ足らえ方にはぬir.ま主主が

認められた表現用語はなく、持続f生の?足らえ方に

おいても有慈愛な認めたのは「鈍い痛み Jのー誌

のみであった。

{まとめ]

以ヒ、ね筏の災なる 2つの凶立大学病践の外科

系及び内科系の王子議綴集凶を対象に F痛み j の表

現 ifi泌 0)j!Eらえ方について比較倹討を行った。そ

の結然、 jJi!らえ IJに強い芳i似傾向が認められた。

このことは、手手iiH婦の f痛み J 0)表現m訟のI!Eら

えfJにおいて、王手芸事E長以外では地主主や勤務総署に

影塁手されることなく災i段牲を持つことを示唆する

ものと考える。
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146) 1表銭湯 1磁における言議E誌の研究 vll

-1n2沈黙待問の検討一

秋 III大学医療技術短期大学部審議学科

ILJ本勝目リ

.:rt葉大学務;護学総

内 j俗語Z

Z込立秋郎総合総i混

O 宇佐笑党

ある程度の滋床経験を持つ看護者であれば、ほ

とんどの蓄が、患者との会話にまつわるすばらし

い体験や苦い体験をしている。それにもかかわら

ず、会話に関する選本的研究は少ない。

これまで、燦f-R土器衡における一対一の会話につ

いて、沈黙時間のi立さとお:mの変化との関係を調

べ、幸経常してきた。前回は、前有益}までの澄i湿の

会話の分析に絞いて、活発な会おな選定して分析

したが、今倒;立、よt)~活発な会訟を i議定して分

析した。

研究方法の法本 r(~ i部分は前閉までと河践である

ゐおま護学1:と慾者の会話を録25し、会話の内容を

プロセスレコードにして、一発言ごとに話題の変

化の筏j交を、変化大、変化小、変化なしに分慾し

た。また、!fflをま交代n与の沈然時限を仏 5秒単位で

i限定した。そして、それらの関係を分析した。

さらに、前Iillまでの事古来より‘発送交代詩の沈

黙時間だけではなく発言の交代がない時の沈黙i待

IIlI、すなわち、尚一発言中の沈黙i待問についても

検討することが望ましいことが明らかになった。

そこで、今関は第一段階として、;1l;:mの変化が大

きかった発言について、同一発言中の沈黙時間の

検討も 1氾えた。

1号られた結果は次のi滋りである。①話題が変化

する時 iま発言の前の沈黙1時間が筏くなるという傾

向は、今聞の不活発な会 ~li でも認められた。②話

Jiiiの変化が大吉くとも、発言中のお:mの変化{発

言交代時には話題の変化がなく、発言中に変{とす

る場合}であれば、発言交代!時の沈然時間 は長く

なかった。③②の場合以外で、 3霊皇霊の変化が大き

いにもかかわらず発言交代 l時の沈黙時間が怒い滋

合は、内容を会まない発忍( rうーん J rえーと

.lなど)や、それに続く発言中の沈黙が、内務を

会む発言の i湾lこなされていた o



147) 鼓膜検湿の基礎検討

その 2 4後援による澱主主手技の比較

北海道大学底学部附属病院登別分説

。小林洋子、槻田郁子、坂本治子、本間智恵

和島早苗

<研究呂的>

近年、正磁な体混といわれる深部体j誌を測定で

きる鼓/1英体議計が注目され、温熱生理学の分野に

おいて研'究が進められている。

前盟 1)の報告で鼓/]英議と口腔極及ひ=n!li'下誌につ

いて比較検討し、本法iま外気温ミ号;の環境条件iζ影

響を受けずに正確な深部{本能鎖が得られることを

確認しTこO

今屈は臨床への導入にむけて、者護婦 5名により

iJllJ定回数と累積鼓j淡体j員計における後者のオベレ

ーションを主体に検討した。

<研究方法>

1. 手技による議震の蒋現性は成人男女 10人

を対象とし、検者(看護婦) 5名が同一時鶴、同

一場所で、対象者 1名につきそれぞれ述続5間づ

っ測定した。

2. 鼓肢体協計はハンドワング位、持入部位・

測定時間の長題、饗告手干の有然、数字表示の滋う

4機穏を測定の対象とした。

<結果>

1. 飽人的な立の構造の違いから正確な測定{穫

を得るには 2-3自のトレーニングを必要とした。

2. 測定菌数5関以上繰り返すことは逆にバラ

ツキが大きくなった。

3. 最高値と最低僚の測定誤差の平均では、 2

機種について O. 1'C - O. 3'Cで差が小さく俗

人内・協人簡における手技の安定がみられたが、

l機穫について O. 5'C - O. 6'Cと器械の裂に

よってバラツキがみられた。

その保留として、ハンドザングの良・否が務!支lこ

もっとも左右しているとおもわれた。

参考文献

。坂本冶チ{也:鼓肢体混計による測定績の検討

第 19由8本看護研究 学 会 1 9 9 3年

148) 光療法の B'i完全mlこ及ぼす彩警警につい

て 一段以、食事、紛争ド総状の泌からー

昭和大学総務

o Il}11双子

千葉大 センター

金3宇和子

{塁塁総}

復活・リズムに喜多警撃を及ぼす主主体リズムを露葬祭1す

るうえで、 うもは遺愛q説子として主主良され、 立も霊安法

が毛筆 J守な生体ワズムi怒答の治療に応}話され始めて

いる e そこで、光!防護塁間子主主強化する光波訟が日

常復活Lこ及ぼす彩饗について、重委員災、食事、務争t

主主状の阪で土む絞、検討した。

方法としては、媛総隊等、食詩文低下のある患者

2名iこ先療法を行ない、産量誌ila寺存号、総紙状況、食

事摂取然、 食善事後立文芸学、 媛誌誌と食警手に {~I' う jゑ替の

自党、字書f!li疲状の変化をi七絞した e

その終5誌は、霊堂駁における変化は、人隠時間が

前進しまctをした十2途党援が減少し、持続緩絞カt

f号られるようになったの平均縫綴弘子I1若の延長がみ

られた@対れないという公絡の改設がみられた e

食事磁の変化は、芸芝互主主義の増加とま己主主がf怒られ

た@ しかし、 i終方ul誌には法がみられた。 1支導主義受取

さ容も時gjj¥Jし、卒事に、 朝食の渓耳主主容が壊がした。 ま

た、 1走者支の改替がみられた@

紛争中?主主主での変化は、 晃子{務尺度上での務持主主主主

の改滋がみられた@以上の絡5裂から、

①先頭葉訟の縫駁に2幻ます撃手警警として、 軽量綴の笈と

援の改惑にお完IJである@

②うも療法の会壌に及ぼす震予撃事として、 会等主主査耳元重量、

疑耳元E容の詩文主主Lこ有効である e

③九療法の務神主主状に及4ます影響として、綴衿症

状の己主主警に有効である@

@光主要訟は、生体リズムi緊密にrr-う生活リズム際

怒としての媛i絞i遂容、食欲不援、総称予定状の改

幸子に有効である。

以上の 4点、が示唆される。しかし、食事に関して

は主主併が少ない点、および、効梁lli漢の時期や効

採の持続についてはバラツキが大ささい点について

は、今後も、!A:綴iを:返ねての、検討が必愛である。
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149) イン 7 オームド・コンセントに関する続完

一号雪5警におけるインフォームド・コンセントに

ついて

:lt.m大学長草炭 内野美~

神奈)11!I*立がんセンター O主主m 答

熊本火学教育学部特別看護科 佐々木光まま

1 .はじめに

インフォームド・コンセントは医簡と怨、おの関

係で話されることが多いが、 i突締をはじめ務穏コ

メデイカルも含めた医療側と恋、者側の関係と捉え

る必笈があると思われる。そこで本研究は努謎の

3工場から看護紛及び呑護学生がインフォームド・

コンセントをどう従えているのかを知り、者f~~に

おけるインフォームド・コンセントについて検言J
してみたいと考え、 zz・3議・知識・教育の三三方向か

ら潟翌五を試みたので、その幸吉よ誌を報告する n

2. 対象及び;与法

潟1I:J羽Itlll;l:'1と成5王手 IlJJ4 日~ 12月3日。対象は

熊本中央主寺院に勤務する看護 146名、熊本際空襲技

術短期大学総31手史的名、熊本労災看護専門学校3

ifo!t 34名である。 1ft)， I;I:イン 7 オームドーコンセ

ントについて夜間紙法により潟3ました。

3 主占5長

よf7.，霊長選の約半数がインフォームド・コンセント

についての生fI織が不ト分であったり絞験 1f:数万11に

みると話題として主主将する医療月J務宅事的キャッチ

1;1:務い432菱総が敏感で、論議のがjとなっている lji

栴の内絡について深く考えるのは総数年数の長い

お縫紛が後れている傾向があったのザ:やの多くは

学校での議議によりイン 7 オームド・コン tント

の意味する内容までも知っている傾向があった o

インフナームド・コンセントにおける翁護婦の役

割があると患っている議護婦は 89.6%、学生92.2 

%であった。日常生活の後i的場面、検査目的・ 17
必・設;訟事項の説明場 j古jで必要と考える人が多く、

主にf}l仰が行う診療土器治iにおいて必妥?であると考

える人 1;1:少なかった。 医師が患者に説明した内容

で忠者がト分 iこ更l!島干していない事柄をわかりやす

く説明することが肴t護婦の大きな役均jであり、そ

のためにl'Af:絡の説明滋泌に lLら会う必要があると

する文紋もあるが、実際に説明場阪に立ち会い、

1ぷ者のJ1ll解皮z把主要しているという看護紛は少な

iJ、叶た。

イン 7 々ームド・コンセントに関する教貨の必要

1'tH銭じる学生 iま79.6%であったが、現(fの講義

を身近なものとして感じられなかった、よく覚え

ていないという宇佐が各々 35.896、 12.0%であっ

式こ 。
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150) 磁告知 iこ隠する看護織の記録

滋賀医科大学医学郎防腐病続選議郎

O坂井靖子

近来、医療の滋におけるインフォームドコンセ

ントの必要性や筋告知の是非についての話題が多

くなってきた。

滋笈医科大学疫学部時i属病続婦人科では 1992年よ

りほぼ金怒者へ究室告知を行っている。皇室告知は医

師が複数で行っており、務護婦は問符していない

が、記録から内容は犯皇室している。鐙告知を受け

た患者の状慾を遺言整h請はどのように記録している

のかを麹査し、 POSの記録の中の特 iこS (主観

約f育報)から慾者の心理磁を推測することができ

るか考察した。

方法

1992'1993年度 lこ入院し、主語告知を受けた想、者

50名の入l!i1:チャートから、 f 疾患に関する不安 j

の攻gに警かれている E芸者の主観的情報をtuJl:f:¥し

分綴した。

対象 僚主誌童話 1 0名 平均年寄~47.6才

子宮頚菜室 1 5名 平均年齢48.2才

子2主体長室 6名 平均年齢60.6才

上皮内幸喜 1 9名 平均年鈴43.9才

結果及び考察

入践の理由として箔・箔かもしれない 21名、

慈性 5名、 E霊露g2名、人間ドック i名、病理の結

泉 1名、喜塁手術 8名、{向かの病変 2名、こんな病

気、わからない i名、慈伎ではない i名と答えて

おり、 「仕方がない・怖い・心配・シ g ッタ j 等

の不安の表現があった。

入読後の記録では「ショック・ストレス・ダメー

ジj 等務神的な勤綴 18名、 「不安・恐怖 J 1 1 

名、 「仕方がない・頑張る J等務めや受容 19名

著35護婦に話を初いてもらいき主になった 2名と務談

綴の役割を示唆した記録もあったが、長室と言って

いるのは i名だけであった。入居言語寺は初対面であ

るために、協の診筋で入漉したことを述べている

が、入5老後 iま殆ど控室という雷祭を使用せずに、患

者・審議嫡共iこ瞭黙の了解のもとに会話ーをしてい

ると恕われる。また、これらの記録からは透綾締

は箔の告知を受けた慾者の不安についての看護計

腐は領号室することが殆どであった。



151) ターミナルケアに対する関心・学習と着

弘前大学教育学部看護学科教室

。米関朗子，間部テル子

死や死にゆく患者の看護経験，ターミナルケア

i乙関する学習経験，死iζ対するイメージが死に対

する看護織の態疫に影響を与えているといわれて

いる。今回それらの関係を分析すること与を日約に

fiった調査結果から， i溺死j患者に対する看護婦の

態疫と，ターミナルケアへのI~心および継続学習

との関連について報告する。

<研究対象および方法>

対象は， 500床以上の12欝公立総合誌院の内科

病棟および，厚生省認定のターミナル鵠擦を有す

る鵠i誌を含めた， 121iiJi況のターミナル病棟に勤務

する零護総計206人であるo 方法は，質問紙法に

よる説資で，無記名自己記入とした。態度につい

ては，治絞らの調査項e¥(ζ修正ぞ加えて7項目と

し， 5段階評定法で，ターミナルケアへの関心の

程箆は， 7段階評定法で選択させ，点数犯して集

計ーした。また，ターミナルケアに潟する継続学習

の有無を，関心が fゃゃあるJ~ r非常にあるJ
と答えた雰護婦に費関しTこ。

<結果>

1. ターミナルケア応対する関心と看護態度には

正のお関があった。

2. ターミナルケアに対する潟心のある者には，

ない者より，絞続的な学習与をしている人が多か

った。

3. 継続的な学習をしている宅ぎはしていない者よ

り臨死患者応対する強度が積極的であった。

4. ターミナルケアに対する関心と

度iとはi対迷があり，関心が学育委動機づけ，学

習結果が態度をより騒極的にすると考えられた。

152) ターミナルケアに関する窓議議資

-1<大学病院の義務総・ Eま締からー

鹿児島大学伝学務附属病院 O小山由菜子

千葉大学看護学部看護実践研究指滋センター

二仁淫i潟議、金井利子

おの終オミj努君主総については多様な怠見があり、

i論議されている。このことに関し医療の浅場はど

う認識しているか。大学病院の特殊性もあるが、

終米閣における延命処夜、医療に対する表護婦と

!家鈎iとこの立場のj設いを感じている a 今回、鐙の終

末期に関するM:議繍食を行い、看護婦と医師、お

よび経験停数による迷いについて比較、検討した

{対象および方法}

対象:1く大学病院に勤務する看護綴 :332名、 E設

問i10 O名、回収ヰミ 82. 3 % 

力法 :giE霊質問紙法

内容:1)ターミナルへの関心があるか、死を迎

える場所号事 6項目 2) 2禁#iJを示し治療、看護

について 3演日

{結論}

l) rターミナ)vに関心あり j は、表護婦 70.8覧

!忽郎 58.5%と違いがみられるが f議議j二の関心j

も含めるとそれぞれ 95定以上となりさをはない。

2) r死を迎える2勢丹rJは、自宅が愛護紛 70.5完

i延長ilj52.8誌とi惑いがみられた。緩数年数回年以上

では、緩ま護綴は専門病段、宮家節は場所にこだわら

ずが増す。

3) r芸者名?!?匁1Jは、ケ…スパイケースが議滋綴

69.0%、E室係 54.7完とままがみられた。芸者名告知〈

自分の場合〉は知らせてほしいが看護綴、記長飾と

もに 50完以上ある。

4) rs豆姉の治療に対する看護婦の期待j と、 f 

E三郎が治療を行いたいj 内容には差がみられた。

緩数年数)jIJでは審議総には差がないが、 Eま釘Lこ

は経がみられた。

5) r怒煮や家族の希望への対処j は、看護婦、

E室長事ともに看護婦・家族カンファレンス 60定以上

で l伎である。

6)看護婦、医櫛とも f自分又は家放がターミナ

)vになった時j の医療は、身体的読書室緩和をや心

にを 6似前後と 1伎にあげている。経験主手数)jIJで

は看護婦には差はみられないが経験日塁手以上の底

締に援がみられた。
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153) 末期がん慈善苦の銭床症状の捻移と抗

がん剤治療による変化(言語 1緩〉ー忍者支緩の基

礎としてー

言Z減壁票総会事寄生学完走

O 吉良すえ子

千葉大学審議学部審議実Z査研究指謬センター

こと慶尚喜章，金井和子

末期がんば~痛をはじめとした食欲不鍍.懇心・

号室社主事の不快な症状を伴うことが多いが，これら

貫主状による愁訴の軽減と生存期間の延長を目的に

して化学需要法が行われる。末期がん患者の生活支

緩の筏点、の確立をH3約として，末期消化器がんで

銚がん剤治療を受けている患者の磁j末症状の推移

と治療による変化の倹討を行った。

{対象および方法]

1992年4月-8湾Mがんセンターに入続した治化

器がん窓者で，化学療法をうけ予後 1年以内と予

j閉された患者35名を対象に，築家?畜化掌療法共問

研究会i隊化祭1慈グループのQua1 i ty of Li fe鍵罪毒

素と g本がん治療学会のがん化繁療法の副作用基

準を参考に翁変衰を作成，診療記録.審議記録より

化学療法前.ゅの主主状および気分.~奪祷，日常生i苦

行動を 5段階でまま時的!こ緩察しデータ収援した。

{成綴および結果]

1治療詰立の症状頻度!ま気分不良100需と会箆iこ.8

常生活行動量IJ~H ，主主毒事 iま 70目前後.食欲不振は約50弘

霊童邸.発熱!ま20輔 30耳，慈心・略q土，白血球減少.下痢

!ま 10~以下，脱毛，口内炎 . OO/j¥t度減少はみられない。

2治療やの症状頻度は気分不良!ま100"と治療前に

比べて変わらず.食欲不振， 8常生活行勧告IJ限， ~奪

緩!ま70-80"，貧血，発熱，窓心・曜をtlま60話以上と増

加し，白血路減少，下存!，脱毛lま20-50若， 00小板減少

も5完と穏ならずみられるようになった。

3 食欲不鍍，貧血，気分不良.日常生活行勧告IJ~.琵，終

絡は入院当初から高頻度，その後新たな発現iま少

ないが入続後1-4週間iま多くの伊iが有しており，以

後その主主疫iま徐々に低下するが， 8週までは1/3以

よの伊jでみられた。発熱.皇室心・寝耳土，自邸球減少，

下痢!立発現の頻度が20"以下と少ないが，入主主各時

期にわたって新たに発現し長英語に持絞した。脱毛，

00小板減少，口内炎i立少数のj91Jで治貴重開始3遡以後

に発現し，口内炎以外iま長主君!こf寺絞した。
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154) 血液透析態安の QOLについて

熊本大学教育学部会議科

。竹下直子、内)11洋子

鹿児烏純心女子大学者護学部

iP易京芸

じまじめに] 血液透析忠者は野修舶をhわない

限り永久的iこ治療を必要とし、自己管理や治療・

通院によるおj誌をがあるの lUliì~透析患者の現在の 't

tiYがどの将度保たれ、満足感や幸福感があるかを

主1Iるために11M人の QOLを身体的、心理的、社会

経済的 fft~閣の 3 fIl~ïliîから測定し、検討したの

{方法】 熊本市内 S病院の透析センターに述筏

する忠者77iSを対象とし、質問JHJ紙による開き取

り間後調査を実施したの質問項目は、対象1tの造E

*J~'I生や透析治療に|刻する 111京日と Q () L'こ関す

る36J民自 cl~ 5点の得点をつけ、点数が高いほ

うがQOLが高いとした)である n

W:-ml 
1. 年li長I'iの王子均年齢は58.9土 12.7殺で、そのう

ち有給者35.1%であった.，京放構成をみると、一

人位らしは7.8%であったリ

2. iiif片経験生ド数{立、平均 7fド:~カ IJ 土 (j Jドli刀

J1で、 5{f'.fJ， tlま57.1%であったけ'liWJ透析は70.

1%であったけ腎疾，1J.1，以外の疾病「有J，ま88.3%

で、透析rl"及びそのiitri去に出現する五E状 rl:fJは

85.7%であった内

3.身体的、心f照的、 tJ:会・絞済的の 3fWJJ必の得

点、子均を比較すると、身体的側面は3.76点、心f史

的側I知立3.33点、社会・経済的側証言は3.66点で

あったの

4. QOLに関するJM]のうち得点の高いものは

f透析中の零車IJ痛の.lld'lZJr一悉身近な人とのIl}J

111をL、Jr気分転換の認識Jr一議身近な人との

;さ:志疎通」であった内得点の低いものは f地域の

役割Jr EI概Jr [ミ己受容f支Jr体力の比較」で

あったの

5 身体的l質問の高得点1ft と f1.~得点群を他の 2 fWJ 

砲で比絞すると高得点鮮は心理的玖引においてO.

73点、社会・経滅的m留において0.41ぷ高くなっ

fこの

6.身体的JAEIの高得点併は低得点、苦手に比べ「生

きがいJ r級滋・家長室の役割J r知識沼得への意

欲j の明日において得点がiおかった η



155) PTCA後のo.OLとコントロール感覚

のi惑遂について

千雪量r1i:li.震基浜続税 O卒事 警若手

波書翼 線ニ子

総緩市立霊童書室センター 綴深 浅

千葉市立病段 王手弁紹

E長京医科言語科大空詳 斉緩やよい

心筋綬警護慾苦言の0.0しを緩定ずる図ぞれま、疾長寿の

護主主主居室のみならず、社会・心E霊的愛国が慾姿とされ

ている@今回は心重量的喜霊感のうち自己繁華塁慾笈を形

成するコントロール慾党に注Elし、経E主的冠動綴形

成綴(以下 PTCA)を受けたE患者のo.OLとの替塁

走塁について潔王立を行った@

立す塁塁は PTCAを受けた議室長証役心害実感E塁、苦言264名

とし、重君主是主主によるアンケート審議宝まな行った。 コン

トロール感覚は損ultidimensionalHealt主Locus

of Control Scalcにより言認定し、 予寄護基らの事選塁塁若君

主主J;!!J塁、容のためのo.OL総E主主主による::!:.銭的・社会

約生活言語足感{以下生活議長!~霊)との総i遂をみた。

く絡梁〉

1)有効回答206(18覧}、内訳は男性161名、女役45名

、平均年令61.32才であった@

2)後]jlJ、年令、 をき新名、 PTCA成毒薬は生活潟Jil.長率

に総務しなかった@また、コントロール星雲交は P

TCAの慈若手淡定、 及び主主治i策定義さと言語i援はなか

った。

3)対象の70葉以上が PTCA後、 号電媛・童文芸雪'1'主主事の

'.!ilt震を変更したが、生活苦言僚の変受とコントロー

}v慾焚とのf穏に特徴的な露塁走塁はなかった@

4)内約コントロール慾党後佼者 (56/叙}が、外約コ

ントロー }v~霊童主主襲佼苦言 (43.4覧)iこ比重査して多かっ

たe これは係f事的綴訟を受付た心筋筏警護慈餐の比

率と異なり、むしろ笈言語審まパイパス絡を受けた怒

警の上I:~容に類似していた@

5)生活者罰足怒は PT C At愛媛状がj得失しなかった翁

(pく0.05)、及び綴{Eも自党主主状のある苦言 (p(O.OI)

に言語かった。

以上より、コントロール慈雲之と生活滋足感とのi習

に ~il霊は認められなかったが、 自主室主主主主を獲す警の

生活言語足感、が幸喜怒にi認かったことから、病気共存の

磁気が、その後の QOL を書道める~ご子となり終るこ

とが示唆された。

156) 

QOL改撃を試みて

名古E雲大学医学部隊塁塁手持続

。総滋祐子、 ul口政江

愛知系立看護短綴大学

山口桂子

(S A S)の

[13的] S A Sを有するHei誇怠殺の呼吸滋答の改

惑を試み、その擦の看護上の間惑を検討した。

おす室長と方法]症例:29才努子、主訴:肥潟、長

r.llの毒ましい限気と夜潟党塁塁。身長:1己9cm、体設:

122 k g 。意冬夜縫E民*'リグラフにて 1夜に640@]の

祭呼吸を確認され、 PickWick疲綾若手の診新のもと

入鋭となった。入段後、食謬療法と透動療法によ

る滅畿と務衿療法を行った。治療効果はパルスオ

キシメータ…により酸素飽和皮 (Sa02)で料乏し

た。呼吸滋答の変化と滅輩、聖喜怒草寺のf本伎などの

関係について検討した。また、治療の経遜の中で、

減量を継続するための生活指導を実施し、看護j二

の問題について検討した。

{給条}治療前の夜間Sa021ま80.5土10.7%と著し

く低悠であった。その後の、治療経過は以下のき受

のごとくであった。

治療書官 2ヶ丹後 3ヶ月f盈

体重量 122kg 106kg 9吉kg 98kg 96kg 

体t立 f印麗人税 f員総λt立 f印毘λ低俗悪人位 俄臣λt立

ネ7・ライザゅー あ り

8aO. 80.5 84 85.7 84.7 89 
{平均:媛殺%)

態、考i立入器宅待、lf，i議に対する病識は乏しく、減畿

に対してのみならず、日常生活においてもすべて

が済援的であった。そのため、我々は疾怠につい

て十分に説明すると共に、際限時の体{立やネブラ

イザーによる疲状縫滅を試み、選動療法をー絡に

行い、事選神的なパックアップも行った。治療開始

後3ヶ月では体霊は1∞Kg以下となり、体伎の種

綴にかかわらず、夜鶴Sa021ま有意に改撃してきた。

その総菜、入後当初にはSa02の低下のためと怒わ

れる陸銀特覚書邸主 l娩Lこ5-10@]あったものが、体

愛1∞Kg前後になると l娩中党濯しなくなり、治

療や8常生活にさま欲が見られるようになった。

[結語}ヌド症例の治療の姿点iま減量まであるが、そ

れは栄養学的な治療のみでは不十分であり、減登

をより効系的に行うためには、縫緩告告な務衿iiiiで

の看護がE子婆である。
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157) 乳告すi怠容の QOLの向上に泌する研究

一妥の手L言語以治符jを体験した夫の認識とその彩襲撃-~・

RiJの検討ー

金沢大学反君主技術短期大学部

OUJ上初笑.nm弘笑，永JII名和

金沢大学E語学部置す燦病院

i!!i 尾治子

近年患者のQOしを考燥し、手L泌の外科f内治終は綬i

小傾向にあるが、ボディーイメージの抵当儀は避けら

れない。話i毛すが心身の 'ti:~葬を得てそF絡に箆み、員ñ1時

な生以へ復焔するには、忠、お・と共lこ家族、特にwt約

者では主誌のサポートは箆妥である。今回そのー資料

を得るため、手し絡の2をに向き合う炎の認滋と不安に

対する喜多襲撃要閣を検討し、姿のQOLとの関係を知る

Ef(1内で以下の研究を行った。

{対象およびMl;J

手L員長j絞治Uiを受け;g践した忠者とその欠94翁iで、

然記ちによる渓\i芸品，~1をを行った。災には、手術を受

けた11やそf:.Uiに伴う認識・対応とSTAI質問紙による不

1i:1.交を泌Iiし、さらに約三tやおj後経過年数などによ

り検討した。姿には、母OLの測定として、 7j7ン1・/¥

ワ-;i"O)~tIí汚総足度指標(むし1)どSE尺l交を佼JHした。

[J災義iおよび総務}

①[ill以It~は 60.6% (57総)で、 "&の手持王1:は非主主~iY~

乳t耳切除狩j(乳f;JJf，予)31人、 滋:(f.術〈織作者予)26人

だった。術後3if以ドの者は68.4%(39人)であった。

②'*への強告知は、手I効問答者51人全員がさ在んだ。

③術後の乳房に対する火の泌足度を1f.i式でみると、

t益子J:f，手が有M:Iこ街く、 72.0%がきれいと答えた反ffti、

乳母j鮮は痛々しいが73.3%を示した。

@乳liJl洋夫の状態不安は、術後3if以下;こ比絞し4年

以上はぬÎ~に低かったが、 I鼠ぷ若手;Jミの術後 4iJ!以 1:の

が;悠不安は、手LI;JJl洋3年以下とほぼ同じ{成迄おまった。

⑤笈の告し!得点は、持i式で設はなく、君主総の23.5ま

4.8が、俊康弘司会・心辺得点より手主主主;こif1jかった。

⑬i議院では2滋に i阪と 1~3カ ßl に lffil の群を i七絞する

と、後者においてまさのQLI得点は有意におくなった。

しかし、主たの特性不安も有蕊iこMくなった。

⑦夫のSTAI得点と妥のQLII札点、iこは、お間関係がみら

れず、夫の不安i交と 3廷のQOLlこは問主~がなかった。

以ヒより姿のQOLは、おj王tや夫の不安l皮iこ関i!Eはな

かったが、 i痕鋭頻度で~がみられ、介入の i時期が示

唆された。また溺存続の火の不安i交は術後4年以上で

潟まり、話H子術王tのm加に伴う1'-E宅でのき長と犬のi箆

J，t; Iこ対し長期的支媛が必援である。
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158) 高齢オストメイトのQualityof Lifeの

検討

国立がんセンター東病院

O問中純子

弘前大学教育学部看護学科教家

米内山千賀子，木村紀美，福島松郎

〔研究目的〉高齢者にとって，人工紅Fうによる新

しい排浩行動様式に変えることは難しく，日常生

活の満足感にも影響を及ぼしていると忠われる。

今回，高齢オストメイトの Qualityof Life (生活

の質)にかかわる要照を，心耳l!テストの成総およ

び背景から検討した。

〔対象及び方法〉対象は，弘前市内二つの掬涜の

外科外来通院手129例と県内各地で災施されたオス

トメイト講習会参加者80開のifH09例て宇あった。

方法は質問j紙による節接調査および配布式自己記

入調査であった。人工日工内保有者ffiQua! i ty of 

L ife Index (23項目， 230点満点)については，

総合点及びPadilla'ζよる心理的安寧，身体的安

寧，ボディイメージ，診断と治療，社会的関わり

の 5つの国子加に算出した。また，老化や日常生

活についての質問紙，心理テストとして顕在性不

安テスト (MAS).自己評価式J1lJうつ1"J尺度 (SD

S) ，東大式エゴグラム (TEG)そ行った。 65歳未

満を壮年期併.65歳以上を高齢者群として比較検

討をした。

〔結果)1. QOL総合点、では，河野間l乙有意差は

なかった。 2.i誌紛者群のQOL総合点は10年以上

になると壮年JtlJ郡:より低下した。 3.老化現象あ

り群の QOL総合点は，ない群より有意に低かっ

た。 4.1人・夫婦のみで暮らしている高齢者の

QOL総合点、は，家族と暮らしているものより低

い傾向にあった。 5.身体的安寧のQOL得点は，

高防者苦手が低い傾向にあり，特に女性が有意に低

かった。 6.ボディイメージのQOL得点、はjiIJj群と

もに低かった。 7.Jifultl'ともに不安，抑うつが高

い者のQOL総合点は有怠i乙低下した。 8.TEG 

lとおいて，附ともに⑪が齢、初QOL総合

点が低下し，③がi郎、とi部、得点を示した。

以上から高齢オストメイトの QOLには加齢iこ

伴う身体的変化，家族的背景が関連しており，ソ

ーシャルサポートの必要性を強く感じた。



D会場第33群

159) C裂1t設住肝炎fぷ釘の抱える問題とその

j渇;i!lj:袋出

?話ぬ県立i衣料大学的i泌総統 O波辺美;伝子

千紫大学肴護学部校長護実践研究センタ

去をメ11 淳子

はじめに:インターフェロン(以下 1F Nと絡す)

療法により C.1S]リ様性肝炎に対する根治的治療が可

能になり、保険適用となってから治療を受ける.~、

者数i立場加している。しかし IFN療法にはこう

した反謡、多機でかつ強引、泌ヂ'1:J+lがあり、長期の

治療期間で、効薬は3-4~誌と低く、怠者は治療に対

して期待と不安を抱いて受けているのが現状であ

る。 そこで今回、 1F N療法を受けている怠者

がらた際にどのような不安や問題をどの持郊に抱え

ていのるか、またその事ij保は1"Jかを母jらかにし、

今後の 1F N 療法.. :B、若ぎのよりよい好議の必礎資料

とするため、者号:夜を1iい分析検言すしたり

対象:当読でcm慢性肝炎で IFN療法を受け、

平成4年 11凡から j l，f潟 lこ退践した恋~27名 問~立

者18名〈有効矧J!X1f.W7%) このうち、副作般の比

較のため 1F N投与j切IIllを2週間述 El後、巡3m]の

fよ~tfl0名を分析対象者とした。(列S名 女4;f;) 

方法:①'i![[iij紙〈郵送法〉による:il!絞殺茎長 期間;

平成5年12J:llEl -12)J 23 El 内容;受療動機、効泉

の説明P']谷、入院中の波状・問題の有無とその内容、

退院長?の問題、退銃後の症状・問題の千子会話とその内

容、返院後のLJ:.t¥点について くお電話インタビ λ ー

による総務の線路 。)入院時カルテ・外米カルテ

による務報収録 内容，基本属性、治療やの経滋

結~ミ及び考察

1. J F N 療法，mt'の抱える問題i立、会期を通じて

泌作汗jのf誌はえによるものが1二位を占めていたり

2. 1 F Nの楽の種類により、 α殺では退院後日、

らいら感JrJlはじj 、βi認ではインフルエンザ様

波状が長JlIlにわたり f液状による心身のつらさj

を惚えており、薬の綬鎖による遠いがlift認された。

3.入院中インフルエンザ緩症状のtil攻j境問が長い

方が f液状ーによる心身のつらさjを抱えていた 0

1制作用の出現期間が f症状による心身のつらさj

iこ関与していることが示唆された。

4.槌伴波状の出現が 「治療効巣への不安jにつ

ながることが幾われたの

5.社会的支援が治療綴絞に関与していることが認

められたの

160) インターフエロン療法を受けている慾者

の看護

- ~J作用をや心に一

青森市民病続

0浅利佳子、太a英子、山口ゆきゑ子

くはじめに〉

現在、 f受性肝炎治療の中心はインターフエロン

(以下 IFNと絡す)綴法が効梁をあげている。

IFN療法は、発熱、緩痛などの副作用を伴い、

特にうつ状態などの精神症状を伴う符は盗殺する

こともある。そこで、注射後どの伎で~j{/FF誌がお

混し、それが身体約、総符的に患者にどのように

務饗するのかを採ることで慾者の苦痛を最小践に

する方法を見出そうとアンケート議査な行い検討

した。

く研究対象および11法〉

し対象:後性C型B千炎で IFN療法令受けてい

る~病棟第 3 内科入滋慾者 1 1名

2.方法:

1) 1 F N投与開始後それぞれの線開に応じた質

問紙による経過7.l1Jアンケート毅査を笑施した，

2 )検滋浪!Ji.主炎を慾ミ若に記録するよう指導した。

3) 1 F N療法経行中、どの時期に創作用1J¥現わ

れ、どのような処援が行われたか、特に発熱を中

心Lこして袋を作成し、受け持ち務議総1J¥記入した

く金書架〉

し患者の背景については、憲議互江援・手術援のあ

る人が、約半数を占めていた。

2. 体滋変化~体温ピーク待問については、ピー

ク得体滋は 38. 0 'C~ 3 8. 5 'cで主主射後9-

1 2待出来議事に設も上昇した e

3. 2ク…ルgでは、特徴的に築中力や気力がな

いなどの絡将症状が出現した。

4.入隊中の不安については、不安の原IZSH立病気

が治るかどうか、 IFN療法の混作用がいつまで

続くのかだった。

5. 怠読後の不安に隠しては、蒋発、怒化につい

てが最も多かった。

以上のことから我々は患者の症状、予後に合わ

せて{憶7.l1J性を考慮した指導をし、そして家族を含

めた送続指導を滋統的に行っていく必要があると

考えた。
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161) インターフェロン療法を受けている患者

のQualityofしife

虎の門病院

O本間ともみ

弘前大学教脊学部看護学科教室

木村紀美，米内山千賀子，福島松郎

1. はじめに

慢性肝炎において，インターフエロン(IFN)

の効果が注目されているが，全例i乙効果が期待で

きるとは限らず，話Uf'f.ftJの苦しさ，治療期間の;長

さ，経済的負担など問題も多い。そこで. IFN 

療法を受ける忠者の日'ìï~生活の満足度を知るため

に調査を行い，背景因子や心理テストとの関係に

ついて検討した。

1 研究対象及び方法

弘前大学医学部附属病院および黒石綿I~tでお IFN

療法を受けているC型慢性好炎慾者主主べ89名を対

象とした。iiJ，'，j査は，治続出始前. 1か月後. 3か

月後，治療終了時に，質問紙による部資および不

安白日評定質問紙STAI-j.自己評制式抑うつ

性尺&SDS.Health Locus of ControI (HLC) 

を行った。なお質問紙の内容は「作業能力J r心
血状態Jr人間関係を維持する能力(人間関係)J

「身体的な不快度あるいは快適度(身体状態)Jの

4婆閣とした。

111.研究成績および考察

QOL4袈lElの経時的変動i乙有;意査はなかったが，

背景関子lζ分類すると有意な変動が見られた。まず

「作業能力Jの変動は，性別では男性.1F齢では52

歳以下.HLCでは InternaIがそれそーれ高得点で推

移した。次に「心現状態jの変動は，性別.HLC 

では有意な変動は見られなかったが，年紛では53

歳以上がif5得点で従移した。また「人閥均係」は，

年齢では52歳以下が治療前で有意に高得点、を示し

たが.1か月l乙比べ3か月が有意に低下した。その

他，性xW.HLCの変動i乙有意諜はなかった。 f身
体状態jの変動は.t'l別，王手紛では有意な変動はな

かったが，日LCのInternaIがExternalより潟得点

で熊移した。 STAI-]の成績は，終ア時が 1か月

より有意に低下し f心sll状態Jとは負の相関がえら

れた。以上の乙とから，患者の性別や年齢，セル

フケア能力を理解し，それに応じた援助を行うこ

とがQOLの向上につながると考える。
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162) 干f.:1il'ih長泌総中の!.!.¥者の家族状況とセ

jレフケア fi~誌の関係

東海大宇医学的付泌病院

OJ反口ゆかり

1'1治医科大学otj.，)!ffi1.JtJJ大学

.f1~下由美子

仮住呼吸不全::怠=Il・は念、{主僧泌を繰り返し、長期

間で徐々に呼吸機能低下の経過をたどる。そこで

伐をちでのセルフケア行動がだ:~il!となるが、なかな

か住吉ちがコントロールできない射状がある。長い

裁発生tfiの巾で?江主5なのは、セルフケγ行動を支

える家放のff."1Eが大きいことが指絡されている。

"1(:宅政潔絞殺をするf島、者は行動の制限や社会や室長

l怠での役1:~変化を求められる落、多い.そこで、

セルフケアカや~l: i'liに家終がどのように路容を及

ぼしているか検討することは、 lrdtの生活のJ1[を

:iiえた緩D];に必至上tであると考え研究を行なった。

研究方法としては{f:¥名義主主長療法 l.tで外来通続中

のJ思考・家紋 5ヰE伊jにおi付の家族5主治}Ji色・問題

狩処}J、セjレフケアカをとらえる怜総みを参考に

作成したポ口 ~J耳い :1'，構成的孤援をおこない、そ

のぬ主主から双方主状況とセルフケァh5iJjのfyJj品を分

析した。

その結果、家j炭関係7J'安定していて、:来旅以外

の緩WJ者も多い事例で、状況の変化を判断し、決

定していくセルフケアカが潟いと J考えられるが、

家紋内でリーダーの+:(r:やお]議関係があるが例で

は、'4'.~fi tf消奴的になり我慢なしたり、1l!¥.v.Hす

ることがありセjレフケア }Jが低いといえる。

また、 2皇族関係が安定し、応、者が家族に支えら

れるだけの存在でなく、主主総の中で役割をもち、

相互依0・協力のi羽{品が築けていると、)'1.)、，ftは R

分自身のイUEをしっかりと持ちセルフケア行動が

十分とることができる。 D: 宅信託紫波法 rf1の恋、~.の

セルフケアf子if!H支える:>>!ぷとしては、家族状況

が良好で O}/.と依必のバランスがとれて万.いに交

え合う関係が磁立されること、状況を家放:で判断

し対処するカがあること、 i司J.rJ家族以外の援助者

~多く持っていることの 3 ぷがm係が深いことが

終認できたの以よから、{f:宅露首Ji療法r.tの!J:d子の

ml!由には家主主i主欠かせないものであり、患者・を支

える:(:f.tEとしてでなく f品者と共に集約していく.{J.

ttとして家旅を合めた;役認の必要件:~i:J1産認した。



163) 長期人工呼吸:l)i!毒殺滋訟の緩床計略

一慢性呼吸不会慾者の緩税滋ぞ~を i還して

秋回大学E語学部的緩総設

。潟地有B子 主主泌長官子 笈谷美総子

(拶f究目的) i:受慾呼吸不全で、人工呼吸器からの

援鋭滋援の長級化が予泌された怒者 iこ、書養成2十泌

を災施し、ミ撃たきりの状態安防止し ADLの滋大

をはたらきかける。

iプiJi去1

( 1 )喜重派5十泌jの進め)j

①蕊ヱドiJiJ1fi，を段階をふんで.iJ!iめる 窃詩人{立・幾

位期lilllこ上下放送劾を行い、立おき経{立が可能となれ

ば足踏み遂滋を加える

( 2 )緩床許証訴のアセスメントポイント

CD動作中の綴署長点:呼吸状態. TV. パルスオ

キシメ 7-. HR. El:l宅促状 (今動作ステップ

アヴプのさま滋:溺H'Fl時間の悠長，パイタルサイン

の安定. ~主労 j変 (お送車11回数アップの基準・疲労

の残らない程度 ⑨身体的評係喜主力 長上下

絞~{霊 iiiF'./C.TV ⑤心走塁的2平総

{S7itぷi怠きは58%女役、先天性主導雲寺銭による波

数呼吸不全である。人工呼吸滋綴絞m懇で、気管

1;1J問がなされたり全.¥u七fJV号室2呂志、ら緩J;HI・5設を災

言語した。 ~ú'U場限Hまねがえりの g 立と上下 1主連立訟

を進めた o 9 EHlからの主主:位期間には安定しやす

い立議後{立で、 JEBI喜み巡霊与を行うとともに、議後や

雲?き物ぞおjめた。偽1主役j滋炎のため怒れていた食

事のllIl始まきには、!3))でiER!iしお縫をf寄っという

自主的な行動がみられた。 21臼8から起立総意3を

rrぃ、その後人工呼吸1lif窃絡の扱いを介助してベ

ッドサイドの椅子にさ怒ることから歩行練習を行い

、まもなく人工 u手数~からの議室鋭 iこ成功した。

(;考察〕一般的 iこ符・筋のj務用性喜主総は交官予詩人減ミ

3日gよりおこるといわれている。そのため議室床

計[!Iljはできるだけ早Jlll1こ、すなわち気管七1)~奇習日

から災絡する必姿がある。人工呼吸器裟滋怠者ーは

動ける範殴は絞られているが、慈本章1111'がよ袋行す

ればADLは拡大するのス夕、ノフが法主主!!V1作進行

のために、継続的に畿きかける費量*~I'磁の効 1111立

大きいと考える。 また今回の~総絞滋から、人工

呼吸器が主主おされ身体的精神的苦翁の大きい慾容

にとって、 ADLを拡大していくことが、鈎草寺;怠

欲をひきだすために有効であることを線認した。

む会場第34群

16ヰ) 教育入lIfU終了後の綴尿病慾若手の自己管

王室への知数の活用について 第 i殺

元子芸芝大学務。 護学部

071<野智子

千楽大学警ま護学liIl

豊子 o美和子

くはじめに〉 慾者が、事選尿病の自己管理を

行っていく Jこで、奴審議の活用 iま、必要不可欠であ

る。しかし、滋者が匁i裁をお溺し、 g己管走塁を行

うまでの怒容の認畿のプロセスは、~丹らかになっ

ていない。また、知裁については、気l畿のテスト

や、~己資潔行動ができているかどうかにより務

綴され、知数iこ活!喜の段詰ぎがあるという筏点がな

かったため、自己管理行動ができていない慾若手{土、

知器撃がないとされることもあった。本研究では、

教事手入筏終了後の綴E京綴滋若手の関己努怒への鉛織

の浴用状慾を切らかにし、気i畿の活用の段階に応

じた援効を採るよでの匁uもをf写ることをFl約とし

fこ。

く方法〉 対象は、数資入続終ア後、外来i溢絞

する誌IDD誌の成人郊の怒若手 16名をt-r怒とし、人容主

将・ i怠続時の質問紙による i溜~取り宮古後と、議室絞

約な務ま霊長雲助のき寝!@]自の立百後 iこより、悠容の匁i

畿の活関の状怒を分ネ庁した。分析の視点について

は、オレムの王室議事を参考}こし、研究警が作成した

5匁i畿の主5・F詩からみたお己繁華主の段院をi翠i で分析

した。これは、以下のような段際になっている。

①知畿を保有しているが、自己管理に活浴できて

いない。②匁談後活汚して、 (以下、 f知審議を滋

mして i を容器各する。)自分の状況を知ろうとし

ている。③自分の状況を走塁録、分続し、考えてい

る。③自分の状況を王室喜卒、分析し、考え、 笥緩や

行霊訪の笑ITを決議去している。⑤E定綴 iこ良己管理行

動を主総行している。⑥絡5畏を義語り返り、言手綴し、

工夫している。

く総5長・量5-祭>窓、若手の自己管理主への知識の活

mの段続を分析すると、以下のことが明らかに

なった。③の段階が一答多く、①、③、⑤の段階

に分けられた。教育入総終了後の綴尿病慾者の、

知識の活隠の段滋 l主主華々であり、彦、若まの知識の活

用の段階ぞ分析することは、 J患者が、①から⑥の

どの段罪去にいるかがわかり、その段階iこ応じた援

効を検討するために有効であると怒われる。
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165) 糖尿病治療における自己管漫に対する援

助…a己血糖測定が動機づけとなったと思われる

老人糖尿病患者の一例ー

長崎大学医療技術短期大学部者謎学科

O西山久美子，大塚健作，福山由美子

i珍聖子久美子議問秀子ー

JW結核を合併する老人糖尿病患者が良好なコン

トロールを維持するまでの過程を検討し，自己管

理に対する援助について若干の考察を試みた。

日氏.74歳，線機，病弱の姿と 2人暮し。 69歳の

時，泌尿病と肺結核の診断で約mfJ入院治療。そ

の後~院外来治療となり，精鋭病は薬物(SU朔U) と

食事療法でお110官印した。外来では病歴の縛滋取

をし，定期受診においてはその時の症状，検査ft(i..

合併症の有無などをコントロールの指標とした。

第 i 鍛 (1989年7fJ -1990年12月):~説後次第に

J(ll泌総やHbA，，上昇のため，再三食事指導を行った

りSU剣士gf設を試みたがコントロール不良となった。

9 fJ ，こ貧血症状がみられ精液により湾総と診断さ

れ入i弘同夜会摘衡をうけ再び外米治療となった。

芸高 2期(1990年12，EJ-1991年10，EJ):手術後食事

摂取が充分できずコントロール不良となった。入

践のよインスリン療法でコントロールし，自己渋

射の指導を得て符皮外来でfollowupとなった。

第3期(1991年10fJ-1992年3.Fl) :患者は食事が

指示;訟とれないので「低血糖予防のためジュース

を欽むJrこの年まで生きたのだからもう何もし

なくてよL、jと訴え，退院後約2ヶ月でコントロー

ル不良となった。そのため受診回数を頻思にさせ

激励と共に自己血機測定(S胞のをすすめた。しか

し，この時友締野陰影の裕資治療で約1ヶ月間入院

したため.5MBGは~続後潟始した。入院中のFBSは，

105-130mg/dlで‘比較的良好であった。

第 4期(1992年3月~現在):受診n寺は外米で実施

する測定伎を態、考と礁かめあい，測定記録をJHい

指導をした。また臼i常の活動状況把援のためカロ

リーカウンターによるエネルギー消費;設を測定さ

せた。当初のHbA，，1ま9.5需であったが，次第に5出合

lこ低下していった。このような良好なコントロー

ルが維持できるのは. S証拠により血糖値がi立ちに

把握できるため恐れていた低11fl籾l1lE状に遮切に対

応できることや. t設導場面での日常生活行動のふ

りかえりなどによるものと思われる。
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166) 総尿病忠者の食品目安土誌の派員手状況に泌

する検討

東京阪科大学八王子医絞センタ

O本多付1fぜ

千葉大学務護学館附隊看護災践指導センタ

金;)1: 和子、土主義ぬ義

T医科大学 H医療センターでは、外来通院患者

を対象に、集団食事指導を行っている。そのなか

でごヵ月 iこ一関ノ〈イキング方式の食事会を行って

いる。恋者は g分で食品をi怒lまず、医療者iこ依{f

する傾向がみられる。その係国を切らかにするた

めに、糖尿病患者の食品討安滋の潔解，食{fJlfi法

の理解に関する検討を行った。

対象 :T医科大学II医療センターで行っている

総長主主む忠者の食事会に参加した35名。

方法:以下のアンケート読まをぞ行った。

1. lInに凝った13食品の単位の白安箆について。

iEしい悠より品主主長1道路10%以内をiE鮮とし、

10-20%以内で多い・少ない、 20%以上で

多い・少ないの 5段階に分類した。

2. 食事療法についての知識皮、災行程j交など。

幸先取および考察:食予療法の興味.I'll解. 1単

伎のカロリー，指示カロリー，腹八分El.たべす

ぎについて、 80%1ま知識皮がおく、意欲的な傾向

換がみられた。しかし、はかりでの計綴，食品交

炎の利IIJについて、いつも行っているは30%前後

と少なく、 3走行校i交は低い綴戸}がみられた。

iE鮮の多い食品は、とり!勾，事1i.りんご.さつ

まいも.ごはんである。iE鮮の少ない食品は、お

ひたし，筑前煮である。

全食品の目安祭会計得点は、立主，%20)点 (26)点満

点、)で、最低が 2点、平均点は、 10.6点あった。

11点が絞も多く 7人、ついで12点の 4人であった。

普段から、食品交換渓の利用，はかりの計五まを

いつも行っている人は白安援の得点、が渇く、 Fヨ2安

尽をiEしく卒IJ断できる傾向にある。

滋尿病の食事指導iこ、しばしば目安滋が用いら

れる。しかし、食品や献立によりiEll震な目安還の

判断が偶然になることがわかった。したがって、

複数の食品を調恕するとき、単品でも目安殺の判

断が慰穀な食品は、必ず食品交換を貨の利用，はか

りの言u設を行い、食品の単{立を確認する必要があ

る。



167) 後俊幸宅五三慾者のうけた退院指主事と滋院

f支の悩み.!1'1ったことの5足立主

変革主三方原病院

083ロii代

終日:lIJ員長室衛生大学衛生空宇都

谷村秀子、 φ弁英子

積約:後役綴君主jゑをもつえ急務i立、セルフケアに

よって疾病を慈fとさせないよう生活していかなけ

ればならない。入院中にさまざまな指導さと受ける

が、返践してみて始めてニ予認していなかった総み

や疑問などの図ったことに気づくことが多い。そ

こで、入続中に受けたお滋内容と、慾著きが指導を

受けたと認怒している内容及び、現在絡んだり図

っていることの笑?診を潟交した.方法 F大学然

院を滋除後、初めて外議受診する後十主苦笑慾怠奉行

名を対象Lこ、自然生活の中て'の悩み・濁っている

ことを{認さ取り潟笈し、!湾 M~義務に対して務幾多選

が行ったf韓議内容は餐議サマリーからデータさと後

丈-.そして、議議長警が行った滋毒事内容と占患者が受

けた捻議内容から!1'1ったこと悩んでいることの分

析を行った.総長ミおよび考警察:対塁患の疾ゑは告書潔

器系22名、 事喜E芸高等ち名、 j誇イと務主義 8名、 E手数苦言系

5名、 その{i!l3名である@議議室蓄のi塁需主捻主撃は43

名会てに行われており、その主主ぺ菱立は 172務留で

1 人平均 4 工費 g となっている。…1n草者がj~ ミ撃を

受けたと i2.皇室しているのは34名(7ヲ.1%)である.

J言語審内容は?聖域自 (46.5%)で 1人平均1.83壌g

で、愛護主義と~~号、還をとの認言警が大きく盗塁っている.

え号、容の綴み・ 8っていることについては、総数114

Z童図であり、査室も多いのは霊童数26.3%、次いで症

状について 21.9%、;食要事 18.0%である.このうち

餐議委譲から捻ミ撃されたのは32王露関 (28.1%)、縫

議事がなくて悩み・濁っているものは82環筏(71. 9% 

である。考委談合議の tli主筆と慾毛まの ~2滋が一致してい

る33渓箆 (19.2%)の中でゑ者が!1'1ったり悩んで

いるのはま室率27.3%であり、務長実務怒、老に多い.

次いで言案と逐畿についてはそれぞれ 6%であり、

ともに綴1祭器疾患、急還まに多い@宅雪i菱総i立返技指導

のil!!に白々の生活援助の中で'j話芸撃を行っているが、

返絞f去の5患者のさ色沼環境を充分犯援したよで慾還ま

がま壁終し災行可総な方露各を;tえて行なわないと、

-jJ約な指導に終わることをこの番号交は示唆して

いると考える@

168) 後{主主主慾怒蓄のセルフケア行動実行喜H~l

の変化 lこ隠する綴額約淡究ーセルフケア行動アセ

スメントモデ)1.-¥己主義づいて

北海道大学2宣言望校総短期大学部審議学科

O矢野滋養

北j努i撃目送機経外科記念筑波

務草案爽澄、~堅fì藷番、山本良子、綴谷幸善後

研究図的:穫後霊長怒怒苦言のセルフケア行勧奨行婆

[l;Jが時間経i還と共にどの擦に変化し、返話芸後のど

の B寺綴に各実行喜~[l;Jをどの擦に強化していく主義が

有効なのかそ務らかにする毒事により、 E妻、誉教育へ

の指針令然ることを g約として本研究を行った e

研究方法:1)織部 1992王手 10 Fl ~1994王手 2 月。

2)対象:目選後遂を手主主主して行総衿経外科病設に入

践し、外来 4こま謹絞f旨主撃を{友綴されたコミュニケー

シ E ン湾総な怒、苦言の中で、セルフケア行動アセス

メントモデル〔宗像のそデ Jレを総授警護怒苦言問 iこ改

緩)により i星波E寺点、でセルフケア行動実行妥E還を

王室定できていた 10名. 3)データ収祭f去:モデ lしを

跨いてセルフケア行動の2雲行状況、各5詰行姿[l;Jの

変化・詩書i翠伎についてi1iif妥記録を怒に分析した.

絡梁:j語読書iJ1; '¥; 1レフケア行動金獲得していたの

は 6名、退後後E霊祭したのは 4名であった.セル

フケア行動の獲得後、 5遅行状況低下が数19見られ

た怒僚が 6名認められた。セルフケア行動が低下

しまさめた終草月は 3か汚 1名、 8か汚 3名、 1 i手2

名であった@この 6名のセルフケア fiIIJ 低下線刻

の各爽行姿[l;Jの変化についてみると終夜・家主菜か

らf土壌に f生きがい j 慾が変化する終織に rt藷絡

的支援 j が弱まる綴向が認められ、同E寺iこ f後主室

約対処行動 j も間塁霊長率決裂から 19遂裂へとコーピ

ング様式が変化していた。また、低下時期の慾替

の特徴として、 f 病気に対する務室~!1霊 j が強く f

E寺発したくない j という綴怒と fセルフケア行動

より{土緩や付き合いを縫うもしたい j という綴妥と

の惑星菱がさ主じており、 r {累後行動の優先住 j の自

党が低下綴向にあった@審議支援とのflIl遂をみる

と、セルフケア行動の低下跨i認の懇容の反応、を見

逃さず、タイムリーに惑星裏緩和のための支援(持基

?育祭出令箆し後絡約支援を強化しながら慾容のお

己潟雲誌を促す関わち)令行う E撃により、慾容は湾

ぴセルフケア行動笑fiのための努力を湾関する壌

が記録内容から分析できた.
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169) 人工内耳裟F喜怒者の:i!H完指導を考える

2事例の経草案からー

和歌 ÚJ~咲立医科大学深奥羽再建科学教室研究生

O上回縫代子

人工内耳 lま商 1St露~i苦性議草章者にとって践報であ

り、 “音"の世界をとりもどすき葬のできる治療法

の一つになっている。 A医科大学的属病帯主におい

ても人工内耳埋め込み衡を希望し、装用した怒者

が 2名になり、今後益々縫えることが予想される。

そこで今回、環め込み衡を箆行した 2人に対し

て脅入れ後 3か汚緩滋した符ltIllこ溜接調査し、

①人工内.Ef:f!:返して初めて号室く脅への溺足度

②入院中及び退院後の不安について

③器入れ後人工内主主をどのように使用しているか

@人工内耳をどのように評価しているか

⑤リハビリテーション訓練の怒義

号事:f!:Rflらかにし、今後の退院指導のあり1Jを考え

る資終にする。

対象 lま、 A氏43才♂…失総期間17年・主主科技工

土、 B氏59才♀…失号喜朗問2lf手・ 2草袋三主綴。

(結果及び考察)

人工内王手を主主して初めて草寺;く王子は、 予想はして

いてもガーガーと機騒音ーであって音声には成り得

ない。裟}話者は築物を体内に入れていることに対

する不安、医療機器や電気製品等による人工内良

への彩務、 i雪諮号室攻隊カが向上するかどうか等綴

々な不安を抱いている。

yg・入れ後時間の経.il!lとともに、言rlH号室き取る

“耳"としては不滋足でも、環境穏を認知できる

という点から“生活の必然品"となり、音と物が

一致したときの喜び、自分にあったマップ議獲を

する楽しみなど“生きがい"にもなっている。装

用務には長室効であった家族や友人との会話を綴極

的にするようになり、生活iiiiにおいて穣極性が生

まれてきている。

装用者の落ち込みを少なくする為には、人工内

廷に過大な期待を抱くことのないようにすること

が必婆であり、 “体験者"の本を緩んだり蕊f童話

を曜まく等しておくことが有効である。またりハピ

リテーションは、 き諸島事耳文書告カのみに詳{磁の筏点、

を授かず、日常の会話、環境音ーの認知など人工内

耳の佼胤そのものが訓練につながっていくと考え

られる。
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170) 人工股関節{震後持j慰容の回復過お!およ

び生活の満足度 lこ関する研究

-2年以上経過f9tlを分析してー

金沢大学医療技術短J!]j大学部

O:if松知子、泉今ヨ子

E芝生堂ウエ材対日ニ，，1;J，Jγ7A金沢

鈴木泰子

[El的}

われわれは人工股関節鐙 ~*Î患者の継続看設に

手苦労jな手段を明らかにするために、退院後のとi常

生活の凶後jli1J訟に関する研究を行っている。

今回は、 2年以上の長期経過i91Jの殺関節に関す

る気がかり、 QOL、日常生活関述lI!JJftなどの現

状と問題点について分析した。

{研究方法}

1 )対象 K大学医学部前属病院で人工股関節鐙

淡衡を受け、 2 >1三以上経jli1Jした段、者のうち追跡で

きた82名である。

2 )品目査方法:自記式郵送法にて調査し、 j投関節

にj録する気がかり、生活全体のとらえ方、 QOL、

臼常生活関逆効作の回復状況などについて検討し

た。 EI常生活関巡劾作は、 日本務j彦外科学会変形

性j没関節波判定必tWをj去に作成した 11の劾作につ

いて、 自立j支を鋒定した。 QOLは、目。di f i ed 

A.fthrites ImpactMe呈5世rementScaleを汚いた。

3予知liは、 *i前後の変化なしを O点、術後ど4好なIX

Lむをート i点、 若手化した反応を-1点とした。

{結果の続妥}

J)術後 2~以上経滋した家伊!の現夜の生活に対す

るf主体約なとらえ 1iは、fUIとかやっていると慾じ

ている容がお名 (48%)と殺も多く、 うまくやっ

ている 24名 (30%)、とてもうまくやっている 17

名 (22%)の縦であり、むずかしいはなかった。

2)現夜の生活について何とかやっていると感じて

いる者の日常生活関述劾作は、符にしゃがみこみ

とiEJlliの自立1支が低かった。また、 QOLサブス

ケー lレは、街総よりも痛みの得点は高かったが、

社会活動、事pうつ、可動1'1:は変わらないかやや!II¥

化をぶした。ただし、税i入差は大であった。

3)綾OOiiinこ対する気がかりがある者は過半数を占

めた。内容は、面tm年数、術部の1i苦み、反対側や

膝などの綴みに関することが多かった。以上より、

術後長JlJJ綬過例の継続脅畿の必婆伎が示唆された。



171) 多発性硬化症患者の圧迫に対する末裕

血管反応 ー縫常者との比較ー

大分医科大学看護学科設援準綴室

。荻潔さつえ

終護憲を予防するためにはまずその予綴翠をいか

に王手く発見するかということである。その一方法

として私共i主任追に対する末梢鼠管反応をモニタ

ーし牽今までに予綴翠である老人においてその反

応の滋少を明らかにした。圧迫滋去後の反応性ft.

邸は圧迫ttのE童話Eに陥っていた組織をいかに王手く

修復していくかという正常反応であり， もしこの

反応が減少すると総畿には代謝援物が停滞し，長室

血状態からの回復が返れ，それは袴議発生の一因

ともなると捻測される。

多発性凌化主主(以下. MS)慾苦言i立運動書事態，

歩行隊塁審， 自律神緩際答毒事iこより，病状の遂行と

共にしだいiこ寝たきりの状態となり，終護霊発生の

点からは予綴芸誌と考えられる。このような慾者で

は老人でみられたように圧迫に立すする鼠繁反応が

滋少しているかどうかを確かめるため. !3カ歩行

が不可能で主義務子使用のMS患者 (ED S S 

スコア~ 7. 0)を対塁塁に圧迫除去後の反応性充

血をモニターし，縫?言語まと比較した。

9名の主主S患者及びその対照として 9名の縫故

意の大転子部に 150毘器HgのfEj設を S分間泌え，

その後の血管反応、をスペクト )V分析装鐙 (TS-

200.伎友震工)Iこよりそニターした。この裟

麓iま白色光を皮滋表面にあて，手写び機嫌に渓った

反対スペクト jレを分析し，皮溺愛在血管の血液援

と邸中重量重量飽和皮の指擦を浪IJ笈するものである。

また反応性充血中iこ80閥均の圧を同一部俊へ

3-4秒間加え. blanchingによる血流@]i変速度

もそニターした。

その結果. MS慾苦言では縫常者iこ比べて正ie.除

去箆後の血液回復迷度が遂く，またピーク後の減

少勾訟も大きく，全体として圧迫により増加した

総蛮緩(血液議 x待問)も少なかった。更に

もlanching箆後の血流回復途皮も縫怒・者に比べて

遅かった。

以上のことから，尊主務子使用のMS患者のfEie.

に立すする京税血管反応は鍵常者iこ比べて滋少して

いるこ之が考えられ，それが襲警媛発生に関与して

いるのかもしれないと推測された。

172) 慢性関節リウマチ忠義のセルフケアiこ

関する験会;

弘前大学敦子守学滋看議学科

。念品衛務、工藤せい子、鈴木光子、誌i江治郎

[民的]慢性関節 1)ウマチ〈以下氏 A)は、士長z慾

・認解を繰り返しながら関節の構造や機能そ蝕み

永久的な僚主蓄を残す。このため、 RA怒おは身体

的のみならず務神的・社会的・経済的な国務を生

じることがある。よって、 RA怒惑が円浴な日常

生泌を営むための支媛が必婆であり、そのために

もセルフケアの実態を把録することは、 QOLの

総柊向上iこ重量~であると考えた。主主研究では、 Or

E臨.D. E. の fセルフケアJ、宗像の f係敏行動j

の主主義をもとに、 RA滋おのセルフケアの現状を

XlIり、その有効性と行動変容について検討した。

[対象および浴法3対象は、王手nX5 ~F7月 ~12月

lこれ病段第一内科および繋形外科iこ外*滋院し治

療を受けている iミA患者努性 8例、女性倒的、合

計73例とした。

11訟は、質問紙法による綴人必妓翁愛で、 RA

の活動性の指探(若手沈悠・紛のこわばりの縫絞時

間・怒}J)、終綴・機能降潟の程度、怒者背ま菜、

セルフケアのJlJl解伎と災総状態を総公した。宗像

の f生活行動iこ対する保俊行動の後先住Jr情緒

支探ネットワ…デ jなど 4尺伎の点数化、さらに

自己成長エゴグラム(以下 SG E)も2走路した。

[結梨]

1.セルフケアの行動変容をしたと~えた j汲者(セ

ルフケア緩磁群) 1ま52.1 % (38{91J)で、その動機

づけは f主主・テレどなどのマスメディアからJと

答えた怒者が39.5%(13例〉と殺も多かった。

2之.セ jルレフケアの行霊動!)変2容宝をしていないと答えた;

宅者;f(セ/ルLブケアj治汚滋君群'f.)!は立4幻7.9抑予%(白35f伊例担対1])であつ

たo その潔白i立、 f関心がない・動機づけがない

jと答えた滋容が42.9%(15例)と去をも多かった

3.赤沈f創立、セルフケア絞差是i誌が治遜若手より荷造Z

iこ低f惑であった。

4. r生活行動iこ対する係縫行動の緩う主役J• r情
緒支援ネットワーク j尺度得点は、セルフケア桜

緩若手が1湾紙群より街怠に高かった。

5. S G E!ま、セルフケアに~述はなく、 RA患者

全体では、 CP(批判的な殺の心)が主主も高く、 AC

(Jlu応した子供の心)がもっとも低かった。
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173) セルフケアスコアによる板薬指導の検討

m山医科草案科大学的潟病続

0問中いずみ、土井良子、去る 京子、谷口白伎、

潟橋登志子

き当競擦は循環器疾怠を対象とし、看護者が患者の

内級薬管理を行っている。循環滋疾慾患者では疾患

や薬剤の特殊性から、正しい服薬管理が必要となる。

今回、服薬指導と服薬自己管理を行い、澱薬に対す

る f知書量J r意欲J fi脊!liJJJ r自信j の各セルフケ

アスコアと年齢、服薬E妻、服薬数の関連を服薬指導・

自己管理前後で比較した。

<対象および方法>

指名の怠者に志自岐らの透析態、者の生活適応に関

する調交方法を参考に、面接調査を行った。服薬自

己管理に影響する「知識J r意欲J r情動J r自信J

の4因子のスコアと年齢、月設主主E室、 18の延べ服薬数

の関連を検討した。そのうちの25名に対して服薬指

導を行い、約7日関内服薬を自己管壊とし、服薬状

況を潟査した。

<結果>

年齢でみると、 f自信j スコアは65歳以上の君事で

は50~64歳、 49歳以下の群と比絞して有主主ーに低かっ

た。服薬箆でみると、 f知識j スコアは1年米織の

若手では、 1~3年、 3年以上の群と比較して有意に{ほ

かった。服薬数は、各セルフケア!zil子に有意主査はな

かった。服薬指導により f知識J r意欲J rt海部~J

f自信jスコアはすべて向上し、特に f知識j の向

上が著しかった。内服薬自己管理中に内服薬を間違

えたのは25人中7人であった。間選えた君事の年齢が

約10歳i留かった。

<考察>

E言語論者では「自信j スコアが低かったことから、

年患者が高くなると内服薬を管理することや薬を欽み

続けることに自信が持てないと推測された。服薬歴

が長くなると f知識j スコアが高くなり、薬に対し

て知識を持っていると自分では思っていることがわ

かった。服薬指導・自己管理により服薬セルフケア

スコアは向上した。これは、服薬についての知識を

つけ、意欲を向上させ、不安感や負担E惑を軽減させ、

自信を持たせると考えられた。内服薬8己管理中の

目医薬開途い調査から、間途えた若手と潤違えなかった

群の郊には年齢と rt常勤j スコアに有意差があり、

年密告がi高く(約65歳以上)、殿薬に対して不安感や

負抱磁を感じている感者で服薬間違いが多いと怒わ

れた。

以上のことより、年齢、服薬歴、月医薬草数とJ患者の

セルフケアに影響する務因子に配慮する必要性が示

唆された。
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174) 老人保義主主主主主入所者の ADしの推移

業家主主窓会医科大学的属病段

O千回睦美

弘自立大学教育学部看護学科

大卒翁子

1986王手の老人係長霊法改正により設鐙された老人

保健施設利問者の心身の状況やリハビリテーショ

ンむどによる ADしの改惑の状況をま官リ、病弱な

老人の心身の回復や家庭後僚の可能性について、

送礎的資料を終ることを問的として本言語査を行っ

た。対象は、弘前市内の A老人保鍵施設入所中の

男性11人、女性53入、計64人であった。方法 t立、

線設のカルテ、看護記録、リハビリテーションの

記録の調査と、 pγ による ADL評価成緩の調査

および対象者への部主是認交、家族への電話議査を

行った。入所時から調査特点、tこ至るまでの ADし

の状況を議査し、一定の ADL評価基準に整理2・

絞ーし、その推移を検討した。

認3まの車主主皇、 入所期間を通じての ADL得点

議(自立を満点とした持の、対象者の ADL得点

の割合〉は入所 1年前によ七べ、入所持と 2王手 gが

最も低〈、 ADし各動作の得点平均が約60%であ

った。入所期間ごとの ADL得点 E容は入所 3ヶ月

では入所持と変わリなく、 6ヶ月 iこ約67%と也、リ

向上の兆しが認められたがこのレベル以上には向

上せず、 1王手 Bまでf6Jレベルで総務し、 1王手 6ヶ

月から低下、 2年 8では入所持の約60%へ湾び低

下した。期間ごとの得点王容の捻移を動作別 iこ見る

と、食事、主主震は常に得点本が高いが、移動、入

浴は常に低〈、更衣、き主主主、主非;世については変化

があった。 ADL関連安閣として、性別で 3ヶR

における男性のお得点が認められた。語道呆の無い

ものは入所持、 3ヶ月および 1年以上の各期間に

おいて ADL得点が高〈むっていた。リハビリテ

ーション災施による ADし得点は 3ヶ丹、 6ヶ月

tこbいて築fjjJ')ハビリを行った者が高かった。入

所後の ADL得点向上群では、平均年齢がif1i<、

築関ヒ怨>JIJリハビリを平行して行った者の多いこ

とが隠立ち、反対に ADし得点低下訴では、初白

入所者、痴呆、 i霊動員ま悠のある容が多いことが目

玉Zった。



175) 痴呆位進人をもっ家族の鈎采に対する

受けとめ方

!勾言護蓄基1謀議写室主

O天津栄子

i勾護霊滋 f誌~'Î皇室立

JII おお代

金沢火学i采療技字詰短期大学務手言語霊学科

5JL./:公jJJ子

〔日約]

暮らしのなかで老人の微妙なぎぬの変化に滋初

に気づくのは家族である e 家族 n~ r綴ぷj そをどの

滋;こ恕然し受けとめ対応するかはま雪量撃の立場でみ

るど家主芸な筏点である。今問、総長u'主老人をかか

える家族の )1壌からー'/1:，1言への気づきやその滋Il点

滅采の受けとめ Inほどの笑芸撃をre綴し、家主笑ケア

の露M郊を検討する口約でこの翁交を行なった e

[(vf究方法]

1)対委員:平成 4年 6H~\If.JlX; 5 年 12 Flまでに ~t陵

地方の老人病院と老人係長塁線設に入所した普通糸校

三き入のキーパーソン30名{主たる介護者}である。

2) :方法:潟ままはRetrospcclivc 罰elhodによる係千葉

{室長縫訪問〉であり、話It妾内容は①野道よ主役忍人と

室長i奈の終役 ②災予言 iこ気づいた事長ゑ ③事選5量化へ

の滋怨でブ芝生した問題点 ③務系Je:1:郊の1:訴送

経の変化 ③綴よ誌の受けとめコむなどである.

〔総菜の主主姿〕

t)繍よ長老人の終性は女役24人男役 8人で平均年令

82.0土6.3才、平均lili総j弱IlIlは6.6土6.0 {手、 11D S 

の平均は6.3土3.8点であった勿主たる介護者は娘

8 t，、長著 7名、長男炎綴 7f:，‘夜{潟若f4名、長努

3 f:，、長火炎綴 1名であった@

2)家主主が老若めて“おかしい"と気づいた務霊長は、

食事したことを忘れる、事}男E内2専の変化やガス・

2立5誌の務し忘れ号事でお慾撃事容や潔鋭的行動の炎fじ

が必発であった e また、家族iま綴よ去の初発液状と

返化綴議員とのJKjJlJをつけ菜室く、ネlVJ発見への受診

行動につながっていない点が特徴的であった@

3)家主主が滋も減った!日i童話点は緋綴とそれにit三う危

険性でありそれが夜宅介護の限界となっていた。

4)痴呆発生滋の生活滋程の変化では‘ t受容iの空整うた‘

iま務者の死、閉じこもり等が多かった。

5)痴呆に対する受けとめ Ijは f治らないJ rひど

くなる J rなりたくないj に集約されていた。

て

176) ~遺品怠遂の退院後のを室僚と生活につい

筑波大学医療技翁短惣大学認

OJiI後公言書

千葉大学義援実践研究指毒事センター

土媛尚孝義， ぎ最終結子

高齢怒ミ警の入銭では，弱気や主Etえが奪還くなるこ

とは綴で笠iこセルフケア総力が低下することら

少々くない。しかし.入院は義務が包分の生活や

人生をAつめi玄し. r還さいJによる褒送や潔うたを

プラス iこ転じるチャンスにもなる。高齢滋芸ぎの入

i13銭Lこ燦して，その人らしい f主主j令交えるため

にどのような審議が怒まれるのか。返駁した高齢

怨言警の{後E誌と佼i;5の災慾から検討した。

[対象/方法]

1992年4flから 1993王手5fl!こ人践した65歳以上の

怒者に，務送で自記式潟宝室禁を配布・沼i援し. 87 

手ろの有効@]答(努役48毛ふ 女役39名， 王手滋75.5二t

6.7緩〉を得た。潟至宝は 1993空手12月から 1994年1汚

lこ11'い.:i1il滋{灸平均12.5士5.3カ月だった。 1992

王手4flから銭安 Bまでに.湾人税そ含め王手均1.6土

0.8回，のべ38.4 会 47.8 日間入践し:tえ~llミ慾で

は治化~系疾慾が約半数をおめた。

〔総決/考察j

1)設続後の縫波と生活設院後治療を議室絞して

いるt!f lま 8~Jil!いが，ほ;まj奇数が A0 LIま rl3TI:J
か fえEんとかl3TI:JQ 約絡IJがお分を「縫燦JiJ、

f緩ね長室燦j と感じており. 7割以上が現在の主主

iili'こ「火いに言語J:E.Jか f主義足j していた。1¥0し

のおTI:IJUま年鈴や警護毅の喜重類iこなおされ. 縫E安感

lまA0 L. 生活への瀦足感と関巡していた。

2)返段指毒事-入続中iこ約7警IJが指導を受't.殆ど

は f疾続・治療 jについてであった。 B'.'it生T6J

については約5雲11. rその他jは1名のみだった。

渓tEも治緩やのE号、設には，指導そ受けた惑が多い

が，指導の有終とi13銃後の長室淡慾. A D Lや生活

への溺足感iこ紛らかな関係は見出せなかった。

3)看護綴に対する瀦足度と期待:看護に f大い

lこ満足または f滋J:E.Jした設が殆どで..ilil読後

のQOしを認めるため，今後遺言護綴;こ!招待するこ

とも大-'Fが fないj または fわからないj と答え

た。不絡の内容は「説明が不十分jが，道議総へ

の期待iこは，療室撃や退院後の生活iこ!認する指導・

椅談，外来受診E寺の指導・抱談が多かった。援に

呑塁塁線の議妥な役割と認識されている内容だが，

現実に退筏後の慾容の QOしを;包める効果がある

のかどうか，受;こ検討を愛ねる必喜さがあろう。
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177) 在宅泰介護考人の突怒と介護経験社会

イ己主意識について

自治援科大学者後短潟大学

O小綴セイ 大塚きく子 神山幸枝

小泉量産佐子 土産紀子

!'IDR医科歯税大学径学音担保健衛生学科

松田たみ子

キし務~科大学保健宣言霊在学部看護学科

後手芳窓

わが国は混在世界に官官倹J;を5もない穫に平均寿命

が延長し、近い将来の超高齢化社会への対応策が、

国家約な重要な認怒として取ちょげられている。

本研究は、在宅介護に黍きをおいた高齢者対策

の綴II!に取り絡むために、在宅妥介護老人および

その介幾者の現状を犯鐙し、地主までの看護資源と

もな':Jj写る、介ま護者の介護経験の社会イじの可総伎

を採ることを自的とした。

K自1に在住する在宅1}l1介護老人52名とその介護

者を対象とし、平成4王手7J3 29 臼 ~9月 1B および平

成 5年 8月 18B~ 9J328Bのj組問に{関見守訪問による

在5銭Z埋ままを行った。

対象となった老人の役彩状況は三役待問主主48.1

%と最も多く、次いで二役者十同居であった。 B';吉

主主主主の自立皮で、 自立している項目は、食事59.6

%、会話50.0%、整容26.9%、銚せっ21.2%の般

であった。 これに対し介護が必要な項目は入浴

80.8%、歩行69.2%、着替え67.3%であった。

また、在宅での介護を継続するには、主治医が

近くにいることも大切な環境要因であるが、主治

Bまがいるものは49(94.2%) であった。

主介護者は怠子の嫁、妥で69.2%を占めていた。

介護経毅の社会化意識をみると、介護絞殺を他者

と殺し合いたいと考えているものは65.4%であり、

絞殺を社会のために生かしたいと考えているもの

は75%に見られた。平成4年度から 5年度に懸け

てお:会化意識の地加がみられた。この社会化意識

には介護者の健康状態が大きく影響することが示

唆され、主介議考を支援するような公約サーピス

のあり 15の検討をする必主主性があると忍われた。
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178) デイサーピス利用老人の介護者の蓄積的

主主労

JII絡市立JII絞病絞

O努滋総子

弘前大学教事事学部看護学科

大卒翁子、鈴木光子

要介護考人の在宅ケアを支える方策のーっとし

て、デイサービス毛葬祭が行われている。これは、

介護者にとっても利点があると合れていることか

ら、本研究ではデイサービス利用による介護者の

疲労絞減効果などを検討した。

く対象・方法〉

対象は、警森県弘前市近郊在住のデイサービス

利用老人の介護者 50;sとした。内訳は女性 42

名、男性 8名、平均年齢は、 60. 7土 9. 8歳

であった。万f去は、介護状況に僚する質問紙ヒ、

労働科学研究所開発による、蓄務的疲労徴候調査

lill(CFSI)を在宅ケア介護者用に一部改変し

たものを用い、前容は喜5援法により、後者は介護

者自己記入法により調査を ITった。

く結果〉

1 .介護者の蓄筏的疲労徴銭では fよく麿がこ

る J r自が疲れる J r H曹が痛い J rなんというこ

となくイライラする Jなどへの応答の割合が高か

った。

2. 8特性別疲労の平均訴え率では、 f一般的

疲労感 J、 『イライラの状態 Jの特性が高率であ

った。

3.平均訴え率を基準健ヒ比鞍してみると、慢

性疲労の特性が基準健を下由っていた。

4.通所サービス利用の主義合l立、 f気持ちのゆ

とり J、 「自a時間が持てた Jなどの感じ方ヒ相

関関係が認められた。

5.デイサービス fllffl (こよリ『軽量寂がとれる J、

f疲れがとれる jなど身体的側面で楽にむったと

感じている介護者は、 「老人と話をすることが縫

える Jt;，.-どケア姿勢に良い効果が見られた.

6.デイサーどス利用が半年から 1年以上の介

護者 i立、不安感、抑うつ感、労働意欲の低下など

の訴え>1<が低かった。
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179) 者5護婦の怒察筏カについての一考祭

(第 2報〕 。f可合 二子忌;子

E喜浮 J忠三子

ニ子:葉大学看護学部センター 土E義尚義

金井和子

む本看護協会看護研修さ学校 鈴木文江

広綴 {き二子

第 l'織において.議護婦の銀銭能力および絞場

巡悦テスト (DP 1) との際主主について，事実の

鋭祭よりは鋭祭者の解釈・判断内容が者研である

こと. DP [と誤答率;こ関連が箆られたことを報

告した。今@]は観察能力および自記の観察に関す

る認識について.教育専攻・管潔専攻のコース討

に比較・倹討を行った。

{対象および方法]

日本;Hf護協会:1i.l"~研修学校の研緩生59名{教育

専攻37名，義援総経験停数 8.6こ主2.1年，管理専

攻22名，経験年数15.1こ1::13. 0年)を対象;こ.1.

しながら欽水壌の指

導をしている湯磁のVTR(1分 45抄)を見せ.

その直後に絞察したことを記i語、させた。記述内容

の分析は(1) !慾者の状態として :CD病名②病態

③怒11!i・の発述段階③翠水的ニード. (2)者殺綿

のケアについて:①怒者への対応②物品の扱い③

手技③ケアの穏類(イ清潔，ロ慾考教育)の 9~災

住!Iこ分類 2. 自己の観笈iこ保する認議g羽田に

ついて 5段階評価をさせた。

[fL立綴ならびに結論]

1.鋭祭9環告の記載設の割合は.病態，謀本的

ニード各100%.物ぷの扱い98.3%.清潔96.6%.

とつづき.発達段階は27.2%と宣言む低い。専攻コ

ース1.lljでのZ査は見られなかった。

2.観察s項目の一人当たり平均磁祭数は，基本

的ニード5.12土2.札務rm4.98ごt2.10.物品の扱

い2.97こ1::1. 63とつづき，発達段階は0.46土O.81と

援も低い。専攻コース混ぜでは e 手授で笈がみられ

fニG

3. 自己の綴祭に関する認識8項沼では，事実を

把援するように心がけているもの66%.観祭は王子1

災でなければならないと思うもの61%.観察する

とき先入観をもってみる傾向があるもの52.5%等，

観察と事実の{芸1;さについての犯主主はほかった。

180) 綴キ争終公言霊従事務の慾者情報の収集と

その治問に約する怒夜分析 一位務卒予伎との昇華

遂についてー

久後三位大学大学長完投E学芸斉究終(事室 談終学)

0111 [] 1立す滋

波紋大学 5室長詳総保健学科

金氏互{き定

1 rr. i総} 昨年の本学会においては、総キ争終緩急菱

従楽 oij'・の義主人裂後のゆマも、終 iこ理1霊堂を絡直撃8著書

if' 委主の迷いによって、慾者絞殺の~文終とその浴I!I

に関する懇話Eに2査がみられることにより、:{fa菱w
門事交官と童話床経験の議裂をtを捻J議した。今!TJI土、

殺怒従事~.の f生後寺寺管と、 jゑ~.・絞殺の q文集および

その Tf.JlHこ隠する慾皮との総逮伎について検討し

たので線告したい匂

L対象及 u'方法] 対室長 i土、昨年の線告と{司縁、

i中総 i鳥肉の 10ヵmの翁持病主主 lニ室主務する会環t塁

従事者(活後勤手を会む 730名)である。 J本E苦

手Eの日約 iこそい作成した滋ます銃殺の奴絡に泌する

アンケート(1 9 ~長路)及び Y G f上絡検査を(矢図

書官ギル 7 ォード役絡宅金炎) をrnいて落書交安行い、

穏後法 iこよりおijJ筏した。絞日十字詰き手法としては、

t事務総 51!'ぴiこ綴総勢QIこよヮて分続長主主主した。

{章者*iえぴ考察 Y G役務救援の 12尺))(の中

で、滋~.絞殺の収録とその t&I詰;こ i鳴する銭授に棄を

も主主い影響を及ぼしていたのは G (一発主的活動

fl)で、総の}ミ j立と lt絞すると若手を抜き、 8事Hl

とのお1泌が夜、められた。次いで、設(のんきさ)

で 3渓包、 また o(ミ主言受(J{J) 、A (文書主役) 、C 

(!限?活性綴 i勾)、 T (忽移民j外向)とは、それぞ

れ i演目についてのみお関がみられた。すなわち、

滋寺苦情報の奴然;こ喜互 援し、議切に絞殺犯菱重し、 is

殺し治 rnするに rulいたき塁ましい務終科愛護従事者

の性絡特性 i土、まず一章立が~t，活動性( G )が潟く、

意義叡/(!(Jでない{立)であった。

昨年設ぴ iこ今Iillの絞染をまとめると、 I住者務課

の収集とその ff;f詩;こ B唱する悠 ))(1こ後も強い影警撃を

与えていたのが、対委患の主毒性 "0で i土器緩まを様、役

務特性では G (一般的活動校}であった c しかし、

この潟手すには;右1.;な i潟主主は認められず、 G (一絞

的治喜連校) I土、清潔専門教育の影響を受けたもの

ではなく、看護者総人 3こ元来線えられた終認であ

るということは非常に奥味深い，~!.である。
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181) 入続忽容のプライパシー保護について

の一考察

弘前大学教育学部看護学科

Os苛mlJli:校、ヱ藤せいそ子、鈴木光子、思i工総郎

近年の社会の情報化により、医療現場において

は怨.若手のプライパシーまで立ち入るような弊答が

生じることがあり、者護においても怒者のプライ

ハシーに対する関心が高まりつつある。そこで木

研究では、入~患者と看護婦湾者のプライパシー

:窓識と、看護婦の保護の笑l務とそれに{ょう怨盲老の

充足感を鶏べることで、看護婦のプライノくシー保

護のあり方について検討を加えた。

〔対象および方法〕

対象は、弘前大学長星学部隊燦病院の小児科と神

経・綴然科を除いた、 14の病棟 iこ入続中の20歳以

上.の J慾者201伊jとそれらの病棟 iこ勤務する看護婦

221 {:列、音t422伊jとした。

方法{立、}J.l.者・看護婦問の2f霊芸員の繁担Jj紙を、

小JIIの分類した病院における 4つのプライパシー

の滋念、 rj弱人の泌を官・毒事絞を守る緩和JJ、 f 

人;こしておいてもらう者ll;fIJJ 、 f 自己の絞殺をコ

ントローんする後初!、 f自己決定後;をもとに

各<1~質問、合計 16項目から作成し、長j 己記入質問

絞総主主法による探査を行った。統計然的検定には

x z検定をmいた。

[Jil(;綴および考察]

1. 慾者{立、自己のf毒殺をコントロールする綴

利や自己決定機などの、現代約なプライパシーの

保護を求めていた。

2. 者護婦は、{混入の泌そを・尊厳を守る権利や

一人 iこしておいてもらう権利などの、伝統的なプ

ライバシーの保護を行っていた。

3. 看護婦と慾者では、プライパシーの保殺に

対する意識は泰護婦の方が渇かった。

4 .慾者iま、年寄告がをく、入後期間がやj切にお

よんでいる人が、プライバシーのf宗務を求めてい

fこ。

5. 慾者の自 E民意見では、主?ま菱銀r'こ患者向主主の

プライパシーの俊~について保護を求める;窓 5誌が

8.:¥まった。
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182) 入段患者恵会家族に関する一考察

北海道大学~学部将tJ認続投

0主主泡済美

千葉大学看護学部肴Z草案践研究指導センター

土原!為義、金井和二子

家族の沼会は、家族を合めた患者の理解と援助

の為の重要な審議場蕊である。しかし、看護婦は

とかく家族を港、警の管支をや資源と捉えがちである。

そζ で入院中の慢性疾怠怒者面会家族の状況に関

し検討した。

<対象および方法>

平成 5王手 6月24Elから 7，FJ26臼の期間に当鋭

入院中の比較的安定期にある成人慢性疾患患者の

首会家族 92名(回収率 96.8%)および担当

病棟看護婦 163名(回収率 90. 6 %)面会に

来た家族には、面会状況及ひ'家族の負担，看護婦

には、家族に対する援助内容について無記名留讃

質問紙誠査を行なった。家族には、差是内の家族の

資綴・対処能力をアセスメントするための枠組み

を使mした 46沼目および家族のストレスと疲労

の状況，看護婦には、家族との術援呂的，相談内

容など 9項窃を作成した。

く結論>

I.家族は患者の入院により非常に強い、あるいは

強いストレスな 46. 6 %，疲労を 34. 1 %感

じている。家族の面会El的や会議内容は病状縫認

と治療内容である。

2.家族のストレスと疲労について非常'に強い，強

い， 少しある， ないのi総!堕:fHにこ 4点から 1点iにこ乙，点有、数{

し、ストレス度と疲労度の相撲i関係を見ると 9訟

は高い関連{只立 O. 79)を有した。年。鈴-入

院回数・提訴;期間・入院期間で分析を行なった絵

菜、入校~Jj協が短い家族ほどストレスが高く、権

病新聞が主主い家族ほど疲労が強い。しかし、これ

ら4項目の重犯IUlは O. 4と{尽く、他要因との関

連を考慮する必妥がある。

:L家族の精神面への支援を出来ていると答えた看

5護婦は、 13%に過ぎない。預接目的は、家族じら

協力体制を整える，療養生活渇擦が主である。家

族からの乏な摺談内容は、看護婦経験年数完I}で2

年未満と 10年未満は治療内容、らま手未j釦ま*)));

1-} iき添い、 1 0年以上は療養生活への配慮が最も

多い。



183) 遂成効後に関する主主お分析

意?を蔓蓄量iこ施行した蕊議事選王立を透して『

Jt!.l11l駁科大学涯学泌総属病滋

。ょEBI領子

千葉大学看護学総看護実技研究指導センター

内海 話芸

〔目的]

質の高い考会童委総数するためには，容器夏草案が自

ら目的意識を持ち，主体的に行動する能力が不可

欠である.マァケレランドによれば，人iこは 4つ

の主要さな動機があり，それはよ室成・校・緩和・総

力の動機である E 主筆1お動機は自己の能力を{Itばし

目的主主識を持って主体約行動を可能にする.

今i滋，務雲霊験の主主1戊動機を形成する妥協と彩草撃

を及ぼす主主図について191らかにするお fぬで慾語表潟

王立を行った.

[研究方法]

1.対象 :A医科大学医学総隙綴病院232霊i毅

273名 〈回収彩れれ

2. 方法:慾絞法による笈泌総裁まま

3 . 内容議長主動機雲母交項目 (22綴日)

ブふイスシート(主ド鮫，総数年数.役審査など)

京大式エゴグラム CGO.r長日)

[総書ミfえび考察1

1. 因子分析により.主堂1災動機が 61EFfより構成

されていることを認めた:お言菱自室事因子，後綴的

自己主張fl，;i子，行動怠欲i必予， g 2，{1民総実現fl，;i子

自己luJJ二fl，;i子，行動決定以子

2. q議事量的l'1己主猿照子自己向上包子 iは

王手鈴・絞霊会王手数・部署経験主手数とお泌があった.

~l.行動滋欲関rJ 10己主軍総災現凶子J ，立年

鯵・経験主手数・鍔l努経験iF数と負の総泌があった，

4. 王手露諸君手・経験主手数若手・認H霊祭数年数若手の分散

分析にで民子得点に有五霊祭主を認めた.

5.年齢別にみた銘望号絞霊長年数とfl，;i子得点との関

係では，調l~警経験停数 3-4ißで20歳務と 30滋若手

とのE母子に彩轡を及ぼす袋尽の交替安認めた.

6. 室長主動機 6路子とょにゴグラムにはいくつかの

紹関があった.

以上から室長文章h芸誌は年総や経験停数などに関

して，手ij¥r，の望書関の影警察を受けて変化すると考え

る.
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184) 入院による食壌の変化 Lこ対する

心王嬰約対処

熊本 i設な{呆縫さ字決

OHf雪?芯{呆

熊本大学教育学部議議主主将

iE Iil妙子

怒、設は人波により綴々な 1翠t亮の変化 Lこ鐙かれ、

終 Lこ食惑の変化は入緩までのうイフスタイルや食

妥協など生活との関係が深い.縫って、援l!IJを11

うには怠ままの気持ちを十分に奴後する必裂がある

ので、今 i当入院J怒、教は食事の変化をどのように受

けJl:めて心縫!i"J対処をしているか護審査し分析した

ので報告する.

{研究方法}

K 主主11裁に入 E左中の慾毅 107名~対象 Lこ、食尊i の

変化 Lこま守する長室じ nおよび心空主的対処について災

防総を添いて言語援溺交を 11勺た .1生fllj、年代、雪遊

3震のお主義、入E定期間見IJIこ検討した.

[M~J 

1. 全体では‘[火いにき託になる J29.9%， rま

あ気になる J23.4%. r気にならない J46.7%であ

った.心緩!的対処は F殺後 j カ145.6%で長室も多く、

次いで r，討議め j と r話そう J/，)Q9.3%であった.

2 . j笠百IJでは、!Jj没 3立女役ょっ主主率の変化安気

にしていた (p(O.Oll. 心空主的対処は、 f殺後 iが

努tt35.7X.:9:1笠73.3誌でよZ伎は非常 Lこぶかった.

また、 f話そう iは努役カ;2選会i'Hこ多い対処であ

るのに対し女性は…人もいなかった.

3 .手 f~ jJ ll では、 10-:， 0滋{立は{患の年代より気に

ならない.，患者が多かった.心号室約対処は、 f読め j

と f話そう iは40-50長老{吃が露五く、 f我{愛 j は60-

80五重I¥:が潟かった.

4 • ~詮 3誌の夜然自IJ では、手玉総説ーのほうが手主主霊 Lこ

気になっていた {p(0.05l. 心1'11約対処において、

I読め H主主義総おのほうが干害総括よりも多かった.

また f原図 j と i話そう J(主将絡会主が多く、問題

の解決を図ろうとする対処をしていた.

5 .入続期限JlllJでは、入段!鋭ru'カq受くなるほど

f大いに気になる j が多かった@心理約対処は、

議長il以内と 2i8!1rn' El ~ 1ヶ月以内は f絞殺 j が

多く、 2ヶ月回以上は i認め Jがき告かった.
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185) 入院初期の警護燦に対するリラクセーシヨン

効采の検討一一リラクセーシヨンプログラムを開発し

て一一

ま奇ミ正巣立衛生短大 O/J、板縫喜喜久代 大聖子支代

{民的}務鈴身体的JJl(~による不車おこ立すしてリラクセ

ーシヨンが効果があるといわれている。身体だけでな

く、こころをリラックスさせることは壁喜怒の第一条件

であるが、実際に審議場面において、どの様なりラク

セーシヨンプログラムを思いれば有効なのかについて

は実証されていない.本研究においては、実践的・効

条約なリラクセーションプログラムを立案し、独自に

インストラクションテープを援作、援綬への援幼とし

ての韓基床応F自の可能性について検討した。

{務査対象と方法}地方のS総合病院に入続中の怠者

111名(実験若手54名、対照君事57名)に対し、入税当日か

ら1週間の問、リラクセーション法の笑技と墜限状況

調交をおこなった。ま察官3訟は、 ジエイコプソンの事務滋

約リラクセーシ器ン法を筋a&イむして、呼吸法を緩み込

み独自に製作した「喜豪華まテープJ (ナレーシヨンは?

分、 BGMを入れて金体で30分)用いた。察側は、 O

SM際限謁査察をもとに主主出した17項gからなる際限

務三塁渓と、 リラクセーシヨン法の語家沼状況に関するア

ンケートおよび頭援によりr.'Jき取りした@

{総菜および考祭}

1. リラクセーシヨンの綴習回数は、 1日平均2図書官

後であり、練習時間幸容は就寝前と起床後が多かった。

2. 9 寄~'l童の者が綴習テープを利用し、 2~3 日医以

降は、テープなしにも綴習可官告とする者が大方を占

めたが、音楽がリラックス効果を促巡するとの理由

で、テープを使い続ける者が多かった。

3. リラクセーション効系は55%に認められ、 40%は

「不明j としていたが、 f効果なしJは5%に留まっ

た。

4. リラックスの知党は、上波・下般に多く認められ、

童話函・頚部・緩の吉担{立はやや少なかった。

5. ê~において、袋っさの罪悪さ・十分な深さが得ら

れない・心記事・夜間覚書室・寝具変化の影響を受け

やすい、 の各童話殴があった若手は、入院後の緩需主主主裁

において、対照若手よりもリラクセーシヨン若手{その

中の効糸あり務) に、各々の望書慰が減少していた。

6. リラクセーション効果がま室、められた者と、 f不籾j

または、 「効果なしj の若手とでは、入院前後の軽量駁

時間および入院当日の際限意識に差が認められた。
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186) 入段慾若手の使途に対する指圧の効果(工)

埼玉県立衛生短期大学審緩学科

。大塁手J[代 支を宗美幸 小被告警察久代 波部尚子

<目的>

指圧は，総者自身のカをひきだす方法として，

注目を集めている。 j苧す，主主むなどの剰j激を加え

ることにより，事t緩や綴の機能の回復を図るとい

われ、怠者の自然の媛宝寺動を引きおこすものとし

て看護への応用にも，期待できるものがある。

本研究においては，手や腹部にある便秘のツボ

の指圧が入院患者の使i還を数える効果があるか検

番fした。

くま露支方法>

務3左翼JlfUJ: 1993塁手 7月 ~19例年2 .F.l

話題主主施設立:糠:E然内の 2tリー病院 4総合病院

翻至宝対象:総数41名 務支に問主主の得られた者

翁まま方法:緩i設に有効とされるツボ(合谷・大豆・

大勝愈)と指圧手主主の説明をして，実技指導する

7臼sn，診者夜 3きが指圧、不可能な場合は，看護綴

が指圧する

務総:自主義および入籍老後の排便状況を務主主し、 指

圧後と比絞

<結糸と考察>

1)指圧の災絡状況 指圧部伎は字、綾部、背郊

のよ国iこ多く粉食後の実施が査をも多い。平均指圧回

数は全体では l日1.4回であったa

2)使i草間関からみた指圧の効系 金体平均で入

院総1.4呂、入段後1.7白、1li圧後1.3日であっ

た。入読によって延長した使送間隔は，指圧後，

入院前の!泌総に沼復したが、1lil:E回数によるま喜は

なかった。1lil:Eは男性』こも女性にも効果があった

が、女性の使i滋間総は、1lil:Eの前後でより去をがみ

られた。 45歳以下の人の便遊間隔は、指圧によっ

てより緩続された。また指圧は沼化管に緩容のな

い患者の使i選応潟をより改蓄し、自宅で使務傾向

のあった人にもそうでない人にも効果はあった。

3)主鋭的な使汲状況の変化 指圧後、使が柔ら

かくなったと感じる若手が多く、残告霊感が減少し、

排便所要時間が忽綴する傾向にある。



187) 入鋭，患者の告を遂に対するお庄の効系(2)

-jj護科書草綴の緩綴を対象としてー

t奇:li県立衛生長霊潟大学雲まま養学科

0宝ま2員三造事言、大聖子変代、小板綴喜喜久代、主主総潟そ子

<尽約> 分娩後の使i還を毅えることは、綴絡の

$}}=f::;激怒やタト路線の綴惨から霊重要な餐畿のーっと

考える。鉾使がみられない綴綴にはさ話芸還の投与な

ど薬物にままる綴i匂にあるが、綴綴の長手重義や{綴E禁状

態などからもっと自然談後を促す援助が"f絡では

ないかと考えた。一方、緊洋医学ではそ予や滋訟の

僚主主の経穴(ツボ)を捻圧することで使i還を整える

効系があるといわれている。今在1l~懇綴の告をi還に主主
するす電圧の効主義を潟三塁したので奪事主義を絡をきするe

<務室主方法> 線変異話路:1993年7slから12足。

綴三塁絡設:埼玉然下の3総会奪還続@総三笠対委長:綴

遂のi湾支撃をj尋た緩践分立免後の緩綴62入。 喜建宝芝方主長

:分会免滋臼または1Eヨ自に銀lltlに鐙毛主のツボの指

圧を災絡、捻議事{書官綴と問機)。 その後は器話会議8
3量が指圧した。退院までのま宮F.U:.後遂の状況、長ま

銭的・綬長還がの綴j透状況はま警ま塁線級4こ1.ll2.記入。

線級:妊綴喜昔、 女王緩1ftの鐙遂と捻EE後との上む絞。
<総菜>

エ)対畿の移笈 20歳代28人43%、30重量代34人57

%で、 うち妊軽量約に便秘綴i匂だったのは4劉。消

化委if~誌に関わる綬往歴、妊提重合併E室、 E表後の塁走殺

はないe 産後 28自の畿会総務の稜J.!(は f我後で

きないJ14人23%、 f我慢できるJ31人 5鎖、 f 

f高くないJ10人16%。
2)捻1王の災施状況 ツポはそ子、綾部、す訟の綴

iこF若いられ、特』こそ手はさ主主義が行った。 朝食後の笑

絡が殺もさ多く 75%で、約半数が181こ2回以上を

?"fい、平均回数はさ主体では1.5主主であった。綬綴喜立

の便秘綴!勾と縫合総務の強さは指EE主主数の議方uと
関係はなかった@むしろ rj蓬くないjが f談後で

きないj より捻EE図童文は多かった。

3)鐙i還の関綴からみた指圧の効主義 全体では妊

綴総 1.88に1問、綬緩中2.481こlffil、殺EE後

1.8尽に lffilの使i畳間務であった@経媛中から猿EE
後への!怒綴の短綴は怨EE回数iこ関係なく問幸重度だ

った。 しかし綬握菱総に便秘綴向だった是まはそうで

ないものより短織し、かつまま緩総より君主慈した@

縫合総務別では rj蕗くないjが最も緩綴した。 r

Z長後できないj は指圧後はまま緩書官と隠じ関溺にな

った。 1生慈摂取との関係はなかった。

4)主義語約な緩i護状況の変化からみた指圧の効系

ffjをの柔らかさ j は捻EE後は f緩いj が綴る綴

向にあった。その他 f残銭感J r号室の盤J r排便

所季語待問J rtlfガスj でも縫g約にほぼまま緩1ftか

妊緩吉告に改塁審した。

くまとめ>

1.妊緩認に使棒銀向である設指圧後の後滋Ild縞の

緩綴が大きい。 2.1言EE後の使i援i滋隠の短絡は、縫

合告苦痛の強弱}こE診察されやすい。 3.ll霊斜芸者擦での

便秘のツオfr.mは外絵訟の状態などに合わせて指

導する必蓄さがある。
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188) 手術説明後の患者の不安の変化につい

て

九州大学夜学部約属病院

。絞永-t?i二子

長続線rUiおi会i等学校

十11[l! r11紀子

設仁iまりう七

i はじめに

子術怒、:行に対する術がIオ 1}ニL ンテーシ日ンの影

響については総々な絡会がみられるが、底的の三子

総説明iこIl!jする報告は少ないの特;こ術rt1の危険性

など滋しい説明がなされる心勝手術の場合iこは、

沼、宮ilこ及ぼす彩替は大きいものと汚えられる。そ

こで今郎、心絞殺1忠手?に士、;するl1i仰の手術説籾前

後の不安の変化号告知ることをEl的iこ議資した。

n プJ法

心踏外科手術を被え入続111の忠宥ls.gを対象と

し、!芸i守宅j反STAIを用いてほ締による手続説得i

d江僚の不安のi1特定を行ったりまた、説明後の不安

の表tlJを測定するために、思考・ 7ミ・9主、;な?次・行

効、災前・感動の}主iから総祭を行い分析したみ

III 結梁及び考察

l、手術説刻 liij後の状態不安得点を比絞すると全

体的に!こ勾したもののその殺は鎖かであった 4 こ

れは街liなまでに段絡的iこ泌11乃がなされており、心

Jll[約怒織ができていたことや、手術説明時iこ「知

i主化Jfi否認jなどの教Jf¥がなされることが、不

安の続減に彩怒したためと考えられる。

2、lfJT:号11では、女性で説明後に状態不安得点;が

上主ょしていたが、ヲ1iダ1，ではやや減少していたの

3、疾患研jでは、弁目安泌総が{也の若手に比べ手術説

明後{こ状態不安得点がったきく j二男したりこれは、

説明時に滋換するギfの続郊の選択をj.oられること

や、 jmの君?に比べ特性不安がiおかったことが影響

しているとぷ巧えら才もるの

4、手術説明後iこ不安の怒j支のよ界したもの、あ

るいは不安の絞!支の高いものは、そうでないもの

に比べ、強it，、不安の兆jl売を示したことが観察され

fこも
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189) 呼吸~外科手術を受ける定、容の不安

-YG 性格検査による E類の後対一

京総大学胸部疾患研究所付属病院

。今i1.Il美千乃、滋!Hfヒロ子、諸問志主任窓、前rn
陽子、!Jr;本義美、 Q1J'l事ゆかり

兵W!泉3'[看護大学:

手持I智子

私途は、 YGt生終検査をJtjい呼吸器外科手衡を

受ける忠、主主ーの性格別に表泌される不安の特徴を手

術的後の変化を巡して明らかにした。性格忍i型に

よって1之安の表tl:lは様々 であるが、その4-tで不安

定不感応消根型のE類について興味深い結-采を得

た。不安表/tlが不充分とも思われる E類にま委託良し

ニードを犯握する看護力を高める g約で、より側

々に瀦した看護を行なう為 iこ E~まiの検討を試みた。

く方法>1 992年 9Jjから 19 9 3年 12バま
での余身lf!;~字下で呼吸器の手術を受け協力をm ら

れた慾者 J1 5名rlrE類 11名(男性 8:6ム:fil:3 

名)。平均年齢 58才。 E類を対象iこリッカート

wと自由記載により不安を識変し、その検討を行

っ主こ η

<結決 >E玉置の不安得点はvr.i誌な 75. 4が術後 b

3・8に減少していた。術前後で行必、発(t検定

)のあった項践として、不安が増加したよ頁日はな

く、減少した項EHま身体miで2項目、精神話で 1

頃l:I、お議在"iiで 3項目あった。術後の不安得点は

B類に次いで高かった。また自由紀裁では章IJ郊に

伴う術後生活への不安・肺機能の低下についての

心配等があった。

<考察>不安得点の変化から考えると、不安につ

いての問題解決はなされているようである。また

お;なの.{;!.語草場ifJiのLj1でも不安の訴えは少なかった

。しかし不安得点はおく、自由記載の中では不安

の訴えが多かった。このことから実際は不安につ

いて適E約こ看護者に伝わっていないことが示唆さ

れた。

今後は E猿 iこ対して解決可能な;不安をどのように

引き出すかを明らかにする必要がある。
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190) 蕊議下手術における続中の不安・ス

トレスに衡する研究 一段内隊主主者を対象にー

東海泌氏病院

0水間洋子

愛知県立遺言霊短期大学

!IJ口終予

はじめに

意識下手術を受ける慾者が不安やストレスを抱

いているであろうことは潟匁iのことであり、還まま筆

者もそれを予t践して1H霊を災銭しているが、これ

らについて実際にお~}さされた報告は少ない.

白内際手術も、意識十Fの局所握手際で行なわれる

手術であるが、対象者は尚総省ーが多く、手術に対

する知識が乏しいうえ、術館の処燈や術中士号線{

照肢の抑制・安鯵臥i主・顔への滋布告事)が多く同

一体位でほぼ 1持関を滋ごさなければならない.

そこで、今回は STAI及び修ATMIを使m
し緩やの不安やストレスをE量的に話題定し、併せて

lUlJ.'と・滅的の変動と;Jl<に、銭前・術後と比較した

ので綴fきする。

研究)j法

対象:磁科白内陣学衡を受けるf.!i.省、!1H宝15名

火性 154'1 ift30名

方法:滅後にて STA  I .修正す M 1を以下の 3

怒I~lì定。

1)手術約 41時間前 2 )手術中{球後麻

併の後 3)手術終了後 1時間以内

V. Sの澱)Eは術的・術後は各 1図、術中

は 10分毎に行なった。

研究結果

(l)STAIの状!lt不安では、街中が32.J土 8.Iと

最もおく、次に後前の29.0土 6.3、さらに術

後が26.4土5.2と-iJI:低い銭を示し、有意援を

認めた{銭lIIl一宇野中 P<o. 05 術中一術後 P<

0.01) .また、全てにおいて女性のほうが溺い

儀を示した。特iこ術中がY:H主28.8土 6.6に対し

女性35.5ま 8.Iと2査がみられた (P<0.05) • 

(2)修正 TMIにより測定したストレスは術総・争寄

与fl・術後と E寺院i絞i設にfI"い数豊富のよ努を認め、

全てにおいて女性のほうが潟い数経を示した.

(3) lfnI五においては、収書詰j靭血圧が1者約に比較して

衡中では約30閥均の上昇がみられた.震設始でも

問織に約20悶/分の鳩加がみられた.



191) 習内視鏡検3をおよびMRI検王室を受ける

慾蓄の不安状態と循環動態への影響

藤田{泉縫衛生大学衛生学部衛生看護学科

0木下総笑，山田静子，長田智子， CT4キ英子

[呂的]胃内視鏡検査(堅守カメラ)やMRI検査

は，昨今よく行われる検査で，しかも安全に行わ

れるもので，これらの検遂については，医師や看

護婦から十分な説碗がされていても，患者はいろ

いろな情報会得て，苦痛を伴うという先入観をも

って検査に臨むことが多く，その不安は計り知れ

ないものである。そごで今回，慾言語‘下で行われる

腎カメラ検査と MRI検査令受付る祭、者の不安状

態、と循環動態の実態を議ままし，今後の看護援助の

手だてな考えるため，本研究に取り組んだ。

{方法〕平成 5年llFl， F大学病院，腎カメラ検

笈を受ける外う!と慾者52名{初診怠者22名，潟診慾

苦言30名) ， M沢 I検室王者言受ける怒号ぎ51名{初診患

者 28名，蒋診j慾者23名)合計 103名を対象に， S 

TAIの質問紙と並立庄，係拾の緩祭会実施した。

不安状態を高不安若手・にや不安若手-低不安若手に分類

し(以下A.B・C群とする) ，検査前後の不安

と検査完IJ初診・持診についての分析を行った。

{結築1(I)努カメラ検査まについて変動係数でみ

ると①状態不安は，検室主主Ij21.8 (内訳A群 9.5，

B若手 4.0， C若手16.2) ， 検遊後26.0(A群29.0，

B群 18.1，C群29.0)で，どの不安群も検王室後iこ

{痘が上詳している。②立栄治でも間接にどの不安若手

も検王室後に{療が上昇した。③血圧ではi波務期およ

び拡張慾血圧において検査前後で差がみられたの

は C群で，検査後に鐙が低下した。④初診・蒋診

}jIJでみると初診・湾診者ともに状態不安，脈f自が

検王室後に上昇し，収縮堂島OOEEは{低下した。 (2)M 

只I検査については①状態不安は，検査部23.3( 

A群5.80， B群1.55， C群3.23) ，検査後26.6( 

A君事8.90， B群5.21. C若手6.02)で，検査後には

どの群も僚が上昇していた。②磁抱では全体をみ

ると検王室後に上昇がみられたが， A若手のみは低下

していたの③耳Il庄では収綴期・拡張郊ともにどの

霊平もよ界した。@初診・蒋診}jljでは状態、不安.00
EEともに上昇し，脈拍は初診者が低下していた。

(3) 腎カメラ検家と M只I検査の 2つの検査のう

ち，腎カメラ検査を受ける慾考の初診者において

STAIおよび血庄・脈拍が賞受も高{訟を示した。

E会場第40群

192) 滋大吸気持続法による i~j 前喜子級事Hrの

効果

愛知覧王立主~- ~霊怒 1!1l大学

O主筆念やよい、石原麿主主菜、一線l!kf.主予

愛知燥がんセンター病段

内!iJ:弘子

はじめに:間総を伴う締結や食m:;!;うの手続では、

主要気阪や務のj等級建主不全などの ll:jf長的吸器会1if1JE

が i窃怒となっている.これらを予 ~}j するための対

策として、得議からトリフロー百を j詩いた技大I吸

気持絞訟による草子署えま豪濯が尖喜きされている.この

方法は、各{際人にとって汲大の理主気ゑで持絞((.)1こ

怠を敬うことによって、 i持総会{本 Lこ均等 iこ主主主iを

光泌させ j繋気を促j箆する方法である.五立大理主主主llf

絞訟による吸気綴~(.:U: ，こよって呼吸機能がどのよ

うに変化するかを検討した.

研究方法:J持主主あるいは食 il.i穏でよ手後2:日的とし

て入院している綴前の%.:fi-20人を対三塁とした.ト

リアロー Eによる吸気綴習を 1@!;た絡する鈴に:

枚の記録均一ドをJllい、 2Htr今のボールがjニ詳し

たiま澄とボールを封tt寺できた秒数を記入した.秒

数の喜普及'と記録は忍 ti・滋身が{fった.記録カード

を綜き話回叙して、上昇・したボールの数によって示

される毅主u完遂と符絞された秒差主から i憾の理主5記

録を算出し、 1[Jの総 i授気 j設を求めた.さらに、

込者の罪事活援に対して各綴習臼の 1Iヨ手均司王室ur.
の総合いが 100%を慾えた iヨを去を大吸気綴'8'Elとし

、技大吸気言葉ili'J誌をミ主めた.事長'8'J~: による呼吸器霊

能の変化を言葉努開始前と t裏手~f去に姥行された呼吸

機能検交によって比較した.

総菜:対象者20人のうち、?車'i:l'f主に呼吸機能検交

が行われなかったz老 3 入、関袋 111呼吸符~ O).m 
'ti3入を除外して、 t車窓窓による鼠iti5~霊及び bi;紋

i髭の総書君との総間関係を検策した.設大吸気事長沼

愛と鉱数寄2の得力E主Ur=.647p<.051、li.yJ)!l皐(r 

635 p<.05)の言語4こ籾関がみられた.主主大磁気絞

i翌日数と拡散後のI衿双i畿 (f=.780P<. 05)、I'J方uネ

(r=.764 p<.05)のj滋lこ綴泌がみられた. H事7.5JUと

のr.UIこは謝罪喜がみられなかった.以上から、呼吸

機能がA1吉綾のz:.ままに対する主主大吸気持続i去の笑

主主は、綴習に{手って拡散総がm主uし、}勇気効率が

上昇すると 3智えられる.なお、二本研究 i立軍基怒号室主主

大学文学部坂上iを之助教授の指導を受けている.
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193) 手術怒者におけるエア…マットレスの

佼ffj;基準の検討

日本語版 Brad叩 Scaleを飼いて

金沢大学医学部約主義病院

0*討家千淳子、森口i千校、拘留美雷、話事r.tJlJj二子

総ロさだ子

金沢大学長iffj芸妓討す短期大学部

n[l弘奨、須5G.i享子

{民的}夜、途は、篠宮d発生予訟I)Jミ皮(日本語版

sraden Scale)を沼いて考案したェアーマットレ

スの使用荻携を、手衡を受ける』浪者に使用するこ

とにより、その議幣の妥当役を検討した.

( ;対象]全身iぷ診により手術を受け、術直後に草寺

.(1)がないと確認された K大学医学音向付属病院の消

化:rrr疾怨、を主とする基準看護符 E類の外科病棟の

!J)，者 164 名である。~験者手は、考芸さした:t:.アーマ

ットレス{吏 f百五E燃を適応した 1992 !F 6 月 ~11月ま

での1!1JflH ，こ手術を受けたE患者である@対照鮮は、

1990{j':の fjjJ~寺 1m に議議島官級々の経験的判断で除圧

倒民を{史朗していた忽者である"

{方法}実数若手と対照鮮の特徴に廷がないことを

ilmかめて、喜平告1)発生本とその後N.を上七絞した。

[ *哀楽}①;tU主宰予は、男性心名、 T:l生56名、平均

年続 56，6土 11， 4緩であった o 対照、1洋は、 5月役38名

女性29:1号、平土勾 4ド富舎は55，7よ13.8殺であった。 f本1

卦麻酔百寺r.，.体d去の級者ilJl1JI鼠If..拡奴j窃耳illf.. 

体首2・アルブミン{感・術後 l臼尽の日本ol:iJi長

Braden Scaleの得点において、笑塁突若手と対照lrtで

は援がなかった.すなわち、笑芸員総と対象鮮で潟

l)ll発生に関係する要因には差がないといえた。

②実験若手では基準に従いセル君主エアーマットレス

を38名(39.2%)、対総務では一体成形裂ェアーマ

ットレス4名(6.0:0で、ポリウレタンマット 5名

(7.5%)が使用していた。使用日数をみると、~~金

鮮の方が長期に使mしているが有意な差はみられ

なかった。③袴岩IJの発生は、笑験若手ではひとりも

みられなかった。しかし、対照群では、 6名(9. 0 

%)にみられた。書革命jの深度は、 r N. (発赤)が4名

で、 IIliUびらん)は2名であった.

以上より、白木 ~H)夜BradenScaleを用いて考案

したエアーマットレスの使用基準は、今問i対象と

した術後怒者には害事剣の発生を認めず、善寺高IJ予防

に有効なものであると考えた。
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194) 心線路胸術患者の手術に対するコーピ

ングの検討

よ奇三H長科大学付属病院

0*内窓、子

ニf~巨大学養護学部センター

金井利子、ニu震尚義

患者は心臓開胸術という強いストレッサーに盛

而した時、どのように対処(コーピング)するの

かのそのコーピングは他の手術の場合と途いがあ

るのか、また、忠、者の条件にどのように左おされ

るのかを明らかにするために検討を行った。

[対象・方法]

対象 :S大学附属病院入院中の 1週間以内に心臓

ß81~'l' þjijを受ける忽蓄男性17名女性 8名の言1'25名、

王子均年総58.8:t 10. 2歳

カ法・ 2位頒の質問紙(をた凶らの手術にktするコ

ーピング尺度、宗像の支援ネットワーク尺度)に

よるアンケート調査をおこない、安問らの…綾子;

術忠替のデータと比較・検討した。

[結果】

1. 心臓開胸術忠者において手術経験のある人の

コーピング総得点は7.8土 3.0、ない人の総得点

は10.9土 4.5 と、手術絞験のない人のカーが総得点

がおく、{防人三告が大きかった。

2.心臓i湖腕術患者において、コーピング総得点

の中で情動志向的コーピング(以T、 EMと絡す)

得点のおめる割合は手術綬験のない人では11人rl'

8人が28:t11%に属したのに対し、経験のある人

は jl~1人主主がお立った。

3. EM得点l立、心臓関胸術忍者では男性より火

性の方が得点が高い傾向にあったが、一般手術怠

'l'iでは性2さはないとの級告であった O

4. 心臓9~絢術では手術総験のある人よりない人

の方が問題解決志向的コーピング(以下、 PRと

Bl~す)得点が高い傾向にあった o しかし、 絞手

術窓、者で・は手術絞寄生のない人よりある人の方が得

点が高いとの報告であったの

5.心臓間約術芯i者では、 PRと支援ネットワー

クの閣にやや紛関がみられたが、一般手術患者で

は相!鶏はなかったとの幸員会であったのまた、 65歳

以上の心続開/jf!jf，/ij忠、者では EMとPR共に、支援

不ットワークとの強L、相関がみられた o



195) 後後患者の議みの感受伎と養護媛の関

わりに隠する研究

三霊童話王立審議短葉芸大学

oa中一菜、中弁三智子、田中雪量E塁、吉芥勢i葉

子、機美智子

三室重大学医学務付属病続

江藤lIl菜、 JlIJ 所喜苦手子

全詩後手客語審i立、呼吸事11苦労やシ宮ツク、綴徴的不安

などをまねくという点から潔号誌によるベインコン

トロールが行なわれ、等霊祭総も、綴fま終芸警はあっ

て当然、 員号室真完害対jを".という綴{匂にあり、 術後手客

語審に対する署警護介入を検討した務災は少ない.そ

こで今回我々は、@j{蓑笠における後後怒者の綴み

の怒受伎とその緩和の方法及び劾泉について検討

した@

{対毅}消化器外科三H詩i革審 29名

{鰯搭11 19 ヲ 3年 Hl~11月

{方法}

1、対さ義者に対し王子宇持続日までに予告後手害総に対す

る不安除去の図的で鐙別にリラッデスの方法、

緩みの程度、 5受渓t在宅事に対するオリエンテーシ

ョンを行なった.

2、援~宅警護言語 Lこ、 Pa.in Sca.!eのを塁王去と手専務緩和

ケア内容を 24竣尽に区分記綴を求めた.

3、対三義務に、綴後 II義路までに綴みに対する銭

まま紙にae入自主蓄を"*めた.

[絡幾]柊毒事の訴えの回数は Sca.le1、2、3がSca.-

!e4、51こ対し有慈愛がみられ、長支露草剤使F話回数は

2. 1土 2.自国て'あり、 Sca.le3でを菱沼する銭向があっ

た.手客毒事緩和に言語する議議行為の件数の肉、平均

3回以上の議 131立身体的餐笈て:'1立、滋れる、口段

ケア、ガーゼ交換であり、務1率的議議て'1立訴えを

緩く、状況会談携する、害事呼吸を促すであった.

一方ゑ考の塁手{露によると、緩和方法で30;16以上の

支持を受けた行為は、 1、滋あんぼう、 2、ガーゼ交

換、 3、訴えを縫く、 4、務主主、 5、状況を説明する、

品、絞れる、 7、終主著書草分を免るであった. さらに議

議行為と 3号、若宮の評{穏との穏関伎をみると、皇室れる

(p<0.02)、きする(p< O. 05)のみに綴関関係

があった.

{章者誇]後後手奪務そのものは鎮痛烈によって軽減

できるが、ゑ遺言にとってはタッチングの併用がよ

りま真再審効薬を E認める.

196) 手術後患者の呼吸機能変化一間総・間

際慾替の術後援祭の指標としてー

三塁ミ大学E在学き界的i渓j符波

。回F万三容マー

ンタ

土産ar尚三室、会弁和子

}
 

A
U
U
 

門口

術後一時的に

呼吸機能低下そ起こす。術後の努力性腕7;5鐙は平
均50%以下;こ低下するが、 1[1[1で術部の80%に

問復する。今[ii]、さら

得ることをEI約として、呼吸訓練を行っている怒

号干の呼吸機能変化を、手術部・後の努力t潟市7~i盤

{主将C)と一秒怒 (FEVl.0完}をや心iこ比絞し、その

変化の回予を検討した。

{対象および方法]

た 110名に、話i喜Ijの呼吸斜線開始前および編後?

~10B 闘に、 ~l重呼吸後議後遺 '1むi液検主主毛主う走路

し、者議記録などから収察した臨床終過との関連

で術部・ TFi後の呼吸機能の経過を検長守した。

{結果〕

φ 体H迭の呼吸滋能の緩過は、指言Ijlこ比し:三つの

終i還に分類された。すなわち~;FVC'FEV1.僚のそ

れぞれ銭前綴令10僚とし、都:jI;を術lIIi僚のそれぞ

れ鈎~130覧・ 70~130詫な:ïE常綴鴎;λiの変動どし

た:場合、術後もこの節邸内の僚にとどまったiE

常群 (Group2) 、術後これ以 kの 1:ヂ?をきたし

た上葬祭 (G1l、術後これ以下令ぎたした低下

君子 (G3)の3Groupであった。

(争完FVC~ま G 2およびG3がそれぞれ約半数づっ

であるのに反し、 FEV1.協は一昔sG 1.G 3のi911

がみられたものの大部分G2 Iこ属していた。

〈言丘アルブミンIInilf今は28.2完発生し、 G2は

G 3に比し発生Z容が高かった。

@{芯アルブミンlfll症の83.9誌は、術部は宣伝で

術後;こ低下している o G 3はG2に比し低下す

る tt~容が高かった。

(~) 術後合{井主主の発liË~容は、 flJ;アルブミン百日誌の

有無で廷を有した。また、手術部俊と関係し、

上腹部・問機をともなう手術で高かった。

以 tより、低アルブミンIfll涼の潟然は)Jf.i後呼吸

没後の路復状態の観察に役去っと考える。
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197) 精神科病棟における患者事故報告撃の分析

向山大学医学部E付属病続 O山紛 典子

林道倫精神医学研究所 安問瀦利子

玉野市民病院 小松佳子

向山県立大学 北地正

{目的} 精神科における医療事故は、忠者の仰jか

ら引き起こされることが多く、予泌がつきにくく、

パイタルサインのようにチェックする手段がない。

また、サインが出されていたとしても、把握する肴

護者の能力により気づきや受けとめ方にも偶人羨が

ある。そこで、本研究では過去の患者事故報告書を

分析することにより、患者一号守護婦の関係について

検討を行ない、事故を防ぐための看護のそEり方を考

祭することを践的とした。

[方法} 大学病院精神科千I~経芋i のIli:l手1l 58~ 1月か

ら平成3"ド12月までの 95ド1mの忠考察故報告書91f!1:

をJilいた。

{~当然 1 (1):']1.放の滋労H土、車産院が73.6%と立をも多

く、次いで自殺全閣が12.1%であった。 (2)病;fJI[)JJjに

延べ事故件数をみると、開放病棟が62件、閉鎖病織

が291'1:だった。 (3)事長忠5JJjでは、十111絞波が41.8%、分

裂病が34.1%とこの 2つの疾怠が中心、であった。 (4)

性別は男性が48人、三と性が43人で!J;l女の廷はみられ

なかった。 (5)年齢別では20歳代が47.3%、10歳代が

22.0% とこの 2 つの年代で過半数をしめた。 (6)il~)支

別にみると、 ug手U58~ミと 59:4ミは少なく、以後増加傾

向にあったが、平成 2:ff.1ま発生が減っていた。 (7)月

別では、 5月・ 6月・ 7月に事故が多くなっていた。

(8)事故発生のi時間をみると、準夜勤殺の事故が去をも

多く、特に申し送りI-tと夕食立与問中が多かった。 (9)

入院病iゴは 4還までが351'午、 5~8 :ì堕までが16件と

王手い時期に発生していた。 (10)~事故の姿留としては、

コミュニケ}ションの不足や初歩的なミスが多かっ

た。

{考察1 fJ別ではローテ}ション後で肴談婦が'慣

れていない時刻、 11寺院iJ5JJjでは準夜勤請で君子談締の人

数が減る時1m都、そして入院病沼では入院して早い

時期の俗頼関係ができていないi恥こ事故が多いとい

うことなどから、看護婦の関わりが影響しているこ

とがわかった。
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198) お緩fHJM互に泌する石総長誌の認知の現状と

問題点一一一… m食隙実怒 Mの一行滋記録より

~t 立!大学大学院 干T~護学研究科

4公本 {J1l 

[目的]妓食F13は身体的な iliiだけでなく心耳1¥社

会的に後斜f[な病J1l!をf<'!えており、外:ill J~守主11 をプラ

イオリティーとする医学的治療だけではその絞治

は肉幾であるといわれている.本(iJf究では感手干の

;t，'しみな思解し.現災f均な宥縫介入さをしていくた

めに、 1986年 7月間続以*1993if.10H境作;までに

奴食Pi(~の診断で K 続税総神科に入院となった会

961，E例を対象として、臨床の 71'~護婦が実際、に m.lf

のま子擦問題をどうとらえているかを系統的に分析

し‘w.食的2容の総理を否認の彼}，.，(から考察したい.

[}j 1li l!tアメリカ石総診断協会のT:!.'.:ono由yIを

枠組みとして石渡記録を検討し、主2銭鋭ーのー楽史左

手7投ム企JllJJ'!uJtJi誌をコーはエ創占Jさま1.tこ芝旦Z

[/""，1 と!J.J，.3J:ー情報.i:.Z二七2:，;点::::-J:lf.一自主著U!li笈~

とを比較した.特に、然食防'df.!:.者に典型的かっ

滋必と指主主されている者滋i診断鮮の '1'から、 {匁i

nパターン J.に分類されるポデ"ri'?ι...，.，......;:;ジの慰安.

自己害事慈の荷主主葬.然力感の 3つの診断に焦点を絞

ってお線記録中のデータを分析した。

[結娯] 11縫lIiIl自身の必殺しているおもな tr設問

題は、~ミ長持UI記 liffc 保や fî' 重IJ itifl裂波I'tなどの医師主

導明の介入が:1:となる栄養状態め変潔:タ体裳求

索以下.共問問題 (CP)':了J英会:r;"，q写と、治療二一ド

や病識といった問題まで合めて、ぼ仰の処方した

治絞/1; (おもに行動例措4絞tよ)をi笠'，)・させるとい

うi!ì'・喫 (~J な筏点による終効な治療計溜管濯であっ

た.しかし記絞内容を検討すると:p~河!詰r題，(.C P，l

:祭食F君主撃と悠効な治事提言f霞I1苦涯に分額された所

見の大 11"を、 [JlJ党パターン 1'1'の 3つの診断に

関する.診断指絞・または・fJ!l述 1;1;1子・として F号機成

することができた，

〔考警災]以上のことから、 f只食狩rd患者の約i!H~こ

は{匁i党パターン]を椛主主する自己燦念や自己認

知の領域が深く関与していることを線認すると!語j

E寺 iこ、#ま霊紛が総裁を認知する過 f~，!において、!j)，

j号の総裁がこれらの綬念をもとに殺.!mされ有線II¥J

Iaーとして統合されていないという裁が:が認められ

た@今後、主再食w言}!慾7授に士、fしでは、 これらの筏

;念を念立買に i泣いたアブローチがぜひ必要であろう。



199) 絞神分裂病者が受けるソーシャ)(， .サ

ポートについて

(小限j施設における究員手怠者の災状について)

主主的大さ学医学部的反病焼

。玉三ノド友h日

玉名女子高等学校

王宮j潟春美

熊本大学教育学部

佼々木光縫

精神分裂病息者の社会復帰を促滋するためには

問砲のソーシャ)(， .サポート・ネットワークの主主

火、プ己災が極めて議婆であることが認議されてい

る。そこで、精神分裂約患者の社会後続における

問題を考える手燃かりとするために、怒者本人が

実感する問問のサポートやその満足度について識

変するとともに、若手名を特定対象表として観察

.毅長支を行った。

{対象と方法}

199~i{ド lO Fl ~12 Flの期間、ある精神障

~常通所授産施設の泊所生 2 1名に、自己記入法

による質問紙潟傘~笑施し、うち 3 名を対室長に司王

秒l言語ままを行った。質問紙はmのANQ、討orbec主

の持ss告を参考に、号電問攻包ミ!:1 0項目に怒定して

作成したものをFおいた。

{給采及び考委譲}

ソーシャ)(， .ネットワークの大きさは平均5.1

人とまたくその 55%を家族が占めており、将来荷

綴がいなくなってからの生訴が不安と挙げている

通所生が多かった。また、家族の手段的サポート

に対する認識は{むの続柄に比べておく、施設の磯

良、専門殺をはじめとする家族以外のサポート綴

からの後絡的サポートの認識は家族と同等、ある

いはそれ以上である傾向がみられた。

質問紙・事例喜怒査をii!iして、適所生のrtにはお

常生活技能を高めるための訓練が必主主と思われた

人もおり、生活蕗での指導を小心に行う施設の士勢

力立が妥まれる。精神分裂病怒者にとって家族は援

要な支え手であるが、通所生に負の作郊を持つこ

ともあり、多様なサポート在京、を持つ壌の議妥性が

笈われた。多様なサポート源を得るためにも、役

会復帰施設の増加、一般社会への精神分裂病につ

いての知識の普及、啓発が重姿と恩われる。

200) 絡将隊2害者の入絞綴僚を遂慈fじさせる婆慰(I)

一議後入院完革審のき定詰霊を採るー

i1i.toJ、機第二議貌

O:(I!;予 務.rJ宇主正予喜子

礼金晃経科大学係長室{窪草案さ1;lÌ\~を3護学科

IlJlB一筋

I.H'議

続持機密革まの社会後織を捻i接することは、滋争l'f4詰主主ぎの一線を
短うi:f，襲名ーにとっても滋撃さな然支重である。 しかしながら絞内交線

がí!~られているにもかかわらず、 ri) 1 き i設哲三手がき幸いJr，ド路線設

がきをいj毒事の怒flIから退後できない怠手すも多く、入i完期間の逐E語

化がj渓tvJなru1皇室となっている。
この事務i土、三三段終争!I科高奇淡においても問機である@そこで、

ζのru~1:霊に対する然淡の糸口を>1.Wすために、ぎ話料人波中のj怒著?

の2起立室長E長遣を試みたので級告したいe

11.対象および方法

対象i土、 1宮古2年12Jl22行の時点、でお立主総.jJf中!I絞れに入緩やの会

怒号~'202名(匁 :104，女 :93)である@

対象者iこ関する以下のデータをKe鉱物ないしは各務総筏妥交の議

3望者の事i詰rrをj去に!&~長し、分析を行った。

議活A(喜基本デ-9):喜連続年総・今回の入誌記}拠隠・入院をヨ童文
1頁筒B(喜霊童翌害警環13):議委絞の可能性・向殺の石Tjjg!生・暴力行為の可

終役.j¥.i食・m粂叫(ある:1，なし:01こ点数4じ)
Z菜13C (忠常生活室主作):入総介助・食務介!VJ'失主義・4卒{立交換・護王寺母
子吋(3ないし2段燦iこ点数化，r潟芝霊がある主主治終l:i.)
波宮D(身体管王室):長ミプJテーデノレ・J宗務・総身3・処言受・他科受託金→{あ
る:1，なし:01こ点差文化)

項ElE(レ?・4字書霊祭i去):レク参泌状況・作幾多加i状況・レク作言語滋

)J吋(3r.生綴に点童文化，言:g;iJが;蕊い怨i認得点)

議13F (~翼後の経済状慾}→(1:初芝草なし， 0:総泌あや)

瑛ElG(金銭t若返)-(1:可総。:不可総}

翁13H (雲号室菱脅から~たi塁線の湾総i1)吋(1:莞ï:J努iこ官r. 2:長i劉約
iこは若T.1 :受人体昔話不{裁のため[jl緩， 0:病状のためm菜室)

盗.号室築および考察

本線では、単純集計のまさよ長を中心として迷ベる。

①対雲聖書雪の基本廃位について:平均lf.窮告は努54.0エt13.1媛、女55.6

ニt15.践であった。 E定制納長官、密警j合i主総衿分裂1，掛11絡協:14

名 71.以女:44名 44.務}で長をも多く、襲撃綴・錦i警護主主主霊24名(努:4名

3.成女:20名 20.1紛が淡いた。

芸誌息苦lJ平均等議事i士、務衿分裂然で男51‘4こと12.3年、女51.6:t 14. 0 

停であった。しかしながら、労の綾委員鐙はお縁台、女では60縁台

iこ{立後していた。これは、主主f怠(あるいは役会}における劣女の佼約

構造の浅いによるものとも考えられるむ

重喜;お・事t護霊紋左翼では持54.8土10.5午、女61.4土1む.74'であ号、:T:1'1
e喜三者の年産主主撃が言語い綴向が.ltられた。

③入室完草書問:SJ主主哲人i渓茶話隊11立男14日土14.0字、女7.3こ士宮.9lpであっ

た。E実慾持lJlこ.ltると、干毒事f!分裂再考では労17.8土14.3年、女12.3土12.5

竿であ9、護室主考・鈎i警筆談室撃では!l.lo..1土0.6淳、女1.2こt2.3停であった.

4寺iこ劣後分裂務総J苔eの入後が主産主霊化しやすも咋!Jlr勾が滋められた。

③入室完葉書簡との1IIll!霊婆皇室:分裂病怠殺において、入隊j努関と各ま重要

liil燃の初泌総係を潔べた(S開閉閣の樹立{自関係、委主).!l.ll主では、日
常生ffi~詩作の怒イヒ(r=0.382，jl'ぐ0.01) 、 f宇3芸能力(r誌の.257， p<O.05)、念
室長繁華塁言語力(r='().333， p<O.OI)との間に有三設な!潟i箆がえられた@女役

分主主主主患者でも同様iこ、 131哲生活動作の惑fと(rぉ 0.532，p<乱∞1)、1'1"

3誌能力(r= .().511， p<O.∞1)、金金主管主主総力(r=“0.378，p<O.05)とのr，lHこ
有窓な隠漆がえられた。これらの妥協と入立主主韓関との凶泉関係の

特定はE目薬重であるが、索後者のま震後約な介入iこより能力を絡事寺す

ることが湾総な家夜も含まれており、示唆iこ笈んだ結果と設える@

今後i主総々 の恋、道官こ合った作裁の見返し、 g常生活慾カと章者び

付いた作言義務尽の検討など、務終;システムの効率的な符綴主主も含

めた立すま査が必芸さであると考えられる。
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201) 著書衿降客寄の入続期間Zl霊延化させる姿~(1I)

一多変革E解析による、喜喜l25l分析一

キL鋭医科大学保健医療学部看護マ'科

OJlJUl-M 
lii.l1:小隊第二病院

余子 11J1.赤坂E話予

l.序論

*絡では、総子中隊E葬者の入院期間をi護}[I;{乙させる~[滋、お

よび退院の可能性iこ関する'fi.~草者の判断に影響する妥協に

ついて、多変怒負手哲?の方法論を沼いた分割;給処を税i怨するo

E 対象および方法

対象は、 ffiI殺とi河じである。

怒、考の今回の入院期間を目的変主主、その他の関連項目併

を説明変数として、一段~ur~モデル(GL切を}Jiいて星空[2;Wn~の

お与の稜皮を百十一気した。また、看護者からctた退践の可能

伎を臼的変放において、問機の解約を行った。

渡総菜および考察

①今@]の入院期間との高島遼要因

まずさ主i也、/;j'202名のデータiこより解析を行ったところ、決

1必の殺による変動が緩めて大きかったため、分裂約lち者iこ

絞って分析した。その~~~荘、余変動のうら院I~r長口のそうて

んにより 79.守五が説明可能であった。

11浴、な!芸I~'á'市したものは、 ffiiff， (F口 10.2)・すそ銭u宮殿H信))

(F=9.6)・綴院の可能性 (F=Î.5).m~ (F斗.8)・入i流協欽 (fヰりで

あった。入焼却W"1が炎ければ自ずと患者は出'ju治{七するが、

逆にお露合(jーほど退院しづらくなる傾向を示す結果とも解釈

できょう。

②退院の可能性iこ僚する看護者のやi慾?とのfl!lj蓮華~~

①と向係iこ、まずさを患者のデータを胤いて解析した。:1:変

動のうち76.3%がモデルiこより説明可能であった。i'iUすべ

きi頁隠として、 レク参加状況(F=9A)・絞主主 σ'=7.0)・暴力

(F=6η・作業能力(F叫め・作業参加状況(F叫0)が王手げられた。

また分裂病患者のみについて分訴したところ、会変動の

うちモデルによ哲80.6誌が説明可能であった.f.i意な関連を

示したものは、入liJi:t苦mn(F=l1η・年鈴(F=7.0)・レク参加状況

(Fヱ6.3)・民夜の経済状態(F=J.2)・入院i回数(F=2のであった。

③入院綴簡と返践にfl!lする審議苦言の判断得点の指関

分裂病怠者について、 f入1521哲lru1Jと、 f退践にi恕する11'護

者の判断得点j間のi樹立納i沼{系数を計算した。男性i夜、者では

r =-0.6 13、女性波、者では r=-0.754で、いずれも0.1詰水冷で宥

芯:なものであった。すなわち、;rn'司護者が退院可能と'fjJl桁し

うるi思考では、人!淀期間も短いことが示唆された。

しかし、①②の総菜をふまえると、入i涜JVJr.llを決める'lli

i訴と、看護者ーが現時点でill続可能性を判断する妥協とは必

ずしも一致しておらず、約争I's辛苦手者の予後封linlJの[lJi![gさ!i:

示す絞泉とも考えられた。
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202) 妓織の体重に対する関心度とそのウエ

イトコントロールiこ影響を友!ぎず要図の検討

mlJJ阪科薬科大学長長学部看護学科

0綴:Jt.泌;必

はじめに

佼婦の過度の体京地加は妊娠rl'議症や分娩;選主主、

分娩i待出血、怠大兇等の併発が予想.され、近年iま

続娠中の保健指導にウエイトコントロール指導を

行う必裂を感じるのそこで、この皮、綬婦の体王立

に対する関心度とウエイトコントロールとの関係、

及び、それに彬饗を及iます要図を採り、望ましい

奴箆焔管理の一品IJにと、検討したり

の研究方法

立E娠 37~以降の妊婦 105 名にアンケート n

(2)~~~J奈結泉

1.体議への関心1立はゴ1，妊時から関心が高いが、

!;F.擬すると当然、のことながら、とても気になる人

がその 3j~~ になる η

2. iJ!!J J立の体議封切111立、 71~Jの人が分娩への影努

をやげ、 4~争iの人が児への影欝もま挙げていた n

3. J!H:tll的体主主上努力[]の 11安は 8;iiU弱の人が 8-1

o kgと[!lJ1写していたり

4.体設のコントロールが必なさな人が S割強ある

にもかかわらず、できた人はその内 2却しかL、な

かっ fこの

(3);，考察

体主主への関心j立は i止筏jを反映して高く、五iい傾

向とJ4lえる反1m、.i!iil'.は過剰気味の傾向がやはり

強く、妊娠経過ψiこL、かに巡測にならないように

I~l 己コントロールしていくかが課題で‘ある。

;11:灯時と異なり、!ゐ内において児の発育を{起すー

プJでのコントロールは、いったんi合えてしまった

滋合、それを滅設することは不可能に近いの現代

の妊婦は、自己の食欲'主主と L、かに戦いながら体援

のコントロールをよJ.!たしていくか、!!I婦の保健相

談に応ずるおーは、実行不可能とも思える処方笈を

妊紛との二人三脚でどのように実施していくか、

が鍵とf考えられるり

貯のまali合

妊娠と体王立地加の関係は、その必要伎を解く時

代から、今や減f誌を説き、妊:!ziiJの食欲求をどのよ

うにコントロールするかりを王紛 I~身と専門家を合

む深ま党支援がr，:Jわれる!時代iこ入ったの



203) 滋害事 1か月までの害事長警のき青衿状態iこ影

響する婆図の検討(第 1事費〉

愛媛潔"J'L医療後続短綴大学 専攻終

01勾IJ:HE子、室内裕子

.1 .研究目的:絞近の母子を取りまく環境の変化

は喜子しく、母殺の育児 iこ対する不安や混乱をもた

らしている。なかでも産後 iか月限{ま援i坊の空白

期間ともいわれ、出産総設からも地域母子保健の

綴域からも援助が寺告訴立になりがちである。本研究

では、主塁線 iか月までの害事綴の気持ちに影響する

姿闘を切らかにすることを[J約 iこ検討を行った。

丑.研究方法:松山市内の総合病~2 施設で平成

5 f手12}1から 2月までに出産した綴織 168名会対

象 iこ退院時に ifi後質問紙を配付し、 1か丹後診符

箆J l!ítした。有効箆l~ 委主は 109渓 (64.5覧〉である。

鋭ぎを対象者を jt~ 機 1 か月間の主主終ちにより 2 訴に

分類し、号室せな気分で遜ごした62名 (56.9芸〉をプ

ラス際、ヨZい気分で長室ごした47名(43.1露)をマイ

ナスj球として、初j皇室緩jlfi)JIJ、家主主形態、妊娠匁lWl

<t.分銃器寺.iiIi.後 i週間の 3時点での心身の:fk怒

との関係について?ロス主義討し、 x2 倹完':1こより

干ま窓妥を検定した。

斑. 総書ミ :CD豪華主義織にプラスr，'f、初JiiE綴 iこマイナ

ス際が多い (p<.01)。②長室後 iこE註採りした立すと夫

綴だけで滋ごした者の間 iこ援はみられず、君主主主形

態によるま主もみられな L、@害事婦が主綴約にとら

えた綬綴中の体綴と気持ちにi認してはぬ若手 iこf奈は

ない。④分娩に関しては、プラス鮮にお分のお長査

が'ti:Yliだったととらえた警が多い( P<.01)。気分

iこ関しでは、プラス鮮は滋ちついていたと容えた

殺が多く、マイナス若手は不安と2蓄えたぎが多い(許

<.05)。③iiE後 1;iel!rmでは、{本認による遂はみら

れないが、気分l土、プラス若手 iま安定している設が

多くマイナス携は不安と容えた者が多い (P<.OJ)

③綬媛・分娩・ 5証機長耳や級生!尽の疾病iJi，・おによる

図書予の2をはみられない。

IV. 考察:夜後 iかFl，までの務総の気持ちは、分

娩に対する感情と産後 1週間の気分の彩雲撃をさまけ

ていることがf示唆された。

応答手 iか月を傘せな気持ちで滋ごすためには、

分娩の受けとめ方 iこ対する妊娠中からの援君主や、

入院期間中の採婦の精神状態 iこ務討した遼切な援

助が必婆であると忠われる。

204) 盗事事 1か月までの害事綴の務事争状態iこ影

響する姿留の検討〈第 2毅〉

雲さ媛j巣立援護実技季語短綴大学 専攻科

o-gP1 長寺子、 i1I口稔子

1.研究自約:第 l殺において、iiIi.害事 1か月 i溺の

害事綴の気持ちと退銃後の生;百条件、妊娠・分娩-

E霊後 i送協の主緩約な心身の状慾との関遂につい

て分析を行ったが、本報告では、警李総が遊撃事 1iJ、

月第Hこ辛かったり心室主だった主主体的な内容と害警婦

の気持ちとの関係について分析検討した。

II. 研究方法:議査対象および緩まま方法{主務 1殺

とj待機である。複線 1かFl，までの害警告警が辛かった

り心認したりすると予測される内容を、害等綴に隠

して10項目、児iこ関して10攻窃選定して 4段綬霊平

定法をffiいて質問し、 fとてもありかなりあ

りj と答えたものを fあり然 j として、その出現

状況および途採 1かFl僚の気持ちとの関長室伎につ

いて分析した。統計学約検定 iまx2 検定を ffiいたe

滋.車毒薬:①害警告議自身の項おとして慾も多かった

のは後労感で、次いで不護主、いらいら長率、乳溌ト

ラブ lむなどがあり、 20-3596の者A が訴えていた。

己主党iこ隠する項目では、時立李L会議 iこ{返することが章受

も多く、 i仕草Lなどを含めると5096を占めており、

次いで締役、 E黍i畿であった。③各攻自のj立i緩解決

状況をみると、害警織の現段では、立夏;言、::(~1縁、後

労j慈、兇の孫gでは、売t乳、燃泣、 E霊i濯の長字決滋

が{民かった。④霊安害事 1か月間の害事総の気持ちとの

関係どをみると、マイナス綜 i主、Ii!!~まの不際、いら

いら j際、綴務、苦言処方針のくい途いが多く、銀妻子

なまをがみられた (P<.01込乳渓トラブ)v、怒言雲、主警

など身体絞JI諮怒による径はなかった。③j尼iこ関し

ても、 マイナス若手は、 言議乳媛、 5土乳、野菊t在、 霊量産主

セ顕著iこ多く (Pく.01)、{愛車長も2設がみられた (pく.05)，

lV. 考察:i姦蓄率 i点、Flまでの蓄率緩i立、 J尽の授乳ゃ

線放、 E暴露主など、治療約な対応では終tたしがたい

臼常の湾'1なiこ隠する毒事務で心訟や協みをもち、十

分に問怒解決がはかれない状態で過ごしており、

このことが、春季約自身のいらいら軍事や不滋、銀総

などを生じさせ、精神状怒をマイナスの方向へ毒事

いていることが示唆されたo 今後 i土、分析結3裂を

もとに、育児経験の少ない移綴たちが、子どもの

成長 iこ{半い主体的 iこ幸せな気持ちで資!尼ができる

よう、切れ gのない援助定法を検討していきた!，'. 
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205) 産事事紛における疲労

弘潟大学教事苦学部審議学科教室主

O 藤本奈淳子、葛西敦子、鈴木光子、木村宏子

，. 13約

まE緩・分娩が母体に与える影響{立大きく、ヰ寺に

分娩iま短時間に多翠のエネルギーを消耗するため

E菱総長Eには強い疲労が予溌Jeされる。したがって康

穏期の重量労状態や隠復経i設を知ることは機縁繁王室

上 、 大 変 意 義 涼 い e そ こ で 今 回 、 産 篠 紛 の 疲 労 の

把援に努め、害警綴審議の夜り方を検討した。

11 .研究対象および方法

対象 i立平成 5年 7Flから 12月 ま で に 、 弘 前 市

内の 3病撲を受診・分娩した妊・産綴 15 8名で

あり、妊娠後期(妊娠 33 - 4 0 jg1)、霊童書事早期

(塗害事 1- 7 B) 、 1か月検診紛の計 3Ii君、言H霊

を施行した。方法は疲労に隠する自党症状認ベ、

フリッカー検至宝、および疲労の予防・[9]f震に不湾

欠といわれている怒授の主観的祭儀認交とした。

111. 結 果 お よ び考察

1 .際交症状総べでは 1か月検診時の誘えE容が

妊娠後期および産綴早期!こ比べ脊窓!こ低かった。

また妊綴後期を喜~i撃としたフリッカー投資におい

ては、盗事事早期の変動号室が有意 iこ議鐙を示し.逆

iこ1か丹後診器寺の変動E容は有笈!こ{底値を示した。

つまり綬露震後織にJ:tベ、 E霊努王手主n(立主観的疲労感

はほぼ等しいが精 神 ・ 身 体 疲 労 は 強 く 存 在 し て い

ること、 1か月検診Z寺i立主鋭的にも務神・身体的

にも疲労は回復してきていることが示唆された。

2. 因子JlY自覚症状訴えE告においては ZねむIt

とだるさの密子J r局在した身体違和感の厨子2

2注意築中鼠懇の因子2の煩で訴え率が有意に高

く、霊童害警郊の疲労 I立病的なものではないことが紛

らかになった。

3. I翼線三主観的評係調査で昨夜の窓2毘iこ対して

不議感を持つ穏綴ほど、Ia:l重症状認べでは訴え率

はおく、フリッカー検3までは変動率は低{擦を示し

た。したがって度採算見の慶喜毘滋警は疲労を強くす

る悶子であると捻察された。

4. 対象を初・経jlifJlIJに分 11"で疲労を綴察した

ところ、初産主草学{ま経E霊草草に比べa覚症状童書べでは

訴え家が言語く、フリッカー検査では変動E容が低{遣

を示した。したがって初浅草草は主綬約および務持

.身体的疲労が強くあらわれていた。
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206) At 絡入手}外米における 255撃的かかわり

の一考察 一中潟年紛人を対象に一

*京高率窓会 IZS科大学 f寸筏背戸草寺筏

0:1七湾初予 測中キミ子

ニ子楽大学審議学部衰え堅実技研究センタ

金井和子 土屋尚喜章

中高年女性の quality of life を自的とした在主

総管還を、看護機として主体的にすすめていく手

がかりとするため、現主Eの忍者の状態をre主主し、

態、者が審議絡に若手せる期待は何か、審議総はどの

ような援助活動を行っているかなど検討を行った

対象 1)1993年 7月-8FJ、1994年 2sJ- 3f:l 

iこJ1i寺島主主主主詩人科外来を受診した 35歳以上で奴綴

・不妊1if怒者を除いた 38名 2)上記外来を受診し

た35歳以上の妊綴・不妊症患者を除いた怠者のカ

ルテ 1988年 188名、 1993年 169名、 1994年 145

名の計 502名

万法 1)カルテより外来患者の f苦手霊をまとめさ基

礎資料とする。 2)外来患者 62名に対し蛮if妾Illlき

取り調査及び後助汚霊誌を行い、 l巡間後、後WJili

ifIJJの効裂について郵送質問是正三塁変、内容は小笠原

らの f 霊~l菱総終に関するアンケ トJより引用。

総泉 1)1ま磁波料の i足状は共 lこ格下の訴え、不

正投 ilfilil 1(11 、 p1 経災:守~.が多く、診断名では子宮筋

路、 E室炎及び外除炎、卵巣機能低下、受ij::j弱陣容

が多かった。また王F鈴階層 mlに訴える主主状に特徴

があった。訴え数は1.5tO. 64であった。 2)1涜接

調査時の年齢路線耳111定状の特徴では、 35-44量生の

疲労感が68.8%、aこり・線王昔、くよくよ・笈う

つが、それぞれ56.3%であった。訴えを士は 7.6 t 3 

.7で蕊礎資料の1.5とはまをがあった。 3)ITiH妾調

査 5寺の総量品交年 WJI旨数 (S盟l)の平均点は 33.3120

.6、年齢階層別では 45-54歳が 40.7t23.3と最も

言語い。 4)審議鈎の t費助活動 lこは、:tiこ食事・滋

露i) の指導、外，~部の手当て・主主に対しての説明、

奇効な j留品や本の紹介、カウンセリングなと 6項

段であった。 5)滋苦言が審議綴に j努{寺する内容は

①IS:s軍とのパイプ役②後しくて良きアドバイザー

③専門家としての知的アプロ チ④専任銭導者と

初淡窓口の設鐙の 4つのカテゴリーに分類され九

またカテゴリーと 5量I得 点 と は 関 述 が あ る 事 を 認

めた。



207) ft寺伎役j窓淡に喜還する検討 一審笈

学科学会と効産主学特別毒事攻科学主主の上主絞ー

f長沢大学長史学泌総立話約i法・

O大林みゆき

千三産大学務護学 ffi~雪言葉~霊長(，Jf究 f去をぷセンター

語;iDI!'i9:l 

母校替え霊のeJ療には、{j滋学生自身 iこ対して、

その人の女役としてほとして自己主主援してゆくカ

をT'fてることも含まれている。ザ:伎の母性殺が米

突きな滋合、絞殺1i談の対芸員である綬波長選への看護

にも、 i手?を牲の党遂に!対する後i!主主q、ト分となる

湾総経:がある。

そこで今包i、看護学科学生およびJlIJ浅草'n文科学

処とそのほ童話のほ没後を級交し、上と絞検討した o

Z立、Hまおよび方法)J¥iJ協は、平成 5宝石 11R 21浴~

11 JJ 30 Rである。対象は、 iく大学災事実主支持f綬j潟大

学総清談学科 3封:il=.とその i琴ま完全:>79名、 iVJjls専攻

科学伎とそのほ童話きされ名、 K大学r<1と泌総綴五言語E

E主主詩人科総綴 y)J務者 21名のi¥t224名である。

学IJ=.と言者機勤務お iこ、母校然 iこ関する 5oru~ の i懇

fR lりi 等主主主rru~ 絃(以下アンケートと露告す)ならび

に YG!'t絡検ままを、災学IJ=.の符まJ!Iこ461問のアンケ

トを留をま法 iこより行った。なおアンケートf1iI答

は 1-1¥ }!J， Iこ滋き換えて分析した。

支給5長) Y G主主総検ままは、名護学科学生は A受託が

42.4草と多く、立IJE主専攻料学'1:(ま A績が23.8完と

やや少なく、日綴が23.8草とやや多かったIl務

総は自分や言号室立に i到する.lJt認がおく、 D室長鮮は子

供や女:伎に隠するJJlblがiおかった。 E室長Ii'flま友伎

である臼分に関する立113が{えい綴 iらjであった。

アンケート綴関では、立主校専攻科学生が孝まえ護学

科学生 iこlt車交し 137i得点であり、女狩:綴 .~T: 長話量lI. lこ

;釘滋j査が認められた (pく0.05)0 llJ毅簡でも llfJ彦専

攻科学生の符綴が占有得点であり、乳幼児綴・女性

絞 iこ-H訟をが認められた (P<O.05)。学生とllJ綴の

ペアでは、効E震専攻手干の学生.f辛室長が乳幼児長II・

女絞綴・!¥I:毅鋭・妊綴綴がお得点であり手i:l立授が

認められた (p<o.05)。

《総議事》叙ui護専攻科常生 iこ]:乙絞し、看護学科学生

は乳幼児綴・女性鋭・ i迂綴絞・妊総量IIが低い綴 i勾

にあった。今後、右緩や料学生に対し、乳幼児綴

.gr綴級・分娩鋭を巡して li}字上位の発i室を{廷すよ

うな指導Jii.去を革まえてゆく必袋伎がある。
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208) 体 経 に お け る 奴 綴 販 の 習 俗

ffZ葉県立中央務続

。今美佐希

弘前大学教育学邸宅号護学科教室

毛主荷主主子、鈴水光子、木村宏子

1. 研究目的

日本i!j')長からの'.!]f谷は今もなお筏され、紙室主総

の行長hに路孝撃を与えている。mJi!主織の風俗や済慣

について、その線長きや王立!尚、蕊軍事づけなどを知る

ことにより、現夜の妊広告辺の行劾や、 1]:.ii舌の滋づ

けを得ることができるのではないかと考えたのそ

こで、生活状況及び、 9iiされている溜俗とその絞

鎚を明らかにし、今後の指導に役況でることを目

的として謀略王室を行った。

[1.研究対象及び方法

対象i立、 7守森!議終終士fu1.iの病院に漆害事ーか月検

診のために米践した袴総 708名とし、fii11波数 426

名、関収怒60.2%であったの平均年齢は28.6段、

絞渓 218名、?労政 208名であったの幸司王宝刀法は気

lill紙記布郵送法とした。投書Jj!立、対象者の背長の

tEt壌と妓媛i羽の'!i:g主訴綴、食事、綴帯、労働・動

作、{谷僚の 5つに分査員したもので、それぞれの慾

俗とJ11t自について Irjl答を求めたの

1II.総菜及び々察

vt:とJlilffr露目iま約土手数が行っており、 「神f上を委主J手

しお守りを労う j 方法が主主も多かったっ

2.禁じられている食物を摂取しないが 7割以上を

ムーめ、食物iまj設分の多い物、スジコが多かったの

スジコ iこ関しては、会問((1に こ の よ う な 傾 向 は

見られず、 1主終独特のものと考えられた。

3. ~守 ':bt ，ま 9 tIJRl二が行っており、 jえの EJに殺帯を

1111始した授が約半数を占めていた。

4うザ綴・草!パヤでは r'!i: I援になるj動作をし、 fきif• 

E手渡するJ!手iJJffが禁じられていたの

5. j苔穏で去をも多かったのは「火家を見ると主計あざ

のあるそ子がIJ=.まれるjで約半数が信じていた。

奴綴期間中の習俗を見ると、長fI浅を避けるため、

あるいは身体災常の子供を主主まないための祭11:事

項が多かった。現在では昔の湾総i立浪え去る傾向

にあるが、残されている沼俗には科学的被拠のあ

るものもあり、故人が長年のi昔11こ培ってきた生活

の初恋が感じられた。
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209) 初産児に対する王手毅の感情

出滋直後から出産後4カ見

本し線医科大学保健医療学部看護学科

O石埋ま百合子

1. はじめに ロブソンやモスは、母綴のわが

子に対する愛情をすターナル・アタッチメントと

主主義し、出産蕊後から 3ヶ月目まで初産の母親の

感情のプロセスを述べている。併し出産量L後から

3ヶ月までを図磁的に述べている。わが箆に於て

も、大日向や高橋らの母性的愛着・母性愛につい

てfiった研究があるが、出生00:後から追跡的にみ

たものは多くない。

2. 目的 出産穫後に抱く、児に対する感情が

児のt生訟を続けていくなかで変化し、又児の成長

発途の変化の影響もうけていく。その遜稜をお浅

00:後から 4ヶ沼呂までi皇毒事務査したので報告する。

3.方法 対象は妊緩;:tから縦断的}こ追跡して

いる S市内総合病院でおさ主した第一子の母親21人

妊緩取の合併主主や分娩経過や児の出袋詰寺における

リスクはなく、いづれもiE常総留の母子と考えら

れる@手続き わが子』こ対するi慾f習を裁定する10

壌闘は戸aの9項目に霊祭者が l項 g加え交関紙に

よる滋毅の感憾の変化を出産00:後、 48白、 15日

間、 21'月筒、 4ヶ月Elと実施。対象数が21例で

あるので、縄関係数の有意水資還を γE;.37を家、

γミ.43を**、 γE;.50* * *としている。

4.結果、考察 全体にみると、見をかわいら

しく、自分の予として感じ、 f手続としての受任感

を持ち、夫に似てくるわが子の成長が室長しみとい

う感じが4日目頭から高まり、反面、退院を目前

にして、 j尽のt世話はそFがかかると感じはじめ、 15

日目から 2ヶ月毘にかけては、実際の育児で、主主

々強く感じるが、 4ヶ月琵になると、 f手続の役割

に途応してきて、手はかかるが、 158図や 2ヶ月

Ell華強く感じなくなる。同時に心配も 2ヶ月沼頃

より、子どもの特徴、表茨が分るようになり、か

なり減ってきている。不思議さは出E華麗後から殆

んど変化なく少し感じている。また自分に似てい

ると感じるより夫に似ていると感じるほうが一貫

して溺い後向にある。

5.今後 初産児に対する父毅の感情の過穫を

追跡言語変し、さらに初産児に対する母綴の感僚と

父親の主義務を比較検討していきたい@
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210) 乳幼児を持つ i手続の育児悠!交に泌する

líJfJ~ 

が;烏大学医学部保俗学科

()野口恭子、石井トク、続露支給j

女性の娩婚化、少子化、主主家政イヒの滋行ととも

に子供を主主み育てる環境 i立大きく変化している。

また、係々なf吉報があふれる状況のなかで育児に

とまどいを感じる母親が冷えている o 笑際 iこ母親

はどのような悩みや心配をもち、どのように対処

しているのだろうかの必主主とされている巡切な努

助を見いだすことを EI約として、育児 iこi渇する調

交を行った。

【刀法]係会'悶}むの i正裁に j民記名自 2己式質問紙を

配布し、 1 7 2名の伺答を得た o 昔話王室J!1jr.， は平成

6年 3月 1H-ヰF・1ぷ6年 3月 12 H であり、品~i主

I湾住iは {悶人的震性、家段構成、火の協力、脊児

の不安と対処方法、しつけの内等と方法、自己綴

念(Rosenbcrgの自己評{悩スケール)、疲労lJf.(産

業主主労研究会の自覚症状調主主表)である。 今夜!

は育児の不安と対処に然ぷをあてて報告する o

【給系 j:上級の平均年.紛(;i:33歳(籍回2Hi.I，景品九

綴差4.5員総)であり、 fi験者ーは 66覧であった。家族

傍iiX:1まt実家紋が90克を占め、育児 iこ対して夫が協

力的・やや協力的と答えた 1守は 5自主であった。

jei 1; Iこ干守兇のことで悩んだことがある者は 54主で

あり、その内'fjI;l: 0匂 i裁では、寄託手L食を食べない・

歩きfJJめが返いなとの身体的なものが多く、 2-

3裁では精神的発途に!羽するものが多数みられた。

解決方法としては、i時とともに長1然に解決した (53

克)巡切は協力者が得られた(J 9軍)となっていた。

現在育児の協みや不'交のあるものは 73完であり、

i付等はアレルギーが段も多かった p 対処方法は、

他者に籾談して解決する (66%)，そのまま機:f

を見る(23百) ，自分で解決する(10%)、初談初手

は炎・友人・実母・医療著書関の/1疫に多かったり

子供の絞において草望書視している内容について

の自由記述綴には総計 193の限答があり、 Jあい

さつをする Jが汲も多かった (23幻。緩の内容

は生活習?闘に持者するもの・社会主主に関するもの・

道徳に関するものの 3iif.に大別でき、社会伎に j現

するものが60百と滋も i持率を o・めていたの



211) 心身隊努兇をもっ母親の心理

弘前大学教育学部看護学科教窓

。辻凶陽子、鈴木光子、葛西敦子、木村宏子

eH均:育児iこ絞も際わりの多い母童話i立、子行て

の逃絞で何等ーかの心配や協みを抱いている。なか

でも邸主主児をもっ母親の不安や協みはひとしおと

主主察される。本調笈では、心身降客Jなをもっ母親

と健常見をもっ[;J:殺を比較し、子手了てに隠する総

選点、共通点から、特に際之さ兇をもっ母親に対す

る看護者の関わり方を検討した。

研究対象および方法修対象i立、弘前市近郊の養

護学校に通う児窓生徒の[;J:殺131名(以下、 Al洋

という)、比絞対象として、際主芸を持たない弘前

市内の小学校・cf.1学校・王者校に通う兇窓生徒の母

親 116;伝(以下、 Bi洋という)であったの研究方

法は、それそ'れの母穏に対し、各学校を介して、

質問紙・ CMI の記入与を依頼した。銭ru~紙の内務

は、1.家族について、 2. 子脊てについて、さら

にA群に対しては、 3. 1なの際認についてとした。

結果および考察:

1. r子育てにおける大変なこと、悩み、悲し

みJで泌j鮮に共通して多く添げられていたことは、

f子どもの病気J，こ関することだった。このこと

から、子どもの陣容の(i無にかかわらず、二Iこども

の病気というものは、母親にとってかなりの心環

的な負摂をもたらすことがわかったの

2. A訴の「子育て上の悲しみ、協みjでは、

子どもの主f-総に関係なく、 「子どもの隊容の診断

告主llJが一番多く挙げられていた。このことから、

子どもがF常務の診断をされた時の?をしみは、 f可王手

絞っても記憶から消えiitっていないということが

推察された。

~L 子どもの将来の心配のn無では、 A 若手の 96

%があると答え、 Bg'tと大きな主義があったの

4.子-TJてにおいて、問題iこlei磁した持iこ支え

てくれる人の有無では、 A~は Bî浮 iこ比べ、 円、

なLづと答えた人が有窓に多かった。

5. CM 1の成総では、将若手に有:立な発は認め

られなかったり

以上のことから、狩主主j巴をもっ母親の不安定な

心理状態が扱察された。このこから、殺護者は、

母親が窓欲約にず7児を行えるように、診断後後か

ら児の成長に合わせて、縦続してfま殺の心を支え

て行く必:妥があると考えられたの

212) 長期入続完{こむ綴が付三苦言語うことによ

る湾総への影警察一向殺のお争中状態の変{とからの考

然一

{言料大学災後技誌jr立1m大学芸I1

。関口敦子、泌総千代美、 三谷おりえ、

さIEl主主幸子、 治 IE敦子

伝子持大学医学'部付総務総

下綴美子ぎ

くt'!i'l'~ >長 j総入院先にほ貌が宇.j~ 1ぷうことにより

家iこ主主された防総:こは、 r {支泌がみられるように

なった j 、 r n fiiJJiちさ1を怠jこすように怠った j と

いった綴々な彩警警が攻れる。 ヰ:/iJf:先i土、 そのj京泌

を子どもの入総による i必殺の絡待状慾の変化から

検討することを図的とする。

< tn去〉小児科綴主主で 1ケバ以上 IJ}:殺が怒!況に H

滋い、 2:t以上小常生以下のい}胞がいる家縫守、

ru警ま支持に入寄t4'の絞殺 11名と父綴 9名(1 61' ) 

およびi急務後半年~ 14，以内にあるほ綴 11名と

父議110名を対象{こす K式j季節約銃撃J子関係検資

(T K~) による子どもへの態度0)変化および i

r.~においては毅在校不安検i'i (M 八 S) (;-よ::s::r-

交の殺1stも滋至ました。

く車12裟〉 γiくよえにおいて iなp，j!滋':f?に入った怒ベ人

数は Jn下で '18三号、 2 iltで 19名であった。 その

内 20%以とが危滋i惑千;fに入った JfHlIま 1II手では

不?潟、 楽長室、 子i塾、 滋雪芝、 21浮では溺愛であったo

MAS においてお皮の王子;1，どを示す ITl.r ~誇とかなり

不安がおいと見られる 11段階な合れすると、 [:j:務、

父ま露共におよそ 60%がこのや{こぶ点した。

く令書宅 >TK式において 1n下、 2Mよuこ!l!J滋傾向

が見られ、子どもの長llJJ人p;eが泌総のIill胞に対す

る慾1St!こ変化を 81.1正し、 また、 そのmJ!.'l!傾向が入

院中の jilijま誌の方が1浅いことがわかった。家{こ残さ

れた間約{こ現れる変化は、 ニ子どもの入E誌に低級が

付き添うことで余授なく'Ì!Íl~ される母子分総によ

る不安、ほ認をとられたという綴妬およびそれな

王室長卒しようとする段々な気持ちから生じる葛藤に

よるものと考えられる。また、子どもの入総によ

る泌総の子どもに対する!広!主の変化やより強い不

安も i弓飽{こ影響 1i:及ぼすと与えられるが、 子ども

に災擦に起こっている変化と I，l，j童話の紛争11状慾の変

化の関連伎について今後検討する必主目があると!ぷ

われる。
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213) 外科的治療を婆した主義搬入院患克の看

護の検討 一看護記録の分析より一

久留米大学病院

O秋山良子

千葉大学看護学在日看護実践研究指導センター

鵜沢陽子助教授

〔はじめに〕

小見の長期入院では、医療と育成とをむすびつ

けた看護が必要て、ある。しかし、急性疾患を対象

とする小児外科領域の看護では、救命日約を俊先

し、窮状の安定した小児との関わりが十分にでき

ていないのが現状である。今回、外科的治療を妥

した長期入院患児の看護をふりかえり、今後の看

護の方針を検討したので報告する。

〔研究万法〕

生後 6カ月 -26カ月の間iζ ヒノレシュスプルング

病類似疾患、で、 K大学病続小児外科で5回の入退

簡を繰り返し(入院日数483El)その間 5図の

手術を受けた男児 1症例の看護を看護記録を資料

として分析検討した。

〔総Z命〕

1 安全な環境と治療により、怠児は健康への

回復が早められる。更に、身体的成長を促すこと

は、基本的生活習慣の磁立や精神的発達を促すこ

とにもなる。その中でも特に、食事と排般の援助

が、消化務系疾患では成長発遂に大きく関連して

いることが明らかになった。すなわち 6割以上の

離乳食摂取、 1日2回の排使と、 1日l盟弱の涜

務排気によって排他のコントローノレができた乙と

で健康児とほぼ同様の身体的成長発達の経過をた

どる ζ とができたと考える。

2. 長期人i院であればあるほど、母殺との接触

回数を多くすることが健康児とほぼ同様の発達経

過をたどれるという ζ とになるのではなL、かと考

える。

3. 看護記録の記入については、患児との関わ

りの内容と怠児及び家族のより具体的な反応と観

察内容を明確に記録し、その時々で看護者として

の関わりや、行動、ケアの内容を評価し、次の看

護の展開へと結びつけていけるようにしなければ

ならないという ζとが切らかになった。その為の

記録のありプJと記絞方法を更に工夫検討していか

なければならないという ζ とが示唆される。
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215) 子供の発動性が保証される育児潔境iこ関

する研究 (第 3報) ー障害児をもっf毒殺の育

児態度と窓議一

富山祭立高志学顔。福島満由美八Jll勝美

広谷斡代喜善留美知子

富山県立中央病院 送沸j 路子

京都教育大学 大路万起子

兵庫県立看護大学 近邸敬子

子供が降客を持ちながらも自ら成長・発途を遂

げるには、母綴の喜ij向きな矯絡の安定が不可欠で

す。そこで鶴答児の心身発逮.t資総成熟度、母殺

の育児態度と家庭環境、及び育児iこ関する意識と

家族参加の状況を採った。

方法:2-4識の降客児62名、病j尼100名の母殺

を対象iこi潟本綴の幼児健康務遂と育児環境調査察

を用いて、然記名8記式の詩書査を行った。

結巣:1 )情絡成熟度では、 F遂容兇の方に、不安

傾向(Pく.∞5) 依存性(P <.01) 神経質(

P <.05)で差を認めた。 2)際客兇の母親は、不

安・干渉過保護、怠己・家族不一致に問題方向の

態度が見られ、溺愛・蕊従性(P <.05)が特異的

だった。 3)母殺の心主主潔竣では、感矯警告怒3性・社

会性、また、家庭環境では、生活リズムiこ摺題伎

がEZく、不安j!pうつ性(P <.05)!こままを認めた 0

4 )溺愛翠・不安抑うつ性は、夫の姿勢や家族の療

湾への支援体制などの家族参加(P <.∞01、P<. 
005 )との関遠性が明らかになった。 5)降客皮5JIJ

にみると、移動能力が高い群i立、厳格支配裂く?

<. 05 )、家庭の雰間気 (P<'01)、また精衿発途

遅滞群は、不安過保護 (P<'01)、干渉過保護・

溺愛・家族不一致(P <.05)!こ菱を認めた。 6) 

母親の人的・物的な知識潔境は乏しく、育児iこ関

する不安が認められた。また、母毅役割が十分に

泉されていると iまいえなかった。 7)炎は、療育iこ

関心はあるが議接的な参加は少なく、家族の支援

体制iまいまだ不十分であった。

以上から、私遂は、母親の湾兇態度のみに自を

[OJけるのではなく、母親の苦労を支え、前向きな

情緒の安定を留り、希望iこ結びっくように、心理・

社会的な窃からのアプローチが重喜きであり、家族

一単位とする看護の必妥性が示唆された。

216) 脊児不安

E上殺の背景悶子と不安の関連-

JII絡rIi:lz:J11総病続

。おJ設住冶;

弘前大学教脊学吉若者護学科教窯

鈴木光子、喜5濁敦子、木村宏子

iヨ的:核家族化や地域社会における述燃の希務

化が進む現代、育児の主総承がなされず育児不安が

大きな問題となっている。そこで今回、母親の背

景と不安発生の総述を知ることで母毅の不安の表

現を手助けできると考えた。 また、不安発生の婆

[jを女nることでその予防・もできると考えこの研究

を行ったり

研究対象および方法:1議6か月児を持つ母親

240名iこ、育児状況や夫婦関係についてのアンケ

ートを行ったり同時に現在の不安の程度と不安傾

向を女司るために、 STAI-A、Sす AI-Bを

行った。

研究結栄および考察・

1.1手殺が末っ子・一人っこ子である鮮は、不安

得点が有滋に}おく、欲求が満たされやすい環撲で

すったことが関係していると思われた。

2.炎の会言語時間が短い若手iま、不安得点、が有窓

におく、犬が頼りなく、自分が孤立した状態にあ

ると感じ、不安な状態iこ陥っていると考えられたの

3.栄謎方法・おむつの絡類については、主iこ

1lJ:手しまたは守おおむつで育てた1誌は不安得点が低く、

育児;こ対する溺足感と自信とがこの結泉をもたら

したと考えられたのまた、母乳をFむいた母殺は、

布おむつも脱いているという傾向があったの

4.育児に関する心配惑の解決方法については、

j:1こ育児誘やテレどなどを手IJ.F脅している鮮は不安

得点が有意に潟かった。このことは、情報:設の多

さと情報の処理能力とのアンバランスによって生

じていると考えられた。

5. 育児iこ対する窓識については、殺定してい

る詳と符定していない群、否定している訴とそう

でない群の問にも有主主義が見られたのまた、否定

的な意識をもっている群は、夫との会話苦手間も奴

いということも示された。

以上のことから、これらの背景そ持つ母親iこ対

する一様の育児指導とこれらの背景荷予の排徐を

臼的とした脊児指導の必姿性が考えられた。
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217) 神絞設定状を示すそ子どもへの Eng-

s h ^ p p r 0 a c h につ い て (m2 

綴} 一一 Nu r s i n g 1 n t e r v a -

i 0 n としての試み ー一一

Jj(者[1教脊大学発主主隊等学科隊努兇 i涯学研究室

O大島高万起子、友久久t1f

[ El ~均}この試みは、 j氾 ~1留にある衿終性症状を

ポす子どもが. 持っているエネルギーや能力を充

分に発事告するために、英首長を使って遊ぶことが有

効な手段になると考え試行したものである。今 j訟

はその Z主義についても検討する.

{方法]対象 i土人続中の総怠・アトピー.!11'! ~者・

不殺校などを主波状とする小守:住吉r3 1名。 !U1nH 

lま平成 5年 7月 7日~平成 61手3)j238.回数

iまiMl1 [段、 3133凶 @ 時 間 l土、夕食後自由時間内

の約 50 分間倫内年半 i土 i教きさ形式でj.}n長からの主~Za 

を扱った茶話遊び。分析は Y-Gテスト・パーム

テスト・ Pードスタディー・ VTR・アンケート

等により行った@

{総*Jそれぞれの子どもに、望ましい変化がみ

られた@これらを分析すると、お~ 1 V笠FW~第 6符t

Pr¥'に分けられるプロセスのノ守ターンがあることが

絞った a また、綴々な場百iiで、約j尽を対5裂とする

教 ?I¥特有のニードとして、施行者がナースである

必~・伎を認めた。

[考然}白{汗や泌足感が符られず、内向的、抑然

的で、神経佼滅状を示すチどもは多い。今般j発炎

する試みは、このようなチどもに対して、絞しい

自己表現の手段として英語を j/Jiぴの場に導入し、

絞らの自己表現意欲をおめることを臼擦としたも

のである。

というのは、小字会にとって英議 l土、ヴr::醤過筏

における教科ではなく‘未知の世界ではあるが、

必ず将*ヴqま なければならないものであり、この

ような新しい議題に人よりうもんじて取り叙むこと

は、彼らにとって 自{誌や怠欲を回復することにも

なると考えたからである。また、このことは、乳

幼児郊の念総習得治犯の I写体験でもあり、このこ

とが心王子lI't~ な自我の再生と強化をもたらしている

と 悠 わ れ る 。 さらに施行者および参加者から符ら

れるポジティブなれY悩は自信や満足感 4こ祭がると

ともに、新たな人との!均わりが可能となる.
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218) {f宇1:sTJ鋳1iE!慰安の問題点とその籾子 i刻

}l1鶴 市 立 111鈎病院

。大杉綾子

弘前大学教行学-，恕 1lU護学科教窯

f:s凶 !i!i.子 、 木 村 紀 美 、 花 出 久 5造二子、

;社内 111子釘子、話jf.l，悦郎

1_ 目的

存校側惣liEIま!ぷ森 j切に発注し、成長期に土器巡す

るため半期診断・治療が主主要であり、怠児がが;慾

の iEしい認識を持つことはもちろん、家族の漫然

と励ましが大切である。そこで、忠児および裁の

治療上の問題点について調告し検討した。

百.対象および刀法

守主形外科外米主nr;'e LjJの特発性 11堅守症忠児 24名と

せの鋭 26名にアンケート総資および HI静f式綴子関

係診断テストの!îî ~ffil を実施した。

組.ね!長および考察

1 _以!段、総ともに rs誌を季五Fは盗事事に気をつけ

るだけで治る J r!占Jl淡着時、 111j';':E主主のfIJ作は

活発 iこ行わない iんがよい j という項目で"JF.しく

ない渡島半島をしているおが多かった。

2_ 怠!忍の疾患・治療に隠する理解では、まま滋

療法の設が主主只綴 11、のおに比べ行成 lこ・正しくな

いlill解剖が多かった。また、発銃後 1年米議の者

に“JioしくないFil解"が督¥1持たをもって多かった。

3 _ m怠 lこ!渇する不安・心況の内容では、忠児

・裁ともに側努主主の r!1!¥{ヒ Jが多かった。

4 _袋呉 3主義の jヨ約 l立、ほとんどの者が恕解し

ていたが、 f完全に治るのか j という疑問を持っ

ている者がいた。

5 _ r i荷主語的 J、主主皆、 iこ長IL rとても気 iこして

いる J r病院には行きたくない j とした忠児は、

コブ角度が大きい省、装災療法のお、手術後のまま

滋鋭奈の者であった。

6 _綴子関係テストで父母の一方にでも、また

lO~耳目 rþ 1項 目 で も 危 険 地 携 を ぶ し た t;-58_3%の

うち父母双方 iこ危険地帯が多くみられた 4例は、

袋呉童話法、 1軒先jj~ には行きたくない J 、疾患・治

療に関する"iEしくない燦解"が多い者であった。

以上の結果より、側堅守 f定の 1L護ではインフォー

ムド・コンセントが ill妥であるとともに、綾子関

係の調授も大切であると考えられた。



219) ことばのコミュニケーションが関綾な子

供の描いた描画分析の内部鶴祭の試み

北海道旭川肢体不自由児総合絞育センタ

O 筒井道子

日常生訴で、何気なく結いている子供の絵そ

えて{怖か変わった絵を設いていることに疑問視し

た。ことばのコミュニケーションiJ~図幾な子供の

気持ちを理解し合える手段として、横顔分析を試

みた。肢体不自由の為、fT!liJJに紛湾立を受け、知能

が低く、言語誇喜怒の為認す守まもままならない子供

の場合、没りZ撃であっても、それは何らかの表現

である。一枚の絵に子供の知的状態、締結的状態

色彩等の在り方から認知していくことができる。

子供の撒いた絵に、それが{UJを意味し、その:y.fj主

のどのような状態を訴えているのかを文獄を参考

に分析したa ロ予言の生活行動と絵の分析を総合評

価し、約々のご子供の内磁を銭祭ずる方法をとった

絵を揃いたほとんどの子供が桃色を使った。書長完投

精神的な約みが投影された。次に多いのが茶色と

夜色である。綴もとから縫れた生活を送っている

事から、特に愛総預における欲求不滅の現れと恕

われた。全体的に総い色が多く、精神的に満たさ

れていないというヰまがいえた。日々、子供迷を援

助するうえで、心理的なきs分で悩まされる事が多

くあり 、態度や言動、表情などで判断する芸評し

か手段がないと怒ってきたが、自由に揃いた絵の

分析を行った壊で、その子供の内iliiが絵に表出さ

れる事を学んだ@一つの情綴手段として、絵の分

析結5誌を{むの情報と総合分析し援助炭F，sしたので

報告する。

正会場第45群

220) 小児看護に於ける遊びの研究特伎とそ

の考察…1970~1990年代の小児看護文献そもとにー

日本大学医学部F付属道議専門学校

。降水窓盟

JlI筒市衛生局審議短期大学準綴室

ct久審問二子

亀田総合病院小史病棟

竹村薬理

脅渓会琵療法人駒水野病院

加緩和平

i 研究告が 1968年の務カ 1)キュラム導入

以来、小児の遊びに者自した研究を告にすること

が多くなった。そこで本報告は、小児の遊びが小

児看護のctでどの様に位誼づけられてきたか、遊

びiこ関する文紋を整理し、その研究特性を明らか

にすることを自約とする。

託 研究方法 文献研究(1910-1993停まで

に務護者によって発表された遊びに関する文献)

分類i立、年代別・研究者の所属)jIJに分け、さら

に①総議②実態報告①事関報告@調資研究⑤務綴

管王立!のカテゴリーにさきづき分析した。

m 研究結梁及び考察 年代により遊び研究

iこ対する動機づけの変化がみられる。看護管理的

な視点をスタートにした研究から、小児の慰問的

な成長発達へと変化し、その内容は人間関係形成

にまで深められている。発達段階では幼児期を中

心として、幼児期から資年前期までがとりあげら

れている。{縫燦陣容の怒類及びレベルに関しては、

!窓、兇の身体的苦潟の緩和に去すする遊びの工夫から、

のちにあらゆる健康レベルの小児へと対象が拡大

している。遊びの種競では、行事を中心とした築

回遊びから、子供遂の好む遊びへとニードが発控室

している。看護者が伝統的な遊びを伝綬している

効果もあるが、反部子供達が日常好んでいたゲー

ム等の新しい遊びはとりいれられていない。教育

と臨床の研究特性を比較してみると、教育におい

ては学生の遊びに対する学びに焦点、が当たってお

り、怠兇の存在はニ次的におかれていることが多

い。この現象は臨床における遊びの研究と、教育

が&及する遊びの研究とが殺離していることを示

しているといえる。また、研究の質的分析では、
研究者の所!議する施設菱が大きく、受に既存文献

の活熔の不倫さを克服する必姿があるといえる。
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221) 小児肴滋さ'1:突留におけるコミュニケーシ

設ン飽カが向上するための殺さ事方法 -!;i'i2級一

ーコミュニニケーションアンケートの問符から一

東京次予医科大学をま霊短期大学

O岡村千主主 日1s千尋

守二業大学者護学部{I'・2霊実践研究指滋センター

内海混

<研究目的>

学生の慾児とのコミュニケーション(以下com.

とする)能 jJの変化と，向上のための指i善方法を

コミュニケーションアンケートの問答を分析する

ことにより検討する。

<研究方法>

19934'5Jlから llJlに小児者護学実対を行なっ

た本学 3 11'-1: 40名を売す象とした :I~ の滅的，中間

終了時の :31言1，com.アンケート(第 U!l参JK!)を

災絡した (@IJj)(率 100%) 。

各々の問答を研究者が考突したcom.レベjレと形

態の 6カテゴ 1)- : I .予測した内容を総かめた

com. II. 予約にとどまるcom. 111. 訴えている

内終がよく分からなかったcom. IV. 負，)3おーとし

て関わったり，鋭察していゐGom. V. 子ども特

有の災況の発見， V1.予測しているが妥当伎がな

いと判断されるcom.に分綴した。

アンケート災b主将}数鋒の変化と，路上岳災習指導

方法について主主役した。

くま去来>

①学生の会wの凶号事 (514主語源)を集計すると

その鋭~は n ， m， 1のj穏に多い。アンケートの

尖総回数によりカテゴリー別に鋭空気するとが

増加し，1IIは減少する。 II，ま常に1¥0%前後， IV . 

V1ま合わせてお%~I8% であった。@I1の内容は

子どもがストレートに感傍を主提出した場公を，学

生 tJ'多くとらえている。③ rr• 1IIともに，学生は

何らかのことばや行動を返しており，積怨的に関

わろうとしている。その傾向は，回を:!ttねる全長に

よ母方nする。 Qj)e宇佐が記滅する場立百数は，全体ーでは

災認泌総から中間にかけて顕著に幼加するが， 3た

習終了時には減少した。@アンケート実施回数移

の場面i数の変化は，経 lli数長(指導方法)により

有J訟の差が認められた。@文字数に関しては，分

散分析により，実施回数による務予の傾向が認め

られた。
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222) 小児看護学実智とお己評倒についての

研究(2)

愛知県党看護短期大宇

01滝本淳子、 二苦言喜幸子、 LU cl綾子

研究目的

小児者護学笑苦手の成'*をはかる方法の 1つに自

己評飾がある。これまでに私迭は、実習終了時の

自己評{艇と尖湾内容等とのfI.Il迷について検討して

きたが、今溺は学生が持っているお己概念 (Se 

1 f-Es teem) が、実習の自己評鏑とどの

ように関速しているかについて段対したのでここ

に被告する。

研究方法

1. 対象

平成 5q;m'本学第一者2豊科 3年生39名と、第二

審議科 2年;1，12:sの計81名。

2 方法

(l)自己評絡の分析:実習図t雲6領域25項目につい

て、できる・ややできる・ややできない・できな

いの 4段階で完全伎が務制iしたものを 4点・ 3}，¥(・

2点・ lぶとして点数化、集計した。災習目襟の

内訳は①成長JC主主段階の犯擬と評価 -4攻釘、②

疾病理解 -4羽 I司、③日常生活援助の実施 -3項

回、③潟主党・議f悠の塁E議事-4 ~質問、⑤1?緩滋程の

笑施 -8J1l日⑥技術の災箱一 2項gである.

(2)13己綬念の分析 Rosenberg，Mの作

成した Self-Esteem尺lIE(以下 SEと

絡す)をE草野の軍司訳に従い、 3誌によりスケー )vの

修正がなされた質問紙によっておi定した。また、

合計符J立の20点以下を低得点1芹‘ 21~29点を平均

若手、 30点以上を潟得点燃とし、分析した.

研究結果

(l)自己評僚の平均は、 2.80土0.35点であった。領

滅lllJにえると、 g綴①が3，01土0.50点でESく、

目標④が2.48 土0.59点で低かった.

(2) S E得点の平均は、 24.84士4.49点で、jIf;手j剥の

平均とほぼ!弓じ意書楽であった。 3若干の分布は、

低得点者手 12名、平均群58名‘潟得点群11名であ

った e

(3)S E 得点の 3 群別に自 C~手飾を}もると、低得点

群、平均然、 121得点若手の長選に自己努錨はおくな

り、領域別にJlると、 a緩⑥において有意義が

Jlられた (P<0.05)



223) 小児審議学教授ildこ泌するWffi;

-11、'J.1.~.議君主主主主Hu1 JIl! il&を ii'imしたグループ学潟

の有効投ー

jヒE芸大学者三菱学吉5

O~j 綴 泉、 E自原弟子、尊重出律子、本 i対照子

私主霊 l立関学以楽、小児審議災践に必~な基礎学

習として務長室淡潟を取り入れ、 8竜平伊'1;を学生 iこ1M

1詳している。各内容には小 9己表授の;t-j窪!~車線、さま

本となる ml会の活用、幸子議後潟、持lJ議長孝次プロセ

ス、コミュニケーシ zン等が緩み込まれている。

学生は何れかそよ警告fしグループ学潟を五五めている。

本統ヲピの g約{立、主体がj学習!Jl主ぴ 1)ーダーシッ

ブ0 ・メンパーシップ、コミュニケーションをrt'心

iこ、学生の自己採 i:i!iよち綴習知])議集をお隠したグ

ループ学習の有効性を切らかにすることである。

く方法>K 大学芸雪護学部 311ミ伎を対象 iこ、自f'l1:革ま

が作成した質問総会淘いてグループ学斜終了夜後

iこアンケートを災会主した。立ミな質問項院は、¥.滋

eの I)グループ学務への絞り緩み、 2)コミュニ

ケーションについて、 3)グループ活動の伎に対す

る祭{話、 4)グループへの参加・爽欽皮について、

2. j受業形怒と~}'!:沼{l)J 裂についてである。

くま主巣〉アンケ…ト長毛布震え 97、 おl奴護士 97(回収率

100完〉であった。 1)i.良資ru'足立の三重択芝nrh ，立、 学務

内幸子(siJ ;主 iま091:、手i封〉への関心が滋も多く、次

いで淡!J.~への関心であった。Iil ê のグループザ合後

への取与緩みについては、 f出来た j と[土色守主約

lU;;長た J fこ 65% 以上の ~f: 伎が[l]]~答していた。 2) コ

ミュニケーションについて設定した 9!ll!;;誇のうち

s姿主誌は f今までははっきりしていなかったがこ

の淡留で改めて Z聖書手できた j と70%以ょの宇主主が

自答していた。 3)グループ活動に立すして 141長gを

?淡路行{認したが、その 3平協得点とグループへの

参加・ 3愛飲}主〈メンバーとしての得点、ザーダー

としての得点、陶器の合計点〉はやや初fl!lがあっ

た。また、メンバーーとしての得.~とワーダーとし

ての得点はかなり強い組関があった。 4 )j~ 5長J(;f袋

に対する J苦えは、今後もこの教育方法を行った 1J

がよいと「強く思う j と?怒う j に77%の学伎が

関等していた。受 iこ、グループ君主脅への取ワ総み

とグループへの参加・主主 I~U主の i辺 i盗は、主体 (f)lこ

取り組んでいたと鼠 e:fH適した学生は、参加・資

産u立も有:玄 iこi弱い綴 i勾が認められた。 (P<0.05)

224) 小児議後学受習における誘惑のプロセ

スiこカンファレンスが及ぼす影謬

名古霊童市立大学選議短潟大学総

。河合洋子、滋JIl総代、 i窓IE法子

臨床実習において、学生iま受持ち慾児が一人で

あり、日々総長発途している小児の看護はなかな

か習得されにくい渓状である。カンファレンスは、

新たな筏点や浮きえ方を.i¥!.つけたり、他人の考えに

共感したり途った考えを終った議会は、それをぶ

つけあい、考えを深めていくことによって議議を

充実することができる。この研究では、カンファ

レンスからの学びが、学生養護人の学習浴室誌にどの

ように彩警撃をおよぼしているかを検討した o

〔方法〕

対委主l立、 1992年度 3年生90名、 1993年度 3等生

100名の合計190名である。方法は、小児審議学

実習において、各グル…ブ 2!Elのカンファレンス

のテーマ(内容}を、実習記録とケースレポート

からカンファレンスに関する記号裂の手'fil!lを議べ、

実務喜平{認の項目別、グループ別に分けた。 E主た、

5手{議議呂とグノレープの遂行による潟遂をみた。

〔露さE塁・浮き雲芸〕

(1)カンファレンスのテーマは、務議実践{援

助方法・工夫) !こ関することが多かった (72.6

%)。

(2)カンファレンス iこ関する内容の記裁につい

ては、受習記録は l!ElEl (2;翠13)の方が 2回日

( 3退包)よりも多かった。ケースレポート i主、

1 . 2盟国のテー?について、グループ別では予言

に 3-4入、言事{邸宅真13)jIJでは l攻13を徐いて 3-

5人がテーマ iこふれていた。

(3)笑宮35事館とカンファレンスのテー?との弱

i惑は、 f安全性を玉吉滋した援助J!こ喜還するテーマ

と実習努綴とで有窓主査が認められた。
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225) ~.袋織の êl ë'.教育 1; に{渇する研究

-i]立識調 Zまをii!iしてみた磁場潔壌との j鶏巡

金沢大学医学部附鼠病院

。問中三千代 毛利駒iI

千葉大学者t護学費s;石渡笑絞センター

内海 t琵

{問的 j

自己教育カとは、 f臼己の g右翼と問題窓識を 8

3まし、どのような環境の小でも、段らの成長を不

断 iこ!2¥1っていこうとするみj である。

.liH襲撃主にとっての自己教育カは、者;霊織が専門

主t.を自覚し、 tn霊の号室を向上するためのエネルギ

ーとなる。そこで、自己教符カと Wt妾に伐~ ;主する

潔土産としての磁場環演を位鐙づけ、者雪護軍誌の自己

数合一カと時議場E車場の筏)，準を紛らかにする自的で、

iJj;淡塁塁王立を行った。

i 研究方法]

対毅: K大学援学きllllft11高古寺院のお・2望月還付 17名)

滅後方法:1)自己教育 )Jに関する質問項包 28項目

2 )験場環境 iこ告書する質問rJl臼 15lJifj

3)交流分析エゴグラムの質問50攻 Q

07エースンート〈年令、車義務資総、署員伎など)

l$Jd長i

1)臼日教育 ;1)1こ関する攻 EI;を関子分析(パザマッ

クス@)転)し、leJ己拡張fl;j子、自信安定凶子、長i

己統御IJ[;JSj子、元主主主凶二子、プライド因子、発展;志向

泌チの6尽子を地凶した。

2)聖霊場E翠土産に衡する項目を因子分析(パザマック

ス回転)し、心恕約勤労快活因子、対人的勤労快

活協子、勤労不快図干・の3flSl子を抽出した。

3)自億三(i;A:flSl子、王室主主i羽子、発展志向凶子は矯燃

の有線、子供の有無 iこ釘主主羨がみられた。滋己絞

首lIJI滋子は年令、経験停数にiE総測がみられた。怒

，窓臣苦手、心E霊的効労tM活flSl子は際務総務、戦佼 iこ

有 tH.査がみられ、苦手令、絞殺生手数、当該詩fl~ での

緩綴 4手数に iE初!怒がみられた。

4)エゴグラム各項の成綴と自己教育力ならびに験

場E翠擦に燃する替、識との慌 には、いくつかの関連

がみられた。

[与察 J

Z33襲撃霊の自己教官事カは職場環境に問返しつつ~

震するものとして、悪霊場おける窓室主総i宣(自己.11<

i議)が鷺婆な役;!;lJをmたしている。
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226) 実習指導者の学生指導におけるストレ

スの研究一一一一ストレス扇子の分析〈第 2報〉

大詰支府立書~ê重大学医療技術短期大学部11

0鈴木幸子H 書課圭子

[尽的〕漫談教育において銭床実習の影響は大き

く，学生を成長させるためには不可欠である.そ

の中で実習指導者の果たす役割は多校に渡ってお

り，ストレスも多いと考えられる.そこで，実留

指導者のストレス悶子を明らかにし，学生にとっ

て効果的な銭床実習となるように学生の動機づけ

を阻答するような指Z葬者のストレスをできるだけ

軽減し，学生指導が指滋者にとって脅定的体験に

なり自己成長につながるものとなることを自的と

して研究に務手した.芸高 1報ではストレス因子の

抽出に焦点を当てたが，本報告では指導者が感じ

る実習指導よのストレスについて分析を行なった.

[方法]対象は，平成 5生存度の票率生省並ぴに大阪

府主催の実習指ミ葬者総習会受談金229名である.

括主話者のストレス浪u定は， 第 1幸器で拍出した30項

Elのストレス因子をき毒に臨床実習指毒事における指

道事者のストレスに倒する焚関紙を作成し，各国子

についてストレスの縫皮を 5段階法(1 :まった

く需品じない ~5 :かなり感じる〕で求めた.分析

には討ALBAU(High可ua1 i ty Ana 1 YS i s L i brar i es 

for Businessand Acade酷 icUsers) を用いた.

[結果]205名より回収し有効回答は 18 1名であ

った.有効leI答者の平均年齢は33.7(土 5.1)歳，

臨床経験生手数の平均は 11.8 (土 4.8)生存であった.

30項目の中でストレス度の潟い因子は，指導者の

学会への指導能力・実習中の時間のやり繰りなど

7因子であり，ストレス度の低い因子は箆締との

潟整であった. 30項呂の組問は，実留に践む学生

の態度・学生のi終俄状態・学生の実習態度の 3関

子は相互にO.4以上の組問が認められた.また，

指導者の学生への指導能力・指導者自身の看護能

力・指導者と学生の関係の 3因子についても同様

に綴互にO.4以上の相関が認められた.年齢別で

は笑習に臨む学生の態度について40滋以上の群が

他の群に比ベストレスと感じておらず有主主愛があ

った. t旨滋経験主手数 3年以下の群と 4年以上の若手

では，学校との逮絡打ち合せ会・学生との関係・

学生へのf言語李総カ・同僚との関係・自分への評価

.私的時間の使用の 6図子で有意義があった.



227) 看護学生の欠席の実態(立)

-~喜 2学年時におけるコーピング行動一

持然Zι~まZ護学校

0矢機智主立よ子.{ヰ'II:綴ilIiill:.i!eii茅16子，口約須永三王子1-封までし、子

札幌医科大学保健i家主義学部者築学科

i幻III-!l，耳

I.F字議

一律年の本学会で、本学希務学生の欠派の災慾について、

31手話星稜と 2f手iI!l!f塁{夜間定的iI日J)の終i殺を文Ht.約iこ報告

した。

ところで、欠f$安全を学年7J1J!こ見ると、 34'総事塁 '2年記長

s1ともに第2学年iこ集後する綴向が丸られている。そこで

今回、 3お 2 学年の学生iこ然l~，を当て、欠1，~;1埼3草1 ・料問・段

以iの状況から欠席を総力告させる~閣を分析したところ、終

徴的なfiifilJノξターンがml援できたので綴?をしたい。

立資料と方法

2詰i裁とi弓{菜、本校r，Hd字以来の;対!おife然を資料とした。

3 年記芸主主i立1l現役から 3持]~までの3， 673件、 2 年率ìlf:l，ば l

j羽生から 5期金までの16，772件、合計20，445(宇のデータを綴

V 5'lと用いてデータベース化し、集計した。

欠席件数i立各郊の金欠席数を銃数とし、各学年祭lこ割合

会第/l.lした。設，1こ、 %2仁子{f:fi寺の4H事1:1ミ号1]の全欠主主数を母

数とし、月別.tOヰEl7JI].斑liel])]IJの都合を主主tHした。

m.李毒薬および考察

①3年課程の欠席状況

安i2学年iま7-12}l ~主で総長長~習が級み込まれてお号、

:Jミ望号13!立jjs透から水緩までの3日間である。欠席の多い草寺

鍔!を:Jもると、 u続生i立 4 .R・ 6-7 月の~留期間的と 12Jl

の実後期間であ号、 2期金は災習WI間前の 6-7 Jlと 10~

12Jlの災習期間、また 3線住ば10月・ 12月の災官会11境問と i

Jlの~習綴fI丹後であった。各j現金ともに災習期間iこ欠席が

多かった。なお、 6Jl-7月は試験が多く開設された持j訟

であり、この鍔IIHIの綬3誌について欠席が多く見られていた。

欠席撃の信号iいよ{立5{立までの終協には、 33潔キヰ8やゴミ努

の笠日iこ開放されている科箆、教科外科箆が含まれていたの

(なお、童文科外科ロとは、合若干の判定を行なわない科鍔であ

る.) 

災苦手やまえ絞がストレスとな号、災潔そのものを欠席した

り、選択的に科箆を欠席するという対処行動(コーピング)

が見られたものと長線、できるc

②2年擦を霊(夜間定時総)の欠康状況

欠j色彩の高い上{立5{立までの手ヰロを見ると、開設11与問委主

が30時間以上の料自がほとんと'であるのすなわち、受験資

絡を幾失しないように、開設時間童文の多い科討を選択的iこ

休んでいる姿が見られるe

欠燃の怒腐を見ると、 2 !\11生~5 期金で f疲労・ i倦怠・{本

認不良J r緩過ごしjがj二位5位までに汲んでいる。これ

は、勤務をこなしながら夜間'if:.~誌に励む学生の終徴的な笈

ともいえる。

ともすれば f欠席jは「怠けjの延長ょにあるように従

えられがらである。しかし効務と学薬の!可立を図るべく、

学生な与に懸命な対処行動(:コーピング)をとっていると

いう前向きな認錨も必要ではなかろうか。

228) 専門学校卒業生の免許取得に到るまで

の考え ~病院鏡与奨学生の場合~

)11般市立看護専門学校 O回線美代子

神奈JII県立後}患っ三郷大学 念問トシ子

厚木繁護家門学校 上 山 悦 代

小出版高等看護王手門学校 浜野市子

病院貸与の奨学金については、最近多くのトラ

ブルが緩道されている。焚学金制度を実線に利用

した後貸与':!::(卒業生}の契約状況およびその認

識について議資したところ.教育上及び専門磯と

して務iMlできない結果を得たので報告する@

調主主i諮問:1993.1 1. 10.~12 ‘ 15 

言語交方法:郵送による自作療関紙調査

言語主主内容:奨学金の被焚与の有祭と奨学金に関

する認識

調査対象:神奈)11¥泉下の呑護専門学校の卒業生

326名

研究対象:間怨のあった230名(毘収率70.6%)

のうち、奨学金を受けていた215名

結果及び考祭

1. 89.8%が高校在学中又は入学直後に契約し

ている。契約理由では「高校教師や審議学校の勧

め J r看護学校または設翠主体の規定jが65.1% 

を占める@審議の学習を開始する以前に、すでに

就織に関わる契約を受身的にしているといえる。

2. 契約金額は 1 万~7 万円代で、 2 万円代が

44.7%と最も多い@契約当持の考えとしては、契

約によって f小遣いが増える j または f箆わない

より得Jが54.9%あった。純粋に f勉学の妨げに

なる j と量言えていた者も33%いる反摘、奨学の目

的Lこはそぐわない実態も侭われる.

3. r義務年F廷は承知していた J(84.2%)もの

の、 r;m斉の条件を理解して契約J(29.8%)して

おらず rここで働こう j と主体的に就滋した者

は21.4%である。 r義務年践の関は働こう J(6 l. 

4%)かr{土1Jなく J(10.1%)就磯しており.義務

年限滋了直後 3忽}が退織している@主体的に綴滋

選択できる状況が必姿であろう。

4.卒業後 f免許は自分のお金でj と考える殺

は4名しかいない。教育費用も戦場選択も他人ま

かせの姿勢は専門殺として反省せねばならない。
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229) 人生設計!こ関する大学生の意識

一教員議成学部男女学生の比較一

熊本大学教育学部有ー護科

OlÞ~1 敦子 五 島 忍 7J<J:明子

女;性の社会巡出が進み生き方が多機化している

今日、次子大学生が22む人生設計と男子大学生が

将米の配偶者に望む人生設討を把援し、それぞれ

の沿望奨現に配偶者の意向がどのように影響する

のか、お五いにどのように対処しようと考えてい

るのかを検討した。

対象ならびに方法

1993年llfJに、熊本大学教育:宇部4年の男女学

生を対象に無記名質問紙法により調査した。有効

回気:数は、労子74名(60.7%)、女子153名(68.9%)で

あったり

結果

男女共ほとんどの者が、将米は結婚し自分の子供

を持ちたいと"JfJ.んでいた。希望する人生設計・ill(努

子は配偶者に)は、f再就職豆jりが男女共に約4寄せの

同率であったが、女子はr{土事総統芸~Jが多く:JJチ

は「専業主婦烈jが多かった(1'<0.05)。次子の

J!!!士!.t{í主 l立、rtr1~、結婚、育児のすべてそをよ手にこな

すJが過半数をしめ、 rflJ:停を最後先するJIまlifi

少であり、また、理主主{約ま希波間と完全には一致

していなかったο 配偶c/'jの希f{J.が異なる場合の段

己の扮f{JJ型の実現段は、努女共「わからなL、Jが

li主も多かったが、女子の方が「実現できるJと考

えていた(1'く0.05)。しかし、希望波宮IJの実現i交は

男女一共に有~の義はなかったの実現疫についての

破防(自由記載)は、男女共に無回答が多かったが、

女子は、 !3分の意，志次第、説得する、配偶者の選

択等の「主体的実現Jや「配偶者の現解協力の期

待jが多いのに対し、男子は、 「配偶者a優先jの

理由が多かった(1'<0.001)。また、実現皮別の現

出は、労女共に「実現できるJ!ま「主体的実現j

が多く、「わからなL、Jとf実現できなL、jは「配偶者

{憂うもjが多かった〉さらに、女性が仕n;と家事育

児をぷ!日立させる条件については、5ぢ女共に「夫の狸

(ff，協力Jが最も多く、次いで「家放の理解協力」

r-b::i全自身の意志努力Jr育児{木業の光実J等が

多かった。希ヨ型別では、労女:共すべての忍で「炎

の理解協力Jが多く、Hこ、男女共iこ「仕事継続型」

は「育児休業の充実Jが過半数を占めていたの
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230) 者護学生と大学生の自己評価的意識

東京郊立医療技術短期大学 O佐藤 みつ子

主主 ニF 鶴

千葉大学審議学部 内海 渓

【呂約]

涛年期は、自己窓識の形成や発途にとって震妥

な意味をもっている。議者らは看護学生の自己評

価的窓識とその喜gl?Cについて調査を実絡してきた。

その結果について看護さ学生特有の窓裁であるか否

か検討する必要伎を惑じた。そこで本研究では、

看滋学生と女子大学生を対象とし、自己評価的意

識および影響する要因の笈異について検討した。

【方法]

調査対象 138名(看護短期大学生 l'年次竿生

78名、女子大学生 1年次学生60名)。

調E室内容 梶留による自己評価約窓識調査項目

および自己評俗的態識に影響する婆医として学生

生活および生活環境などから項目を作成し、質問

紙法により実施した。

【結果および考察]

有効回答率 125名 (90.6%)、自己評価的意識

51~資環包の 30変数をl?Ç子分析 (J\IJ7 ，~^窓転おした。

1.凶子の命名

m綴寄与率49.5%で取りだされた 5因子を負荷

蚤の項目により、自信関子、自己嫌悪因子、劣等

因子、自己不信因子、自己受容因子と命名した。

2. g己評価約書玄識に影響する姿図

1)学生全体による比較

審議短大主主と女子大生を比絞したところ、有意

表は認められなかった。

2 )挫折体験による比較

挫折を体験したと回答した学生は、看護短大生

76.9%、女子大生76.6%で同様の傾向であった o

挫折体験のE寺期は、高校時代が最も多く看護短大

生40%、女子大生23.4%である。現在挫折を体験

している学生は、容議短大主主15%、女子大生 4%

であり、両者に差がみられた。挫折を体験した学

生群では、自己劣等において差が認められ看護短

大生は自己不信が高かった(P<O.01)。控訴体験の

無い学生群では、自己嫌懇因子および臼己不信密

子において差が認められ、看護短大生は自己嫌惑

が潟く、g己不信が低い傾向が認められた (P<0.05)



231) 自己数努力と劣等惑との関逮

索京都立医療主主総続減大学 O五菜 子 主2

3在京都立医療主主総短WJ大学 佐藤 みつ子

二F築大学看護学部 内総 ilil 

[窃約]

El2.数資力 lまg分で自分を李主務するカをいう o

すなわち、自分の中に数脅するお分と教育される

自分をもち、惑星事を j透してよ容よい自分を形成す

る12iみである。その議後において心主主約な裟閥均Z

関連するものと考えられる。そこで本研究では劣

等感を奴ちょ !f、 自己if:主管ヌjとのち喜速をき会討したα

[方法]

読まま対象:看護短期大学およびー建立大学の 1年

次学生 198名。

認王室内容:終段の 132.主主宮子力録後援問および、

劣等慾の有吉正、内容、劣等主芸を~じた紛手などに

ついての録問攻 gそ作成し、夜間まま訟により災絡

しfこo

[結泉および考察}

l'i ;<1) @] :(;i:は 190名 (96.0%)ゆとあった。

1. 劣等感は 160名(84.2%)の者が Fある 3と

包i答してお号、その内容は Z主主綴 I本絡 i

総務 3の綴で窃答している殺が多かった。

2. 劣等感を感じる認手では、 E友人2と[ffi答し

た者が 141.名<75.8%) と査をも多かった。

3. 自己数努力の認を変項 gを巨ヨチ分析し、 各経若手

iこ祭主きした攻 iヨかも、 Elt章、途完主主主主主関手、 プラ

イド留子、常習主義窓径!子、 自己絞首~J [Ej子、 自立

[Ej子、向上問予とC;t~きした。

4. 劣等絞め有望1¥、劣等長率のP'l'fi.l)IJIこiおそ子得点の

平均、 f索現書長選 2去を害事上ちし、 上と事支した ( t検定)。

そのまみ媛、 E劣等感がある 3と回答した者は、

ブライド因子が低い綴戸}が認められた (pく0.01)。

内容 })IJ にみると r~望:;成綴えに劣等銭を i寺

っていると@]:(;i:した議 l立、そうでない替に比べ、

ブライド因子が緩い綴向が認められた (p<O.Ol) 0

さらに 1生絡ゑについて劣等慾を持っていると

回答した完警は、 そうでない者 iこ比べ、 自己主充lJ;iJ

鶴子がおい綴 i勾が認められた (p<O.05)。

これらのことから、劣等感は自己護士符 ;1に少な

かもず彰緩していると f控室芸されたの

232) 性怒畿に泌する議室葦

一一一養護学生とー数学・5主の比絞一一

人見裕江(JI! I誇f家族短綴大学〉

。護軍木言幸子・斎藤孝喜智子(滋IE短綴大学〉

斎藤一iI (大津市災務総隊演看護専門学校)

UJ口三宝章子(葱f5f.女子短期大学)

役の緩助は審議者の位認識が反絞する。そこで、

表護学生の?主主主議ぞ夜j年代のー数学生と比較し、

教育ZE廷を5f.いおしたいと長まえた。そして、審議

学生とー絞学生の会学年を対象に、然記名質問紙

による喜平:(;i:を求めた。ここでは性m3ftに対する慈

雲患とその彩畿E喜子を中心に主主べる。

殺のイメーヅがFi';g約としたえ苦々は、看護学役

31. 7-数学生24.7% 、 ~í在約は各々 O. 8、 4.1% 

であった。また、伎の~:きまとして近い感じは尖 iこ

f 薬草密性 j が;設も多く、次いで、生茶室、 f生役 ~Ij で

あった。

生薬立の性・ 5号性の然・女伎の官t. ~耳殺の性・ゑ

茶室のt:t終・怠滋J(ijの各々 にf渇するt'l1lH告を挙 l:f、

そのイメージ'.t- I!fhきふつう綴~， Jのい

ずれかで問うた。ふつうのイメージそもつ者{以

下、 fふつう j とする〉が学童文以上をおめる郎総

は、 321官認の内、務言葉学生24、一段学生26と全体

的lこ;ふつう j が多い。好きなイメーグをもっ符

(以下 1妻子き J)が多い j召訟は、赤ちゅん・努~!Ir:

iま持者iこ多く、次いで者三菱学長きはfll:後・泌君主・母

乳・妊娠・キス・父伎の綴に多い。一般学生は、

母校・キス・ fま手~. tlH菱・思考筆綴・綬媛が多かっ

た。緩いなイメージをもっ君子(以下 f緩い J)は

綬娠中総・流後・ニキどと係者に多く、次いで愛

護学生i立後若宮・没者三・マストベ町内Yは!潟率、 月経の

綴で、一絞学生はマストベ 1ヨi • i主務・後毛・Fl緩

の{毅iこ多かった。

者護学生iま戸数学設に上むし、妻子き・媛いのおi合

が多い綴lliJがあった。しかし、…設学生が妻子きの

割合が、初恋・遂授で多く、縫いは、 マストベ-31.3i 

と5号殺の致用認のすべてで、緩いの苦手l会が多かっ

た。好きのまE媛(p<O.OJ).1長室主 (p<O.00])・父性

(pく0.00))で湾各lこ脊窓設がみられた。主義いの男

性F再認では差が認められなかったが、一絞学生に

多い綴待}がうかがえたの

影響因子は、生読まの伎に隠しては議季語等の人か

らの惨事長とメディアが多く、女性の伎は人からの

務総と体験、思春期の伎は体験が、 F毒性の伎はメ

ディア・体験、生長室のや総と男性の殺はメディア

と人からの情報・体験の級であった。男性の性で

より体験の影響が多かったの努性の1'1で者築学生

が、また、生磁のや絡では…殺学長三が体験の影響

が多いとしていた。
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233) 看護学生の f脳死j に衡する意識言語変

(第 2毅)一保育・英文科学生との比毅からー

ま苛ミE巣立t野生短期大学

Q;j、蓄電綾子 Jt郎箇子 手自m誉主主

研究毘約と方法:前回の認笈で、看護学生の

け話死JIこ対する窓裁は関心が高いものの生か死

か割り切れない状況にあり、脳死患者に対しては

f主主きている人と符じようにケアしたいJと思っ

ていることがわかった。この総菜を滋まえ、今沼、

専攻する学路によって ro諸手Ej に対ずる意識に相

逮があるかどうか、またどのような重要因が関与す

るのかを調交する陸的でアンケート調査を実絡し

た。対象は、 S 短期大学看護学科 1~2 年次学生

124名、関係育学科 1~2 年次学生 105 ;ß、 A 忽

潟大学英文科工年次学生45名、計 274名。務室主主主

ß11 は、平成 4 年 9 月~10月。

総泉:脳死に対する関心、については、 f大いに

関心がある j r 関心がある j と答えた若手の筋合は、

孝子殺学科 119名 (96.0%)で最も潟く、保育学科

は85;s (81.0%)、英文科21名 (46.7%) であっ

た。英文科の学生は、関心がないという者が48.9

%であり関心がある毛?な上思っていた。綴死に関

心を持つ辺自として、事まま整学生は将来脳死窓、者』こ

還ま巡する可能伎を第一の理由としているが、他学

科の学生は、車再開やテレビで話題だからという者

が多かった。

脳死については、宮古尽の認ままと同様 r~主と7Eの

照j と考えている学生が全体で 107名 (39.1%) 

で最も多く、看護・保育・英文各学科で有意な差

はなかった。機器移鑓に立すして焚成と答えた者は、

3学科とも約 6溺であったが、英文科の学生の 3

劉は fわからないj と答えていた。

脳死必若手のケアに対しては、主主きている人と同

じようにケアして欲しいと希望する者が最も多く、

特に餐緩学生では約 6割を占め、他学科より高い

約合であった。

今回、身近な人の死の体数の有然について認至ま

したところ、体験がある者は全体の78.1%であり、

学科践で有意な釜はなかった。また、学生の身近

な人の死の体験の有終によって、脳死やE護者号移主査

に立すする考え方?こ絡逮はみられなかった e

184 

F会場第48群

234) 者援学生の91:1こ対するイメージと関連

妥協に関する倹討(第 3鍛)

手持京平成短期大学

0花野典子

千葉大学看護学部看護支銭研究指導センター

土慶尚義 金弁おそF

[8約] 泰護学生に死そ学!ませる階、死をどう

~じ考えているかを知ることは不可欠であり、過

去2年間、学生の死のイメージについて、その関

浅婆図を明らかにする包的で後討を試みてきた。

その結果.表護学生の死のイメージ l::ta沓く，否定

的であることが分かった。三否定的であることから，

死を回避することがないよう.講義や演習でイメ

ージを広げるよう試みてきた。今回 1年次、入学

当初の 6月に行った調査と、 3年次、各論実習終

了後に行った調査を比較し、審議学生の 3年間の

イメージの変化とその関連主主因を明らかにする g

stJで検討を試みた。

{対象および方法] 3年詰'1看護短鍛大学に在籍

する学生を対象に、平成 3年 6ftlと平成 6年 2月

!こ死に対するイメージを調査した。できるだけ学

生の忽考や!感情がありのまま表現できるよう、イ

メ…ジiま自由記議j去とした。 1回gと2回目の識

変!こ協力が得られた学生iま55名であった。

[結果および考察〕 学生から提示された総言葉

数は 275~苦から 338~吾に増加し、 1人の学生が提

示した言葉数も平均 5.O~善から 6. H喜となった。

言葉のイメージをマイナス，プラス.概念的，社

会的イメージに分殺すると、 2回の調査ともマイ

ナスイメージの言葉が多く提示されたが、 i年;欠

の弱査で一番多かった「怖いJ1ま3年;欠には減少

し、 内音いJr悲しLリなどの言葉iこ変化した。

概念的な言言葉では「葬式J r終わり Jが，社会的

な言葉では「脳死Jr~J r病院jなど、 3年次

には具体的な言葉が多く示された。さらに提示さ

れた言葉の60%以上を占める言葉のイメージを、

その学生の優先イメージとし、マイナス.プラス，

概念的，社会的イメージ君事と優先イメージなし群

の 5若手に分類し比絞検討した。マイナスイメージ

詳の学生は 2自の調査とも多かったが、 1年;欠

54.5%から 3年次には 43.6%と減少し、社会的

イメージ群は、 3年;欠には 5.5%の学生!こ見られ

た。イメージ苦手に変化のみられた学生は26名であ

り、 3年;欠の各論実習の経験との関連をみると、

ターミナルステージにある患者を受け持つ絞殺や、

実習中死そ意識したことのある学生 24名中. 10 

名の学生にイメージ苦手の変化がみられた。



235) ー愛媛学主主におげる隊ミ普通号線の素是正手変化

3荘京都立ぼ善意技綴緑茶芸大学 主建設鈴子

看護学生主は入学してから卒議するまでの様々な

学ぎ体綴の>11で者雪量室長春として必援な総裁や態度を

学ぶ匂看護学生は耳語学療法学悠や作業療法学生よ

ワ際空替変やリハピリテーシヨンにままずるイメージ

がやや否定的であり、 自分の身近な移在になって

いないことが今までの綴笈で紛らかである。援助

のまま委設である隊審者や主義主主方法であるりハピリテ

ー シヨンに対するイメ ー ジ の 8年関の変化なi皇薬事

した鋭究は少ない。 またこの変化 ~3 年協の学誉

総長支との泌延長銭安検討することはよりよい議主要子1J

訟を手すえていくのに有効であると考える。

[対語'Jj 1tま護学伎の存喜怒やりハピリテー.ションに

主主ずるイメージは令官ぎ体験によってどの滋に変化

するのか、 またその変化 と 3年 H誌の数寄方法との

泌遂慾を主主討する。

[ liJr究方 法 ] 対象と言語 3支持お~: 1991年に 1・経大;こ

入学し た 翁 議 今 公 約 名 4こ下誌の各々の時英語 4こ交泌

ゑ訴を一斉記布し、 その主義で混入させi潟!&.した。

1 f手前 (4月) 入学滅後の打エンj-は:;U寺鎖 的:s

2王手1猪 (4J3 ) 成人宅まま蓑今総量露関長会総 81名

立年後 (2J3 ) 主主人愛護学芸露霊童終了柊 75名

3:存主立はが) 綴5苦笑溺芸品始前 70名

8年後(l2J3)磁波5語録終了草寺 77名

交 i的内容は安審答者との主義総体綴の寝室表、 辞意後と

りハピジテーシ吉ンのイメージについて Sひt去に

よる各15攻凶を?段階のどの佼援に泌さ話するかを

飽いた。 華子校滋を 7から工までの数畿に遂をき換え

てHAI，BA告による統計処理霊を行なった。

[総主義及び考祭] 1主字書守と 8年後の上告車交では、 整案

警 に ついては 10咲減、 リハビリテーションでは 6

反感で変化が見られた 2年の議後前後では草案審

で 5坂封、 リハビリテーシ冨ンで工毛話回、 3俸の

5気鋭邸}後では芸家主撃で 5宅翼民、 リハビジテーシヨン

では l淡Elによ藍いがみられた。 イメ ー ジ の 変 化 に

影響した学溺鯵毒素は記長手次の総務認を読む言葉媛、

31手とえの主主人曜まま護学笑苦手、 小児愛護学芸誌鋭、 福祉

センタ一見学などであった。 塁塁芸者認で隊答者本人

や j命制の人を気持ちゃ心理長を再選惨すること、 福祉

センタ一見学や小見曜まま護学祭留のE室主主心身襲撃答y己

主主設での災苦ぎなど、 身近で直接的なかかわちをし

たことがイメージの変化に主主主義的であった。

236) 務緩学生iこま立十るエイズ教育の詳{路

二子祭大学大学読書文育学研究科

O鈴 木 紀 努

守二言窪大学教育学部

指la カII奈子

I、t3約

近年、エイズ教育ば寝室々な主fゑiこ対して行われ

ているが、 H 1 VIこ感染するジスク i土、 20代前

半が i髭く、廷しいff塁手jをとらない爆会のリスクは

一殺の者よt)1!&波従事者がより高いと考えられる。

また、医療従務者iこはお導者のf党総を緩う必妥が

あると長まえられる。本研究の信的 i立、将来、反療

従事者となる透綾学生に立すし、エイズ教育を行い、

その数育 ~}J薬会務綴iすることである。

註、方法

務交は 1993年 12flから 1994年 2flにかけて、

笈関紙をmい、終合議室まを ffった。対象 i立務綴家

主-主手金 20.2名であった。ヌド級生告では授幾を受け

た者{以下、授幾若手とす悶る) 81名 、 受 け な か っ

た者{以下、対)!刻字とする) 80.名を分析の対委員

とした。事前線主主・尊q全線ままはf，fij塁手iこ、後重量と E芝

i金銭芸をは授言語塁手のみiこ対して tfった。線王室iま事前

1111王室・司王後務ままともにほぼi湾じ内容で、エイメ iこ

泌する知議案.j滋fj(. 1T!IilJを毒事ねた。 iな後線交では

;受芸達 iこ対する符l芸員夜、関心皮撃事について若手ねた。

治、 ま吉よ長

f安宅実際を授重義務・対照総括IJIこ等cJilj‘ 1判長潟授と

U~絞した。分析はおher の[立後石室率治及び然綴カ

イ2J表後援をf若いた。

1 )行動

IhL 液との後険機会が授幾終で有 ~:Iこ減少してい

た (P<o..o.5).

2 )態度

エイズへの恐ini滋が授業鮮で有意iこ滋少してい

た。 (P<Oo.勾e また、 8分がエイズiこ感染するiiJ

能伎がある行動をとると答えた殺が授業終で荷主霊

iこi箆加していた (P<o..o.5)• 

3 )長n綴

cKの攻 gで有意 iこ授3義務の疋解E裂が上昇してい

た。 r紋lUlによる感染の危険性J (P<o..o.句、 fカ

ンジダ主主J (P<o..o.1)、 r r持議方法J (P<O..Oの、

f予奇病までの口数J (P<o..o.5) 
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237) 看護学生の笑宮中のニアミス体験と事故

対策に対する窓裁の変化

聖母女子短期大学 O土産八千代

{図的}安全であるべき医療の場において医療過

誤紛争は増加の傾向にあり、看護婦にも受任が部

われるようになってきた。対象の安全・安楽・自

立を侵約とする看護では、看護の本質や技術的視

点、に加え、法的な視点からも教育的に関わってい

く必主さがあろうと考え、卒業書官の学生を対委員に特

別講義『係劫審法と医療過誤』を実姥した。今回

は今後のカジキュラムや教員の関わりを検討する

基礎資事十を得るため、笑寝中のニアミス体験の実

態及び f事故対策J についての特別講義前後の窓

識を比較検討し、示唆が得られたので報告する。

{思議の定義]ニアミス:明らかに指示と異なる

行為(ミj，)及び事故に療がる手般の間違いや失敗

{ニアミス) を総称する。

{方法]1.対象:審緩緩大 3年生35名。 2.務交方

法と内容:自 ae式質問紙法で、① 3年胞の実習中

の仰とした体験②体験後の話し合いの有貴重会一般

的な事故原因③事故対策について自由記殺。 1993.

1月特別講義官官に①~③、講義後④のみ務まま。 3.

分析方法:ニアミスの内容は① eaの蕊銭的行為

②間接的なflIlわり@援鰯及び看護者の直接的行為

④自己の安全に関する行為の 4 群に分類@自治 ~è

重宝された事故原留と対策についてはキ・ワ・ドを始

t品。ニアミス体験の有然及び話合いの有然別に事

紋の原因と対策のキ・ワード数を比較検討 e 統計約

処理は平均僚の遂の検定 (t-test) を行なった。

[絡系と結論]1.ニアミス体験者は 26名(74%)

で、その内容は自己の行為に関するものが13件、

間援的な関わりが10件、援自事や看護綴の行為が 7

件、自己の安全に関するものが4件であった。 2.

体験後に話会ったのは65%で、事故の原因や対策

のキ・ワ・ F数は話会わなかった者より有意に多か

った， 3.事故の原因は不注窓や油断・集中力不足

さ事が第 1位に持論とされ、体験者のキ・ワ・ド数が有

意に多かった， 4.事故対策は、専門約知識と技術

を持つ察、王室n<"-7'・1Iチェリ励行等講義前は 14項目、

言語議後はそれに労務管理や自己研鎮毒事が加わり 16

項目でキーワ-，F数は有意に場加した。以上より事

故防止のための主主裁づけとして、体験後の話会い

やさま的側面からの働きかけは有効であると考える。
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238) 看護学生の PMリーダーシップ行動特性

課題の羨異による後 ~'Í

ニft送大学手干護学羽i

o r:fJ 111栄子 鈴木星喜子 永井俊子

f目的 1

:tt護教育の方法ーでは、臨床実習など学生をグルー

プ編成し授業を進める機会が多い。解決すべき課

題が籾縫な討議祭主!1とそうでない集図での学生の

リーダーシップ行動の特性について検討した。

f研究方法 l

対象 :C大学者護学部 3年生 87名

研究期間:1993年 i月 14日-280

方法紛争l'看護方法の波留として以下の課題を実

総した。 3年生 87人を 5-6人で iグループを

構成し 5グループをユニットとした、 AB C:1ユ

ニットを構成し、以下の課題を災絡した。

1. .:Jゆq-を読んで者護計i車iを立案する。

If. ビデオでhミレサョYによる紛争l'科 イ ン タ ど ュ -

f紛争l'分裂持者性隙害妄怨12Jを説!法後、紛争l'的現

在京fI171J7.トをmいて給付1f者給状態を査定する。

Jl[. [Jールプレイ

ユニソト八は 1mIf、ユニット Bは 11I 111、ユニ

ット Cはm立!の!絞で行った。 111の記長逝後、関

らの討議集凶における PM機能言手術尺皮 12 Jjj自

の相双務自Iiを 5段階で各グループ内で行ない者護

学徒のグループワークにおけるリーダーシップ行

動を測定した o 何時に祭主耳凝集空j二も犯怒した。こ

れらは信頼性を保つため、記入は塁手。名で行ったり

q占~および考察 j

1 )資定という結果がi別総なグループワークと設

設計樹立案のようなi反容が明確ではないグループ

ワーケでのリーダ}シップ行動はMC集団維持〉

主義能の f他の人迷が倫快になるように気を配る j

の i項目で有怠去を(pァ0.02)が認められたの P

(日的達成〉綴能項目には、手干怠f査は認められな

かった。 2)l' Mそれぞれの項目の合成変鑓の関

係数をよ止めた。査定するという謀泌よりも、計組

立案の課題の方が課題解決と集凶維持の珂方の行

動が向略的に行われていた。(それぞれ rcO.67、

0.77) 3)祭凶凝集性とリーダーシップ行動には

有Jなな線開は認められなかった。以上、務護学生

のリーダーシップ行革i]は課題の内務の差mでM

C :JIJ 1沼維持)機能に発~が生じ、討議状況に 55録

していることが示唆きれた。
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239) 謀本的看護投衡の湾得状況の研究

進学課程看護学生の入学持者を通して

帝京平成短銃大学糧援学科 O 商事務フミエ

足利短}努大学 )11 !誌{t二子子

[研究目的]綴々な教育的背景をもっ専門学'校

進学潔援の看護学生の入学時の基本的表議技術の

習得度を把録し、今後の看護技術の学溜方法iこ役

立てる資料とする。

[研究方法]対象l主総内 S大学問潟専門学校進学

課緩昼間定持制男女共学の99名(努子10名合)、

平成元年度入学生から3王手E芝生、出身学校百1I、滋

U~襲学校2253金〈以降没者出身〉指名、級生務総科

2i'・3長(以降2義務11¥身) 16名である。笈関紙による

Ei 日記裁法で災施.質問紙内容は105項目、看護

の共通妓術23項目、援助技術27項目、診療技術46

夜白、災銭技術8攻包 iこ問分類した。湾得度レベ

11.-1ま A.できる(一人でできる)、 s. でき る (

指導があればできる〉、 C. できない(機会があ

った) D.出来ない(機会がなかった〕である o

技術項目別相関係数の平均悠・緩慾綴授、項El]jll 

と経数年数)jIJ、出身)jIJ潔移項目別分析そ行い、ょ3

2号待君子(全学生の70覧J-J.1:.). r:t習i尋常 (69-60箆)

低滋ifJ.群 (59覧以下)と区分して、項El]jIJ度数分

析を行なった。

{結果と考察]①経験年数と総泌係数の攻El)jlj平

均鐙からみると、 2王手米議の、共滋技術I亥blと援

助技術;項Ellこ負の給関があり、 iiii者が行窓ー (P<O.

0001)に高い。 2年以上の経験年数との関係は乏

の相関である。②III身校詰IJの商習得税と{也併を比

絞すると、託手:器出身が緩JI}j技術iこ有窓、 (pく0.05)

iこ習得していた。籍者出身がEわ潟fi与君7・低習得群

iこ、診綴主支;持 (P<O.005).実践技術(P<0.05)1こfi

Z誤差を認めた〈表) 0 ③共滋技術の Cレベ)l.-!こは

歩行器、校:歩行介助、{治致運動、。レベルにID架

線送、日課指導、援助技術の Dレベルには摂取栄

養滋計算、食生活指導iこi認する校総項目があり、

教授一学習11むとの見直しが示唆された。

x宴後X

Uし

2.6) {閉，り 1P(O.005 

制定附 iムムムゴ斗ム斗竺L~"~:.05

240) 筋肉内法皇すの学習方法と本塁送後の校級

官11等:'Iii:議室との関係について

一本書室後 1-3 i手段の.{t~室長3の認滋より一

機浜市成大学医学係{ぜ滋532幸孝:r:護学校

0滋昔話 節子

元高主主~~護専門学校

際援マリ子

生ミ立厚木病院

語雪11・ 必子

綴須賀共済競技.{t~護専門学校

鈴木良子

これまで筋肉内注射の学営方法について多く税

交されているが、それが本塁還後の校総門待状況と

どのように鴻述しているか十分研究されていない。

そこで、よりよいき詳符Jj泌を検討するにあたり主主

々は注射校総の学内務符方法の~慾と卒業後の主主

総望号待状況との!見逃についてま号室霊綴の議滋から減

資考察したので報告する。

《ブ1t.t>

。対象と凶i双三千!;者jlぷ)11.東京の総会主奇襲主w量殺

に勤務する 1-3 i手段の寝袋総1569名、[ill叙数

1278名 (81.5%) 

2)滋主主lliJll¥l; 1993'l'10月初日から301:1r.ll 

3)線交Jj法 号安置法にてアンケート災主主

鈴li!+!:と考察》

1)学生時代iこ注射f支持jの学内淡震を災絡した言寄は

約82%で、その主主苦手ji'r.去として約88%が慾者体

数学習後3走路している。

2)臨床災習中iこ慾ti"lこ災絡したIiil数として 1-3

協が絞も多く約80%を6め、中には20凶以上も

~Ii起した者が 6 人いた。

3)学内主主苦手のさ詳望号 fj法とIj<~還後の浅草>J lこ対する自

{誌の草寺潟iをi土絞した総5長、方法による右足!;をは

みられなかった。

，1)実習中lこ5[ill米議、 5[i'i]J以上の慾者への実施者

と、卒業後の主主射iこ対する自信の降級そ比較す

ると卒業後3カ月では Pく0.01.ホー業後6カ月

ではPく0.05で有滋差がみられ、それ以後の時

JUIlこ関しては有霊まきをはみられなかった。

以上の結果から卒業後の桜島J1こ対する自信の

時期i立学務方法との!潟遂i主義孝く、臨床災夜中iこ

実施したi必数に強い00迷がみられた。
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241) 2年課程と 3年課程卒業生の看護問題

解決カの比較

f合三五医科大学短期大学

0防本裕子、柴崎いづみ、宮間久子

<釘的> 2年課程と 3年課程学生の卒業時に

おける看護問題解決能力の相違を明らかにする。

く方法> 1)対象:2年課程学生 131名と 3

年課程学生82名、お 2131;。

2 )調査期間:平成 5 年 2 月下旬~3 月上旬。

3) jj¥IJ定用具:1977年に J.E'Crayらによ

って開発されたエッセイテスト(状況設定問題)

な用いた。このテストは 6状況設定場弱から構成

されており、①技術的熟練、②教育・指導、③リ

ーダーシップ、@態、者と家族に対する支媛、@目

的判断のための間接、③綴織された状況下の行為

。銭祭に基づく行為、の 7カテゴリーに含まれる

問題解決能力を測定することが可擦である。

<結果および考察> 各カテゴリー別に回答者

1人あたりの平均解客数をみると、技術的然綴が

2年課税15.6、 3年課穏14.5、教育指導は 2年課

程1.1、 3年課程1.1、リーダ…シップは 2年課

程 2.3、3年議長程 2.2、態、殺と家族に対する支援

は 2年務程 2.5、 3年課程 2.5、忍的判断のため

の溜接は 2年課程 8.8、 3年霊長程10.3、組織され

た状況下の行為は 2年議程1.5、3年談程1.9、

観察に基づく行為は 2年課程1.2、 3年霊長穏1.2

であった。間課程では技術的熟練と目的判断のた

めの面接のカテゴリーに格途が認められた。

さらに、 7カテゴリーに含まれるサブカテゴリー

別にみていくと、 3年課程には症状の観察・記録

や情報収集とその活用に鐙i答が多く、 2年諜程に

は処差是や器具の手入れ・その働きの観察といった

回答が多い。また、 2年課程では、仕事の中で自

由裁滋の時間をどう使うかというところで、診療

介効の他、物品の準備、環境整備といったサブカ

テゴリーには該当しない内容が多くみられた。

つまり、 3年課程が患者の理解のための基本的能

jJが高い傾向がみられるのに対し、 2年軍基程では

処授の実施、告まJ之の手入れと作動状態の観察とい

った診療介助的な回答が多い。また、同課程とも

複雑な状況のなかでの患者の安楽やニードの充足

の能力や患者福祉に関する能力などが低〈、今後

の教育上の課題tこ思われる。
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242) 看護学生における志望動機と進路適合感

神戸市立看護短期大学

Oi!吉永容久慈、大沢正予、中村窓子

〈はじめに〉進銘適合l惑とは日僚としての看護へ

の認識に照らした進路選択考としての自己評俗で

ある。看護志望動機はこの適合感のいわば出発点

であり、その動機形成には者護署員モデルとの接触

害事何らかの芸書留の彩華撃が自覚されている場合が多

い。本研究では志望動機への影響要因による進路

適合感の途いを切らかにしたい。

〈方法〉看護系短大の 2年度分〈平成 3、 4年度〉

の 1年次および 3年次学生を対象に、 5月に質問

紙議査を授畿の前後に築関実施した(有効回答数

355名)。調査内容は、(J)看護志望動機、 (2)

志望への影響要因、 (3)看護選択総菜への自己評

筒、 (4)看護のf士家への適合感、 (5)現在生活へ

のi禽足感、 (6) f士率緩、 (7) いつまで劾めるかで

ある。そして志望の影響妥因について fA 近

親審議議 fB 入院経毅 J r C 情報影響

D:すすめられて J f E とくになし j の 5君事に

わけ、各君事の適合感、稔紫綬と学年変化の特徴

を比較した。

〈結果・考察〉影響要図別出現E容は、 A君:f2ι0%、

お意事25.5%、 C若干 14.7%、D君事9.%、 包若手 19.2%

であった。影響要因の特徴を看護志受動機との関

係でみると、 8 ・C群はイ、社会への寅松〉口、

絞殺有利〉ハ、家庭生活役立つ h ニ、資格取得、

A群iまイ勾口〉ホ、普通の OLイヤ、 D'E吉孝lま

ロ〉イ〉ニ〉ホの織で、 B.C若手はやりがいのあ

る仕事事としての審議を、 D. E苦手は経済的自立の

できる"磯業としての"看護への動機が優先して

いる。 A若手はその中間であることがわかる。

次に看護への適合感の学年三重をみると、影響主主

殴5]IJの有意差があるが、 3年次iこは D群を徐<f血

の若手では全休約に大きく低下〈審議選択や興味の

項自で特に E群)し、若手間愛は少なくなっている。

学年による低下は学濁や実習の影懇で自己認知が

が進んだ総菜と考えられる。対象学生全体を影響

妥1ZiJ5]IJにみると看護そのものに価僚を置いている

B 、 C、A苦手が女性の職業としてのメリットに{函

館を置いている D、 E若手より、看護選択脊定・興

味・学ぶカ.1生絡等の項目でi議会感が高い傾向に

ある。さらに縦断的研究が必要である。



2ヰ3) 看護婦の毅業選択の動機と

Identityの関連について

小阪病院看護専門学校

0守本とも子

奈良黒心身障護者リハヒ")テサョンセント

山形力主主 穣弁秀雄

奈良県三三友病院

瀬山和i設

はじめに

1990年代から窓議不足が深刻化し、その原図とし

て Burnoutによる畿殺や転識が社会問題として広

く認識されるようになってきている。しかし、今

までにBurnoutと験禁的Identityの関連について

の研究は少なく、さらに験禁選択の動機との関速

をみたものも少ない。

そこで今回、職業選択の動機と Identityの関連

について学生と現滋務護婦との比較において認交

し、検討した。

対象および方法

対象は乏生手次意警護学生143名，現滋苦言護婦80名(

平均年齢24.6こ七7.6滋)で、幸喜議毅そ選択した動

機や時期などの{也、社会終験、臨床経験などの傍

人情報与を議室をした。また、同時に波多野ら(1993)

のIdentity¥こ関する 5{'牛法の笈関紙(17項鼠)に

も回答してもらった。その結泉をlZil子分析し検討

をくわえた。ぬ、表草案学生の毅宝をの時期は、初期

笑欝の絞殺の後とした。

結主義および考察

因子分析(ハ.，)，ヴアX回転後)によって 5関子与を抽

出した。第 1因子(験禁約溺足度) t立、験楽に対

して常定的イメ句γを持ちつつ、番苦緩的自己関与A し

ていることであり、それがややもすると自己犠牲

的な穀業銭安自己および他者に認するものと考え

られた。また、第3関子(磯幾人としての自己向

上の減退)においては加齢や臨床経験年数の増加

に伴う ~G軍事発の慾欲の低下そ示唆するものと考

えられた。この 2つの解釈については、今後、 h

rnou t synd romeとの関係を途求していきたい。

尚、看護職選択の動機および逮Eおと各国子との関

連牲を、図子得点の数布図によって調べたところ

今回見いだすことはできなかった。

F会場第50群

244) 金梁に働く男性のエイズの蕊識

一一一 30歳前後の分析
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エイズiこ対する啓蒙教育の内容は、年々変化す

る人々の意識によって変2ぎする。性的行動力のi勾

い渋代の主主識は、験場におけるエイズ教育を検討

する上で資効性が高いと考える。今回、表題iこ示

す築関の怠識を緩認したので、その傾向について

報告する。

1.研究方法

1)調夜対象:装組織全国大会で集会した20-40

主義代の労役120名、 2)議倉時期:平成5年 7JJ、

潟査方法:3日間のす予定で関係iされた:Ji!;全国集会

の一昔話iこエイズiこ関する特別言語泌が計磁されてい

た。言語淡路始磁前に釘記式議後表を配布、[i1J~文、

3)妻子儲:①民子分析による因子のJ海上1:¥、②対象

者の背J:1:lJIJにみた照子得点の平均綴の主査の検定。

2.絵泉・考察

i￥!J荻数1∞、有効回収品名100% 

1 )対象者の望者渓:平均年続31.6畿で30縫代を中

心とし、それらの人々のエイズへの関心はおく、

緩解していると自覚している人も比較的多い。大

多数の人の情毅滋がテレどなどのマスメディアで

あり、感染者に対する来jjlJ~、殺や同僚に感染者が

いる場合の蕊識は綴殺のわが留の現状がそのまま

反耳炎されていると考える。

2) sl子分析:祭殺害容1].*50.72%で 6つの国予

を主bt討した。第一国子よりi績に、感tl'f約沓定、感

務的問筒、感f育的思索、差別・誤解、自己不安、

n行動綴怒と続き、各国子の15flチ療の火きさを合

めエイズへの意識とその機造方、ら司IJ確にされた 0

3)対象者の脅茨と各凶子の関係:20歳代の人は

40歳代の人に比べて自己不安が強い。自己の不安

の強い人や関心の強い人は河情的;怒識が非常に強

い。同様にJ!1解を示す入は1'1:行動iこ協議で、かっ

感染者への向約の滋識が強い。エイズ情報をj:lこ

滋刊誌から得ている人は差別・偏見の意識が強い。

仮iこ、戦場iこ感染者がいる場合の対応は、避ける、

もしくは考える、という否定約な怒識が強い。
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245) 成人女性の肥満に関する窓識と体絡勝容

との関係

長崎大学!宏療技術短期大学部者護学科

O浦田 秀子、1!!iUJ久美子、勝野久美子、

福山由美子、大塚健作

J設近、健康増進や尖容上の問題ーなどから肥泌iこ

対する関心が高まっているようである。そこで、

20~77歳の健康と忍われる女性:341名を対象に質

問j紙による肥満に関する意識調査を行なった。調

主主内容は現在「太っているJと思うか、今より「や

せたL、Jと思うかなど肥満に関する自己イメージ

や、臼磁の食事や運動に品号する習慣などである。

意識調まをと向11寺にKett社製FITNESSANALYZEまBFT

3000を用いて体脂肪ネ(%F)を測定し、 F持者ーの

関係について検討した。 %Fによる肥泌の判定は

%F30%以上を肥満とし、それ以下を非IJEi漁とした。

対象者の%Fの平均伎は26.6土3.2克で、全対象

者のうち肥満者は21.9%(52名〉であった。意識部資

の給泉、 「太っているJと思っているものは69.5 

%(237名)で、実際に%Fにより}肥満と判定された

ものは21.9%(52名)であった。「太っているJと思

っているもののうち「やせたL、Jと希怒している

ものは94.5%(224名〉であったが、そのうち%Fに

よる11巴満者は22.3%(50名)であった。 rやせたL、J

と思うものに対し、その理由を質問したところ、

20歳代のものは「洋服が合うからJr見た自によ

いからjなど美容的な理由が多かった。 40歳以上

になると「やせたほうが健康によL、Jr動きやす

いJr標準体重に比べて太りすぎと忠うJなど健

康を維持するための理111が多く、年代による迷い

がみられた。

次に、対象者を肥満務(52名)と非肥満群(289名〉

に分け生活習慣について比絞した。食事について

は f食事長が人に比べて多L、Jと答えたものが肥

満務28.錦、非肥満苦手17.6%であった。 r食事は 3

食欠かさなL、Jと答えたものが肥満群では84.6%、

非肥満若干で75.錦、「間食を毎日するJと答えたも

のが肥満群34.側、非nr;潟1洋26.0露であった。また、

日嘆のi護霊b習慣について「毎日運動しているJと

符えたものは犯泌群25.郎、非nr;泌燃は12.1覧であ

った。このことから肥満者のほうが非肥満者より

日常生活に迩動を取り入れているが、食事の摂取

:設が若干多い傾向にあることが役iftJjされた。
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246) 中高年者のロ控の実態と清簿行動につ

いての検討

長崎県立長崎保健看護学校

O石井幸子

熊本大学教育学部

特別教科(看護)教員養成課程看護諜程

i可綴比佐子

研究B的:

超高齢化時代を迎え{健やかに老いる}ことへの

アプローチの一環として成人の歯科保縫にもよう

やくカが注がれるようになった。高齢者の r80

20運動jを進める上での問題を検討することを

g的に保健所でのまま本俊淡診査受診者を対象に調

査を行った。

対象と方法:

40歳以上の受診者171名に質向紙による箇接調査

と口腔鈎牙の状況は診査カルテを参照した。

総泉:

1 .対象者の平均年齢は57.6土7.8歳、 84.ヲ%が

自覚的に良好な健康状態で、有事読者は33.1%であ

る。

2. う蝕や歯科処澄のみられない悠金歯の平均は

男性13.1本、女1:11:10.4本と性差がみられ、的の喪

失は60歳代7.0土7.3本から70歳代16.3二七 1 J. 1本と

者滋し、健会歯も70歳代には5.8本と激減した。

3.鐙j湾疾怠は91.596にみられ、特に50歳代、 60

縫代には的檎燦j痛が増加し、男性は女性に比べて

歯槽綴溺が多い傾向がみられ重症皮が高かった。

4.一日の口腔済矯回数は男t!tI.7土0.7節、女性

2.1土0.8回と性別で有意の楚がみられたが、歯垢

の付着状況には性差はみられなかった。歯磨きの

時間殺は起床持、朝食後、寝る前が多く、昼・夕

食後は少なかった。

5. ロ経清掃関数と歯垢付議状況とは相関がみら

れた (p<0.01)。
6. ロ経j射清行動{回数)とプラスの関連がみら

れたのは、女旬、仕事が f無しJ、社会活動に

「熱心に参力oJ、 「口腔清掃指導を受けた経験あ

りj、 f自分の歯を残したいj者であった。

また歯垢付着状況は歯石付議、歯周疾患と言語い縮

問があり、 f保健行動の優先制:J、 「歯科への予

防約通院j、 f自分の街を残したいj、 rD~空清

掃指導を受けた経験あり Jと有意の関連がみられ

た。



247) 中溺王手における生活出来毒事と

ストレス;こ関する続交

。後 露主主討(広島大学医学部係長室学科)

喜子反す監禁， 中野iE王手

{ニH語大学設5護学部地域審議学議後}

1 . 絡言言

近年王立が国では技会軽率i釜が急遂に変化し、スト

レスの空襲い社会に変容している e 現代役会iこは心

身の縫緩保持・土器遂に大さきな害事警になる Stressor

が数多く存在し、 I議緩むu誌の flH支管理においても

ストレスに対する対策の必姿殺が滋大している。

そこで、本研究ではストレスの予防を鼠約に中

総年の地淡住民を対芸員に重量いストレス iこ総長室する

臼字書生活上の出来察当旨紛らかにしたので毅告する。

n.対露えおよび方法

震号室主 i立二子禁法ミ A留Iの伎E芝を対象に災絡した。生

活出来専 Iま Holmes-Raheの生活上旬楽家綴笈変{改

訂日本務絞)を汚い、 i設公 1王手織の生活出禁塁審を

芸高笈した。主主いストレスは主銭的な認{濁で r;Jド?誌

に、及びかなり強いストレスを怒じる j とした。

統計解析では生活出来壌と主主いストレスとの関

連の脊然は詩antel-Heanszel法を F奇いオッズi之を

求め綴対危険をJ詮定した。また、交李基羽子を綴iE

するために多llZ慾解析{多数ロジスティック!El;議

分析}を用い総延オッズ比を求め総会J危険を誌をiE

した。なお、分析に汚いた対象者は40走塁から 69走塁

までの全住民2430入のうち1528人(62.996)である。

m. 総書ミ

多llZ慈解析の総菜、+日対危険が Iよちも脊慈;こ

大きい生活 lli楽家は綴族とのトラブル、上吉1との

トラブル、 夫総堅塁塁審の変化、 {議念、後'fX・長寿気、

近所付合いの変化であった。総主主危険が lよりも

手喜怒に小さい生活出来務は鐙人的な成功、返綴で

あった。性別にみると、努伎では本目立f危険が 1よ

りも手n霊に大きい生活出5在感は借金、怪談ー病気

であった。 rn対危険が 1よちも荷主撃に小さい生活

出来塁審は綴省、 i翠人的な成功であった。一方、女

性では徳対危険が iよりも脊怒 iこ大きい生活出米

奪三はなかったが、家庭内の問怒、議族や近隣との

問怒で?自立す危険が 1 よりも大きい傾向を~した。

248) 犬の回虫感染率と人議共通感染症に対する

つくば市民の怒語義務資

筑波大学医療技符短期大学部

。中島f受給笠

千葉社会保険病段

秋国智子

人道共通感染症の一つであるイヌ!ElEなは，ヱド楽犬

の[iil定主寄生虫であり，おもに幼犬が伝殺している。

人への感染は，これらの5財界を係宥している犬に

産援あるはIIlJ接的;こ援金l!し，虫卵を経口摂取するこ

とによっておこる O 我々は，人蕊共通感染旋として

感染率が増加している回虫症をや心に犬の感染怒

と住民のベットに対する主主議を尖態務委託した。

<対象-方法>

犬の留次感染状況を，最も回虫の排卵が活発で人

減と密接な抱擁談会がある生後 3~4 ヶ yl 齢のÝJ]二iと

を対象iこ，解剖により路管に寄生する回虫の宅募金数

から求めた。また，住民の主主綾潟査は， 1)~減添っく

ば*1勾6:It!l[2互の 200戸をランダムに抽出し，会。災

の入資共通感染主主についての知識・慾絞f若葉芝状況と，
Jiiill守主がベットに求める役割についてアンケート潟

査を行なった。

<給条>

1.幼犬のITll虫感染E容は，過去 5 年間 Ü988~1992
年)において平均79.1程で，非常に高い感染率を示

した。

2.ベットを初予守する住民の人蕊共通感染議につい

ての知識は，オウム病，狂犬病， トキソブラズマ，

フェラリア， -1を，ダニの綴に知名皮が言語く ，ITllE邸主

1 0縫:tUle討されたうちの 71立(5.4幼と低かった。

また， r知らないJが念体の 49.3事存在した。これ

らの予防対策は， rベット援完全後の手洗いJr飼い

犬・ 1誌のみの接室'UJr口移しをしないjが，共に会

体の11.7撃を涼し， ff可もしないj治宝41.7主であっ

た。

3.飼育者のベットに求める役割は，心、草主的援助に

関逃する攻gが，犬70.9主，数百0.9も， と高い割合ー

を示す。

<考察>

佼民の人家共通感染疲の知識の低さ，および務代

社会におけるベットとJiiiJ育者との務衿的な終を考え

合わせると，今後とも銭例数の増加は絞くと示唆さ

れ，総合的かつ現場に却した，具体的な注意・指導

が必妥である。

191 



F士会場第51群

249) 高校生のボディイメージと食生活

者11立公衆衛生務護専門学校保俗学科Oニiニ箆総楽

部立医療技術短期大学 芸事千鶴

I. 目的

思春期は、社会の自制直敏などによってつくられ

ることが多い、王E怒の自己{撃と現実の自己とのj百j

揺れ不安定な時期である。また、自己{撃の認識に

よってその行動が影怨を受けると考える。今回、

潟校生を対象にそのボディイメーツと食生活との

関係について検討することを g約とした。

ll. 方法

対象iま者11内女子高校生 110名(l6才土0.52)、

Ji:i玉県内93子高校生 124名(l5才土0.48)の計 23

4iiである。長持査は、身長・体重、{本震への泌足

度、ボディイメーヅ、ダイエットの有無・内容、

災 i綴の食事内~について質問紙を用いて行った。

tJE泌佼は、;経法(ブローカ法日本人への主主応式)

をmいた。

m. 総菜・;.IJ.~主

本潟ままにおける{本援は男子169.2cm、6l.81ぼ (0

.99)女子158.9cm、5l.2kg(0.9わであり、女子が

f長国王子均より誕H身の体裂であった。現{本事~につい

ての泌足度では、女子の81.8%(90名)の者iJ{不滅

JEで、あると、 5号子では54.9%(68名)のe{j・が泌足で

あると回答していた (p<O明 01)0 i持足感が符られる

肥減1St，立、男子O.97、女子O.90である。ボディイ

メージでは努子の14.6~(39名)が f やせている J

女子の41.6Hlll名)が f太ってる j と回答して

おり、女子にボディイメージの世話りが認められた

(p<O.01)。実際の体主主とボディイメーヅの関係で

は、女子は擦準体裂でありながら f太ってる j と

意識しているものが72.9~(43名)おり、男子に比

ベボディイメージの誤認が多く認められた (p<O.O

1)。ダイエットへの関心は男友共にみられるが女

子iこ顕著であった。また、ボディイメーヅで f太

ってる j と回答した者がダイエットへの関心を示

していた (p<O.01)。ダイエットの内容は食毒事を調

節すると回答した者が39.0%(91名)おり、その内

26.4%(24名)が食察をぬくと回答し、食生活が乱

れている傾向が認められた。

これらのボディイメージの誤認は、ダイエット

ブーム等の社会全体のやせ志向が影響していると

考えられる。
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250) 不安の対処行動に関する調査

東京都立医療技術短期大学
。森下節子
佐藤みつ:子

手草 子緩

【自白<1J

女性の社会選出が地方自しているが、家庭では母
親ゃ主婦としての役割遂行も求められ、仕事と家
庭のニ惑の負担を余儀なくされている状態が続い
ている。

また、最近の主主性を取り巻く潔境は、人口の高
齢化や景気の低迷等でより湾総化している。

このような状況は、女性の心身lこ影響を与え、
綴キな不安をもっ婆国になるものと捻察される。

今ドヨH立、女性のかかえている不安とその対処方
放についで謁Tをした。

【15司法】
1.羽交対象:東京及び近県在伎の。災住 68人。
2.調迩JtIlIH1:平成6年1Fl。
3. fJ耳王室方主主・質問紙法

【宗主梁]
3竜王室用紙の回収率l立、 63人zす'63人の100%、有効

回答率は日3人中の60人の95.2%である。

調王室用紙の f不安に関する対処方法22:r夏日 iの
回答務明書そ数薮化し、 E様子分析(パリマッヴス回

転)にて処淫した。

1.王手令階磁は、 19歳が5人(8.3首)、 20綴代か
27人 (45%)、30歳代が7人(J1. 7%)、 40歳代
が13人(21.7的、 50歳代が5人 (8.3%)、
ω歳代が3人 (5%)であった。

紡織僚は、米婚者ーは32人(53.3需)、既婚者は27人
(45.0耳)、その他 1人口、7草〕であった。

介護については、経験ありが11人(18.7%)、
見F詳したが12人 (20.0%)、 経験'!'i!.学もなしが

35人 (58.3めであった。

2.不安の傾向
今、長室も不安に控室じていることについては、健

康的倒産耳が15人 (25.5的、次に、生活環境と談済
言語および人間関係がそれぞれは人 (21.7克)であっ
'・，.、"。

また、会項目について不安であると問答したの

が4人 (6.7幻であった。

3.不安の対処方法
凶子分析の結泉、1¥f?;'J子が池tUされた。

第 l因子を翁径約他人依存鴎子、
第2rz5l二子をi滞緩的行動1m雪組問子、
za・3因子を消磁的問題関遊悶子、
;;jH I?ヨ子を積極的問題解決包子と命名した。

因子スコアの平均伎と療業偏差による比較で
は、第 lf?;'J子:f資媛的他人依存因子において、介
護経験者苦手と経験・見学もしたことのない群!認に

t検定により、手ま慾笈が認められた。



251) エイジングの自覚に関する調査

鳴門市医夜法人海1'1五時続付属;tt看護学説

O角谷和子

総島大学務会科学部

7fq勾妙子

人口の潟鈴化にともない、長くなった老年j坊

を健康に過ごすことが、 {I詩人的 社会的な関心

事となっている，すべての人の人生の延長上に

ある"老い"に対し、中年期 (35-----40歳か

ら60-----らち裁まで}にある人は、中年の生程

的変イヒを容認し、これにj緩応するかの課題につ

いて調査した.

対象および方法

4ち-----64殺の就職者および未就i謹おそれぞ

れ1I0名宛の女性について、弱援誤査を笑/i!!i.し

た。貿信Js.自は属性、.f;t体的要国および精神，

社会的婆凶に関するものである。

絞染

者性自覚のお現契機l立、主主験者・米就騒老君、i

とも、精神-社会的嬰屈に比し、身体的要仮に

よるものカt多かった妙

長f型的変北の容認後も、精神・社会的嬰討に

関する欲求が充足しており、水人がt:!-l年てFある

{名性自覚がない)という臼己概念をもってい

るものは、就騒考・米就験者群とも不適応状態

を示すものが少なかった。

なお、現夜、調査を終絞し老性自覚の有無と

生活iIB.皮や活動との関迷について検討中である切

252) 死と終末期疫療に関する慈議議資

九州大学医学部付属競技

北E豆大掌東病続

熊本大学教海学部審議科

Ofi寺霊子 文子

坂下智珠子

氷原信市

死や終求額深草案iこ!認する;滋識は、実際Eこ死をむ

かえようとした時、その受け入れ方iこ大きく影響

すると考えられる。そこで、今回、一般社会人の

死・終末娘援療に関する慈畿の特徴、傾向を把握

し、その関連喜霊園のー織について検討した。

く対象〉熊本市内の企業に勤務する縫E誌な成人の

うち、特に20綴代、 30歳代 398人を対象とした。

く方主主>対象者が不治の寂である綴合を想定し、

(1)病名告知の選手字、 (2)告知を受けた場合、

自分の予をについて他の人と怒るかどうか、 (3 ) 

延命治療の是非について務遂し、それぞれ f死の

促え方jや億人的資疑問予{配偶者やそ子供の海銀、

彼自IJ、役務、死iこ出会った経験の有然、信仰する

祭教の手n滋j との関連を総書せした。尚、 f死の主主

え方J，こ i議しては近藤の分類に主主じて、 ã認~ ( 

死そのもの、あるいは死にゆく滋稜そ否認する)、

選滋型(死に事きを向け、死を忘れて生きる)、恐

怖1fl(死そ未知なものとして、不安や恐矯そ感じ

る)、書官級裂(生命の終わりでどうにもならない

f延命と感じる)、受容認芝(人伎の完成のE寺、自己

実現の成立EのE寺とする)の5つに分類した。性絡

に烈しでは、 Y G尺度iこ準じて、平均裂、不安

定不長室応緩緩裂、安定消緩怒、安定穣怒型、不安

主在不適応治緩裂の Sつに分類した。

く結梁>(1)病名告知iこ践しでは、全体の92.3

覧がをき知を妥んでおり、その内訳は自分に密げて

ほしいとするものが63.おと援も多かった。 r死
の捉え方J)JIJでも、どの恕も臼分に告げてほしい

とするものが綬も多かった。 (57.い68.8覧〉。殺に

も告げてほしくないとするものは全体的に少なかっ

たが、巡遊E誌では{自の型と比べて多く、 18.8覧lこ

認められた。 (2)告知を受けた場合、自分の死

について他の人と f諮るjとしたものは全体の62

.絡にみられ、 f怒らないjの37.6克 iこ比べて多

かった。 r死の挺え方H せでは、受容塁さで[怒るj

とするものが終に多かった(81¥.6詰) 0 (3)延命

治療に関しては、 f穣綴的な延命は避け、 2安芸著(
身体的・緩締約)を殴り除くほうがよいjが47.7

露、 r {5'1議{身体的・務神的)を伴っても綴磁的

に延命して一日でも長く主主き続けたほうがよいj

が11.8需となっていた。これらの頻度は、菅波留

子や f死の捉え方jと椴告書役はみられなかった。
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253) 死の挺え方に関する窓書童話毒倉

:ltN4大学東病続

九州大学医学部付属病段

熊本大学教脊学部看護科

。坂下i5'E幸子
河野文子

*1崇信市

死に磁面した場合、死への対応は平常からの「

死の縫え方 iが大きく~饗する。今回、健康な成

人が、死について平常から如何に考えているかに

ついて興味をもち、認盗したので報告する。

く対象〉熊本市内の企業に勤務する健康な成人の

うち、特iこ20歳代、 30歳代 398人を対象とした。

く方法> (1) r死の捉え方Jと偲人的務長(配

偶者や子供の有無、性別、性格、死にl1l会った経

験の有無、信仰する宗教の有無)、 (2)自分の

死について主義なこと、主事について質問紙による調

まぎを行った。尚、 「死のf1Eぇ方jに関しでは近藤

の分実質に準じて、否認型(死そのもの、あるいは

死にゆく過複を否認する)、逃避~(死に替を向

け、死を忘れて生きる)、恐怖袈(死を未知なも

のとして、不安や恐怖を惑じる)、 3滋綴製(主主命

の終わりでどうにもならない運命と感じる)、受

容烈(人生の完成の時、自己実渓の成就の持とす

る)の Sつに分類した。役絡にi主iしでは、 Y-G

}'!.I!t ，こ慾じて、学問主授、不安定不滋応磁極E在、安

定j点綴型、安定絞慰霊i、不安定不議長5消極般の 5
つに分綴した。

く総巣> (1) r死の縫え方 jについては総量li裂

が52.2%、恐怖需が33.6克と両者で大学が占めら

れ、逃避主主、否認型、受容裂はそれぞれ4.問、 3.

8%、3.3%と少なかった。 d々の f死の捉え方j に

おいて、対象者の性総や配偶者、子供、死に出会っ

た絞殺等の有無iこは差は無かったが、恐怖裂では

性別による室長がみられ、女役iこ多かった。 r死の

従え方J，こ宗教が与えた役割では、ゴド71・に業主主と
するものは受容裂で多く (69.3%)、反対に全く

関係ないとするものは逃避裂で多かった (62.5事)。

(2 )自分の死に関して主義なことでは、余体では

物事を体験できなくなること、死後の生命がどう

なるかわからないこと、家族や友人iきを怒しませ

ることさ事が多く、それぞれ24.9弘 18.0弘 17.0%で

あった。 r死の捉え方J)JIJでは、受容型では家族

や友人i遂を悲しませることが多く (44.4%)、{自の

恕では物事安体験できなくなること、死後の生命

がどうなるかわからないこと等が多かった。
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254) 手守護学生におけるi鼠Ws設費と食生活と

の関述

京都府立l2I科大学Z宣告苦技術短期大宇部

O~ E1雅代， ii:苦闘直子，*村みさか

{段的}

学生の終段指導に用いる資料を得る g的で，義

経系女子~]在住を:N長女に， J盆淡防災の~/IJi10と食生活

簡易翁畿を行ない，lUl浴脂質位と食生活の関迭を

検討した.

{方法]

対室長は，意~~翌系短大一年生の女子 99名である.

1*1立iは，午後 01時から 1I待の昼食泌さ足立支持によ腕

車IJJほよち採取し，Jfrr消コレステロール(以下TCと

織す) ， H D Lコレステロール(以下HDLと略す) ， 

'1'役脂肪(以下旬と路す)そ泌主主した.雨時に，

治的らによる食生活存在易潟王室哀をmいて，各食品

群の;見取友1&，食品の好み，総理法，食生活に対

する態度を認資した.各食品llfの段取頻度は 6

5支阪で質問したが，よく摂取する(① 1臼 2凶以

よ，②ほとんど毎日) ，普j邑に-IJ!l訳する(③巡に

3 -5 ITII，③i肢に 1，2回) ，ほとんど摂取しな

い(③丹に 1， 21m，⑥始ど食べない)の 3段階

iこした‘また対象者は，翁 l立1i奇脂質の多少(tt較

的低い渋， tf泌総，tt絞的向い群)によって 3君下

(l9iえiま， TC{I院は 140器g/dl;/ミ溺(詰ロ5)，140以上

200mg/dl米i簿作斗5)，200mg/dl以上 (N=9)) (こ

分け，各血消防焚税関で食生活状況を比絞した.

[給梁}

1 .対象者のlUli誇JJiHをの平均約と分布状況は， TC 

: 181. 24ま31.5 (127-333)昭 /dl，百DL・63.6玄

13.5 (32-93) mg/dl， TGIま72.7会39.2(27-268) 

mg/dlであった.

2.各々 2絡のJ{ni湾1I員災協の組関係数は，TC * HDL 

(r=0.572:p<0.OI) ，TC牢 TG(r=0.421:p<O.01)に

有主主な関係を認めた.

3.lUlmmii焚と食品摂取頻度では， TC伎の高い鮮

は，ままi近， j低いltnこ比べ， t災l:t物・ 11ll;¥i;，よね物等が

ギI主主におく， HDL絞の低い君f!ま，主号i遜lt'f.， 耳石いiif

1こ比べ牛乳や渓製品が有惑に少ないことが認めら

れた.

4.食生活に対する態度では， TC， TGが言語い鮮は

他の 211ftこ比べ，外食や夜食のIill数が有惑に多い

など，会主主ri5の{おりが示唆される絡栄を得た.



255) 務議殺の交流分析ー滋義援y義援に施行

しfこ fn寺Ps1の縫iき化主よりー

校i芸大学密主主主校総怨然大学慾

。松j話鈴子

エF-在大学務設学長吉

いj毎 j受

交流分1Ji'における時間の洛i量化は人間00係のあ

り万を持協の泌江主化告皇室長;曹 ひきこもり， 儀礼，

会主後. il; 111). ゲーム， 綴交でみるものである。

これを:&斐殺の人初関係 iこI;t.rねして， おまえm緩

を!tえした。(1990絞j言 内滋)α 今i9]. .滋宅 n室

lj必iこfよ宮古立を災錯し， その会主主ミを検討した。

理?ヲモs的

R議場における iii;ミ"菱総と Z22雪との関係をi湾問の

滋造化を手がかりに切らかにする。

fYf予定方法

立す建設は!iU七泌[g誌上省後綴 82名， 年寄~20ゑ rov 55滋

に交流分続税修日払 平成 4~手 7 J:l主主主主

毒事長ミと考察

准滋淡自治 iこ災絡した議後者 0)人間関係fよ望号室綴s
による1f:鈴)jIJの上ヒ¥，立ではωt.t-55長室 (40滋以上)

と部長支-39絞 (39長室以下) の認元主演 gにおける各

平均悠と後司¥Q係廷による l1会主主ぞ行う。その総泉

ぬ~lヨ中 l lJ告白 iこ 5% 以下占の h主険者支で務滋 i去があ

った。その内 f仁 jぷ苦言の身の[tJりの慾r;iをするj

r 24. {本(1f!湾問などに殺しい人と認し込んでしま

う i27. 礼儀正しくふるまう r:1札結乎の言還

をよく関<J などがω綴以上 lこ39数以下よりおい

!Iiiとなった。 また f17. 主主義といるときに{むのこ

とを湾える r20. 怒穏にきらいな人がいる j

r 25. 慾毛主やる淡色苦といいあらそいをする 131

物事を怒い1Jiこ五まえる ra4. 翠刊誌・ 7 ンカ'な

どを段める I r 37. 気分がゅううつになる Jr 4 O. 

7家宅ぎの Ufび出しに;:f決感がある j などが39走塁以下

iこ40歳以ヒより潟い{五ぞぶした。

J;)よから 40長室以ヒのi易会 f活動 儀礼滋

交j とみなしたえ議交渓 Siこ. 39滋以下のi窓会 fひ

きこもりゲーム J r ift後 iとみえEしたヱ資自 iこ

絡がおくなり. "]ミ鈴による迷いが怒滋のうえで特

徴として表れた。さらに囚:子分析による 6~手続

出では39綴以下 iこ-10歳以上より簿上手線からいって，

主主j誌のまとまりの綴lilJがみられた。

256) キリスト敦信仰を持つ寝苦護者の怒毛?に

対する宣言約ケアの実態とその鎚迷姿滋

臼2本主2赤宇十工手?

O!幾喜村美和子

終末期にある人間のトータルペイン(肉体的、

精神的、社会的、 3霊的=i!i1i鼠ぞ合わせた総体約資総〉

のわである32約校総〈伎と死の窓l球と吾郎こ対

する疑問や死後に衡するみま三など〉およびそれに

文まする援助〈壌がjケア)iこ着回してみた。この研

究では「縛と患者との緩渡しをすることjを室主的

ケアと定義し、キリスト教信仰を持つ看護者の怠

者;こ対する笈約ケアの災態とその関迷芸~lZSIを明ら

かiこすること毎日的に本研究を行った。

この研究のデザインは、号室i怒紙をJ.liいる郵送w
による実態言語資研究である。対象者はNCF(詩v

rse Christian F巴llowship;キリスト教信仰をも

っ表後者の喜滋読むの会員75名〔回以添76.8%)で

ある。分析は記述統計波及び滋泌を用いた。

対象の特徴は、平均年.鈴32.3滋(採苦手綴去を8.4)、
平均総床経数年数は8.8匁〈桜F斜線三を7.4)であっ

た。キリスト教に関する背畿として、淡礼後の平

均年数11.6年(総当主綴笈8.2)、宗派はプロテスタ

ントが73名、カトワックが2名、勤務場所は26名
(34.7覧)がキ J)スト数系の綴践に勤務していた。

号制棋は、対象の91%が笠告に -1ごを受容的

にとらえ、議約ケアに関しでも64.6覧が f持の祭

を訟えるj、53.1覧が f{1;i後、するjと答えた。

援金百ニードとは何かについては、自分会受け入

れてEをいたい、主主を詳してもらいたい、人生の主主

i球と邸内、死後の自分がどうなるのか、の4つを

4攻良平均して83.7%の者が怒約ニードとしてと

らえ、実器禁の臨床滋溺においても、それらの設がj

ニードを感じている者が88.僚であった。

設約二ードのとらえかとお-護お・の妥協との関遂

については、看護にやりがいを感じているほど盤

的ニードを受容的にとらえやすい傾向がみられた。

(p=.0333)また自分を生かす最も大切なものとし

て信仰をとらえているほど向様の傾向がみられた。

(p=.0482)表畿のrlJIこ襲警による示後安定量識し設

的ケアのみならず看護自然に意義を見出だしてい

る者、自身の設約二一ドを信仰、すなわち持によ

って満たされている者は設的ケアiこ対して積滋的

安勢を示すことがいえる。
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257) 過去 10年間の Jj~人滋尿病慈賞のÕ{;I・ L遂に i均

する研究動向

tr.j LU大学医学部附属病院

Of~æ 房子

千葉大学者選E学部附録センター

草亀沢陽子

i はじめに

泌尿病患者のまま設は教育的な姿主主が大きな郎分

をおめている。そのため、滋お・を指導する看護紛

には、がHj(病の専門~識と指導技術が必婆である。

汲!時点までに滋尿病患汗の看護に段jして、数多く

の文献が発表されてきた。本研究では、それらの

文獄を終決し、今後の研究の指針を切らかにする

こと合目的とした。

Il 研究方法

198:1年から 1992年 ま で の 10年間に、国内の幸子2盟

関係雑誌16誌に発表された成人の滋尿病忽者の者

設に泌する文献をE寝袋した。

1I[結果と考察

1.数f設的動向

総文献数は 290件。 87年 に 多 い の は 維 誌 2芯に特

集がま'11まれていることによる。それを徐くと、必

王手 20~:l5件発表されており、常;にお設省の関心が

あると宮える。

2. ?¥:波別illfJ持]

3ft議紛による文献が 172!牛59.7.(h;と多く、そのう

ち84%がJ主義:であるの

3‘務淡紛による文獄

I)研究方法

事例研究が75件 43.6%、品H宝研究がGH小35.5%、

実験f!if'先が:1O{'牛17.4%である o

2)研究 内 容

(J )1JI伊Yiilf究:患者 1-lj;: (0J を対象にした研究が59{'P

で、合併症のあるjぷi¥j'に隠するものが21!'!::15. 6 % 

、長選総意欲に関するものが21N・35.G%である。患

者滋数伊jを 対 象 にした研究は 16{'pで、事伊IJ;を還し

て指導方法を考察したものが 9件 56.6.%と多い。

事例研究では宥設紛個々の指導能力 iこ関する研究

はみられないの

(2)調王立研究・患者を対象にした研究が58f'P95.1 % 

-cある。者談紛を対象にした研究は3f'f:4. 9%で、

看護総側々の指導能力を評価したものはi件のみ

である。

(3)災験研究滋尿病の指導方法lこ関する研究が28

{'T93.4%である o なかでも、滋尿病教家の内容を

報 告したものが21flf'と多い。 審議紛の築関として

の指導方法に泌する研究はあるが、;g~隻紛11!;j々の

おき芸能力 iこ関する研究はみられない。
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258) マスメディアにおける審議関逮記率の分析(jI)

ーオンラインヂーヲベースを賂いた検討一

宇し線皮革4大学保健医者史学部審議学科。LlHB一院

i笈療法人左足仁会館内ILJ議院

11HBt孝子

I.1f:金

%frl識はマスメディアの中でも普及率がおく、立た記録物として

の再現役に優れているため、l!!議形成に及iます;i;t;若手力の大きいも

のとして注沼されている。

l]'fに我々は、 1988年の競売・朝日凶紙に登場する'B.~車関連記事

の分析を行い、 1990俸の本学会において発表した。その録、 ml#l
の綴話11煩から夜接記事を複写することで情報を得た。

その後、パソコンネットワークの普及iこ伴い、京11潟記事情報も

オンラインデータベース化され、議事ヰながら迅速かつ五銭に膨大ー

な情報の検索が可能になった。そこで今回、この主再開3日本データ

ベースを活mして記事分析を行ったので報告iする。

江研究方法

綴お車与問記事情綴データベースに、パソコン述{言ネットワーク

であるNIFTYベSERVEからアクセスし、198吉年からぬ年lこぎ吉る 5年

間の幸子2童話si輩記事を検主主した。検索のキーワードは fカンゴりと

し、この3霊祭を含む記事を検索した後、[f.昌裁年月日Jf籾千日・夕刊
の!K丹11Jfj!l，iIit絞i扇Jf写真の有安芸Jf文字数jの情報をテキストプア

イノレ0))診でダウンロードした。

キ}ワ}ド;こはカタカナしか飼いることができないため、人名

はじめ、幾つかの向者主主義務な含む記事を拾うことがある。そこ

でダウンロードの後、会てのデータをチェックして、切らかに者

淡関i虫記事とや非製fできるものに絞り込んだ。さらに、 1記事:を1

レコードとするデータベースを独自に付可4えして分析を行なった。

m.絡果および考察

①j喜怒件数について:5年燃の者淡路迷i8J存総件数l土1，9t!3f*で
あった。年iXjJI1にみると、 89年229件、90年228件、914'4161牛、92年
538件、934'532件と推移してお号、告14'1こ滋土器し、その後さらに多

い"^悠を維持していることがわかる。

年次郎にみた記事宇i数の月間変動を窓Hこ示した。 91if-の5月に

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一162f寸のどーク
思署謹E喜連記事件散の写次~IA銘史動 ! 

iがl出炭し、そ
rorωω…ー-叩一白ゅー ~一白叩ω一一ー、.，... ¥ 
お 1¥ 与を iれ以後の午lこ

ω/  ~ ¥ !/~\ _---'¥ "" Iも波及してい

… 川 ， ん¥1;τiる.このピーク

的 /¥Yj \~， /;----¥λ1京!は89・90停には

おノ" ¥.-主、グ 白、1-'.I Jt.られなかっ
'"二/ふア~ノ勺h大}../-ァ"，- /~I
汗ι.'/ '"丈/ '?ぐ，/、'-，{/たものであ号、

'"ト
ふーι~一一一」ー~ー」…」→ー←..J i f看護の釘jを
111 2Jl 3J1. 411 5R 6.11 711 6Jl 9J1 UA 1111 I2J1 

lめぐって、新

閣が緩んに者議関速記事を取りよげていることがわかる。己主た、

例年からは3月iこもどータが出成しているが、これは各県で君子波

大学の設援が初次ff、入試や入学iこNli車した記事が特iこ地方版で

Z貫主室直~Iこi虫哲上げられたまき采と考えられる。
窃星滋紙霞分類の結果について:掲総長言語別iこ記事件数の年次長t
移を幸喜べたところ、 89年以降、地方絞において記事f*数・記事割

合ともにlii絡に増加していた。すなわち表後関i単記事の掲;銭高

i土、地方絞の部分iこ次第に袋綴し、これがさ主体の記事f!t主主を搾し
上げていることになる。このことは、①で述ベた3Jlの記事件数

のピークの出銭寝泊を支持するものでもある。

一方、社設・絞殺・投芸事部へのお絞件数および記事割合i立、89
ip (10 j牛，5.2詰)，90i手(12f* ，5.9完)，例年(27件， 7.お)，92主l'(19 

{牛，3.隊)，934'(17件，3.5%)であり、記事お!合i立9Ufo'a:ピークに一

気iこ減少している。この紙立UI土、記者や212者の言言わば生の)lぎが伝

えられる部分である。務総としての看護 fl9ì主記事はmF，jj~凡l:H長
わしているが、そのインパタト;士、読者の反応をJë分に~'lfさせ

るにi立米だ去っていないことが示唆される対呆となった。
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259) il'li鈴者における 10ifl認の体力の変化と

現在の生活主義式について

E王者5府立主王寺ヰ火学仮設校怒i短銃大学苦!i

01潟lU等喜子， 木村みさか

3江主雲市中央芯人千百おiセンヂー

級品~~ Uu. 潟1H託子， 悶小'威主ミチ

[日fi'-J]f.li議言者の体力や後康状態とライフスタイ

ルとの関連を検討する交料を得る日約で，昭和55

1手から f平年議長室長約;こ体力を童文芸芸しているお縁者を

対象として. 10王手!I言の体力変化と菩1.:0:の昌三泌総，:¥

を議去をした.

〔プ'iild 対象・主主務l!tirp>lとえま人括主止をけ聞が.すこ

やか体操"と・体;I;i!llj}E"をアor71のご主な内容とし

て65長差以ょに対して路線している{すこやか体操

教さを JIこ， EZ 和 55 4'から 53 ìf. 1こ持j めて多 J~I した者

333名(労役 118宰..女役215名)の小で，その後 104'

臼の体力 iltli立を受け， かっ生活様式の診i交iこ協;1)

のあった 105名〈努主主29名，ムーす土76名〉である.

体力:~j 年体力テストを芸室長ぎに， お議会議拘げに

移jEした 6頃日のパッテザーテスト(Iお絞片}~:l[

ち. iillil夜淡U. !霊力. :v. {立体前Iill. ゑこらえ〉を

I!lい， 各項 EI5段絞t.y.j謡でままfrぷも17:I:llした.

生活銭王立:滋!乏状態， 社会約・身体的言号車IJ状況，

食生長E，号老後予'It覧号事について質問総会}若いBBき殴

り法で綴ミました.

[i'i ~lえび:Jg察] 10年i認の体力 iま. Iお2良片足立ち，

iillii夜淡び. j霊力 iこはヰLìまな主奇数~{ヒが認められた

が，ステッピング. j;本総長l.込こらえの低下は小

さかった。すなわち王子衡すよや筋力， 震李主きカ i立 j~1 議舎

によって切らかに低下するが， 義文絞殺や霊ミ紋役は

その絞りでないことを示している.体力の i指数変

化iま. l!)t lこ幸託公した談級品百 γ-~での総~とほぼ一

致しているが， 長室長老後と体力総合点の低下総会は

それより小さいことが認められた.

対象者の生活様式については，者主珍o蓬持への窓

会主が互主く， 食生活をはじめ， 務主量的なをE滋Eづくり

に絞り絡み，怒号車や緩いi草子!JJ'符慣を持ち， 家庭内

;こ自分の役おjを持ち. 11会活動にも:ii!欲的に参加

しようとする綴向が認められた

以上、本対象者では. I¥H変約な生活への努力に

よって，総監告に{辛う体力の低下がわずかながら緩

和されているものと怒われる.

260) 適蕗状況からみた生活態震と日常生活

との関連 一特別養護老人ホームの老人の詣接

から

東邦大学度疲短知大学

Oifl議問啓子

予言露大学務護学部務議実践指導センター

金井和子

白木は長妻子役会を迎え幾多のf浅沼に直言語してい

るが，誰もが安心して老いてゆけるための呉体策

を高齢者自身の滋識や考えを裁に探るべく，特別

養護老人ホームに入所中の老人の適応状況からみ

た生活態箆と日常生活との関遂の分析を試みた。

[対象および方法]

対象:密接の承諾が得られた4施設21名(男性2名，

女性19名，平均年総80.6こと7.9綴(68-95歳))

期間-平成5年6Ji7臼-12汚21B 

方法:(D適応状況に関しては報告主ぎによる参加

綴祭および面接顕き絞り弱資，内容は袋fゑ誌の

内容，生きる支えとなっているものや鐙存在等

② M-G行動特徴および隣努老人自立度判定慈

準に関しては寮母の判定

{成績および結論]

1)対象の入所期認は l年未満4名 (19.0%に 1-

4年?名(33.3%).5年以上10名(47.6%)である。

ADしは自立5名 (23.8%). 準装たきりは名 (52.

4%) .寝たきり 5名(23.8%)である。痴呆度は正

常10名 (47.6%ト 経度協系4名(19.0%).中苦手度

務系?名(33.3%)である。

2)適応、と判定された者(以下，適応、苦手)は14名

(66.7%).どちらでもない1名 (4.8%).不滋応(

以下，不適応、雲寺)6名(28.6%)である。不適応群

の比率は年令と共に増加の傾向を示しまた入所

1年以内は高率である。

3) M G 行動特徴は fそう思う jの多い項呂は

滋磁的，気楽さ，神経質傾向等であり. rそう思

わないjの多い項昌は攻撃性，宇土交性，協調性等

である。また適応群は不適応群に比し積磁的，脅

主主的で，不活発，非社交的，神経質でなく気楽で

ないと判新される傾向にあった。

4) 臼常生活では不適応群は，趣味は 1つだけで

商会や生きがいはほとんどf返し 20%が「死にた

しリともらしていた。
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261) 漁村における栄養・巡動・休養言語査につ

いて (5)ー生活習慣改善善意識に関係する主主砲の検討

千葉大学看護学部係長室学教室

O中里子五孝 聖子氏雅美 佼藤有紀子

広島大学医学部保後学科 技 数告書

1 .はじめに

老人保健訟による鐙康診交データを利用した保

健指導システムを開発することを包的として、 19

90年-92年にかけて、毒事関燥の漁村地区の総長義診

査受診是?に立すして栄養・ i震動・休養等』こ関する言語

去をfjった。本研究では、住民の生活習僚にますす

る改警への怠銭・意欲に関与する要因を明らかに

する自的で、食生活、逮動、休養毒事のさ発態とそれ

ぞれにますする改善意裁との関係について検討した。

n.対象と方法

本研究の対象者は、毒事関空書残伊豆町2主び賀茂村

において、老人保健法に基づく健康診査を受診し

た伎災1497人である。縫E費量金交及び溺主主は1990年

8月初日 -25尽に実主主した。本幸宣告では f生浴室3

苦是正文議定意書室j を食生活・遼劾・{休養主事の三側磁か

ら捉え、生活苦3伎を変える必要があるとした若手を

f怠忠あり若手j 、ないとした者を f窓忍なし若手J、

どちらともいえないとした考を f意思保留君主j と

した a そして、食生活改義主主裁と食品摂取状況12

項目、時書好品摂取状況4項目、食習倹10項包等と

の関係、遂霊訪習後改号事怠言語と歩行持潤等 7項目と

の関係、休養改替窓裁と生活待問等 7項目とのfl!l

係について検討した。

題.結果

1):食生活では、改議怠銭と乳・乳製品、果物、

パン号事の摂取状況とに省窓な関係がみられた e 食

泰E寺泌が決まっている、欠食や間食をしない、食

品の取り方を考えている等の割合は、怠忠、なし群

が最も潟く、意，怒あり若手が最も低かった。一方、

渡いっぱい食べる、食事を毎日自分でつくる等の

割合は、遂の傾向にあった。また、怠思あり訴に

飲滋や喫援者の都合が最も低かった。2)l還動では、

歩行による外出奴度や待防が多い者の都合は、意

思なし若手が最も高く、 3意思あり毒事が最も低かった。

3)休養では、休怒を密自にとれる、生活時間は規

則的である、よく綬れる等の割合は、意思なし群

が滋も高く、意思あり群が最も低かった。
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262) 薬物治療における服薬コンブライアン

スに泌する研究

一一一老年者の特性についてー…ー

大分医科大学医学部看護学科設置準徽室

。差是害事菜子

大分医科大学医学部童話床薬理学

堤喜美子、中野愛行

目的:

薬物治療におけるコンブライアンスの問題は、

治療とケアの効果を左おするものとして霊安であ

る。しかし、服薬の実態、コンブライアンスに関

与する要因と測定方法、教育プログラムなどの分

析は未だ十分とはいえない。今回、淑薬の実態と

問題を解明することにより、適切な処方、服薬指

導および医療者患者関係についてま目見を得ること

を図的として潟査を実施し、老年者の特性を中心

に検討したので報告する。

対象および方法:

大分医科大学的属病院の内科外来遇税中で、薬

物治療を受けている成人患者206名 (29歳~

87歳)を対象に、質局紙を用いて、綴薬及び服

薬指導の実際、心身の健康状態、医療者患者関係

などに関する面接調査を実施した。調査期間は平

成6年2月 10日から 3F.ll 0臼であった。統計

解析は X2-test及ひ(Man日目官hitneyトtestを用い

た。

結果・

1 複数処方を受けていたのは、 65歳未満で

24.8%、65歳以上で34.7%であった。

75歳以上では 54.6%であり、高齢者に複

数処方のi傾向が認められた。

2.複数処方を受けていた者の中で、高齢者にお

いては、複数処方の事実を担当の援郎に報告し

ている割合が高かった(p<O.05)。
3.般汚している薬剤の種類は、潟齢者において

有意に増加していた (p<O.01)。
4. コンブライアンスの自己評価は、高齢者ほど

有窓に高く (p<O.01)、飲み忘れも少ない

(p<O.05)ことが明らかとなった。

5.服薬期間、副作用の経験、薬物治療に対する

評価と不安、医師とのコミュニケーションの容

易さに隠しては、年齢による差異は認められな

かった。
会土さ五
四四・

大学F付属病院内科外来通説中の高齢者において

は、成人販の他の年齢j爵の人々に比べ、服薬コン

ブライアンスは良好であり、服薬に対する関心が

高いことが明らかになった。高齢者の綴薬行動に

ついては、病読の特性や病気との関連伎などの視

点から、さらに分析を進めていきたい。
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第20回日本看護研究学会総会議事事項

議覇

1)平成 5年境事業報告及び会計報告，

2 )平成 6 について

3 )平成 6年震予算案について

4 )第21沼会長の選出について

5 )会閣の改正について

6 )その{也

報告事項

1 )学会員の動向について

2 )委員会報告について

3 )平成 6年震実学会研究について

4 )平成 5年度奨学会研究発表について

5 )日本学術会議について

6)選挙について

7)その地

1 )平成 5年設奨学会研究者表彰

2 )平成 6年度護学会訴究禁学金授与

について
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成 5年度会計収入 El 平成5年 4月 1日
至平成6年 3月31日

項 自 平成5年度予算

1.自IJ 期繰越金 485，176 
2.平成 5年度会費 16.972.000 

((((理評新 般入議会会 員事員員)) ) ) 

13，937，000 
255，000 

1，380，000 
1，400，000 

3.雑誌 広告料 1，125，000 
4.雑 収 人 1.000.000 
5.受 取 手目 怠 100，000 

メε弘コ、 百十 19，682，176 

平成 5年度会計説明
設しム1，540，000円は，退会220名分
注 2.定期預金満期の為

平成5年度実綴 予算と実績の去を 綴 考

485，176 O 
15，593，000 ム 1，379，000
12.397.000 ム1.540.000

1W 12 名名
(註1)1

255，000 O 17 
1，380，000 O 138 
1，561，000 161.000 223 
1，075，000 Iム 50.000 1社 2自分辞退

1.592.509 592.509 別刷，雑誌(有料)

236，332 136.332 定期，普通預金(註2)
18，982，017 ム 700，159

平成 5年度会計支出
自平成5年4fl1日
奈 平 成6年 3月31日

項 自 平成5年度予算 平成5年度実績 予算と実綴の差 備F 考

1.学会総会補助費 400，000 400.000 O 第19臨総会(熊本)
2.地方会運営費 100.000 100.000 O (註1)

3.姿員会運営費 70，000 98.580 ム 28.580 

(((奨編20学均集会年委委委員員員会会会)) ) 
20，000 20，000 

28 58O 0O j! 通通事信信務費設費 事事人務務件費費費40，000 mo  jム
10.000 I 10.000 

4. EP 席目 資 10，250.000 9.420.919 892.081 

i( 聖選 語他挙j) ) 
T~~ ，~~~ 雑誌 5 回， 5]側

100，000 100，000 
の 150，000 171，804 ム 21，804 

O 。 O 
5.返 資 2‘550，000 2，112事275 437，725 

ii雑会霊 務費 請通 草求事)〉j1 1 ! 
2，000，000 1，749，347 250.653 雑誌5出， 5]IJ捌
200.000 151，596 48，404 5回
350，000 211，332 138，668 Te!，Fax，郵便

O O O 
6.事務局運営費 1，630，000 1，586，310 43，690 

i zzij 
1，000，000 17，200 
120，000 89，524 
50，000 50.000 
10.000 8.068 1，932 
450，000 455，918 ム 5，918O i 1 コピー機，踏台

o r !u 
7.会 議 資 450，000 363，236 86.764 

(( 適選 常挙) ) 450，000 363236O 1 i 86.764 怒事会，監査
O 

8.事 務 重苦 400，000 438，375 ム 38，375 

((通選 常挙)) 400000 O j 438.375 ム 38，375 封筒， ラベル他。 O 
9.ノ¥ {ヰニ 費 3，250，000 I 3.449.113 ム 199.114 

;i時雇 ij 間 284，680 1i! 総会発員送会管鹿， 会計
500，000 466，533 33，467 
150，000 97，900 52，000 ~~，.E!芸事会

O O O 
10.予 官首 費 582，176 50，000 532，176 北海道地方会
11.雑 t員 O O O 
12.次期繰越金 O 963，209 

l仁コ〉、 百十 19，682，176 18.982.017 ~些坦3
平成5年度
設1.近畿・北陸，中関・湖国各地方会



黛{普対照表
日本審議研究学会財産現在高

平成61:手3月31日

会

金

会

立

会

収

受

払

料

繰
新
制
加

+
木
前
前
吏
次

平成 8年度会費

4月分家賃， 20回総会補助ぬ万
8，106，000 

481，000 
20.000 

963.209 
089 ‘209 

穏

越

9 

損益計
日本看護研究学会運営現在高
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平成5年 3月318

1，592，509 
236，332 

400，000 
100，000 
98，580 

9，420，919 
2，112，275 
1.586.310 

363，236 
438.375 

雑 i収入
受淑手IJ 怠

総会補劾費

地方会運営費
委員会運営費

雑誌印総資

i慶 信資
事務局運営費

会議銭

事務費

£士二
仁3報査髭と

よ1IL

しましたので報告します。

日 平成 6年 4月16El 

平成 5年度決算審査

平成 5年 4月l白から平成 8年 3月31日の関の帳簿，並びに証拠諸表，袈金，預金通援の提

示を受け，平成 5年度会計収支報告書に基づいて調査の結果いずれも遊正であることを認め

ます。

3.在意事項

特記事項なし

日本看護研究学会の平成 5年度に関わる会計を

1. 
2 

愈
@
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子
桂

井

島

4月16日

日本看護研究学会

監事 金

監事 国

平成 6



平成 5年度

百本看護研究学会奨学会決算報告書

項 El 収 入 支 出

前年度繰越金 4，693，113 

奨 学 金 300，000 

賞状，筒代 5，2 3 2 

手目 怠 104，853 

本学会より補助 20，000 

通 費 1，9 8 0 

導主 務 資 O 

寄 付 3，000，000 

次年度繰越金 7，510，754 

メ£hコ、 言十 7.817.966 7，817，966 

註1.井上実美子，時国加奈子

註 2.木場E喜怒理事 200万円，故山元重光名誉会員 100万円

設 1

良平成5年 4月l日
至 平 成6年 3月31日

綴 考

山本事子

定期，普通預金

註2

註3

註3.次期繰越金内訳:現金50，645内，普通預金109月，定期領金7，460，000fI]

監 査 報 告 書

日本看護研究学会奨学会の平成 5年度に関わる会計を監査しましたので報告します。

1.監査実施日 平成 6年 4月23日

2.平成 5年度決算審査

平成 5年 4月 1日から平成 6年 3月31日の間の帳簿，並びに証拠語表，現金，預金通帳の提

示を受け，平成 5年度会計収支報告書に基づいて調査の結果いずれも適正であることを認め

ます。

3. 住意事項

特記事項なし。

平成 6年 4丹238

日本看護研究学会

監事 金井和子@
監事 田島桂子@
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平成 6年度事業計画(案〉

1.年 l屈の総会を開催する。

2.機関誌を発行する。

3.奨学会を運営する。

ι地方会を運営する。

5.第20由記念事業を持う。

6.選挙を日う。
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平成 6年度会計収入予算(案)

項 自 平成5年度実績 平成8年度予算 綴 考

1.前期繰越金 485.176 963.209 

2.年 度 メヱ又ミ 費 15，593，000 16，993，000 

((〈(一新理評 般入議会会 員事員員)〉) 〉

12.397.000 13，958，000 
2li1f309名8D9名名4 名 (1，771 十2潤)255，000 255，000 

1，380，000 1，380，000 
1，561，000 1，400，000 

3.雑 誌広合料 1，075，000 1，000，000 25，000内X8社X5国

4.雑 収 入 1，592，509 1，000，000 別刷，臨時増刊号(有料分)

5.受 取 孝司 ，怠 236.332 100.000 定期，普通預金

6，入 メヱ当3、Z 金 。 600，000 200名
メロ当、 計 18，982，017 20，656，209 I 

平成 6年度会計支出予算(案)

項 目 sf成 5年度実績 平成6年度予算 綴 考

1.学会総会補助費 400，000 400.000 第20間総会(東京)

2 地方会運営費 150，000 150.000 近畿北陸，中盟問調，北海道

3.委員会運営費 98，580 130，000 

(((編奨20周年委員学集会)) ) 
~Q ， QQQ 20，000 

通返まま信読信費費・著事事者務務通費信費愛， 事務費68，580 100，000 
10，000 10，000 

4，印 路Ij 資 9，420，919 10，130，000 

〈〈((会雑選そ
他詰挙1〉) 

9，249，115 W0900! 雑誌5閤， 531捌
100，000 

の 200.000 
330.000 会費請求，事務連絡

5.遜 資 2，l12，275 2.600.000 

遺書室ij 1，749，347 1.900.000 400話間，0料00，内x 5 閤
151.596 200，000 

電D 郵便料，振込料211.332 250.000 。 250，000 

6.事務局運営費 1，586，310 1，300，000 

〈((請(家什光選 も器熱料備J品 賃費彰費挙)〉) 〕

982，800 1，000，000 81，000悶x12ヶ月 作業場
89，524 100.000 
50，000 50，000 100，000fIl 2 
8.068 10，000 

者関調禁ij，場精所子455，918 100.000 。 40，000 

7.会 議 費 363，236 510，000 

((i選g 363.236 400，000 理事会2昭，監資。 110，000 

8.事 務 費 438.375 600，000 

((遜選 常挙) ) 438.375 450，000 封封筒筒， ラベル， コピー用紙紙
O 150，000 ， ラベ、ル， コピー周

9.人 fキ 費 3，449，113 3，650，000 

ZAij 2.884.680 2，900，000 
総会発員送会管理会近，距費会請離計求出張(時給750円)466.533 500.000 

97，900 50.000 
む 200，000 

10.予 備 費 。 1，186，209 

11.次期繰越金 963，209 O 
メ£コ為、 計 20，656，209 
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自本看護研究 学会会員IJ

(平成5年?丹30日現在)

第 l条(名称〉

本会は日本看護研究学会 CJapaneseSociety of Nursing Research CJ.S.N.R.)と称する O

第 2条 (自的及び活動)

本会l立法く の研究者を組畿L， の教育，研究及び実践の進歩発援に するこ

とを自的として活動を行う O

1)研究会の開催。

2 )学街講演会の韻機。

3 )学会誌の発行。

4 ) 

5 )関保学箭団体との連絡，提携。

6 )その地，目的達成に必要な活動。

第 3条〈会

本会の日的に

とする。

2) C費JlJJ会員)

本会の目的に

にする O

し， の撹薦をえて，所定の手続きと，

し，本会に言寄与するために入会を希望し，

の綿入を した者をもっ

の をえた者を賛芸jJ

3 )特闘の理出なく，ヨi続き 2年以上， そ納入しない者は，会員の資格を失う G

第 4条 (入金〉

本会に入会を希援する者は，所定の手続きによる入会

金及び会費の納入を完了した時点で本会の会員となる。

を本会事務所に提出する。入

第 5条

本学会に永年に躍る貢献の認められた会員を理事会の推薦により， 総会の議を経

て名誉会員とする O

2 )名誉会員は本学会の諸会費を免賎し，学会機関誌を送付する。

第 6条(会長)

会長は本会を代表し会務を総理する。

2 )会長は理事会の推薦により， の議を経て，総会で決定される。

3 )会長の託期は 1年とし，再任を妨げない。

4 )会長に事故ある場合は，評議員会の決議により会長を交代をすることができる O この場合

の任期は残余の期間とする。

第 7条 (理事及び理事会)

本会は，会長を播佐し，会務を掌理するため，理事をおき，理事会を組識する。

2 )理事は531]に定める規定により のr:tから選出し，会長が委嘱する。
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3 )理事の中から常任理事若干名を互選し，本会の総務，会計，渉外，編集，奨学会，などの企

商運営を担当する。

4)企闘運営に当たり，必要に芯じて委員会を組織する。この委員会規定は加に定める。

5 )理事会は会長が必要に応じて招集し，議長は会長があたる。

6 )理事の任期は 3年とし，再任を妨げない。

7)理事の任期中の欠員は補充しない。

8 )理事長を設ける。理事長は理事の主主選とする。

第 8条(監事)

本会の会計，資産を監査するため監事を 2名おく。

2 )監事は評議員の中から互選し，総会の承認を経て会長が委曙する。

第 9条(評議員及び評議員会〉

本会は，会長の諮関に応じて重要事項を審議するため，評議員をおき評議員会を総織する。

2 )評議員は加に定める規定により，会員の中から選出し，会長が委嘱する。

3 )評議員の任期は 3年とし，再任を妨げない。

4 )評議員の任期中の欠員は補充しない。

5 )評議員会は年 l回定併に会長が招集し，議長は会長があたる。

6 )評議員の 3分の 2以上から請求があり且つ，理事会が必要と認めた場合は，会長は臨時に

評議員会を詔集しなくてはならない。

7)評議員会は評議員の過半数以上の出席がなければ議事を関与議決することができない。

第10条(総会)

本会の総会は毎年 l閉会長が招集して開催する。

2 )理事会が必要と認、めた場合，評議員会により開催の議決のあった場合，及び会員の過半数

以上から目的を示して総会の開催の請求のあった場合には，会長は臨時総会を開催しなくて

はならない。

3 )総会の議長は会長があたる。

4)議事は出席者の過半数をもって決し，賛杏同数の場合は議長が決する。

第11条 (地方会)

本会の目的に員りして，地方活動を行うために，地方会を組織することができる O

2 )地方会の名称は臼本看護研究学会を冠した地方会とする。

3)地方会の役員または世話人に，当該地監の理事を含めなければならない 0

4 )地方会の運営については，炎々において別に定める。

第12条(会計)

本会の運営は，入会金・会費及び本会の事業に伴う i収入等によって行う。

2 )会言十年度は 4月 l日より翌年 3月318までとする。

第13条(会費)
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入会金は次の通りとする

入会金 3，000円



2 )会費は次のとおりとする。

年会費 理 事 15，000丹

評議員 1O，000P:] 

会員 7，000丹

賛助会員札口) 30，000円

第15条 (事務局〉

:;=260 千葉市中央毘亥鼻 l丁目 2番10号

第14条 (会員IJの変更)

会員リの変更は評議員会の議を経て総会の議決によって持う。

村長IJ

この規制は，昭和57年 5月訪日から実施する。

1 )紹和58年 6月 1臼 一部改正(会費)実施する。

2 )昭和58年 5月 18 付期 1~4 項器IJ捺

3 )昭和59年 7月23臼 一部追加改正(理事会〉実施する。

り昭 和60年 9月?臼 条項追加改正(名誉会員)， (地方会〉実施する。

5 )平成 2年 8月 4日 一部改正(理事会)， (評議員会)， (会費)実施する O

6 )平成 4年 8月 18 一部追加(理事長及び理事会)，改正(事務局〉。

7)平成 5年 7月初日 新設(入会)，一部追加(地方会)， (会計)，入会金・会費〉実施す

る。
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評議 選 出 規 定

1.この規定は，会期第 9条 2項による評議員選出に関して規定する。

2. (地区・定数)

(平成5年 7月30日現在)

全国を付表にし訴す地底に分け，夫々登録した地区の会員数の約 5% (四捨五入とする)を

地区の評議員定数とする。

3. (被選出資格)

の被選出者となる資格は，会員となって 5年以上の者で選挙公示の日までに会費を完

納している者。

4. (選挙資格〉

で選挙の公示までに会費を完納した者。

5. (選挙公示〉

の任期満了の l年前の会長が評議員就任の期間を明示して，評議員選挙を公示する。

6. (選挙管理委員会)

評議員の互選により選挙管理委員 3名を選出し，会長が委嘱し選考主管理委員会を組織する。

2 )互選により選挙管理委員長を選出し会長が委嘱する。

7. (投票締切日の公示〉

選挙管理委員会の協議により投票締明白を決定し， に公布する。

2 )投票締明日は年度末 3カ月以上前に決定すること。

8.選挙管理委員会は地区加に選挙人登録者名簿及び?皮選出者登録名簿を作成し，定めた締切目

前 1カ月迄;こ選挙人である会員に配布しなくてはならない。

9.投票は郵送により行い，投票用紙，投票用紙入れ密封封筒及び返送用封簡を各選挙人に配布

L，定められた投票締切aまでに投票を完了するよう文書で徹法潤知させる。

2 )投票締切白出印は有効とする。

10.規定による投票用紙は登録地区評議員定数による連記制とする。

11. (投票締切)

投票締切臼指印の投翼封筒の到着をもって締め切る。

12. (開票)

開票は選挙管理委員会員が立ち会いの上行う。

13. (然効，有効票)

投票用紙に地区定数以上の者にOE[Jを記入したものはその投票用紙について全員無効とする。

2) 0印が地底定数に満たない投票用紙についてはそのO印を付したものの得票として有効と

する。

3) OE[J以外の印(例えば xE[J，ムE[J等)が記入されたものは，そのものについては無効とす

る。 OE[Jのほかに称号，敬称等の記入は有効とする。

14. (得票及び名簿作成)

各地区毎，得票数上位の者により定数枠内の者を該当者とし， これに次点者を明示して加え
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て，票数を記載せずに名簿を作成し，理事会に提出する O

2 )最下位得芸望者に関数の者のある場合は向得票である皆明示して名簿に加える G この場合次

は設けない。

3 )次点者iこ向得票数の者のある場合も同議，明示して名簿に加えて記載する 0

15. (会長撹薦〉

会長は必要によ志じ， この選出方法とは別に若干名

16‘ (評議員の決定)

理事会は選考主管理委員会の報告と，会長による推薦者について地区毎に

定する。

として理事会に推薦することが出来る。

L， を決

17. この規定は，昭和57年 5丹10日より発効する O

付目立

1)平成 2年 8月4日 一部改正実施する。

2 )平成 5年 7月初日 一部改正案擁する O

く付 表>

蔀3 名

宮域，秋出，山形，福島

必
4
A

一p
h
d

神奈川，妓皐，静間，愛知，一

-1ヒ渡(滋賀，京都警大薮，兵鼠紘和歌山，福井，富山，石川

鳥取，関山，広島，山口，銭高，番)11，愛媛，

福絹，佐賀，長崎，熊本，大分，鮪，鹿!尽島，沖縄

く投薬用紙書式>

書踊
評日

;大
選本 投 議

秋 綾 挙事5 F夜~之さ Eミ
補 管護 綴 投

平日 ヌド 代 ネ土 野 者 援研 切
氏 委員 究学

j自 り ffl 
擦 太 昭 ネし 主主 名 EfJ 臼 紙

〆件、、 z メ~、 メヱs: T写
C 虫5 手5 子 子 ア 効 年

イ 地
綴 殿 殿 綴 毅 ウ 月 s: 

エ
、../

オ 印 臼
日頃
、ーノ

(投薬する{換機者の頭の投薬繍iこOEPを記入〉
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理事選 出規定

(平成5年 7月初日現在)

1.この規定は本会会期第 7条 2項による理事選出iこ関して規定する。

2.理事は20名以内とし，地区の評議員数に応じて配分する。

3. 1i選の方法は，新評議員が各地区の新評議員の中から理事定数の連記とする。

4.投票締切日は会長が決定し，投票は郵送により行う。

2 )投票締切日消印は有効とする。

5.開票は選挙管理委員(評議員選出規定による選挙管理委員が兼ねる)全員の立会いの上行

0
 ・っ

6.投票用紙に地区定数以上の者にOEPを記入した者はその投票用紙については全員が無効と

する。

2) 0印が地区定数にみたない投票用紙についてはそのO印を付した者の得票として有効と

する。

3) OEP以外の印(鰐えばxEP，ムEP等)が記入されたものは，その者について無効とする。

0印の{也に称号，敬称等の記入は有効とする。

7. (得票及び名簿作成)

各地区毎，得票数上位の者により定数枠内の者を該当者とし，票数を記載せずに名簿を作

成し，理事会に提出する。

2 )最下位得票者に時数の者のある場合は問得票である旨明示して名簿に加える。

8. (聴率の決定)

理事会は会長より提出された新理事を審査し，理事を決定する 0

9. この規定は平成 2年 8月4日より発効する。

付 員リ

1)平成 5年 7月30B 一部改正・追加実施する。
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日本看護研究学会奨学会規定

第 1条 (名称)

本会をa本署護研究学会奨学会〈研究漢学会と略す〉とする。

第 2条(芭的〉

本会は日本看護研究学会の毒事業のーっとして，援秀な看護学研究者の育成のために，その研

究費用の一部妥結与し，研究成果により看護学の発援に寄与することを自的とする。

第 3条(資金〉

本会の資金として，前条の岳的で本会に贈与された資金を基金として，その金利をもって奨

学金に当てる。

会計年度は 4月 1日より翠年 3月31までとする。

第 4条(対象〉

日本看護研究学会会員として 1年以上の研究活動を継続している者で E担誇または推薦に

より，その研究目的，研究内容，審査のよ適当と認めた者若子名とする。

2.奨学金は対象研究課題の 1年関の研究費用に充当するものとして贈る。

3.研究が継続され，更に継続して奨学金を希望するものは，改めて申請を行うこととする。

第 5条(義務〉

この奨学金を受けた者は，対象研究課題の I年開の業議成果を次年度目本看護研究学会総会

において口頭発表し，更に可及的思い時期に日本看護研究学会誌に論文を掲載し公判する義務

を負うこととする。

第 6条(罰金〉

奨学金を受けた者の負う義務を怠り，また日本看護研究学会会員として，その名誉を甚だし

く殻損する行為のあった場合は，委員会が査関の上，贈与した奨学金の全額の返還安命ずるこ

とがある。

第 7条 (委員会)

本会の運営，審査等の事業にあたり，日本看護研究学会理事会より推薦された若手名の

によって委員会を設ける。

2.委員会に委員長を墨色本会を総務する。

i 委員会は次の事項を掌務する。

(1) 基金の討議管理及び日本看護研究学会会長への会計報告

(2) 奨学金援与者の選考，決定及び会長への報告

(3) 授与者の義務履行の確認及び不題行者の査開，誤射適用の決定及び会長への報告

第 8条

委員会より報告を受けた事項は日本看護研究学会会長が総会に報告する。

第 9条

奨学金を授与する者の募集規定は委員会において射に定め，会員iこ公告する。

第10条

本規定は昭和54年 9月24日より発効する。

付員IJ

1)昭和59年 7月228 一部改正(会計年度の期日変更)実施する。

211 



自本看護研究学会雑誌縞集委員会規定

1. (名称)

本会は，日本看護研究学会雑誌編集委員会(編集委員会と略す)とする。

2. (話的)

本会は，会期第2条第3項による学会誌の発行に関わる金額運営のために，会期第7条 3乳

4項iこ基づいて寵かれる。

3. (委員会)

本会の運営は，日本看護研究学会理事の中より若子名の委員を選出する。任期は役員任期期

臨とし，再任を妨げない。

2)委員の中から委員長を互選する。委員長は本会を総務する 0

4. (査読)

委員会があらかじめ査読者を若子名選出し，理事会の議を経て日本看護研究学会雑誌に公告

する。

2 )会員以外の査読者には手当を支給することが出来る。

3)在期は役員任期期IllJとし再任を妨げない。

4 )投稿された論文の査読は 3名以上(委員長を含めて)の査読者で行う。

5. この規定は昭和59年12月 1臼より発効する。

付期

平成 5年7丹30日 一部改正案擁する。
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日本看護研究学会雑誌投稿規定

1.本誌投稿者は，著者及び共著者すべて，本学会員とする。但し，編集委員会により依頼したものはこの限り

でなL、。
2.原稿が制り上がりで，下認の論文積l.lIJlこよる制限交数以下の場合は，そのf高裁料は無料とする O その制限を

超過した場合は，所定の料金を徴収する。超返料金は、織り上がり超過分真につき実費とする。

論文類別 完封i渓&数 線総j枚数(合図表) 原稿用紙 (400字詰) 5 

枚弱で制り j二り 1爽とい
原 著 10& 約 45枚

われている。図表は大小
総 説 1 0& 約 45枚

あるがつが原稿用紙
論 壌 2& 約 s枚

l枚分以上と考える。
事例報告 3& 約 15枚

その{也 2頁 約 s枚

3.邪気1]りについては，予め老若者より取し受けて有料で印制する。

料金は， 30問×路1]り上がり&数×部数 (50書官を単位とする〉

4.国表は， B 5版用紙にトレースした療関を添えること。また，E[J隠せ業者でトレースが必芸さになった時はその

実授を徴収する。

5.原稿lこは表紙を付け，

l)J二段構に，表題，英文表題〈各上手話の頭文字を大文字とする)，若者氏名(ローマ字氏名併記)，所属機

関(英文併記)を記入すること。

2)下段織は，本文，図表，写真の枚数を明記し，希望する原稿務別を朱苦手すること。又，連絡先の宛名，住

所，港話番号を記入すること。

3) l.ll]諸1]を希望する場合， l.ll]制本部と朱脅すること。

6.投稿係務は，表紙，主主文，図表，写真言事，オワジナル原稿のすべてにまま読用コピー 2部を添えて提出する。

7.投稿原稿の採否及び種別については，綴集委員会で決定する。尚，原稿!立，探知jとして返却しない。

8.校正にさ当たり，初校は著者が， 2校以後は著者校廷に2毒づいて編集委員会が行う。

尚，校正の際の初主義は一切認めない。

9.原稿執筆婆鎖は， l.ll]に定める。

10. (原稿送付先)

;=260 千葉市中炎区亥弊 1-8 -1 

継続看護研究部 内海

千葉大学務護学部看護笑設研究指導センター内

渓宛

fえ封筒の表iこ， r日者会石野誌原稿jと朱答し，塁手努郵便で郵送のこと。

11.この規定は，昭和59年12月1Bより発効する。

付員IJ

1)平成5年7fl30B 一部改正実施する。
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日本春護研究学会原稿執筆要項

1.原稿用紙85版横番き400字詰めを使用する。

2. 当用漢字，新かなづかいを用い，橋書で簡潔，明瞭に書くこと。(ワープロも可能)

3.原著の構成は1.緒言(はじめに)，江研究(実験)方法 m.研究結果(研究成績)， 

N.考察 V.結論(むすび)， VI.文献，とし，項目分けは， 1.2.…， 1) 2)…，①，②… 

の区分とする。

4. 数字は算用数字を用い，単位や符号は横用のものを使用する。特定分野のみで用いらをる単位，

略号，符号や表現には註書きで簡単な説明を加える。

ローマ字は活字体を用い，出来ればタイプを用いること:rng， Eq イタリックを用いる場合

は，その下にアンダーラインを付すること。

5. 図表，写真等は，それを説明する文章の末尾に(表 1)のように記入し，さらに本文とは別に

挿入希望の位置を，原稿の欄外に(表1)のごとく朱書するO 図表は，原稿本文とは別にまとめ

て，巻末に添えること。

6. 文献記載の様式

文献は，本文の引用簡所の屑に υ.2) のように番号で示し，本文原稿の最後に一括して引用番

号j頓に整理して記載する。文献著者が2名以上の場合は筆頭者名のみをあげ， 00他とする。

雑誌略名は邦文誌では，底学中央雑誌歌文誌では， INDEX M日DICUS及びINTERNATIONAL

NURSING INDEX に従うものとする。

〔記載方法の例示〕

-雑誌;近沢判子:看護婦の BurnOntに関する要罰分析ーストレス認知， コーピング，及び

BURN OUTの関係一看護研究， 21(2)， pp.159~172， 1988 

; Henderson， V.: The Essence of Nursing in High Technology. Nurs昏 Adm. Q.， 

9 (4)， pp. 1 ~ 9， Summer 1985. 

・単行書;宗像桓次:行動科学からみた鍵壊と病気， 184，メヂカルフレンド社，東京， 1987. 

;分担執筆のものについては:安藤格:心身の成長期の諸問題，健康科学(本間日盟

他編)， 214~229，医学書院，東京， 1986. 

・訳書;Freeman & Heinrich : Community Health Nunsing Practice， W. B. Saunders 

Company， Philadelphia， 1981，橋本正日監約，地域保健と看護活動一理論と実桟一，

医学書院サウンダース，東京， 1984. 

7. 顕著投稿に際しでは， 250語程度の英文抄録 (Abstract)及び，その和文 (400字程度)を付け

ること。

8.英文タイトルは，最初(文頭)及び前置詞，冠詞，接続詞以外の単語の最初の文字を大文字と

する。

9. この規定は，昭和59年12月1日より発効する。

付期

1)平成5年 7月30日 一部改正実施する。
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l関 b 騒翻 蹴鞠崎山静 欝

Nursing Research:Principles and対ethods3rd ed. 

3轟
議 D.F.ポーリット/B.P.ハングラー

監訳 近欝潤子 礼綴箆科大学保健夜警察学部教授

ポーリット博士と八ングラー博士の共著になる5審
議 研究京 理と方法幻ま. 19ア8年にその初販が

米盟で発行されて以来，世界中の審議研究者および

惹護学生のあいだでEE倒的な評億を得てでた。内容

の適切芯選定. ~月後で組織的な記述.具体的でわか
りやすい用例など，どの点、君主とっても間然とすると

ころの主主い際立って優れた審議研究のテキストブッ

クである。研究方法議の入門謬として，おそうくど

の専門分野の第一級の類撃と誌較しても遜色のない

ものであろう。主主審撃によって読者は必ずや研究への

関心変換諮之され，そのおもしろさに包を見顕かれる

に違い忽い。

.85翼456臨61等譲21994 
定蕗7，828丹〔税込)1'400 [lSBN4-260-34130-8] 

滋主主霊室内容警護
祭 1吾容 科学的吉野究遜程 努 1霊塁 審議と荻究の役叡/第2議

料学的アプローチ/霊祭3霊警 務究プロセスの綴銭
第2幸語研究の議室綴第ヰ薮審議後究関慈の滋択と定警護/祭5

級交問題に誇遣する既存の後認の縫認と婆約/努8霊繁 華霊銭
的分阪での探究鱈護憲の佼額づけ/繁7怒仮設の緩み立て

第3密告 護審議研究のための設計 芸名8議 実験と祭実験/祭g
非主建警察的研究/祭10慾 その他の緩類の研究/祭11議 室汗究
設計の潔翠/努12怒 擦2主主主出

第 4謹話 潟定とデータ奴霊祭 察署13霊翠 言議後i去と災関紙法/祭14
尺笈と擦誇室5き己幸護をき法/努15慾 毅警禁法/第16畿 会三絡

会三室霊学的データおよびその他のデータのi段重軽法/努1ブ怒 5lIU 
定m喜三アセスメントのためのf議議後，妥主当性.そのf訟の喜義援/
第 18襲撃 鐙釣5lI1J定法

雲蓉5苔器研究データの分析第19慾関約データの分析/努20
記述統計/霊祭21綴捻i総統計/ノ努22綴滋援な統計約手

法/霊祭23怒 コンビューターと科学的務災/祭24怒 コンビ
ュータ一分析のためのデータの遂容議

務 8態研究遜緩におけるコミニエニケーション第25毅 研究
絡祭の露率絞と績をき/銭26綴 務究識をきの言卒後/祭27緩 研究

計磁畿の作成

A Dictionary of Nursing Theory and 詞esearch

by Bethel Ann Powers， Thomas R. Knapp 

監訳 内海 j晃球大学教授総学部

しようとするときや，臨床審議研究を行うにさ当たって，よく龍われる用語

を基本かう立ち戻って，本来の意味と現在の意味とを併記してあるので，用語のましい捜し1方を

知ることがでさる。 r理論Jrモテ1レJr 1.反説Jr韓記念jなど理論研究の基本用語から始まり， rグラウ

ンヂッド・セオIj-Jrヱスノメソド口ジーJr現象学jなど最近の用語，また研読む使われる統

計学の萎本用語砿ど.約230語について解説した，r読む事典Jである。沼語の意瞭の理解と確

認に護濫の事典といえる。拐めて研究に当たる人や，また臨床研究を行っているナース，そして

教膏や部究に携わる方々にも，用語の意味の理解や再躍認に役立つ。

建議四六判資1841994 2，472円(税込)千400[ISBN4-2印刷34123る]

医学書院 主立態"霊訪 3筆家・文京・ 2ド蓄率ふ 24-3
03ゅ 3817梯 5657
03-3817-5650 
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